


北海道新聞提供 撮影 岩松 健夫
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タンチョウ愛護発祥の碑
平成 8年 3月 2日建立

碑

」ト

ノ Lヽ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
=■
■■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

こ
の
愛
護
発
祥
の
碑
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
冬
か
ら
タ
ン

チ
ョ
ウ
に
餌
を
与
え
続
け
、
今
日
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

一
大
楽

園
を
築
か
れ
た
山
崎
さ
ん

一
家
を
は
じ
め
、
愛
護
活
動
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
人
々

を
讚
え
、
後
世
に
そ
の
業
績
を
永
く
伝
え
る
た
め
に
建
立
す

る
も
の
で
す
。

平
成
八
年
二
月

揮
亀
者文
化
功
労
者
　
文
学
博
上
犬
養
　
　
孝

建
　
立阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

q
ヽ
」L」

hこコ

」
.」

ロ

ー
.ヽ

^」■ヽ
【r

「

「
―

F

ン

●
　

・
■
一

●

●

■

１
・
　

■
一

１

■
　

ド
　

‥

―

―
●
　

　

―

■
●

， こ
一議

や

イ

タ
に

―

，

こ

_プ

―

，
　
　
．
‐Ｆ

Ｉ
Ｉ

~―
■

" 一
″

。口:



犬養 孝 萬葉歌碑
平成 8年 3月 2日 建立
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天 吾 霜 宿 客

乃 子 降 将 人

鶴 羽 者 鶯 之

群 長  野

示

原
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読
み
方
衆
人
の

お
り
そ
ｒ
努
に

猜
眸
ら
ｒ

零

が
子
涸
合
め

尺
の
傷
群

歌
意旅
人
が
宿
り
す
る
野
に
霜
が
降

っ
た
な
ら
ば

吾
が
子
を
お
前
の
翼
で
蔽

っ
て
や

っ
て
お
く
れ

空
を
飛
ぶ
鶴
の
群
れ
よ
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碑
解
説

文
化
功
労
者
　
文
学
博
Ｌ

万
葉
集
第
九
―

一
七
九

一　

作
者
未
詳

天
平
五
年
癸
酉
遣
唐
使
舶
嚢
ニ

難
波
ヌ
海
之
時
親
母
贈
７
歌
犬
養
　
　
孝
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日秋旨

倉霜ζ

昭
和
２０
年
９
月

昭
和
２７
年
４
月

昭
和
３９
年
３
月
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日
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昭
和
４４
年

昭
和
４５
年

昭
和
４６
年

昭
和
５２
年

昭
和
５３
年

昭
和
５０
年
以
降

昭
和
６３
年

平
成
８
年
９
月

■
書
道
家

１８
歳
　
書
道
人
間
。
昭
和
２２
年
宇
野
静
山
（小
樽
市
）
に
師
事

芦
別
市
に
於
い
て

「書
道
研
究
　
書
峰
社
書
道
」
を
結
成
。

「
日
本
書
道
美
術
院
展
」
に
出
品
。

「
日
展
」
初
入
選

札
幌
市
に
転
出
、
「書
峰
社
書
道
」
運
営
の
傍
ら
、
本
格
的
に

書
活
動
に
入
る

社
団
法
人
創
玄
書
道
会
創
立
に
際
し
、
学
童
部
審
査
員
と
し

て
参
加

「創
玄
展
　
第
二
科
審
査
員
」
に
推
挙
さ
れ
る

「北
海
道
書
道
展
」
で
準
大
賞
受
賞
、
「審
査
員
賞
」
に
推
挙

さ
れ
る

「北
海
道
創
玄
」
設
立
、
初
代
幹
事
長
に
就
任

「毎
日
書
道
展

近
代
詩
文
書
部
審
査
会
員
」
に
推
挙
さ
れ
る

「創
玄
展
　
第

一
科
審
査
会
員
」
に
推
挙
さ
れ
る

「
日
展
　
会
友
」
に
推
挙
さ
れ
る

「北
海
道
書
道
連
合
会
」
設
立
。
理
事
長
、
事
務
局
長
を
歴
任

「創
玄
書
道
会
理
事
」
「毎
日
書
道
展
運
営
委
員
」
「近
代
詩

文
書
作
家
協
会
理
事
」
「全
日
本
書
道
連
盟
高
野
山
書
道
協
会

理
事
」
「北
海
道
書
道
連
盟
常
任
委
員
長
」
「北
海
道
書
道
展

理
事
」
「毎
日
北
海
道
展
実
行
委
員
長
」
な
ど
歴
任

「札
幌
市
民
文
化
奨
励
賞
」
受
賞

６９
歳

「
日
展
会
友
」
「北
海
道
書
道
連
合
会
」
以
外
の
、
全
て

の
書
道
界
役
職
を
退
任
。
（以
後
無
所
属
）
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目

次

発
刊
に
あ
た

つ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
　
会
　
長

愛
護
会
設
立
４０
周
年
記
念
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿

寒

町

長

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
４０
周
年
を
祝
し
て
　
　
　
　
　
　
　
阿
寒
町
議
会
議
長

タ
ン
チ
ョ
ウ
と

「共
に
生
き
る
」
時
代
を
迎
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
釧
路
支
庁
長

設
立
４０
周
年
を
祝
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
教
育
庁
釧
路
教
育
局
長

愛
護
会
４０
年
の
歩
み
に
感
謝
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
寒
町
教
育
委
員
会
教
育
長

「タ
ン
チ
ョ
ウ
に
学
ぶ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
阿
寒
町
教
育
委
員
会
教
育
長

「阿
寒
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
」　
　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
鶴
酒
造
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
会
長

千

羽
鶴

の
陰

に
　
　
　
　
　
　
　
専
修
大
学
名
誉
教
授
　
元
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

阿
寒
町
を
頼
り
　
越
冬
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
　
　
　
　
　
　
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園
名
誉
園
長

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

真

家

「赤
い
ベ
レ
ー
の
恋
人
」
と
呼
ん
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
　
真

家

四
十
年

の
歩
み

‥
…
…
…
…

座
談
会

「鶴

へ
の
想
い
を
語
る
」

‥

町
内
給
餌
に
尽
く
し
た
人
々

…
…
…

町
内
愛
鳥
校
紹
介

‥
‥

鶴

群

よ

り

…

…

資

料

編

…

…

編
集
委
員
感
想

一
言

・

…

　

愛
議
会
事
務
局
長

編

集

後

期

グラビア

表
紙
写
真

「
日
本
の
鶴
」
よ
り
　
林
田
　
恒
夫

氏
寄
贈

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
写
真
　
岩
松
　
健
夫

氏
と
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
発
祥
の
碑

・
萬
葉
歌
碑
　
大
養
　
　
孝

博
士

皇
太
子
殿
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Ann

当
愛
護
会
は
昭
和
四
十
年
十

．
月
に
設
立
以
来
、
当
時
と
し
て
は
唯

一
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
愛
護
団
体
と
し
て
発

足
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
、
二
月
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
調
査
連
合
の
発
表
で

一
千
三
羽
が
確
認
さ
れ
、
喜
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
阿
寒
町
は
釧
路
市

へ
合
併
す
る
年
の
節
日
に
あ
た
り
、
当
愛
護
会
が
地
道
に
給
餌
活
動
、
保
護

思
想
の
啓
発
活
動
、
そ
し
て
マ
リ
モ
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
い
う
二
つ
の
特
別
天
然
記
念
物
を
守
り
続
け
る
町
と
い
う
誇

り
と
実
績
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
記
念
し
て
、
十
月

一
日
に
式
典

・
祝
賀
会
を
開
催
し
、
記
念
誌
を
発
刊
い
た

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
愛
護
会
の
設
立
動
機
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
釧
路
地
方
は
冷
夏
で
畑
作
物
が

不
作
と
な
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
餌
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
獲
れ
ず
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
が
放
課
後
、
給
餌
活
動
に
餌

が
足
り
な
い
こ
と
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
知

っ
て
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
の
活
動
と
餌
の
足
り
な
い
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
現
況
を
伝
え
る

子
ど
も
向
け
番
組

「
こ
ち
ら
ワ
ン
パ
ク
テ
レ
ビ
局
」
が
昭
和
三
十
九
年

一
月
八
日
夕
方
六
時
に
全
国
放
送
さ
れ
る
。

そ
の
反
響
は
絶
大
で
全
国
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
す
る
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
が
餌
に
な
る
現
物
を
送

っ
て
こ
ら
れ

賀
茂
鶴
酒
造
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら

「鶴
を
助
け
て
下
さ
い
。
餌
代
に
」
と
ク
ラ
ブ
員
宛
に
激
励
の
お
便

り
と
五
百
件
を
超
え
る
現
金
が
送
金
さ
れ
て
、
取
り
扱
う
阿
寒
中
学
校
と
し
て
は
処
理
の
限
界
に
達
し
て
お
り
ま
し

た
ツ
ル
ク
ラ
ブ
担
当
の
先
生
を
通
し
て
、
私
の
自
宅
に
相
談
に
こ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
、
町
教
育
委
員
会
の
藤

沢
社
会
教
育
係
長
と
も
相
談
い
た
し
ま
し
て
、
阿
寒
町
独
自
の
愛
護
団
体
設
立

へ
と
進
展
い
た
し
ま
し
た
。

私
自
身
が
全
国
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
す
る
人
々
の
心
を
受
け
止
め
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
阿
寒
で
関
係
の
あ

る
方
に
よ

つ
て
組
織
が
で
き
町
教
育
委
員
会
が
事
務
局
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
実
績
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
期
間
の
給
餌
支
援
、
小
中
学
校
に
愛
鳥
啓
発
の
作
品
展
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
を

開
催
し
て
、
町
民

へ
の
啓
発
、
丹
頂
鶴
音
頭
の
作
詞
、
作
山
、
振
付
を
創
作
完
成
さ
せ
、
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

阿
寒
町
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ

つ
て
、
事
務
局
を
セ
ン
タ
ー
内
に
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
近
く

に
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
発
祥
の
碑
を
建
立
す
る
な
ど
数
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
関
係
機
関
、
町
内
外
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
す
る
方
々
か
ら
厚
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
中
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
愛
護
会
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
歴
代
の
役
員
の
方
々
、
こ
の
式
典

・
祝
賀
会
、
記
念
誌
編
集
委
員

と
し
て
ご
尽
力
を
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
発
刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

阿寒町タンチョウ鶴愛議会

発刊にあたつて

●会 長 吉 田 勝 美

ａ
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中 島 守

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
設
立
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
記
す
本
記
念
誌
を
発
刊

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
以
来
五
十
三
年
が
経
過
し
、　
一
時

は
絶
滅
寸
前
だ

っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
町
民
各
位
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
で
は
町
内

に
お
い
て
二
〇
〇
羽
余
り
の
群
が
私
達
町
民
や
全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
旅
行
者
に
優
雅
な
舞
を
見
せ
て
く
れ
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
二
十
五
年
、
故
山
崎
定
次
郎
氏
が
大
雪
で
食
べ
る
も
の
を
失

っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
自
家

用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
与
え
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
町
内
各
地
に
お
い
て
も
自
ら
の
家
業
の
傍
ら
、
飢
え
に

苦
し
む
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
厳
冬
の
寒
さ
の
中
で
給
餌
を
続
け
る
町
民
の
方
々
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ

の
後

一年
に
は
、
当
時
阿
寒
中
学
校
長
で
あ

っ
た
故
大
井
健
次
氏
が
、
寒
波

の
た
め
に
餌
を
失

っ

Ⅳ

ｎ

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
に
奔
走
し
、
そ
の
熱
意
が
生
徒
達
に
浸
透
、
学
校
全
体
と
し
て
の
保
護
活
動
に
ま
で
発

展
し
、
現
在
も
鶴
特
別
委
員
会
と
し
て
活
動
を
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
発
足
さ
れ
た
本
愛
護
会
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
臆
病
な
タ
ン
チ
ョ

ウ
を
見
学
に
来
る
人
々
か
ら
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
提
唱
し
、
給
餌
対
策
以
外
に
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
す
る
活
動

や
、
賛
助
会
員
制
度
の
導
入
な
ど
を
行
い
、
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活

動
実
績
に
は
た
だ
た
だ
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
町
教
育
委
員
会
が
委
託
を
し
て
お
り
ま
す
冬
季
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
の
巡
視
に
お
い
て
は
、
酷
寒
の

中
を
広
範
囲
に
わ
た

っ
て

一
つ
ひ
と

つ
の
状
況
を
巡
回
す
る
と
い
う
大
変
な
作
業
で
あ
り
、
愛
護
会
発
足
当
時
か
ら

永
年
続
け
ら
れ
て
い
る
活
動
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
主
催
の
事
業
活
動
に
も

一

方
な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
町
は
、
本
年
十
月
十

一
日
に
釧
路
市
及
び
音
別
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
夏
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
営
巣
地
で
あ
る
釧
路
湿
原
と
、
冬
は
餌
を
求
め
て
飛
来
す
る
丹
頂
の
里
と
の
つ
な
が
り
は
今
後
益
々
強
く
な

っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「
マ
リ
モ
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
阿
寒
」
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
私
共
行
政
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
こ
の
阿
寒
の
地
の
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

に
と

つ
て
よ
り
住
み
よ
い
地
と
し
て
護
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
愛
護
会
が
今
後
も
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
用
を
お
祈
り
中
し
上
げ
、
お
祝
い
の
二言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

愛護会設立40周年記念に寄せて

阿 寒 町 長
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本
町
が
新
釧
路
市
と
し
て
新
た
に
歩
み
出
す
歴
史
的
な
年
に
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
設
立
四
十
月

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、
心
よ
り
お
祝
い
中
し
上
げ
ま
す
。

一
時
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
、
地
元
関
係
者
有
志
の
方
々
で
愛
情
を
持

っ
て

保
護
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
愛
護
会
が
設
立
さ
れ
、
飛
来
分
布
調
査
、
生
息
観
察
、　
一
斉
調
査
、
給
餌
対
策
及
び

標
識
説
明
板
の
設
置
、
さ
ら
に
は
、
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
べ
く
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
資
料
の
出
版
等
数
々

の
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
、
中
で
も
昭
和
四
十
二
年
に
制
作
さ
れ
た

「丹
頂
鶴
音
頭
」
は
、
阿
寒
の
郷
土
芸
能
と
し

て
地
域
に
根
ざ
し
、
子
供
た
ち
の
運
動
会
を
は
じ
め
、
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
な
ど
の
諸
行
事
で
抜
露
さ
れ
、
地
元
町
民
が

タ
ン
チ
ョ
ウ

ヘ
の
愛
情
を

一
層
深
い
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
保
護
意
識
を
啓
発
す
る
と
同
時
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
そ
の
も
の
を
自
然
の
状
態
で
保
護
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
故
山
崎
定
次
郎
さ
ん
が
給
餌
に
成
功
し
た
地
、
Ｌ
阿
寒
地
区
に
昭
和
五
十
二
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
優
雅
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
舞
が
観
察
で
き
る
唯

一
の
施
設
と
し
て
注
日
を
集
め
、

開
館
と
同
時
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
五
年
に
は
、
生
息
地
で
あ
る
釧
路
湿

原
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
加
盟
湿
地
と
し
て
登
録
さ
れ
、
翌
年
の
五
十
六
年
に
は
、
保
護
活
動
が
実
り
阿
寒
町
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地

一
帯
が
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
愛
護
会
は
も
と
よ
り
町
民
の
皆
様
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
が
関
係
機
関
の
ご
努
力
に
よ
り
平
成
八
年
に
完
成
し
、
世
界
的
な
ツ
ル

の
調
査
研
究
の
拠
点
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

又
、
本
年

一
月
の

一
斉
調
査
に
お
い
て
は
、
千
羽
を
超
え
る
生
息
が
確
認
さ
れ
、
調
査
史
上
最
高
の
数
と
な

っ
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
今
日
ま
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
愛
情
を
持

っ
て
保
護
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
愛
護
会
古
田
会
長
を

中
心
と
し
た
会
員
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ね
ご
努
力
の
賜
と
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
四
十
周
年
記
念
事
業
を
契
機
と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
運
動
が
よ
り

一
層
高
ま
り
、
阿
寒
町
の

地
に
未
来
永
劫
に
わ
た

つ
て
飛
来
し
続
け
る
こ
と
を
念
願
す
る
と
と
も
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

阿寒町議会議長

阿寒町タンチヨウ鶴愛護会設立40周年を祝して
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高 原 陽 二

こ
の
た
び
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
四
十
周
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
活
動
を
始
め
、
飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の

監
視
活
動
、
ツ
ル
に
関
す
る
資
料
の
発
行
な
ど
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
や
保
護
思
想
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
今
日
、
阿

寒
町
に
毎
年
二
〇
〇
羽
の
群
が
越
冬
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
昭
和
二
十
七
年
に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
五
十
三
年
、
半
世
紀
を
越
え
ま

し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
道
民
投
票
に
よ
り

「北
海
道
の
鳥
」
と
認
定
さ
れ
、
本
道
の
象
徴
と
し
て
広
く
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
、
大
寒
波
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
阿
寒
町
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
い
ば
む
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
地
元
住
民
に
よ
る

「人
工
給
餌
」
が
始
ま
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
愛
護
会
編
纂
に
よ
る
山
崎
定

次
郎
さ
ん
の
心
温
ま
る
物
語
は
強
く
私
た
ち
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
厳
し
い
農
業
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自
ら
の
糧
を
タ

ン
チ
ョ
ウ
に
分
け
与
え
続
け
た
先
達
の
ご
努
力
と
深
い
愛
情
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
飛
来
地
域
の
小
中
学
校
で
続
け
ら
れ
て
い
る
生
息
数
の
一
斉
調
査
や
、
レ
ポ
ー
ト
、
作
文
、
絵
画
を
は
じ

め
と
す
る
教
育
活
動
は
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
郷
土

へ
の
誇
り
を

一
層
高
め
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
護
会

が
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
発
足
し
た
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
話
で
す
。

北
海
道
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
事
業
を
北
海
道
教
育
庁
か
ら
昭
和
五
十
九
年
に
引
き
継
ぎ
、
環
境
省
の
委

託
を
受
け
て
監
視
事
業

・
給
餌
事
業

・
生
息
状
況

一
斉
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。　
一
時
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
現
在
千
羽
を
超
え
る
数
に
い
た
っ
た
の
は
、
地
元
の
皆
様
方
の
暖
か
い
心
と
熱
心
な
保
護
活
動
が

実
ち
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
は
、
生
息
数
を
増
や
す
こ
と
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら
も
、
そ
の
生
育
環
境
を
保
全

し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
息
数
の
回
復
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
不
適
な
場
所
で
営
巣
を
す
る
つ
が
い
も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
約
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
言
わ
れ
た
釧
路

湿
原
が

一
万
八
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
た
こ
と
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
圏
を
脅
か
す
事
実
と
し
て
重
く
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
規
模
で
急
速
に
環
境
が
悪
化
し
て
い
く
現
代
に
お
い
て
は
、
民
度
の
高
さ
は
環
境
保
護

へ
の
関
心
の
高
さ
で

推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
町
の
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み
、
愛
護
会
の
活
動
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
自
然
保
護
運
動
の
大
き
な
推
進
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

４

．

北海道釧路支庁長

タンチヨウと「共に生きる」時代を迎えて
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こ
の
た
び
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
設
立
四
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
、
こ
こ
に
記
念
事

業
の

一
環
と
し
て
、
記
念
誌
を
発
行
さ
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
、
昭
和
四
〇
年
十

一
月
に
発
足
し
、
以
来
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
が
共

存
す
る
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
給
餌
活
動
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
資
料
の
発
行
、
愛

護
発
祥
の
碑
の
建
立
な
ど
を
通
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。　
一
時
は
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
阿
寒
町
に
お
い
て
、
毎
年
お
よ
そ
二
百
羽
の
群
れ
が
越
冬
す
る
今
日
の
状
況
に
至
る
ま

で
に
は
、
愛
護
会
の
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
役
割
は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
昭
和
三
七
年
度
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
員
の
委
嘱
を
開
始
し
て
給
餌

活
動
に
取
り
組
み
、
昭
和
二
九
年
に
は
、
道
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

「北
海
道
の
鳥
」
に
指
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
立
看
板
の
設
置

（昭
和
五
三
年
）
や
、

釧
路
市
動
物
園
に
委
託
し
て
の
標
識
調
査

（昭
和
五
六
年
）
等
に
も
取
り
組
み
、
昭
和
五
七
年
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

保
護
三
〇
周
年
記
念
式
典
を
関
係
者
の
御
協
力
と
御
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら

一
連
の
取
り
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
皆
様
に
は

一
方
な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
、
エ
ト
ピ
リ
カ
等
と
と
も
に
、
「絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
の

「国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
し
、
環
境
省
等

に
よ
る
保
護
増
殖
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
国
の
問
題
と
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
努
め
る
と
い

う
意
識
の
高
ま
り
の
表
れ
と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
を

一
層
前
進
さ
せ
る
上
で
、
重
要
な
出
来
事
で
あ

っ
た
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
四
〇
年
の
長
き
に
わ
た
る
阿
寒
町
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
の
誰
も
が
参
加
し
、

時
代
を
超
え
て
継
続
的
な
実
践
が
求
め
ら
れ
る
生
涯
学
習
活
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
活
動
と
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
皆
様
が
、
地
域
の
貴
重
な

共
有
財
産
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
及
び
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
で
き
る
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
の
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

の
推
進
者
と
し
て
、
引
き
続
き
御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
四
〇
周
年
記
念
誌
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
保
護
活
動
の
歴
史
を
た
ど
り
、

併
せ
て
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
北
海
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
北
の
大
地
に
永
遠
に
生

息
す
る
こ
と
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

北海道教育庁釧路教育局長

設立40周年を祝して

田 中 了 治
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今況

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
深
い
思
い
を
持
た
れ
た
皆
様
の
長
い
活
動
の
中
、
そ
の
歩
み

に
す
ば
ら
し
い
金
字
塔
を
打
ち
立
て
ら
れ
て
、
本
年
四
十
周
年
の
節
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
山
崎
定
次
郎
翁
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
絶
滅
を
危
惧
さ
れ
て
の
愛
の
給
餌
か
ら
、
今
で
は
次
代

に
引
き
継
が
れ
、
愛
護
会
の
活
動
と
相
挨
っ
て
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
実
践
さ

れ
る
愛
鳥
思
想
が
会
の
発
足
当
時
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
さ
れ
、
阿
寒
小
、
中
学
校
を
は
じ
め
、
町
内
各
校
の
校

庭
に
親
子
づ
れ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
、
子
供
た
ち
の
情
操
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
活
動
の
意

義
の
深
さ
を
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

鶴
群
の
優
美
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
時
、　
一
層
そ
の
歴
史
の
重
み
に
触
れ
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
現
在
の
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
当
時
、
町
企
画
担
当
と
し
て
携
わ
り
、
道

・
自
然
保
護
課
と

の
事
業
調
整
に
あ
た
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
度
は
教
育
委
員
会
の
立
場
で
関
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
建
設
当
時

を
想
起
し
て
お
り
ま
す
。
町
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
給
餌
か
ら
今
に
及
ぶ
思
い
。
熱
意
か
ら

「是
非
に
も
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
い
」
意
思
が
結
集
さ
れ

「
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
促
進
期
成
会
」
が
組
織
さ
れ

て
陳
情
等
の
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
全
面
的
に
道
費
で
建
設
の
期
待
も
あ
り
ま
し
た
が
実
現
が
困
難

と
な
り
、
道
の
補
助
や
制
度
活
用
の
方
向
で
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
道
の
財
政
見
地
も
厳
し
く
実
現
が
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
意
見
調
整
の
時
、
道
の
担
当
者
か
ら

「阿
寒

町
は
こ
の
施
設
建
設
の
日
的
を
観
光
の
面
で
考
え
て
い
る
の
か
？
」
と
の
間
に
、
「タ
ン
チ
ョ
ウ
は
道
鳥
に
指
定
さ
れ

な
が
ら
今
ま
で
学
術
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
の
町
の

一
個
人
が
は
じ
め
た
給
餌
か
ら
、
そ
れ
に
追
従
し

た
町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
奏
効
し
て
今
の
羽
数
に
ま
で
増
え
た
思
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
子
ど
も
た
ち
の

活
動
も
愛
鳥
思
想
の
育
成
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
思
い
も
あ
る
。
こ
の
建
設
計
画
が
実
現
し
、
研
究
の
成
果
が
現

れ
る
時
点
に
は
そ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
広
く

一
般
に
供
し
て
行
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
ピ
と
し
て
観
光
は
二
の

次
と
理
解
さ
れ
て
事
業
採
択
と
な
っ
た
。

そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
期
成
会
の
行
動
の
成
果
は
地
元
支
庁
や
道
議
会
の
気
持
ち
を
動
か
し
た
こ
と
は
彗
口う
ま

で
も
な
く
、
当
時
の
道
議
会
議
長
さ
ん
、
釧
路
支
庁
の
担
当
課
長
さ
ん
の
配
慮
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
熱
意
で
建
設
が
実
現
し
た
施
設
が
、
今
日
、
観
察
セ
ン
タ
ー
と
連
動
す
る
建
物
と
し
て
研
究
成
果
共
々

一
般
に
提
供
さ
れ
、
全
国
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
頂
い
て
い
る
こ
と
に
安
堵
し
、
更
に
愛
護
会
と
共
に
歩
ん
で

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
舞
と
共
に
、
阿
寒

町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
活
動
が

一
層
全
国
の
皆
様
に
理
解
さ
れ
発
展
さ
れ
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
愛
護
会

の
四
十
年
の
歩
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
心
か
ら
節
日
の
年
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿寒国際ツルセンター建設時を想起

奥 山 勝 男
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阿寒町教育委員会教育長

愛護会40年の歩みに感謝して
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タ
ン
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
実
に
見
事
に
表
現
し
て
い
る
の
は
佐
藤
さ
ん
の
写
真
集
の
解
説

（Ｐ
３０
）

で
あ
る
。
彼
は
写
真
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
し
文
章
も
洗
練
さ
れ
て
い
て
う
ま
い
。
そ
れ
に
鶴
の
里
の
山
崎
定
次
郎
さ

ん
と
、
そ
の

一
家
の
連
綿
と
し
て
続
く
苦
労
も
忘
れ
ず
に
述
べ
て
い
る
か
ら
感
激
も
す
る
。

阿
寒
町
に
は
じ
め
て
赴
任
し
た
の
が
布
伏
内
小
学
校
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
初
経
験
が
多

い
、
そ
の

一
が
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
の
リ
ン
ク
に
鶴
が
舞
い
降
り
た
か
ら
驚
い
た
、
そ
こ
で
山
崎
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し

や

っ
て
み
よ
う
と
準
備
し
た
。
白
衣
に
黒
い
帽
子
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
ケ
ツ
を
持

っ
て
、
ソ
ロ
リ
、
ソ
ロ
リ
と
息

を
の
ん
で
餌
を
ま
き
な
が
ら
近
づ
い
た
が
逃
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
か
ら
根
く
ら
べ
に
入
っ
た
、
姿
を
見
た
ら

出
て
行
く
。
「鶴
き
て
る
よ
」
と
児
童
も
声
を
殺
し
て
教
え
て
く
れ
る
。
少
し
ず

つ
だ
が
距
離
が
つ
ま

つ
て
き
て
餌
が

届
く
よ
う
に
な

っ
た
。
馴
れ
た
よ
う
で
餌
を
啄
む
の
を
見
て
、
や

っ
と
通
じ
た
か
と
、
天
を
仰
い
だ
。

一
組
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
だ

つ
た
が
、
き

っ
と
児
童
も
教
師
も
窓
か
ら
見
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
て
も
嬉
し
く
大
き

な
満
足
感
が
湧
い
て
き
た
。
「教
育
は
愛
に
は
じ
ま
り
、
愛
に
終
る
」
と
銘
記
す
る
。

布
伏
内
に
は
六
年
い
た
が
、
こ
こ
で
は
悲
壮
な
出
来
事
に
出
遭
う
。
「閉
山
」
で
あ
る
。
人
の
な
だ
れ
と
言
う
か
、

津
波
の
よ
う
に
人
の
姿
が
消
え
て
い
く
、
悲
し
み
を
咬
と
味
わ
い
阿
寒
中
学
校
に
参
り
ま
し
た
。

こ
こ
は

「鶴
の
学
校
」
で
有
名
で
、
古
川
英
治
賞
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ

「鶴
ク
ラ
ブ
」

は

「
つ
る
と
共
に
十
九
年
」
と
愛
護
の
記
録
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
山
崎
さ
ん
の
孫
た
ち
が
い
て
中

心
に
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
鶴
の
心
に
学
ぶ
部
員
は
勿
論
、
全
生
徒
は
鶴
翔
青
雲
の
志
し
を
昂
げ
て
気
高

く
生
き
て
い
ま
し
た
。
私
も
四
十
九
年
秋
に
文
部
省
派
遣
の
海
外
派
遣
に
北
海
道
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
七
か
国
十

都
の
教
育
視
察
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
大
の
初
経
験
で
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
初
も
の
ば
か
り
で

一

か
月
も
の
緊
張
続
き
で
、
よ
く
も

っ
た
な
―
と
、
こ
の
幸
運
を
ふ
り
か
え

っ
て
い
ま
す
。

再
度
、
阿
寒
人
り
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
鶴
居
中
学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
村
は
そ
の
名
の
通
り
鶴
の
居
る

村
で
、
伊
藤
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
や
給
餌
員
の
渡
邊
ト
メ
さ
ん
が
有
名
に
な
り
、
新
聞

ニ
ュ
ー
ス
も
写
真
も
鶴
居
が
多

く
な
り
、
取
り
戻
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
創
設
あ
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
で
し
た
。
六
十
二
年
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
実
現
で
き
ま
し
た
が
、
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
は
日
の
目
を
見
ず
仕

舞
で
退
任
と
な
り
残
念
で
し
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
時
に
は
石
岡
さ
ん
は
じ
め
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
皆
さ
ん
、
粟
野
さ
ん

に
え
ら
い
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
吉
田
愛
護
会
長
さ
ん
や
会
員
の
皆
さ
ん
、
佐
藤
照
雄
さ
ん
に

大
変
な
ご
吉
労
を
か
け
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
五
十
九
年

一
月
二
十
九
日
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
の
ご
視
察
に
同
行
で
き
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。

元阿寒町教育委員会教育長

「タンチヨウに学ぶ」
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況   キ

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
四
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
私
が
賀
茂
鶴
酒
造
株
式
会
社
に
入
社
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
で
し
た
。
振
り
返
つ
て
み
ま
す

と
、
ほ
と
ん
ど
愛
護
会
の
歴
史
は
私
の
会
社
で
の
一
生
と
も
重
な
っ
て
き
て
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
四
十
年

間
、
丹
頂
鶴
の
保
護
に
つ
と
め
て
来
ら
れ
た
皆
様
の
努
力
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
私
の
家
内
の
父
が
日
本
画
の
児
玉
希
望
と
い
う
絵

画
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
丹
頂
鶴
が
題
材
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

私
ど
も
も
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

鶴
の
持
つ
魅
力
は
多
種
多
様
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
画

家
が
丹
頂
鶴
を
画
い
て
い
る
の
は
、
鶴
の
持

つ
家
族
性
と
、
そ

の
優
雅
な
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

児
玉
希
望
は
亡
く
な
る
ま
で

一
度
で
良
い
か
ら
鶴
が
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
を
越
え
て
行
く
と
こ
ろ
を
見
た
い
と
云

っ
て
ま
し
た
。

一
度
二
週
間
ば
か
り
超
え
る
と
こ
ろ
を
見
る
為
に
イ
ン
ド
に
出

か
け
た
事
が
あ
り
ま
す
が
遂
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
私
も
ひ
ま
が
出
来
た
ら
是
非
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
渡
り
の
習
性
の
丹
頂
鶴
が
阿
寒
町
に
住
み

つ
く
と
い
う
こ
と
は
町
を
上
げ
て
の
熱
心
な
鶴
に
対
し
て
の
保

護
策
が
永
年
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
事
の
実
績
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
十
年
に
わ
た
つ
て
愛
護
に
当

っ
て
こ
ら
れ
た
阿
寒
町
の
皆
様

に
た
だ
た
だ
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も

五
十
年
、
百
年
に
わ
た

つ
て
続
け
ら
れ
る
様
お
祈
り
を
い
た
し

ま
す
と
共
に
、
私
ど
も
も
会
社
が
続
く
限
り
、
応
援
す
る
こ
と

を
お
誓
い
し
て
御
祝
い
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

J

■

賀茂鶴酒造株式会社
代表取締役会長

「阿寒町のタンチヨウ鶴」

石 井 泰 行
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況   キ

釧路市丹頂鶴自然公園名誉園長

阿寒町を頼り 越冬するタンチヨウ

高 橋 良 治
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こ
の
た
び
、
特
別
天
然
記
念
物
保
護
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
に
対
し
、
心

か
ら
お
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
に
し
て
き
た
も
の
に
と

つ
て
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
は
生
涯
を
通
じ
深
い
因
縁
の
あ
り
ま
す
鳥
で
ご
ざ
い
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
、
魚
釣
で
、
カ
モ
猟
と
農
作
物

で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
知
り
ま
し
た
。
平
戸
前

（現
北
斗
）
の
湿
原
を
流
れ
る
長
沼
、
穏
祢
平

（現
山
花
）
旧
河
川
や
、

三
ヶ
月
沼
、
大
楽
毛
川
に
は
、
多
種
の
カ
モ
類
が
渡
来
し
て
い
ま
し
て
、
特
に
冬
鳥
と
し
て
渡
来
す
る
カ
ワ
ア
イ
サ

は
、
単
独
か
２
～
３
羽
で
渡
来
す
る
の
を
追
っ
て
猟
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
湯
波
内

（現
櫻
田
）

で
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
射
殺
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
注
意
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
か

ら
冬
に
気
温
が
下
が
り
は
じ
め
、
沼
も
小
川
も
凍
る
と
、
鳥
た
ち
は
阿
寒
川

へ
移
動
す
る
の
で
し
た
。
淀
の
浅
瀬
で

見
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
年
々
場
所
を
上
流

へ
上
流

へ
と
移
し
、
湯
波
内

（現
櫻
田
）
か
ら
下
舌
辛

へ
と
移
動
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
冷
害
が
続
き
、
ト
ウ
キ
ビ
や
豆
科
の
作
物
が
不
作
と
な
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
餌
を
求
め
て
移

動
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
異
変
に
よ
る
大
雪
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
特
に
春
先
の

ド
カ
雪
は
、
大
洪
水
と
な
っ
て
阿
寒
川
を
怒
り
狂
つ
た
よ
う
に
流
れ
、
土
手
を
壊
し
、
川
底
を
変
え
た
の
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
下
舌
辛
地
区
で
餌
を
求
め
て
は
、
川
の
中
で
見
ら
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
年
々
さ
が
る
気
温
に
川
岸
が

凍
り
、
浅
瀬
が
無
く
な
り
、
阿
寒
町
十
七
線
三
十
八
番
の
阿
寒
川
に
カ
モ
達
と
い
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
３
羽
と
５
羽

連
れ
で
陸
に
上
が
っ
て
地
面
を
掘
り
、
何
か
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
元
木
材
が
流
送
さ
れ
、

木
材
を
引
き
上
げ
て
い
た
水
切
場
で
あ
り
、
積
み
重
な
っ
て
い
る
木
の
皮
の
下
に
凍
死
の
虫
類
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
周
辺
に
住
む
人
々
は
、
ト
ウ
キ
ビ
の
殻
を
ニ
オ
に
立
て
、
ト
ウ
キ
ビ
を
与
え
て
い
ま
し
た
が
、
十
七
線
の
川
も

凍
る
よ
う
に
な
っ
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
十
九
～
二
十
三
線

へ
移
動
し
、
そ
の
数
は
五
十

一
羽
を
確
認
し
ま
し
た
。
阿

寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
、
砕
石
業
者
の
協
力
を
得
て
、
阿
寒
川
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
川
に

仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、　
マ
イ
ナ
ス
二
十

一
℃
と
厳
し
い
日
は
そ
の
川
も
凍
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
達
は
二
十
六
～
二
十

九
線
の
上
流
に
移
動
し
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
川
の
水
を
割
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
二
十
三
線
に
戻
し
て

く
れ
ま
し
た
。
風
も
な
く
、
や
た
ら
と
気
温
の
さ
が
る
日
は
、
ね
ぐ
ら
の
舌
辛
川

へ
行
く
群
れ
が
あ
っ
て
、
愛
護
会

の
保
護
区
域
は
広
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
阿
寒
地
区
は
冷
害
に
も
ト
ウ
キ
ビ
や
穀
物
が
実
り
、
地
区
農
家
の
畑
に
は

い
つ
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
採
餌
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

阿
寒
住
民
に
救
わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
達
。
厳
し
い
冬
も
安
心
し
て
身
を
守
れ
る
川
、
阿
寒
中
学
校
に
ツ
ル
ク
ラ
ブ

が
あ
っ
て
、
住
民
を
代
表
し
て
く
れ
る
山
崎
定
作
さ
ん
が
お
り
ま
す
。
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
い
つ
い
つ

ま
で
も
引
き
継
が
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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そ
れ
は
華
や
い
だ
会
場
で
あ
っ
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護

へ
貢
献
し
た
人
の
表
彰
式
も
あ
っ
た
し
、
新
し
く
創
ら
れ
た
丹
頂
鶴
音
頭
も
踊
ら
れ
た
。
出
席

者

へ
の
土
産
袋
に
は
、
音
頭
を
録
音
し
た
赤
い
ソ
ノ
シ
ー
ト
も
入
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
の
挨
拶
や
祝
辞
の
内
容
は

覚
え
て
い
な
い
が
、愛
護
会
長
の
吉
田
勝
美
さ
ん
が
、今
と
お
変
わ
り
な
く
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
た
印
象
が
強
く
残
っ

て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
釧
路
市
の
博
物
館
長
宛
て
の
案
内
を
手
に
、
私
は
阿
寒
の
会
場

へ
足
を
運
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
し
か

し
、
当
時
タ
ン
チ
ョ
ウ

ヘ
関
心
を
向
け
て
い
た
私
に
と
り
、
愛
護
会
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
り
へ
の
出
席
は
、
儀
礼

以
上
の
、
期
待
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
は
二
百
羽
足
ら
ず
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
、
最
初
の
セ
ン
サ
ス
の
三
十
三
羽
と
い

う
、
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
比
べ
る
と
、
い
さ
さ
か
華
や
か
な
会
を
開
い
て
も
許
さ
れ
る
数
と
な
っ
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
は
、
今
年
や
っ
と
千
羽
を
越
え
た
。
だ
が
当
時
、
千
羽
と
い
う
数
と
、
四

十
年
と
い
う
歳
月
を
誰
が
予
想
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
今
年
千
羽
と
い
う
数
を
確
認
し
た
の
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
調
査
連
合
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
増
や
し
た
の
は
、
シ
バ
レ
ル
朝
も
吹
雪
の
な
か
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
与
え
続

け
て
こ
ら
れ
た
給
餌
人
の
方
々
や
、
そ
れ
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
裏
方
と
し
て
努
力
さ
れ
た
行
政
関
係
者
、

さ
ら
に
は
餌
な
ど
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
書
意
の

一
般
の
人
々
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
の
増
加
を
抑

え
て
い
た
最
大
の
要
因
は
、
冬
の
間
の
餌
不
足
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
れ
で
は
、
愛
護
会
の
四
十
周
年
記
念
は
お
祝
い
ム
ー
ド
だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
千
羽
達
成
は

ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
、
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
だ
し
、
祝
う
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
が
増
え
た

（正
確
に
は
増
や
し
た
）
こ
と
に
よ
る
課
題
が
否
応
な
く
生
じ
、
そ
れ
が
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
存
続
に
大
き
な
危
険
を
は
ら
ま
せ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
阿
寒

へ
集
ま
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
伝
染
性
の
疫
病
が
発
生
し
た
ら
、
群
れ
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
給
餌

に
よ
る
人
馴
れ
で
、
ツ
ル
が
人
の
活
動
域
に
近
づ
け
ば
、
農
薬
や
交
通
事
故
な
ど
危
険
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
、
新
た
な
ツ
ル
と
の
付
き
合
い
方
を
取
り
決
め

る
べ
き
で
あ
る
。
愛
護
会
の
四
十
周
年
は
過
去
の
業
績

へ
の
祝
い
の
年
で
も
あ
り
、
同
時
に
未
来

へ
の
新
た
な
視
点

を
持
つ
会

へ
変
身
す
べ
き
、
明
確
な
転
換
点
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
、
愛
護
会
の
歴
史
と
ほ
ぼ
同
じ
期
間
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
を
見
守
っ
て
き
た
私
の
祝
辞
で
も
あ
り
、
心
か
ら
の
希
望
で
も
あ
る
。

専修大学名誉教授
元阿寒国際ツルセンター名誉館長

千羽鶴の陰に

正 富 宏 之
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滉  警

岩 松 健 夫

「男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん
風
に
言
う
と

″
ワ
タ
ク
シ
岩
松
健
夫
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
道
東
、
道
東
は
釧
路
で
、

釧
路
川
の
水
で
産
ぶ
湯
を
使
い
ま
し
た
〃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
の
ふ
る
里

・
・
・
釧
路
に
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
釧
路
湿
原
が
そ
れ
だ
！
　
こ
こ
に
は
気
品
高
く
、
輝
く
ほ
ど
美
し
い
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
ま
だ
誰
も
ツ
ル
の
巣
づ
く
り
や
ヒ
ナ
を
そ
の
目
で
確
か
め
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
釧
路
丹
頂
鶴
保
護
会

や
日
本
鳥
学
界
で
も
営
巣
生
態
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
『
よ
し
！
　
ひ
と
つ
私
が
そ
の
ナ
ゾ
を
解
い
て
や
ろ
う
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
を
、
カ
メ
ラ
で
記
録
し
て
や
ろ
う
』
こ
う
し
た
気
持
ち
が
私
を
ツ
ル
の
里
さ
が
し
に
追
い
や
っ

た
の
で
す
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
。
私
は
釧
路
市
新
富
士
駅
か
ら
原
野
を
走
る
村
営
ロ
ー
カ
ル
軌
道
車
で
鶴
居
村
下
雪
裡
で
下

車
、
地
図
を
片
手
に
、
撮
影
装
備

一
式
と
五
日
分
の
食
料
を
つ
め
こ
ん
だ
重
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
。
宮
嶋
崎

へ
と
向
か
っ
た
。
午
後
十
時
半
す
ぎ
、
そ
れ
は
官
嶋
さ
ん
の
家
で
あ
っ
た
。
先
代
が
大
正
十
二
年
に
人
植
し
て
以
来
、

夏
だ
け
住
ん
で
い
る
。
私
は
事
情
を
説
明
す
る
と
、
異
様
な
風
体
の

″
真
夜
中
の
訪
問
者
″
を
最
初
は
い
ぶ
か
し
く

思
っ
て
い
た
宮
嶋
さ
ん
も
快
く
案
内
役
を
ひ
き
う
け
て
く
れ
た
。
宮
嶋
さ
ん
の
案
内
で
、
チ
ル
ワ
ッ
ナ
イ
川
を
カ
ヌ
ー

の
よ
う
な
小
舟
で
ア
ッ
チ
だ
、　
コ
ッ
チ
だ
と
進
む
。
そ
れ
か
ら
二
日
に
わ
た
つ
て

一
面
ボ
ウ
バ
ク
た
る
湿
原
を
ツ
ル

を
捜
し
求
め
て
放
浪
し
た
。
疲
れ
切
っ
て
も
の
を
言
う
の
も
お
っ
く
う
に
な
り
、
日
が
ボ
～
と
か
す
ん
で
き
た
こ
ろ
、

ヨ
シ
原
の
先
す
れ
す
れ
に
二
羽
の
ツ
ル
が
華
麗
な
舞
い
を
見
せ
な
が
ら
、
美
し
い
弧
を
描
い
て
い
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
ツ
ル
に
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
前
進
し
た
。と
こ
ろ
が
、
ヨ
シ
の
葉
づ
れ
で
音
を
た
て
て
し
ま
っ
た
。
「カ
ァ
～

ン
　
カ
ァ
～
ン
」
ツ
ル
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
、
か
ん
高
い
奇
声
を
あ
げ
て
、
私
た
ち
の
上
空
で
大
き
な
旋
回
を
は
じ

め
た
。
人
間
の
接
近
を
感
じ
て
警
戒
し
は
じ
め
た
の
だ
。
突
然
、
上
空
を
旋
回
し
て
い
た

一
羽
が
急
降
下
し
て
き
た
。

す
さ
ま
じ
い
羽
音
と
勢
い
だ
。
ツ
ル
は
ヨ
シ
の
先
ス
レ
ス
レ
に
舞
い
上
が
り
襲
い
か
か
っ
て
く
る
。
三
度
、
三
度

・
・
・
。

し
ば
ら
く
声
を
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
湿
原
に
入
っ
て
五
時
間
も
た
っ
た
だ
ろ
う
か
。
耳
を
そ
ば
た
て
る
と
「ビ
イ
ツ
～

ビ
ィ
ツ
～
」
と
鶏
の
ヒ
ヨ
ツ
子
の
声
を
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
鳴
き
声
が
か
す
か
に
耳
に
入
っ
た
。
背
伸
び
し
て
川
面

を
の
ぞ
く
と
、
力
そ
の
子
の
よ
う
な
赤
ち
や
ん
ヒ
ナ
が
無
心
に
泳
い
で
い
る
。
私
は
つ
い
に
見
つ
け
た
！
　
夢
に
ま

で
見
た
ツ
ル
の
ヒ
ナ
。
夢
中
で
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
切
っ
た
。
全
身
茶
褐
色
。
足
が
太
く
、
首
と
口
ば
し
が
長
い
。
あ
の

端
正
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
だ
と
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
に
と
つ
て
人
生
の
転
機
と
な
っ
た

一
枚
の
写

真
に
な
っ
た
。
以
来
、
四
季
に
わ
た
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

「赤
い
ベ
レ
ー
の
恋
人
」
と
呼
ん
で
撮
り
続
け
ま
し
た
。

ツ
ル
撮
影
に
ま
つ
わ
る
人
と
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
。
当
時
阿
寒
中
学
校
の
大
井
健
次
校
長

（昭
和
四
十
四
年
八

月
死
亡
）
も
そ
の
一
人
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
阿
寒
町
が
世
界
で
た
だ

一
ヵ
所
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
で
あ

り
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
間
で
も
ツ
ル
に
慢
性
に
な
っ
て
な
ん
の
感
動
も
愛
着
も
湧
か
な
い
姿
を
見
て
憂
い
発
憤
し

写 真 家

「赤いベレーの恋人」と呼んで

はじめて世に出たヒナの写真
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林 田 恒 夫

愛
護
会
設
立
四
十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
護
会
主
催
で
設
立
か
ら
数
年
間

「タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
そ
の
席
上
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

保
護
事
業
に
尽
く
し
た
人
々
を
表
彰
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
昭
和
四
十
八
年
の
第
二
回

「タ
ン
チ
ヨ
ウ
祭
り
」
で
保

護
事
業
に
つ
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
る
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
昭
和
四
十
四
年
に
道

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
員
に
な
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
あ
た

つ
た
事
が
評
価
さ
れ
私
に
と
り
ま
し
て
こ
の
上
な
い

喜
び
で
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
私
の
出
会

い
は
当
時
、
八
ミ
リ
小
型
映
画
に
凝

っ
て
た
私
が
仲
間
か
ら
お
正
月
に
お
目
出
度
い
丹

頂
鶴
を
撮
影
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
阿
寒
町
に
出
掛
け
た
の
が
昭
和
三
十
七
年

一
月
三
日
で
し
た
。
場
所
は
現
タ

ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
上
阿
寒
二
十
三
線
、
山
崎
定
次
郎

（
故
人

）
さ
ん
の
畑
で
雪
に
覆
わ
れ
、
あ
た
か
も

雪
原
よ
う
で
あ

っ
た
。
畑
の
住
宅
に
面
し
た
所
に
は
ツ
ル
を
驚
か
さ
な
い
よ
う
に
ヨ
シ
で
作
ら
れ
た
囲
い
が
し
て
あ

っ

た
。
着
い
た
の
が
十
時
頃
で
あ

つ
た
が
、
生
憎
く
、
こ
の
日
は
吹
雪
模
様
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

一
羽
も
居
な
か
っ
た
。

そ
れ
ま
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見
た
こ
と
が
無
か

っ
た
私
は

一
刻
も
早
く
出
会

い
た
い
と
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
ヨ
シ
の
陰

で
ツ
ル
が
現
れ
る
の
を
待

っ
て
い
た
が
当
時
の
防
寒
服
装
で
は

一
時
間
も
す
る
と
寒
さ
で
足
が
疼
き
自
然
に
足
踏
み

を
し
て
寒
さ
に
耐
え
て
い
た
。
す
る
と
家
の
裏
口
か
ら
定
次
郎
さ
ん
が
出
て
き
て
、
吹
雪
い
て
い
る
間
は
ツ
ル
は
出

て
こ
な
い
か
ら
吹
雪
が
収
ま
る
ま
で
家
に
上
が

っ
て
待

つ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
わ
れ
、
寒
さ
で
凍
え
て
い
た
私
達
は

救
わ
れ
る
思
い
で
好
意
に
甘
え
て
家
で
待

つ
こ
と
に
し
た
。
お
昼
に
な
り
持
参
の
弁
当
を
食
べ
よ
う
か
と
思

っ
て
い

る
と
き
、
定
次
郎
さ
ん
が
家
で
取
れ
た
大
き
な
じ
ゃ
が
い
も
の
茄
で
た
物
を
も

っ
て
き
て
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
上
に
置

き
、
焼
け
た
ら
バ
タ
ー
を
付
け
て
食
べ
な
さ
い
と
云

つ
て
く
れ
た
。
こ
の
い
も
の
美
味
し
か

っ
た
こ
と
を
今
に
な

っ

て
も
覚
え
て
い
る
。
二
時
に
な
り
、
吹
雪
も
収
ま
り
再
び
外
で
待

つ
こ
と
に
し
た
。
三
時
を
過
ぎ
て
も
ツ
ル
は
現
れ

な
い
。
ツ
ル
は
今
日
は
出
て
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
焦
り
の
気
持
ち
が
胸
を
塞
ぐ
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
夕
日
が
顔

を
覗
か
せ
雪
原
の
畑
が
赤
く
染
ま

っ
た
時
、
下
手
か
ら
白
い
大
き
な
鳥
が
二
羽
飛
ん
で
く
る
の
が
見
え
た
。
仲
間
が

「
ツ
ル
だ
」
と
叫
ぶ
の
が
聞
こ
え
た
。
二
羽
の
ツ
ル
が
大
き
な
羽
を
広
げ
着
地
し
た
と
た
ん
、　
一
羽
の
ツ
ル
が
ま
た

大
き
な
羽
を
広
げ
宙
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
地
に
着
く
と
も
う

一
羽
の
ツ
ル
も
同
じ
よ
う
な
行
動
を
し
た
。
二
羽
の
ツ
ル

が
交
互
に
数
回
の
ジ
ャ
ン
プ
を
繰
り
返
し
た
が
そ
の
姿
は
踊
り
を
舞
う
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
姿
の
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
我
を
忘
れ
八
ミ
リ
の
シ
ヤ
ツ
タ
ー
を
押
し
忘
れ
て
い
た
。
こ
の
時
の
最
初
の
出
会
い
で
見
た
ツ
ル
の
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、
そ
の
後
の
感
動
を
ほ
か
の
人
々
と
分
か
ち
あ
い
た
い
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
撮
影
を
し
て
作
品
を
発
表
し
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
生
き
物
と
し
て
後
世
の
人
に
残
し
た
い
と
保
護
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
愛
護
会
の
活
動
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
啓
蒙
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
今
後
の
活
躍
を
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

タンチヨウと私
■饉誕■
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管
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]」|'40th
Anniversary o F丁 寒町 タンチョウ時愛議会

昭

和

四

十

年

度

01    12 11    9    7０
０

8  30 30 28     4 30     8      5  24 16     16     12 1025    10

は
ぐ
れ
ヒ
ナ
鶴
人
工
飼
育
に
成
功

文
化
庁
柳
川
寛
治
記
念
物
課
長
自
然
公

園
視
察

野
鳥
功
労
者
と
し
て
釧
路
管
内
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
関
係
者
二
十
三
名
道
か
ら
表
彰

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
自
然
公
園
入
園
料
徴
収

許
可
と
な
る

鳥
取
県
倉
吉
市
か
ら
剥
製
譲
渡
申
請

（道
外
か
ら
初
め
て
）

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
議
会
発
足

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
二
羽
確
認

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
校
交
流
会

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
開
催

管
内
給
餌
七
校
交
歓
会
開
催
（阿
寒
町
）

特
別
天
然
記
念
物
釧
路
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

営
巣
地
拡
張
打
合
会

下
雪
裡
小
、
愛
鳥
優
良
校
で
知
事
表
彰

特
別
天
然
記
念
物

「釧
路
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
」
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
意
見
聴
取

文
化
財
保
護
委
員
会
、
釧
路
湿
原
を
天

然
記
念
物
に
す
る
旨
答
申

阿寒町タンチョウ鶴愛護会

保 護 事 業

★ 綸餌対策
~~し編」の配送及びドジョウの養殖

1 1等合
[貧五1:II´

'童
生徒と会員の協力

i業 棚
子r難 1''し
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☆ タンチョウ彙護標籠募集
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襟語を募集、保護の関心を高める
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タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
調
査
（九
～
十
五
日
）

（文
部
省
吉
川
調
査
官
来
釧
）

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
ヒ
ナ
の
自
然
ふ
化

に
初
め
て
成
功

釧
路
湿
原
に
野
火
発
生

（十
九
～
二
十

一
日
）
北
斗
地
区
で
巣

一
個
焼
失

タ
ン
チ
ョ
ウ
早
く
も
民
家
に
飛
来

国
鉄
茅
沼
駅
を
給
餌
場
に
依
頼

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
釧
路
湿
原
払
下
げ

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
続
出

愛
知
県
片
山
与
四
郎
氏
か
ら
ド
ジ
ヨ
ウ

二
万
匹
贈
ら
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
ど
も
の
集
い
開
催

ヽ
文
化
財
保
護
委
員
会
藤
井
事
務
官
／

／
及
斎
藤
春
雄
氏
来
釧
　
　
　
　
　
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
〇
羽
確
認
、
十
市
町

村
四
十
三
地
区
、
協
力
学
校
六

十

一
小
中
高
等
学
校

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
十
五

周
年
を
記
念
し
、
道
教
委
か
ら
調
査
協

力
校
及
団
体
に
感
謝
状
及
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
る

第
二
回
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
開
催

タ
ン
チ
ョ
ウ
音
頭
誕
生

．「駒チ一一一驚一一̈̈一脚
一

一
ヽ

主
催
　
¨
峙
一
一
一
¨
一
一
一
¨
財
保
護
思
砲

纂一中一　一一一一『一̈一̈「一『̈一）

ェ
　
‐
´
　
″
レ
．
時
」
絲

．．

Ａ一̈
ぃ
本
選
博
氏
）
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●
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κ
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実
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１
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一

ル
裏

き
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彗

？

率

堂

一

ン
ス
，
メ

笞

あ
“
〓
０
こ
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工
一

烹

こ
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〓
ｔ
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“
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●
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一

お
歯

キ

，
９

Ｅ

薔

互

一

摯
．
‘

ヽ

夕
女
ぴ́
ン
し
”
〓
一

お
●
７

Ｅ

＾
茎

少
ぞ

三

一

あ

か
″

も

ら

，

く
脅

一

ｏ
鸞

‘

ｇ

ｅ

′

書

Ｌ

一

タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
印
に
■
■

”増
対
現
地
調
査
て
わ
か
る

。
な
ス
ー
〓
、
１

一■
．
，。
１
‥
書

Ｆ
■
‥

・
１
１

〓
，
１

…

″‥

一，

・ｌ

，

一
〓

●
一１

を

、

３

１

０
チ
．

ヽ

””
蜃
言

，
，
■
●
３
●１

‥

〓
”
ｉ
Ｓ
優
８
属
一１
，
ア

議
調
４
■
峯

一̈製
鷲
属
鵠
“妻
一鋒
議
琴
ァ３
．

一
寛

●
‘

＾
＾
糖

●
腱

・

■
，
，

●
，

１

１

，

デ

一●
デ

、
４

〓

〓

●
●

一〔
鶴

魏

麗

一
爆

一，

Ｉ

●

壼

一
〓
ら

●

一●
２

●
‥

１

●
，

，
●

一ｔ

ｉ

ｔ
ヽ
，
‘
ゞ

〓

〓

τ
毬
‘
，
そ

一
■
鸞

ヽ

一
ｂ
ｒ
，
１
ｌ
ｏ
た
一
■
●

一‥

●
，

■

１

百

●

一〓

二

ｏ
ｌ

一
ヽ

″
ス

●

〓
ζ
ｌ

・
１
１
〓
１

一
τ

一
ｏ

■
超

，

‥

‘

一●
‥

車

あ

墨

”
ッ
奎

一■
―

た

０

，
●
〓

ξ

ｉ
ｌ

●分

，じ
●

一，

マ

■

〓
ｇ

一３

等

●

１

１

‥

一―

●
１

・
し

，

一用
諄
講
藤
翼

ト
ウ
キ
ビ
で
補
償

釧
路
湿
原
を
営
巣
地
に

財
務
部
と
教
育
局
話
合
い

:緑蜃
１

９
一●
を

考

〓

矢

ζ

一
―

ョ

ヽ

●
１

．
″

日

暉
曝
疇
隅
＝

〓
“
一”露
］颯
計

ドジョウ池へ放流

――――――● 22 0-―――

2     19
昭

和

四

十

一
年

度

ｔ
姜
ツ
ル
の
被
害
農
家
に

ぶ

遭
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昭

和

四

十

二

年

度

6     5

22    13

8     7

26     6

12 111

728  5      5      3

愛
知
県
の
片
山
与
四
郎
庁

タ
ン
チ

ョ
ウ
ツ

ル
の
エ
サ
に
と
し
ょ

う
を
三
年
間
送
り
績
け
て
い
る
愛
知
界

一
の
官
の
片
山
与
四
郎
さ
ん
宝
こ
は
、

こ
と
し
も
ま
た
、
二
万
匹
の
ど
し
ょ
う

，
■
聰
、
関
係
者
は
こ
の
選
く
離
れ
た

片
山
さ
ん
の
善
な
に
，
激
し
て
い
る
．

．こ
の
と
し
よ
う
は
、
口
寒
中
学
の
や

設
の
と
し
ょ
う
泄
に
入
れ
て
，
越
蓼
す

る
ツ
ル
の
エ
サ
に
な
る
訳
だ
が
、
呵
寒

町
で
も
、
地
元
で
も
全
員
各
■
か
ら
お
．

ヽ
日
日
Ｆ

Ｆ
暑
Ｊ
′
句

舌
の
璽
ヽ

一^
日
゛

■
■

日

う

Ｅ
Ｉ

ロ
ー

・
■

■
日

，

‐・ ‐ __^ 握りき レ

●ヽ

町ぐるみの呼びが|デ ニ

"曇

手

く
ら
れ
て
く
る
エ
サ
エ
一
っ
て
は
ヽ
町

民
の
動
と

，
〓
同
町
教
晏
か
呼
び
一
け

・
て
、
ツ

，
び
エ
サ
の

一
燿
り
き
ょ
Ｌ
運

動
奮
薔
澤
ぢ

．
　

　

ィ
ー
●

■

一　
口
窓
町
祭
″
家
の
庭
先
に
は
ヽ
´
こ
と
．

．し
も
工
一
な
〓
が
る
ツ
一ル
が
飛
ふ
一
一

．
一
『
朴
絆
藁
〓
¨
一
彙
一
¨
“
郊
ン み‥
「

ま
れ
て
い
る
報
道
は
マ
ス
コ
ミ
で
取
り

あ
げ
て
か
ら
、
全
目
各
地
か
ら
、
善
な

の
エ
サ
が
お
く
り
こ
ま
れ
て
来
る
が
、

呵
寒
町
教
委
で
は
、
そ
ん
な
好
な
に
瀬

る
前
に
地
元
で
エ
サ
葉
め
を
し
よ
う
と

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ

る
と

〓
戸
で

一
本
、
二
人
で

一
菫
り
の

ト
ウ
キ
ビ
を
き
ょ
出
し
よ
・？
ｃ
い
う
さ

の
．　
　
―
．　
●
．
　

―

●
■
．
一
　

・

・
運
動
は
今
月
末
か
ら
進
め
ら
れ
な
が

各
職
，
団
体
や
町
内
会
、
婦
人
会
に
働

き
か
け
て
、
小

・
中
笙
■
が
各
学
校
に

持
ち
イ
る
も
の
。
こ
の
う
き
か
け
に
は

地
元
民
も
大
い
に
贅
同
、
早
く
も
少
し
一

ず
つ
の
ト
ウ
キ
ビ
が
持
ち
こ
ま
れ
て
お
．．

関
係
を
は
幸
゛
き
が
よ
い
と
喜
ん

る

。　
，
　
・ｉ
｛
，
”

―

、
´
ｒ
一”

と
う
き
び
を
手
に
、
ツ
ル
を
見
守
る

阿
を
中
学
０
生
徒
　
・　
　
・

で
いこ
の
運
動
．

“
則
路
市
‥や

L.
―‐‐4,

023●
―

2

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

（十
三
～
十
五
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
名
称
及
び
指
定
地
域
変
更

文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
二
十
号

特
別
天
然
記
念
物

「タ
ン
チ
ョ
ウ
」

地
域
を
定
め
ず
（主
な
生
息
地
北
海
道
）

「
天
然
記
念
物
釧
路
湿
原
」
五
、
〇

一

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

日
本
動
物
学
会
第
十
八
回
大
会
で
、
正

富
宏
之
、
高
橋
良
治
氏

「釧
路
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
自
然
公
園
に
お
い
て
観
察
し
た

抱
卵
例
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

十
月
七
日
　
　
　
阿
寒
町

十
月
二
十
六
日
　
鶴
居
村

タ
ン
チ
ョ
ウ
剥
製
道
外
で
展
示

十

一
月
二
日
　
　
千
葉
市

十

一
月
十
四
日
　
鳥
取
市

「タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
供
の
集
い
」

を
開
催

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
〇
〇
羽
確
認

阿
寒
中
学
校
、
ツ
ル
観
察
十
周
年
の
集
い

第
二
同
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭

騒

`     _.
“
」 L_当 由 ■

“ “

‐ 由

昭和42年 11月 18

ツ

ル

の
好

物

一ど

ど
じ
ょ
う
を
空
輸

′,

つヽ

■

■
・，
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5 20 7 13 25
昭

和

四

十

三

年

度

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
ヒ
ナ
誕
生

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
人
ェ
飼
育
に
成
功

「ク
ン
」
、
「
シ
ン
」
、
「
ロ
ン
」
の
三
羽
成
育

下
雪
裡
鳥
獣
保
護
区
四

，
一
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
指
定

丹
頂
鶴
自
然
公
園
十
周
年
を
迎
え
る

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
保
護
セ
ン

タ
ー
完
成

―

総
面
積
　
七
四

・
二
平

方
メ
ー
ト
ル

タ
ン
チ
ョ
ウ
撃
た
れ
る

浜
中
町
藻
散
布
に
お
い
て
タ
ン
チ
ョ

ウ

一
羽
銃
撃
さ
れ
る

阿
寒
で
ツ
ル
の
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
池
造
成

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七

一
羽
確
認

リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
ア
ジ
ア
編

集
局
長

阿
寒
中
ツ
ル
ク
ラ
プ
を
取
材
訪
間

（
一
月
号
に
登
載
さ
れ
る
）

西
ド
イ
ツ
鶴
学
者

ヘ
ン
リ
ー

・
マ
コ
ー

ス
キ
氏
来
釧

お
め
で
た
が
二
つ
も

釧
路
の
丹
頂
鶴
自
然
ヘ
ロ

“
嗜
”
●
ヶ
二
の
，
ユ
”
Л
●
●

み
ん
な
●
い
０
に
彙
わ
っ
て
し
■
っ

築
自
で
、
ｅ
ｔ
荼
で
，
”
二
ヽ

一χ
‘
と
さ
０
っ
て
，
Ｒ
“

が
Ｆ
生
の

′
オ
曖

（
さ
い
え
ん
）
・
と

●
メ
ん
は
昨
年
秋
、
■
嗜
●
”
■
べ
た

〓
こ
の
事
ヽ

ヒ
ナ
の
優
Ｒ

ｉ
サ
の
，

え
方
す

と
呂

φ
●

コ
を
し
た
２

市

で
も
今
年
ｒ
は
百
二
十
万
円
か
け
イ、

ふ
七
、
■
，
う
２
●
を
Ｇ
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
工
‘
は
二
月
上
側
か
ら
取
り

か
か
る
″
、
●
●
さ
ん
は

「
●
●
”
寃

と
マ
●
０
一
〓

■^
お
彙
′
ら
●
●
，
）
そ
う

に
な
”
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
、
三

年
前
か
ら
、
野
生
の
ツ
ル
饉

八^
●
ぐ

ら
い
と
，
定
）
”
タ
ロ
３
に
菫
い
を
〓

せ
０
よ
う
に
▼
り
、
●
●
●
ん
は

「
タ

ロ
の
一一
口
・も
遣
い
て
し
ょ
う
」
ι
日
■

し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
年
毬
か
ら
ツ

ル
●
●
ロ
ヨ
“
う
た
０
目

え
・■

，
日
が
■
●
な
か
っ
た
０
し
い
ｏ
輌
υ

と
わ
■
■
■
″
た
夕
●
■
に
、
こ
と
し
ヽ

な
っ
て
か
ら
、
ま
た
コ
０
，
生
の
ツ
ル

つ
口
な

っ
た

。
●

こ
つ
は
う

０
二
十
五

日
、
こ
と
し
は
じ
め
て
の
，
ち
●
ん
”

“
生
´
ヽ
う
０

こ
つ
は
、
長
い
口

′
コ

■
・
そ
ヨ
し
て
き
た
タ

ロ
一員

＋
二
重
〉

』
一
■
に
´
一―
ル
イ
ン
し
一
ヽ

一千
二
日
筈
れ
た
ａ
ち

公
■
内
の
ラ
イ

＾
オ

ス
）

咸
，
ｅ
ｔ
何
と
か
、
あ̈

；

豊

一５

鷲

は
ｇ

ｔ

●

見

８

嘔
ヽ
は
〓
〓
ぐ
ら
い
と
，
‘
夕
一
８

」も
着
い
お
●
いん
に
は
，
●
●
■
の
０

一
８

モ

奎

，

、

こ
か
ら

ぢ

一８

理

曇

ら

う
こ

う

天

日

一雲
≒
辞
鵠
輔

一
電

′

一一

一

編
の
摯
の
縞
●
・

●

長
０
さ
ん
〓
し
は
、
か
ね

て
か
ら
麹

夕
を
ｎ
う
て
い
た
の
で
注
意
し
て
い
た

も
う
ひ
と
つ
の
日
■
、
タ
ロ
３
の
島

が
、
こ
の
■
の

口
ぬ
し

に
い
っ
て
み

Ｃ
は
す

０
十
八
日
う
な
わ
れ
た
。
タ

ロ

て
、
か
ら
そ
餃
っ
て
生
ま
れ
た
は
か
り

３
は
二
い
や
も
め
モ
リ
し
。
ツ
ル
の
せ

の
ホ
ち
ゃ
ん
を
み
つ
け
、
さ
ｏ
そ
く
手

蓼
で
も
、
政
，
者
は
片
々
が
狭
い
う
し

製
の
優
青
薔
に
移

し
て
■
て
て
い
る
。

く
・
タ

ロ
８
は

い
つ
も
公
■
に
コ
つ
め

昨
年
春
は
回
公
日
で
、
七
羽
の
ヒ
ナ

ぐ
ら
し
た
会
口
０
す
み
に
し
ょ
ん
は
り

を
ふ
化
し
た
か
、
口
●
の
不
＋
分
か
ら

と
だ
た
す
み
、
ラ
イ
と
チ
ャ
オ
０
ジ

●

派
に
■
て
た
い
」
ヽ

．
■
も
撃
も
嗜
テ

に
日
■
し
て
い
る
。

元菫で●■

"の
中を■び口るツルのオち やん

夕
・ン
・チ
タ

一Ｆ
Ｉ
＝
人
目
に
つ
く
所
て
も
営
業

湿
原
の
‘
ｉ

′́
ン
テ
●
ウ
′
は
．

い
ま
合
慾
つ
〓
い劇
澄
あ

ョ
ン
の
か
げ
て
〓
業
に
は
い

ｏ
ｒ
い
る

が
、
こ
と
し
は
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
て

も
８
業
し
て
い
る
の
か
覆
“
さ
れ
、
ツ

ル
の
“
■
が
こ
こ
喪
年
、
予
想
以
上
に

よ
く
な

っ
て
い
０
■
■
と

”̈
い
者
を
■

に
せ
て
い
う
〓

′
′
チ

，
ワ
に
国
の
特
別
天
然
記
念

吻
。
ま
た
曽
颯
“
と
な

っ
て
い
０
●
Ｌ

，
■
の̈
う
ら
、
凛
露
］居
―
第
子
８
躍

´
一こ
“
“
島
●，
■
茶
饉
の
一
¨
に
●
た
ｂ

う
地
〓
中
〓
千
一
Ｔ
九
つ
も
昨
軍
天
然

日
憲
場
に
■
■
さ
れ
保
議
を
受
け
て
い

う
。
ツ
ル
の
Ｒ
来
地
の
日
〓
ｎ
、
麟
層

村
の
住
民
の
曖
か
い
保
護
も
あ

っ
， 、

タ
ン
テ

・
ウ
は
年
々
増
強
、
倍
奥
趙
壌

も
広
鮨
国
と
な

っ
て
き
て
い
た
が
、
人

目
に
つ
く
ま
で
に
は
な

っ
て
い
な
か

，

た
。キ

Ｘ

一が
十
■
Ｌ

“
騒
●
育
獨
が

遣
４
■
居
―
鈴
子
躙
縁
沿
い
に
，
臓
僣

定
首
一
澤

最

〓
響

し
た
と
ヽ
＾ヽ

■
居
村
‘
根
内
か
ら
鋼
■
■
り
一
や
地

【
の
鑢
瞑
奥
”
〓
′
、
曖
８
川
離
近
く

で
彗
興
中
の
つ
が
い
の
タ
ン
チ
，
ワ
を

発
し

ヽ

三

に
霊

５

・
手

ふ
化
場
か
ら
”
五
百
ｙ
ロ
ロ
市
衝
詈
り

の
■
■
と
，
■
■
川
■
ら
の
日
の
と
，

て
、
エ
サ
を
つ
い
は
０
属
月

一
場
を
一一

■
●
■
彙
す
ん
で
い
Ｏ
ｆ
息
●

ら
■
”
，
”
´

ヽ
い
０

」
と
が
わ
か
●
・

た
。
一ゝ
，
一
場
ツ
ル
は
、
や
は
り
促
〓
．

盟

く
に
員

セ

い
る
あ

真

て

さ
れ
る
。

タ
ン
チ

●
ク
の
言
曇
は
そ
れ
ぞ
れ
テ

リ
ト
リ
ー

〈
饉
〓
）
を
持
ち
．
そ
の
“

日
は
■
形
に
よ
り
■
な
う
が
、
穏
凛
子

簿
き
て
は
壼
“
一
四
ｒ
に

及
ふ
と

い
０

れ
、
こ
互

家

Ｘ

一い
，
Ｉ

の
な
一ギ

・も

●
■
条
件
が
甕

っ
た
■
膚
と
い
う
と
ロ

ロ
が
●
う
。
一あ

Ｆ

のヽ
人
日
に
つ
く
所

で
も
●
地
”
ゝ
一
れ
ば
８
颯
ナ
る
よ
う
に

な
。
た
生
，
Ａ
五
、
そ
れ
だ
け
ツ
ル

が
●
用
し
て
い
う
と
●
■
ａ
，
６
で
は

み
て
い
る
。

―――■)24

ヽ

口■ロ
ー

~~~~―
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22 1

16  1     31 23

12 11    11    10     9

5  26     14     6     28

4

20 16

昭

和

四

十

四

年

度

教
科
書
に

「
ツ
ル
日
記
」
掲
載
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
中
央
放
送
局
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
記
録
映
画
撮
影

（～
五
月
十
九
日
）

塘
路
湖
及
び
達
古
武
近
辺

釧
路
教
育
局
、
三
年^
間
の
営
巣
調
査
結

果
を
発
表

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
電
線
事
故
対
策
、
北
電

と
協
議

野
性
生
物
保
護
基
金
よ
り
愛
護
会
に
分

配
金
丹
頂
鶴
音
頭
、
ソ
ノ
シ
ー
ト
発
注

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二

一
二
羽
確
認

（阿
寒
町

一
三
九
羽
）

釧
路
の
陸
上
自
衛
隊

一
中
会

（会
長
、

川
向
源
太
郎
氏
、
会
員
二
十
七
名
）
、
阿

寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
に
図
書
券
贈
呈

町
給
餌
人
懇
談
会

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
ポ
ス
タ
ー

版
画
の
作
品
募
集
小
中
学
生
に

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
撮
影
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

中
学
校
で
使
用
す
る
教
育
出
版
社
版
、
国
語
教
科

書
に
阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

「
ツ
ル
日
記
」
の

一

部
登
載
さ
れ
る
。

―
―

タ
ン
チ

ョ
ウ
営
巣
状
況
調
査
結
果
―

一
、
定
住
地
と
断
定
で
き
る
営
巣
、
生
息
地

釧
路
市
大
楽
毛
の
自
糠
境
界
線
、
北
斗
長
沼
、
山
花
三

か
月
沼

釧
路
村
釧
路
湿
原
の
市

寄
り
、
達
古
武

沼
鶴
居
村
オ
ン
ネ
ナ
イ
川

付
近
、
久
著
呂

川
、
雪
裡
川
の

合
流
点
、
雪
裡

川
上
流
、
宮
島

周
辺
、
キ
ラ

コ

タ
ン
付
近
、
ツ

ル
ハ
シ
ナ
イ
川

下
久
著
呂
渡
辺

川
、
　
コ

ッ
タ

ロ

川
、

ヌ

マ
オ

ロ

川
上
流

標
茶
町
糖
路
湖
中
島
、
二
本
松
橋
、
糖
路
湖
阿
歴
内
寄

り
、
茅
沼
、
下
チ
ャ
ン
ベ
ツ

阿
寒
町
　
　
　
仁
々
志
別
川

厚
岸
町
　
　
　
糸
魚
沢
、
東
梅
川

浜
中
町
　
　
　
琵
琶
瀬
湿
原
、
藻
散
布
沼

□□皿

国
際
登
録
セ
ン
タ
ー
指
定
　
　
　
蹴
測

悲
願
こ
め
、近
く
申
請

鋼疇

の
ｎ
ヽ
日
、
日
兄
所
な
ど
で
口
わ
れ
て

い
る
タ
ン
チ
●
ウ
の
ぬ
２
●
一を
″
■
、

晨
存
し
、
日
，
Ｅ
Ｅ

〓
【
●
一
』
層

す
る
こ
と
。
一
Ｅ
●
に
は
こ
口
、
性

廊
、
父
こ
、
●
●
“
月
８
、
●
■
、
●

０
，
ど
を
”
，
ヽ
●
く
。
人
田
そ
こ
の

け
の

．
”
一
´
で
あ
る
。
年
に

一
回
、

国
会
●
”
術
の
カ
ー

●
●

●
”
Ｅ

彎

ｅ
菫

■

０
．

＾
カ
モ
シ
カ
の

一
■
）
チ
ン
バ
ン
ツ
ー

な
″
辱
々
讀
っ
て
い
く
０
ま
に
ヽ
■
月

１

、
二

、
〓

２

●
猛

豊

な
っ
て
い
る
●
た
´
え
ば
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
は
、
ア
メ
リ
ヵ
●
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

の
ヤ
ー
キ
ー
ス
薔
究
所
、
シ
０
オ
ツ
，

ク
ス
撃
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
用
の
サ
ン
ジ
．

エ
ゴ
●
し
■
メ
セ
ン
タ
ー
に
な
０
、

世
”
中
に
い
０
そ
の
「
鮨
の
お

（̈
を
つ

か
ん
で
い
る
．
暉
濠
属
ｎ
学
漱
・で
も
、

タ
ン
チ
，
ウ
あ
■
晨
セ
ン
タ
ー
●
ス
タ

ー

●
ャ
ょ
，
の
声
”
螢
く
、
多
●
‘

Ｇ
彙
●
〓
あ
け
た
わ
け
．

と
文́
‘
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
わ
‘
目

さ

か
４

■

東

て
１

・ヽ
急

に
¨ゝ
一３
、
〓̈

け̈
彙
ヽ
時
菫
た
，

”
，■
ゃ一ヽ
一を
辞
】
お
、
そ
れ
ヽ
二
月

に
〓

・に
旱
↓
ア
る
●
會
』
【
０
た
と

い
う
．
″
め
，
Ｘ
）は
一Ｌ

Ｌ
ヽ
■
飛
楽
し

一

た
。
だ
が
、
萌
漕
時
代
麟
令
が
と
が
れ

一

う
・ヽ

Ｌ
■
さ
ｏ
て
た
一
‘
〓

田́
麟
ヾ

一

“
に
た
ち
た
．
さ
正
八
一
、
“
』
朦
嗜
〓

に
詢
二
百
羽
‘
”
生
し
て
，
＾
あ
・摯
発

一

驚

、
燎
‥

‥

二

０
●
，
）Ｆ
燿
さ
”
Ｅ
′
、
年

一日

一

言

３

よ

箸

な
い
．
あ

〓

一

●
っ
の
ほ
せ
い
ぜ
い

一，

ｒ
Ｃ

ａ

一 ●
と
も
”
化
”
た
た
、
一
て

．減
び
ゆ
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
・
の
レ
ン
ア
ル
を
は
ら
れ

た
。
●
ン
ド
ン
詢
鮨
口
澤
●
の
■
曖
の

あ
ス
ニ
¨
”
年
‘
に
■

＾
日
＊
に
二
百

■
．
シ
ベ
リ
ア
の
用
に
ヽ

〓
、
四
百
羽

い
る
し

い
〓

〓

．
実
爵

に
は

８
〓
が
電
一
の
質
綸
珀
．
「
誅
い
＾
レ

ー
を
，
不
ｏ
た
一楽
し
い
タ
ン
チ
●
ウ

を
」
′
■
”
・各
地
か
ら
”
が
か
か
る
。

も
ち
ろ
ん
ご
晨
‘
薔
″
晨
日
、
口
晟

の
す
べ
て
で
は
な
い
．
い
ま
多
凛
働
鮨

公
■
で
は
、
月
口
の
ア
ネ
ハ
ゾ
ル
、
，

オ
ゾ
ル
の
人
工
虫
”
を
言
免
し
て
い

る
。
颯
詢
す
ｈ
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヽ
一
対

け
０
こ
い
う
．

”
を
ヨ
尽
●

■
〓
●

■
●

晏

の
日

『
■
目

に
も
■
目

発
２
‘

”
υ
れ
‘

■
あ
タ
ン
チ
，
ツ
島

ぷ

な
ぃ
．
〓
っ
す
●
ぼ
は
ん
と
０
に
は
界

う
”
、

一
、
こ
羽
´
ぬ
く
．
う
ち
で
人

，
Ｉ
”
に
曖
”
し
た
ら
，
饉
カ
ー

を

ヽ
と
に
０
地
の
３
一
■
●
す
る
。
ホ
い

０
と
し
て
世
”
で
人
颯
が
あ
る
の
で
す

―
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二
、
今
後
の
調
査
方
法

湿
原
内
か
ら
の
調
査
不
可
能
の
た
め
山
づ
た

い
に
実
施
し
た
が
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
た

め
空
中
か
ら
の
調
査
を
計
画
す
る
。

¨
八
鷲
十
】
　
日
本
の
ハ
の
中
で
タ
ン
チ
●
ウ
ツ
ル
は
″
Ｘ
気
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
世
”
の
働
働
●

か
ら
一
『
日
〓
の
実
燃
Ｅ
念
ウ
タ
」ン
チ
●
ゥ
●
´
ひ

ヽ
，
）い
ぅ
う
鋼
ガ
薔
せ
ら
３
て
い
る
．
そ
れ
わ
そ
の
は

す
、
●
■
界
の
島
鮨
口
を
合
わ
せ
て
も
、
わ
ず
か
二
十
喘
働
〓
一Ｌ
一
、
四
十
羽
し
か
い
な
い
。
お
●
口
で

も
多
●
●
”
公
口

＾
口
【
３
日
”
油
）
０
一Ｅ
喘
麟
口
に
一
羽
い
る
だ
けヽ
．
竜

一
の
颯
用
地

・
■
輛
凛
壼

に
”』

三
百
認

凛́
●

え

て
い
る
が
、
い
。
こ
う
に
量
は
ふ
え
ず
、
■
υ
ゆ
‘

来
Ｚ
■

の
像
興

冑

曖
ロ
ロ
願

目̈
「
学
罪
の
“
〓
一
で
も
あ
る
．
そ
こ
¨
、

多
●
由
物
公
■
て
は
、
彙
口
体
制
■
化
の

一
日
と
し

ヤ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
日
農
一
菫

セ
ン
タ
ー
の
相
定
を
受
け
る
こ
と
を
決
め
、近
く
目
諫
“
然
燎
蠣
会
興

ま

３
・
ス
イ
ス
）
に
中
●
す
０
．

【
写
菫
な
日
本
０
名
鳥

・
タ
ン
チ
●
ウ
】

I
■
■
´

.: ./.
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昭

和

四

十

五

年

度

阿
寒
中
学
校
、
吉
川
英
治
賞
受
賞

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
調
査

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
初
調
査

下
雪
裡
小
学
校
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
日
本
の
自

然
」
で
紹
介
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
遅
れ
る

遅
い
融
雪
、
湿
原
水
び
た
し

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
セ
ン
タ
ー

で
人
工
ふ
化
に
成
功
、
五
月
二
十

一
日
、

六
月
二
日
、
六
月
七
日
各

一
個
ふ
化

タ
ン
チ
ョ
ウ
ヒ
ナ
鶴
居
村
道
路
上
で
保

護
、
鶴
公
園
で
飼
育

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
セ
ン
タ
ー

の
保
護
柵
拡
張
工
事
開
始

阿
寒
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
放
送
「
ツ

ル
と
共
に
」
に
出
演

人
工
ふ
化
タ
ン
チ
ョ
ウ
百
日
を
迎
え
る

阿
寒
で
ク
ロ
鶴
発
見

（タ
ン
チ
ョ
ウ
に
渡
り
鳥
説
？
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
九
羽
確
認
、
弟
子
屈
町
を
除
く
九

市
町
村
協
力
小
中
学
生
二
五
二
四
人

あすから営巣調査
鶏鷺1環境など明らかに

初
め
て
ヘ
リ
飛
ば
し

Ｌ̈
【
′，
■
４
■
一■●
一

錮
路
薇
青
綺
社
会
●
青
係
長

北
海
道
予
■
■
■
全
査
員

洒
路
市
藪
育
委
員
会
Ｌ
会
ａ
青
“
長

辱
頂
“
８
＾
企
田
颯
青
人

鋼
時
”
田
■
■
川
２
●

コ
●
１
１

３
Ｅ
′
〓
●
●
●
晨
…

〓

〓
，
●
Ｘ
．●
”
Ｅ
Ｏ
●
■
●
こ
ｒ
ｉ
■
５
‥

，
，
こ
ミ
ー

，
●
１
■
，
■
ェ
●基

ヽ
卜
ａ

″ヽ
●
Ｉ
●
〓
，
６
望
■
，
１
１
ｏ

機
一一「お
萎
誠
“
一一一
田
理
綱
礎

●
田

　

一
斉
口
■
で
国
十
四
年
■
は
■

一
二
羽
．
昨
年

度
は

一
ｔ
九
羽
●
●
計
し
て

い
０
．

●
ロ
　
キ
常

に
少
な

い
．
０
日

の

一
斉
，
奎
で
自
Ａ
公

■
の
ウ

ェ
ー
ト
が
，
■

に
大
き
く
を

っ
て

い
る
．

古
●
　
●

つ
い
た
の
も
合
わ
せ
て
現
在
十
九
羽

い
る
．

■
■
一　
０

つ
い
た
の
は

一
月
十
七
日
に
‘

れ
て
こ
ら
れ

た
も

の
で
羽
と
い
を
“

め
て

い
る
．

絆
日
　
十
二
月

一
□
だ
け
の
日
■
で
は
自
蜀
摯

の
‘
カ

で
も
見
路
を
し
て

い
る
か
０
し
れ
な

い
．
こ
暉
が
凛
“
．

”
の
■
え
な

い
時
期
に
コ
■
す

べ
さ

で
は
な

い
か
．

●
日
　

一
斉
“
〓

が
●
よ

っ
た
の
は
昭
●
■
●
七
年
度

で
す
．
嗽
〕
囀

の
川
”
や

一
８
め
ア
イ
ア

ィ
ア
で
力
よ

っ

た
が
そ

の
キ
僣
■
，

と
し
て
■

っ
て

い
る
が
．
螢
●
と
し

て
は
■
え
を

ヽ

里
二
十
六
年
か
ら
方
法
を
籠

一
し
．
三

十
三
年
か
ら
菫
え
る
機
輛
が
う
，
ぐ
な

っ
て

い
る
．

●
●
　
予
饉
コ
〓
を
目
く
よ
う

に
な

っ
た
分
は
…
…
‥

●
田
　
一
一十
に
，
こ
ろ
´
、

午
市
た
時

で

一
斉
■
査

に

入
る
が
．
地
上

に
い
る
の
は
Ｒ
口
「
り
が
で
さ
る
．

し
，

し
■

に
い
る
の
は
級
を
引

い
て

い
を

ヽ
の
〓
ダ
ブ

ニ

■ヽ

え
る
０
摯
が
そ
う
．
予
鮨
口
を
は
亭
向
と
●
機

に
十
分
同

お

い
て
移
働
関
係
を
と
ら
え
る
も
の
で
わ
る
．

昭́
和
四
十
六
年
二
月
．
錮
路
折
厠
性

か
用
に
し
た

．
８
，

の
′
●‘

嗣
路

の
シ
ル
ヽ
塵
議
会
か
ら
掟
●

）

貪    状

第4回吉川

，
日
菫
咸

ネ
田
儘
夫

古
●
ｎ
ｔ

萬
薔
▲
治

一
斉
口
壼
に
つ

い
て
“
る

・　
・

■ 摯 ■ の 出 姜

菅

状

・
日
末
十
芋
棋
八

小
合
に
整
象
員
＾
え
ス
に

よ
２
看
薇
の先
，
■
掟
下
森́

・●
ヵ
ｌ
舟
“
薔
巻
ハ
お
よ
〆

薇
■
藩
力
に，
，
■
嵐
来
，

ぁ
げ
１
，
●
栞
績
卜
頸
”
―
ヽ

一２
●
〓
”
芸
簿
■
Ｌ
●
３

，

・
０
●
●
＋
■
，
●
１
，
一
１

工
■
■
■
問
方

吉
”
央
治
責
は
．
わ
が
日
の
日
民
文
学
や
ま
と
し

て
，
し
ま
れ
た
吉
“
美
治
氏
の
０
■
を
配
０
し
て
腱

け
ら
れ
た
■
で
．
曰
本
文
化
の
向
上
に
尽
く
し
．
た

た
え
ら
れ
る
べ
さ
彙
●
を
あ
げ
な
が
ら
も
■

い
ら
れ

る
こ
と
の
少
な

い
人
や
団
体
に
鮨
ら
れ
る
．

阿
集
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
フ
は
．
代
々
の
薇
“
と
生

掟
が

一
量
４
カ
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
嬢
活
動
を
崚

け
．
故
青
面
に
良

い
繕
彙
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
■
■
さ
れ
た
。

呈式

ンく
´
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昭

和

四

十

六

年

度

タ
ン
チ
ョ
ウ
電
線
事
故
現
地
調
査

道
教
委
山
田
文
明
文
化
財
専
門
員
、

阿
寒
町
鶴
居
村
等
現
地
視
察

阿
寒

ツ
ル
観
察
休
憩
所
完
成

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
四
七
羽
確
認

協
力
学
校
数
四
十
八
小
中
学
校

二
七
九
五
人

鶴
居
村
に
ク
ロ
ヅ
ル
飛
来

山
崎
定
次
郎
氏
、
釧
路
管
内
教
育
功
績

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

クカ
メ
ラ
公
害
夕か
ら
保
護

阿
ネ
ツ
ル
観
察
休
憩
所
完
成

え
る
●
そ
の
た
め
、

ツ
ル
は
■
九
て
人

〓
”
サ
ヽ
に
守

っ
て
こ
な
く
な
る
一
ゝ
）
●

考
え
ら

れ
る
．
山

饉
菫
χ

・は
，
年
ｉ

ｒ
、
カ
メ
，
マ
ン
の
た
め
に

ヨ
ン
ズ
螢

り
の

サ
ク
を
一
一
っ
て

一
一
〉
」
ク
ら
は
い

資ヽ
一い
て
一
´
こ
云
し
て
栞
へ
が
、
こ

れ
な
０
」
そ
ん
な
心
配
●
な
く
な
，

た
。■

■
子
は
ア
レ

＾
′
〓
て
十
平
カ
メ

の

か
さ
た
ｔ
て
つ
て
、
Ｔ
晏

は
十
三

カ

同
．
●
“
Ｊ
¨
〕
ヽ
＾
マ
よ
う
¨
薔

静

は^
″

，
ス
●
り
一、

ス
ト
ー
プ
も
■
え
ら
れ

て
い
る
。

・卜
が
口
一‘

け
“
あ
な

そ

く

発

‘

螢

＾

農

０
あ

タ
ン
チ

●
ク
を

．
カ
メ
ラ
公
〓
か
ら

に
ふ
う
え
ア
に
、
今

●
く
り
■
多
出
来
　
ン
ル
が
桑
ま

っ
て
く
う
。
そ
の
た
め
、

マ
ろ
う
・
！
と

ツ
ル
の
皇

・
●
寒
町
に

る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
タ
ン
チ

●
ク
ノ
″
■
贅
伏
棗
所
』
●

　

一
し
０
し
は
λ
月
■
う
か
ら
タ
ン
チ

，
一

ヽ
百
見

え
し
た

。
日
■
，
日

率
の
農

ゥ
は
人
二
に
晏
´
え

せ
は
し
ゆ
、
四
Ｂ

一

■
、
山
■
．■
ス
●
】
ん

′^
）
マ
ニ
０
ン

，
た
わ
れ
た
ヽ
〓
，
■
■
で
は
山
崎
さ
ん

一

ル
票
長
ヽ

あ̈
〓
と
，
ュ
一豪
う
」
●
Ｅ
Ｘ
層
）
ョ

はヽ
〓
千
人
ヨ
組

一

さ
０
０
ヽ

〕卜
で
ツ
ル
諄■
一セ
〓
¨
口
〓
て
い
Ｏ

Ｌ
饉
↓
α
も
う
０
一

う
″
メ
，
マ
ン
や
■
０
人
に
お
び
え
る
・
十
年
●
ツ
″
に
ニ
サ
を
，
え
て
い
る
だ
一

；

も

いヽく

一■

●
人
た
０

髪

塾

け
ヽ

条

裔

■

〓

モ

〓
多

く
一

ツ
ル
の
■

り
き
が

ｅ
Ｂ
の
よ

う
に
０

一

れ
、
と
き
に
は
ン
″
よ
ヽ
ｒ

０̈
人
の
プ

一

が
よ

一
機

な

ｔ
ζ

奎

覧

一

る
だ
け
て
は
な
く

．
●
■
な
晏
菫
を
力

一

メ
，
に
′
と
い
う
ア
０
や
ア
マ
の
カ
メ

一

タ

マ
ン
ガ
■
●
は
●
＾
ス
ｒ
″
．
■
州
各

．

ｔ
な
り
季

おヽ
り
、
一
、
二
月
に
な
る

と
一
日
に
一
ヽ
三
十
人
が
カ
メ
，
ｔ
ｔ

１４７
羽
の
生
息
を
確
認

″
膨
〓
昨
年
よ
り
２
羽
減
少

訓
腱
ａ
青
局
は
七
日
．
先
こ
ろ
■
■

で
い

っ
せ
い
に
，
な
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

ツ
ル

＾
特
昴
天
後
Ｄ
３
●
¨
）
の
生

，
、

分
〓
毬
＾
”̈
口
菫
の
む
‘
奮
τ
睾
と
め
た
。　
・

そ
れ
に
よ
う
と
、
刹
Ｅ
、

●

〓

、
一

Ｄ
、
日
だ
の
四
支
岸
●
内
で
合
わ
せ
て

百
四
十
七
羽
が
■
●
さ
れ
た
．
こ
の
量

字
は
ｒ
年
に
比
べ
〓
千

二

羽

も

少

な

く
、
三
十
八
年
の
水
０
ま
で

，
ち
こ
ん

で
い
る
．

こ
と
し
は
電
“
に
引

っ
か
か

っ
て
●

■
死
す
る
０
■
が
●
出
し
、
日
〓
前
か

ら
■
あ

置

＾

か
虜

〓

１

て
い
た
。
し
か
し
、
同
夕
青
●
も
こ
れ

は
ど
と
は
思

っ
て
い
な
か

っ
た

だ

け

に
、
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
を

受

け

て

い

る
．こ
と
し
の
特
量
は
●
走
支
庁
●
内
で

３

て
こ
あ

嬌

が
患

鳥

〓

ど

．
各

，

内

に
嗽
ら

ば

っ
て
い

た

こ
こ

だ
。
澪
重
０
一
は

ま
だ
寒
置
の
●
率
を

受
け
て
や
り
ず
、
エ
サ
が
比
ｅ
的
●
〓

に
あ
る
●
■
地
方
に
移

っ
て
栞
な
く
て

も
よ
か

っ
た
の
が
庫
因
ら
し
い
．

同
●
青
嘔
．は
、
今
後
患
凛
し
た
原
因

に
つ
い
て
く
わ
し
い
■
査
を
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
。

９
０
薔

亀
カ
タ
０
お

炉
髯
ｎ
ｍ

´
長

宇

，

■

Ｒ
菫

●
ｈ

に
０
１

畜

チ

８

一菫

岩

４
ヽ，
お
，
Ｉ
ヽ
し
た，
餞
”
‘
，

％
務
連
摯
乖
“一熱
籠
鶉
一“」藤

喘
畦″％
〓
謹
記
一緩
絆
ゆ
議
盤
絆

黒と黄色は危険
送電線54ヵ所に1寸ける
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北
海
道
電
力
道
東
支
店
、
送
電
線
に
タ

ン
チ
ョ
ウ
用
標
識
装
着
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９
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「特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
」

（四
十
九
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
事
業
）

（翌
年
二
月
十
五
日
）

営
巣
状
況
調
査
、
生
息
状
況
調
査

生
息
環
境
調
査
（昆
虫
、
植
物
、
鳥
獣
、

魚
類
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
ア
メ
リ
カ
貸
出
に
つ
い
て

地
元
意
見
具
申

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
氏
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
に

つ
い
て
講
演

送
電
線
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
標
識
管
披
覇

（北
海
道
電
力
道
東
支
店
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
二
二
羽
確
認

余
市
町
村
で
実
施

四
十
七
枚
　
三
七
〇
〇
人
協
力

下
雪
裡
小
学
校
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「タ

ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
供
達
」
で
全
国
に

生
中
継
で
紹
介
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
骨
格
標
本
展
示
許
可

（帯
広
畜
産
大
学
）

外
務
省
海
外
広
報
映
画

「鶴
と
少
年
」

ロ
ケ
開
始

野
生
動
植
物
規
制
国
際
会
議
小
委
員
会
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
規
制
の
対
象
と
す
る
。

給
餌
場
周
辺
で
の
鉄
砲
乱
射
行
為
多
発

釧
路
教
育
局
長
、
関
係
機
関
に
自
粛
に

つ
い
て
要
請
す
る
。

●

〓́
ち
た
、

タ
ン
テ
●
ク
の

■
意
燿
“
〓̈
ョ
，
が
¨
一
■
の
凛
に
一お

こ
れ

、́
口
盤
‘
〔
＾
に
強
腱
，‘
「
一っ
っ
め

Ｒ

一
“
０
そ

ち

●

５

ら

一
´
，
チ
．
一
●

【
”
一
●
些

、
い
Ｏ
Ｒ

ゃ
Ｌ
Ｌ

饉

千
一
７

く

，
Ｐ

、

生息地徐々に広がる傾向

ひん死のタンチョウ

愛の看護で命拾い
ことしの事故すでに13件

タ
ン
チ
，
ウ
は
運
一贅
，
が
田
■
を
始

め
た
二
十
´
〓
に
に
わ
す
か
三
士
一羽

し
か
●
８
さ
れ
た
か

っ
た
．
そ
の
■
、

長
〓
し
よ
う
，
と
、
属
“
人
に
よ
甍
し

て
△
一
給
し

含
れ
）
を
始
め
た
一
ア
」な

ぶ

星ヽ

会

議

＾

早

翠

に

は
一
言

＋
一
”

が
確
〓
さ
れ
た
が
、
四

十
澤

に
は
百
■

夕

に
電

ヽ

昨
年
は

百
四
十
七

羽
し
か
薇

屁
さ
れ

，
、
生
思
的
０
訓
Ｅ
Ｅ

ス
じ
発
菫
準

″

て
い
る
た

め
地
元
の

年
■

や
今
年
二

月
、
来
日

レ

た
ア

メ
リ
カ

の
ツ
ル
博

士
ジ

●
―

ン

・
Ｗ

・
ア

ー
チ

ぷ
ル
ー

氏
Ｏ
●
〓
■
一あ
ま
ま
摯̈
鬱
尿
の

“
発
が
菫
め
は
、
タ
ン
チ
．
ウ
は
■
〓

す
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
お
り
、

タ
ン
チ
ロ
ウ
ヅ
ル

タ
ン
チ
，
ワ
が
■
■
´
Ｃ
ｔ
る
の
で
は
な

く
、
“
年
の
ロ
ロ
ユ
が
少
な
か

っ
た
の

だ
ｔ

ら
．
輌
厳

天
彙
、
臀
口

′

ル
の
そ
の
３
の
Ｆ
つ
に
よ
っ
て
ｔ
Ｏ
さ

れ
る
の
で
．
昨
年
は
あ
ま
り
見
え
な
か

，
た
り
ヽ
今
年
壽
べ
た
、つ
や
●
ば
り
い

た
と
い
●

ン
た
″
”
冬
つ
れ
る
。
だ

か
・い置
，
に
か
く
れ
て
い
る
の
ヤ
人
た

０
く

今
年
（路

〓
Ｅ

Ｏ
各
」三
ヽ

し
て
い
る
だ
ス
‘

．́
た
一ヽ

．
今
年
に
云

ぐ
四
十
四

年
の
日

“
歌
二
百

十
一
羽

と
比
べ
て
み
る
ン
■

〓
、
十
，
、
日
を

，
一∞
に
２
●
っ
て
い
０

ン
テ

わ
か

り
、
一】れ
は
、
ジ
ル
が
人
Ｍ
に
■
れ
て

雫
″
し
て
こ
ヌ
な
マ
ツ
、く
る
餞
自
に

あ
る
）
と
を
テ
し
て
い
る
」
こ
れ
昭
し

て
て
る
．

”
〓
Ｅ
ス
が
さ
３
こ
れ
て
い
た
．

■
■
■
桑
は
、
引
ヽ
７
内
百
九
十
二

羽

昨^
年
百
二
十
一
一
０

凛
笞
■
内
二

士

ラ

（同
十
●

０

十
諄
Ｃ
内
六
羽

口^
四

「
）
●
■

■
●

一
羽

＾
ロ
ニ

羽
）
の
各
わ
オ
て

一
言

一
手

一
「
“
、

昨
年
に
比
べ
，
十
■
”

も
一■
へ

こ
れ

ま
，

９

〓

９

がヽ
３

贅

”

ヽ

〓

た
、
畔
争
〓
て
ン
ル
が
い
た
か

。
卜
ｍ

一８

ス

●
苺
町
沼
颯
地
区

‘

一「

、
ロ

ニ
中

，
節
別
ぼ
暮

で
二
羽
が
薇
口
さ
れ

た
は
か
、
一
薇

■́

・文
化
一
”
立
＾
同
で

行
な

，
た
十

一
月
十
九
日
の
“
〓
時
に

は
、
同
ｔ
内
男
子
屋

，
一
Ｏ

Ю
代
マ

、̈

●
●

サ
ロ
地
区
、
捩
茶
町
の
晨
鷹
菫
、

口
一
３
【
菫
ヽ
９
ヽ
で
ツ
ル
が
一■
力
一こ
れ
、

ツ
ル
一２
意
魯
嘔
な
嫌
災
，
骰
０
「

自
子
ぞ
幸

いヽ
０

か
つ
て
な
い
牧
の
ツ
ル
が
■
●
‘ヽ
れ

た
），
に
つ
い
、́
椰
密
ホ
ロ
員
は

「全

ｔ
）
ヾ
ｔ
Ｅ

綺

セ

ツ
ル

が
電
晨
に
，
実
、
死
亡
，
ろ
，
故
を
”

ぐ
な
ど
の
民
饉
燿
籠
■
燎
を
進
め
て
き

た
贅
■
」
と
い

っ
て
お
り
、
来
年
，
か

笑^

工
治
協

の
よ

ギ

季

驚

■
な
と
，
た

め
、

タ
ン
チ

●
ク
の
候
躍

多
鷲

″

蓬̈
め
る
一
ン
に

し
て
い
る
。

■
ヽ

一
ｏ

な

ヨ

ア

に

か

け
て
ユ

晏

´
●
朝

の
ケ
患

調
〓

や

ち

″

い
・
の
生
忠
劇
■
●
実
驚
す
る
一
Ｖ
↑
」

し
て
い
る
．

今
回
の
コ
菫
篭
■
に
つ
い
て
意
歌
委

の
中
ヨ

文
化
饉
専
門
誓
員
は

「
確
導
〓

は
■
芸
の
最
こ
と
な

っ
た
だ
、
）
）
れ
は

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
事

故
死
が
相
つ
い
て
お
り
、
交
瀾
事
故
で

り
か
を
し
た
ツ
ル
が
ド
ラ
イ
パ
ー
、
給

レ
人
、
鶴
公
園
へ
と
次
々
に
リ
レ
ー
さ

一

れ
、
み
ん
な
の
お
か
い
手
で
生
命
の
灯

を
と
も
レ
続
け
て
い
る
。

お
月
二
十
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
回
黎

町
の
口
一書
ι
こ
６
号
組
て
飛
ん
て
い
た

二
羽
の
タ
ン
チ

ョ
ゥ
の
う
ち

一
羽
が
低

空
飛
行
の
た
め
、
通
行
中
の
ゝ

フ
ッ
ク

に
衝
突

し
た
。

「
何

だ
ろ
う
」
と

鷲

い
た
運
転
手
が
繭
べ
た
と
こ
ろ
、
タ
ン

チ

ョ
ウ
で
内
出
血
か
ひ
と
く
、
か
な
り

の
慮
働
。

「
こ
の
ま
ま
放
置
し
た
ら
死

・ん
で
し
一贅
ン」
と
近
く
の
給
し
人
、
山

一崎
定
次
郎
さ
ん
宅
に
運
ひ
込
ん
だ
。
エ

一サ
を
与
え
る
こ
と
に
な
れ
て
い
る
山
綺

さ
ん
も
り
か
の
手
当
て
は
で
き
ず
、
丹

頂
“
自
然
公
日
の
高
播
管
理
人
へ
と
リ

レ
ー
し
た
。

「ひ
と
い
け
が
を
し
て
い
る
」
と
出

綺
´，
力
は
一撃
一
一貧
活
急
手
当
て
に
懸

命
、
連
絡
を
受
け
た
市
の
動
物
口
担

当

薔

元

も
お

つ
け
彗

じ

た
。
渡
辺
さ
ん
は
獣
医
学
を
専
攻
レ
、

東
京

ｏ
多
摩
動
物
口
て
は
タ
ン
チ

ョ
ウ

を
治
療
し
た
こ
と
も
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
。

毬

瞬

線

一の
リ
レ
ー
と
高
橋
メ
ん

の
応

急
処
置
●
そ
の
な
零
０
手
厚
い
い
一療
一笙
″

な
い
、

一
番
危
険
な

″
事
故
二
日
置
“

も
無
事
、
乗
切
っ
た
“

こ
れ
ま
，お
）か
を
し
て
元
気
を
取
“

した７
スは一、二件しかム

薔
橋
さ
ん
は

「
何
と
か
し
て
元
気
Ｌ
電

っ
て
は
し
い
｝
と
手
当
て
に
励
ん
〓
”

る
。
年
々
、
開
発
の

″
麟
性
“
に
な
り

て
い
る
夕
挙

．
ゥ
の
鶴

等

礎

喩

す
＾ヽ
涯
し
て
届
け
一ト
ラ
ノロ

ー
を
は
レ
め
”題
著
の
努
力
は
心
Ｈ覆

る
話
。
今
年
に
な
っ
て
タ
ン
チ
ョ
〓
”

裏

薇

舌

，
黒

川
て
覧

島

た
の
を
は
レ
め
す
で
に
十
三
件
。
口
”

て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
一雷
■

り́
た
Ｌ
▼

ぐ
関
係
者
に
連
絡
し
て
は
し
い
と
ロ
ロ

一お

て
¨
●
・

―
――――――● 28 0-――――

― ―

12    10

最高の222羽を確認
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昭

和

四

十

八

年

度

人
工
ふ
化
で
五
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
誕
生

タ
ン
チ
ヨ
ウ
営
巣
状
況
特
別
調
査

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
使
用

（～
六
月
四
日
）

環
境
庁
、
釧
路
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
調

査
会
議

「タ
ン
チ
ョ
ウ
と
釧
路
湿
原
」
リ
ー
フ

レ
ツ
ト
作
製
配
布

（釧
路
教
育
局

・
保

護
会
）

下
雪
裡
小
学
校
、
自
然
保
護
活
動
優
秀

団
体
と
し
て
道
知
事
賞
、
道
教
育
長
賞

を
受
け
る

阿
寒
町
加
地
良
次
氏
、
北
海
道
文
化
財

保
護
功
労
者
表
彰
を
う
け
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
農
作
物
被
害
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
三
二
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
着
工

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
員
会
議

加地 良次 氏
北海道文化財保護

功労者表彰をうける
鶴
は
我
ら
阿
寒
町
民
初
め
生
息
地
の
人
々
の
愛
護

精
神
に
よ
り
増
殖
し
ま
し
た
が
、
ヨ
ン
ズ
原
野
で
な

け
れ
ば
子
育
て
で
き
な
い
。
湿
原
ヨ
ン
ズ
地
に
集
ま

る
故
我
等
の
畑
に
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
給

餌
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
思
う
時
、
こ
の
大
自
然

の
美
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
を
寂
し
く
思
う
。
昭
和

四
十
八
年
頃
の
よ
う
に
水
田
地
に
行
く
と
必
ず
鶴
が

見
え
る
観
光
地
で
あ
り
ま
し
た
。
中
間
に
小
川
が
流

私
の
長
寿
は
鶴
の
お
か
げ

阿
寒
町
給
餌
人

加

地

良

次 l
ヽ

取

い

ヽ

●

１

，

―

―

タンチ ョ_ウ の人工ふ化

くくく,綺のッル
^●
>>>

人工ふ化でE奎したタンチ●●の摯ち,ん

免,デ■ウ妻l′路混嫌
5番目 元気よく

¨，
Ｅ
　
　
の
う
ワ
”
ゼ

●
百

に
も
，
Ｒ
一ら
「一
■
●
一掘
う
口
』

９
路
ら
，
一

一、
十
八
一く

人
エ

ム
化
の
´
ン
チ
●
ク
の
と
，
一羽
″
〓

一
し
ヽ

り̈
ａ

ｔ
ヽ

口
〓
〓
に

，
二
■
ｐ
●△
求
“
」‘

し
た

く

●
ま
化
Ｆ
Ｅ
し
た
ン
″
は
０

‘
■
薔

■

●
２
暉
に】
ヽ
襄
〓
十
八
軍
う
，
´

，
，
っ
タ
ロ
ョ
Ｈ
て
お
Ｒ

‘
オ
暉

生
し
か
ぁ
は

、
′
ｏ
」
と

「
ヽ
ｏ
」
の

日
に
と
ｉ
ｈ
ら
■

”
月
十
■

ド
”

一
■
，
全
虫
れ
た
，
．
歯
．”
．

“^
，
フ

′
―
ル
ド
カ
メ
¨
愚
一け
一ヽ
オ
表
■
“
だ^

〓
〓

めヽ
．
■
■
一■

”
〓
く
０
」
魚

３
と
の
一
一̈
〓
で
つ
．
人
，
な

●̈
ヤ
ン
タ

，
内
０
一
応
り
Ｆ
●
ｔ

ム
化
、建

る

二
‘
卜
だ
ヽ

そ
の
曖
ご

一手
一
百
た
．
二

人
日

■

一
■
，

メ
ニ
●
一留

″
●
ヽ

中
で
２
資

な
ヒ
ナ
が
よ

一●
ヽ

■

文
詢
十
ヽ
澤
い
、

全
●
‘
澪
い
茶
，
ち

３
●
″
一●
■
ゎ
，

ヽ
い
０

，
で
に

、
フ
，
ヮ
ヽ
ど
０
一
サ
ｅ
食
べ
、
底
“

に
虚
■
を
こ
け
て
お
り
¨
丈
一●
一ヽ■
●

て
く
れ
ヽ
は
い
い
ｒ
ｌ
」
と
●
‘
■
は

‘
二
Ｌ
凛
●
０
て
い
●

"

〓
こ
」
「
゛
・
，
あ

塗
『
〉

。 29o―

ン
√

れ
、
ヨ
ン
ズ
の
生
え
た
沢
と
凹
地
。
水
日
の
中
に
鯉

を
育
て
る
た
め
の
池
。
田
植
の
六
月
の
初
め
．
夫
婦

鶴
は
大
空
を
飛
ぶ
。
そ
の
姿
は
今
も
な
お
心
に
残
る

私
の
長
寿
も
鶴
の
お
か
け
と
鶴
を
敬
し
慕
う
も
の
で

あ
る
。
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昭

和

四

十

九

年

度

5６
）

・　
０
一́

０
一

・　
■
■

1087

30 15 13

1112,
1

13   2421 D 9 10 178

山
火
事
で
厚
岸
、
標
茶
の
営
巣
地
二
ヶ

所
消
失

文
化
庁
企
画
テ
レ
ビ
番
組

「美
を
も
と

め
て
」
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
放
映
さ
れ
る
。

財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
か
ら
、

給
餌
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
く
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
踊
り
指
導
者
講
習
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査

（～
十
七
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド

（参
加
四
〇
〇
名
）

鶴
居
村
下
雪
裡
小
学
校
廃
校
と
な
る
。

下
雪
裡
小
学
校
閉
校
記
念
全
校
文
集

「鶴

っ
子
」
発
行

両
陛
下
主
催
園
遊
会
に
阿
寒
町
山
崎
定

次
郎
氏
招
待
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業
、
増
殖
セ

ン
タ
ー
完
成
後
、
環
境
庁

へ
移
管
に
つ

い
て
文
化
庁
と
合
意

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
五
三
羽
確
認

八
市
町
村
六
十
六
小
中
学
校

一
九
〇
九
人
参
加

岡
山
県
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
依
頼
く
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
で
二
六
二
羽
生
息

確
認
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
記
念
切
手

（
二
十
円
）

全
国
に
四
千
万
枚
発
売

林
田
恒
夫
氏
、
釧
路
管
内
教
育
実
践
奨

励
賞
受
け
る
。

全
国
子
供
の
自
然
と
小
鳥
と
鶴
会
議
、

阿
寒
町
で
開
催
さ
れ
る
。

農
作
物
食
い
放
題
寒

農家
「馬
の
エ
サ
ど
う
し
よ
う
」
阿

屋

雙

僣

‘

　

　

琴

疏

関

日

由
ｏ
ｌ

２

電

１

さ

環

―

撃

いヽ
２

・

”

鮮

一
魏

■

糠

饉
７
に
つ
つ
心
ケ
場
０
●

が
●
■
●
て
い
る
Ｊ
あ
た
め

『ン
ル
の
一，
ヽ
め
，
´々
の
・と
は
，
元

す
る
が
、
０
●
‘
ダ

なヽ
０
，
、
０
　
　
メ
め
祭

＾
●
３

一●
て
い
一３

S41～ 49年

タンチョウー斉調査

阿寒町内の確認数

で
」蠅
一

一　

て
湘

］

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
塔

阿
春‐
近
く
国
道
沿
い
に
建
て
る

餡

あ

人
餞

い
Ｏ

ｊ

´
護

タ
ン
４

晨

お

ヨ

″
壼

●
‘

島

だけ
に
「早

資

を
，

９

ぞ

ヽ

と
い

声
燎

モ

'ン
チ ●ウのた0す 0,ヽ う食いた らされた トウモ 0コ シ畑

二
●
て
い
る
．

ま

マ

黒

館
書

事
一
晨

あ

〓

お

え

０
〓

３

〓

，

い
．
”
十
年
の
，
ウ
●
●
コ
ン
を
”
ち

て
ａ
を
ヽ
口
い
た
も

Ｘ
、
工
‘
ん
″

二

尺

う
ユ
じ

☆
Ｆ
ヽ

妻

き
Ｅ

し
て
凛
え
ヽ
い
た
デ
ン
ト
三
―
ン
一
”

薔
に
Ｉ
．
て
い
る
．
“
●
、
“
摯
一
メ
ハ

砲

榮

傘

黎

来
”
餞

又

ヽ

〓

た
ヽ

た
鷲

壼

ル
蜜

２

●
■
■
く
し
、
一■

ス
ｈ
メ
ロ
■
●
＾

あ
一
ヽ

・

■
■
●
″
ζ
に
は
層
が
一
重
お
り
、

一あ
・０
，
に
１
０
そ
０
●
ン
や
デ
ン
●

０
代

タ
ン
チ
‘
一
あ
鶏
さ
い

年

に
比
ベ
ヤ
‘
い
‘
、
最
も
多
く
姜
″
え

せ
て
い
０
関
■
一一
内
で
姜
一手
”
は
ど

の
●
象
で
ヽ
―
ク
モ
０
，
シ
や
タ
ン
ト

コ
ー
ン
を
彙
べ
ら
れ
た
」

「
一
カ
，
こ

■
め
て
屹
一̈
し
て
い
た
小
夏
が
全
い
散

ら
さ
れ
た
」
な
ど
の
こ
一
〓
う
け
て
い

´
ン
て

０
こ
堡

猥

●
一
●
ヽ

年
´
増
え
て
今
年
一薔

０̈
口
■
，
〓
碧

九
十
二

”̈
穂
“
ネ
す■
、い
ス
）。
し
い

し
、
珀
”
す
０
に
，
，
心
夕
●
＾
孫

●
が
菫
立
っ
て
い
０
の
″
島
漱
．
一
バ

た
ち
８
奉

蔵

「
こ
の
“
由
″
‘
一

な
、
ウ
モ
●
●
ン
燿
ｔ
一
ろ
″
う
．
”

〓
二
〓
に
綸
●
す
る
な
シヽ

＆
六
爾
丼

対
員
を
，
ア
、る
へ
】
だ
」
と
纂
え
て
い

年度 阿寒町

41 170,11 87)||

42 200,1月 111羽

171」」 89 1

139,,1

179,ル l 89,1)l

16 147:‖ 56り‖

17 222,1」 87羽

.18 233羽 87,「 1

.19 253月」 79羽

昭和49年 11月 16日

～

_―
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― → 300-

全  体

43

44 212羽

15



〕
|」)40th¬
■niiVerSIry● FT「天町 タン子 ョウ時愛護会

昭

和

五

十

年

度

4 49  8     6     512     11

6

3  1

31 22    20 6     6 24 1630 9 14 29 26

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
二
羽
人
工
ふ
化

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調

査
報
告
書
刊
行

（道
教
委
）

岡
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
総
合
打
ち
合
わ
せ
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
現
況
調
査

航
空
機
四
機
に
よ
る
空
中
調
査

北
海
道
電
力
、
丹
頂
鶴
の
電
線
衝
突
事

故
防
止
対
策
を
た
て
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
作
物
被
害
出
る

「野
性
の
エ
ル
ザ
」
ジ

ョ
イ

・
ア
ダ
ム

ソ
ン
女
史
、
鶴
公
園
訪
間

阿
寒
町
、
無
法
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
の
注
意

看
板
設
置

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
九
四
羽
確
認
、
全
市
町
村
で
実
施

六
十
五
小
中
学
校
　
二
〇

一
四
人
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況
調
査

第
二
回
全
国
子
供
の
自
然
と
小
鳥
と
鶴

会
議
、
阿
寒
町
で
開
催

石
狩
町
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
羽
飛
来

無
法
カ
メ
ラ
マ
ン
対
策
会
議
開
催

（阿
寒
町
）

農
作
物
被
害
状
況
調
査

釧
路
叢
書
「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
釧
路
」
刊
行

―
―

ベ
ピ
ー
プ
ー
ム
の
春

―
―

今
春
第

一
号
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
ニ
羽
が
人
工

ふ
化
で
誕
生
。
四
十
三
年
に
人
工
ふ
化
に
成
功
し
て

以
来
、
こ
れ
で
十
二
羽
目
の
誕
生
と
な
る
。

岡
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
釧
路
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
番
形
成

準
備豪
雨
に
よ
る
釧
路
湿
原
異
常
冠
水
の
た
め
、
営
巣

状
況
を
調
査
、　
一
四
五
羽
生
息
、
抱
卵
中
十
八
個
所

調
印
者
―
釧
路
市
長
山
口
哲
夫
、
岡
山
県
知
事
長

野
士
郎
、
立
会
人
―
北
海
道
教
育
委
員
会
政
青
長
、

気
境
公
男

昭
和
四
十
六
年
度
以
来
整
備
個
数
　
三
十
個
所

釧
路
市
農
業
協
同
組
合
長
よ
り
被
害
届

給
針
場
を
中
心
に
飛
来
数
調
査
を
行
い
二
三
四
羽

確
認石

狩
川
沿

い
に
亜
成
鳥

一
羽
飛
来

道
教
委
山
本
慎

一
文
化
課
長
補
佐
、
土
田
文
化
財

係
長
来
釧
し
、
被
害
者
と
協
議

ア
ダ
ム
ノ
ン
一
え
¨ヽ

８
工
の
野
生

●
一フ
●
信
導
“
あ
状ヽ
■
″●
ア
ヽ

夕
●
■
，
２
一
，
ヽ
〓
■
工
，

■
‘

”̈
晏
一■
か
０
い
ヽ
と
し
た

一二
″
プ

”
を
椰
，
こ
奎
一
の
協
力
晏
臓
の
た
０

二
十
四
３
に
秦
８
．
東
３
．
荼
■
な
ど

．こ

●

ヽ

燿
奈

″
の
う
コ

饉
〓
極

案
す
ら
た
，
■
■
を
，
れ
た
、

「
Ｅ
，
■

■
，
，
■
・
姜
●
し
た

ア
ダ
ム
ノ
ン
一
●を
ヽ
■
●
Ｅ
〓
一
わ
¨

う
０
丹
■
●
●
６
全
ロ
ヘ
旱
ミ
“
春
け

ヽ

■
，
，

Ｉ

ｎ
，
家

ン
な

０
・′
●
´
う
の
・０
こ

レ^
み
¨
，̈
ｙ
・
い
一
一ヽ
」

一μ
ヽ

■
ち
よ
〓
ペ
レ
ー
に
を
か
ぶ
っ

た
Ｉ
う
■
タ
ン
チ
●
ク
の
一ｒ
メ
Ｅ
・

太
一■
ヽ
ヨ
あ
■
■
〓
●
３
，
あ
〓

，
■
３
●
っ
た
が
、
■
テ
な
Ｌ
層

コ
Ｕ
晨
辱
ヽ
ヵ
，
ス
れ
て
い
０
人
．

一彙

房

薔

饉

く
イ
ゼ

〓

〓
・０
の
力
一
一人
工
‘
化
は
″
あ
‘（
ヽ

な
場
合
ご
や
ち
の
力
」
一喀
こ
ろ
夕
）

エ`ルザのおばさん、が釧路へ

タンチョウと初対面

チ

コ
，
は
何
亭
く
ら
い
生
ヽ
，
γ

いヽ
る

か

一
な
′
●
一学
予
定
疇
商

ケ
オ

ー
パ
ー

す
る
に
と
の
熱
心
さ
。
東
ア
フ
リ
カ
の

ヶ

ニ
ア
で
日
守
手
を
し
て
い
う
夫
の
ツ

コ
ー
ジ
さ
ん
へ
の
土
彗
品
に
す
る
の
か

贅
ヨ
な

．
ン
ル
の
Я
・
を
， 長
″
ん
に
ア

メ
ラ
に
納
め
て
い
た
．

ア
ダ
ム
ソ
ン
〓
ん
は
河
６
劃
警

〓

泊
、　
一
日
は
目
内
て
六
十
六
〓
目
に
オ

ー
プ
ン
す
る
釧
路
市
動
物
目
て
関
目
の

テ
ー
プ
″
ン
ト
を
し
た
あ
と
、
劃
路
か

ら
車
て
約
二
特
岡
離
れ
た
畑
さ
ん
の
動

物
〓
目
を
あ
間
。
二
日
間
滞
在
し
て
畑

さ
ん
と
勁
櫛
保
口
峡
凛
に
お
を
味
か
せ

た
り
、
馬
の
と
さ
ん
こ
や
エ
ソ
ン
カ
な

ど
勁
ウ
エ
ロ
の

．住
人
´
´
選
ぶ
。

―   ― ● 310-  ― ― ― ― _ __ __

¨
■
■
】

一ｒ
■
●

工
ν
ザ
一
た
，
あ

■
０
一ゝ
”
ら
れ
る
働
”
″
ｔ
の
，

．
イ

・
ア
ダ
ム
ソ
ン
一●
ん
＾^
し
”

〓
千

日
、

，
■
劇
申

＾
Ｐ

〓
ヽ

８
大
め
，
０
，
ｔ

ム
ツ
ゴ
●
ウ
´，

ａ
Ｆ
●

亭
夕

■
●
コ

一●

・
，
”

璧
萬

●
９
ｒ
■
ｒ

奪

渤
■
０
，
２

■
■

ｔ
の
ヽ

´
あ
■

・Ｉ

ち
Ｌ
ヽ

ヽ
一
こ
””
２
本
Ｅ
念

０
・
タ
ン
タ
．
一
‘
■
■
す
晨́
‘
コ
３
一ら
せ
０
自
檻

０^
，
一０
一
、
筍
あ
て
タ
ン
チ
●
′
‘
議

し
た
。
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11

26

11

25
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20
昭

和

五

十

一
年

度

愛
護
会
、
寝
ぐ
ら
巡
回
等
の
保
護
対
策

を
た
て
る

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
で
き
る

愛
護
会
、
町
内
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地

区
十
五
ヶ
所
に
注
意
板
設
置

文
化
庁
横
沢
記
念
物
課
長
に
保
護
対
策

陳
情
す
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
用
腕
章
十
本

・

帽
ｒ
四
十
個

・
小
旗
卜
本
作
成

生
息

一
斉
調
査
　
三
二
〇
羽
確
認

阿
寒
中
学
校

ツ
ル
委
員
会

に
活
動
費
助

成異
常
寒
波
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
寝
ぐ
ら
で

あ
る
阿
寒
川
の
川
面
が
結
氷
。
寝
ぐ
ら

確
保
の
た
め
大
型
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
氷
割

作
業
実
施

監

‥視
の
月
も
届
か
ず

痢辞彩
護チ申
住
民
と
保
護
活
動
に

．

日̈
〓
】
●
鐘
夫
お
赳
念
●
、
タ
ン
チ
●
ウ
０
●
薔
に
あ
た
ｏ
て
い
る
日
３
タ
ン
チ
●
，
０
［
薔^
会

壼^
Ｕ
●
●
●
‘
０

は
、
今
年
か
ら
‘
日

一́
籐
〓
会
０

・　
〓
力
を
■
て
、
格
●
そ
菫
め
て
い
く
．
一
野
田
０
タ
ン
チ
，
ク
奎
■
０
」
は
毎
年
、
六
州
な
ど
，
ら
ア
ヽ
チ
´
ノ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
曖
一ヨ
し
、
Ｆ
々
工
■
サ
イ

ト
、
と
か
に
は
■
，
い
に
澤
レ
喜
ｔ
て
ン
ヤ
ン
タ
ー
チ
ヤ
ン
ス
，
，
つ
と
い
う
マ
′
―
り
，
い
″
メ
ラ
マ
ン
も
多
い
。
目
や
タ
ン
チ
●
ク
●
一
■
●
一て
は
自

ｎ
″
暉
び
か
け
て
い
る
，
い
●
こ
っ
に
お
吝
〓
０
尊

，
ゆ
尋
く
、
２
に
ネ
ｐ
一“
０
人
が
玲
え
焙
■
に
■
２
●
や
、
―、
う
。
こ
の
た
め
日
，
４
●
て
は
、
澤
〓

¨
●
０
●
力
島

”
な
が
ら
堡
口
〓

ｔ
●
て
い
姜

メ
」い
う
も
の
．
　

．
一

タ
ン
チ
一
ク
の
ヨ
Ｅ
“
撼
■
に
は
十
二

マ
ン
の
入
り

ゆ̈
‘
が
増
え
、
い
ゎ
ゅ
う

二
月
こ
う
， 、
ら
コ
晏
そ
擦
日
し
て
く
れ

一
．
カ
メ
ラ

＾
薔́
・
に
よ
る

●
■
も
多

る
タ
ン
チ
●
ウ
が
Ｒ
楽
し
て
く
る
が
、

一
い
．

発

」
務

餞

万

鶴

糠

頼

一

本
”
に
も
ョ
■
し

、
■
て
お
り
、
虫
た
一
■
●
全
０
人
た
ち
０
■
力
，
こ
一”
ヽ
一
，
い

タ
ン
チ
，
ク
０
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
行
＾
二
饉
３
■
０
，
■
ホ
ン
、
い
こ
う
‘
」
、

，
ぬ

■
・０
‘
こ
も
に
．
ア
゛
チ
＾

，
カ
メ
ラ

一
て
か
ら

〓
し
，
い
が
二
“
，
ら
れ
て
き

た
。
口
肉
に
は
、
菫
の
■
■
●
が

一
人

い
う
だ
け
だ
が
多
い
と
き
に
は
二
百
～

三
百
人
の
カ
メ
ラ
）
ン
が
入
り
３
一
、

シ
ヤ
，
′
―
チ
●
ン
ス
，
●

フ
と
い
う

‘
´
，
夕
・
′
″Ｆ

に́
０
３
一■
●
い
と

ん
“
〓

層
，
な
い
■
一
■

そ
こ
一
こ
●
〓
菫
一
０
●

）̈入
０
さ
翌

薔
貫

セ
セ

い
３

が
１

会
．

し
０
し
ｒ
一
員
二
十
人
だ
け
で
は
十
分

ヽ
な
電
”
輌
口
，
て
，
■
い
と
こ
う
か
ら

・
も
，
と
ヽ
タ
ン
チ
●
ウ
の
【
葉
が
多
い

と
い
０
■
９
責
壼
”
区

〒
〓
声
０

住
民
に
ロ
カ
，
■
め
て
い
こ
う
と
計
■

タ
ン
チ

●
ウ
の
コ
で
〓
晏
■
●
■
し

て
く
れ
る
が

、
保
Ｅ
Ｅ
●
こ
，
あ
て

い
う

し
た
も
の
だ
。
な
つ
て
も
腐
〓
川
沿
い

の
●
五
夕
Ｍ
●
区
に
は
、
タ
ン
チ
●
ウ
一

の
“
ぐ
ら
に
０
な
。
て
お
り
、
住
民
に

■
轟
を
し
て
，
●
，
こ
と
に
よ
っ
て
少

し
て
ヽ
″
メ
ラ
バ
４

０̈
，
や
タ
ン
チ
，
，

´
Ｖ^
Ｏ
，
こ
い
う
も
●
．

一
を
一
一と
■
●
６
は
、
■
上
寓
鳩
に

，

力

革

日

〓

ア

２

一
ラ

マ
ナ
ー
の
コ
い
ヵ
メ
ラ
ヤ

ン
も
お
り
、

と
，

し
，
ｉ
●
サ
イ
ト
ふ
ｏ
‘
一２
し
て

０
チ
〓
，
ク
レ
よ
ヽ
‘
ヽ
、
■
，
合
で
も

■
体
諄
な

麟
一
■
″麟
を

■
，
レ
ヽ
ト

●

『
マ
ナ
ー
壼

■

け
″

，
，

し

た
■
●
も
な
い
の
で
が
‥
」
と
口
係
■

豪

薔

ぞ

い
０

円  寒

い
た
ず
ら
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る

¨
阿
７
】

〓
辱

”ヽ
ロ
ロ
・
●
●
ろ

一ん
の
強
化
を
，
一

こ
い
う
声
が
高
〓
●

ヽ
―
，
ヽ

タ
ン
チ
●
２
に
石
や
彗
〓
を

静

つ
て

ｏ
、
，

０
ま
‘

Ｒ

ｒ
な
カ
メ
ラ
マ
ン
は
α
お
．
■
を
■
た

な
い
．
こ
の
一
あ

．
日
■
Ｏ
Ｆ
硼
‘
増

区
あ
た
日

た̈
，
阜

増ヽ
●
す
る

『
タ
ン
チ

，
ネ

爆

台

＾
扇

Ｅ

２

．

会
口
二
■
人
〉
の
合
員
の
間
に

２
底
巖

会
の
舌
“
だ
０
つ
´
ぼ

タ
ン
チ
●
ウ
は
，

り
切
れ
な
い
．
■
ま
，
が
■
●
す
う
晏

ヽ
Ｌ
一
■
【
の
収
を
，
や
し
．
パ
ト
０
１

て
い
る
．

目
町
■
日
寒
力
区
の

．
タ
ン
チ
ョ
ク

の
■
・
●
●
吝
●
地
区
一Ｔ
一
に
は
．
饉

年
■

８

〓

撃

雪

〓̈

ま
で

”
薔
■
一
Ｔ
」の
タ
ン
チ
，
ウ
が

．■
●

●
・
．
螢
”

じ^
）
人
の
ま
く
ヽ
ク
キ

こ

実

争

・Ｒ
Ｉ

な
”
′
農

日
し
て
い
る
．
　
　
　
．　

・

こ
２
χ
贅
を
カ
メ
一′
綺
，
３

く

タ
ン
チ
〓
ろ
〓
夕
が
，
一
●

ア
●
‘
■
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
”
ヽ
い
年
々

●
え
て
い
る
．
し
か
し
、
カ
メ
ラ
マ
ン

が
増
え
る
に
つ
●

、

Ｊ
虔
だ
０
い
う

■

タ

ン
チ
●
泉

を

セ

セ

い
一８
〕■
＝
に
入
，
‘
ん
だ
り
．
兄
σ

タ
ン
チ
●
ウ
の
■
し
い
■
〓
い
つ
‘

で
も
´
と

め
る
た
０
．
〓
祖
員
の
発

実
を
“
え
る
ロ
グ
高
い
１
阿
憲
町
上

旬
案
・で

，
呂

〓
口
餞

‥

調
冨
Ｅ
参
め

．０
＾
に
な
っ
て
い
る
山
饉
〓
一
さ
ん
た
［

一
方
．
今
，
は
晨
し
い
冷
え
，
繁
″
一

＆

ぐ
あ

恩

“

専

り

蒙

．

―

ら
ば

日

に
な
っ
訴

ε

と
，

１

０
り
ヽ

蜃
“
昴
●
，

ら
パ
ヽ

●
―
ル
ン

、●
３

４
ず
α

ａ

一
］

人
”
ほ
と
て
も
カ
パ
ー
し
切
れ
な
い
」

´
咲
く
．
■
■
摯
留
】晨
た
一Ｐ
Ｏ
「立
‘

夷

ネ

あ

１

多

二
―

を

■
●
´
一
ｒ
′
か
な
い
・
一〓
た
ち
，

の
■
７

餞
餞

界
が
あ
る
。
■
一
■
が

，
掟
の
据

Ｅ
■
■
０
摯

●
●
Ｌ

・

パ
ト
０
１
ル
の
コ
κ
を
―
」

巌́
・●
・
ｉ

い
う
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

こ
れ
に
対
し
．
■
腋
に
タ
ン
チ
，
ク
‐

２
■
Ｆ
整
■
畠

●
Ｂ

目
は

保

・・

瞭
畷
口
員
の
歌
は
■
や
し
た
い
の
だ
・

が
．
』■
“
口
の
な
０
こ
４
・な
い
」
と
，

じ
凛

菫
を
‘

て
い
う

な
，
二
，

・

い
な
い
の
は
．
わ
や
う
な
諧
礼
●
凛
Ｓ
．

く

一■
■
の

．時
■
・
〓

０
に
摯

〓

薇

』
●
、
多

４

ヱ

鬱

ロ
ヒ
鍮
ｆ
ｒ
』お
ん
ぶ
・ｋ

会
ｎ
の
他

み
．
“
‘

”̈
●
“
れ
，

‘
・な
い
よ

２

ヽ

立
つ
晏
・Ｅ
「
る
た
め
．
石
や
電

〓
を
ぶ

っ
け
た
り
の
憑
●
ヽ
自
立

っ
て
ズ
た
．

震
餞
会
は
ヽ
），
フ
し
た
し
な
い
ヵ
メ

ラ
マ
ン
を

一
緒
‐
Ｙ
食
′
こ
．
■
ぐ
ら
一
〓

く
の
８
〓
な
，
あ

一辞
町
”
▲
７
●
『
タ
ン

チ
・
フ
の
鶯

柔
痣
な
の
子
立

●
ィ
〈
ら
な

い
で
，
さ
い
」
と
い
ぅ
■
曖
を
，
て
て

Ｐ
Ｒ
．
ず
っ
に
全
員
た
ち
６
．
赤
ι
日

の
録
晨
Ｅ
凛
員
の
日
子
２
か
ぶ

′
た

り
．
■
●
を
し
て
■
ぐ
＾
う
飛
楽
想
を

パ
ト
●
―
ル
す
０
，
ら
泊
●
一“
げ

て
い
０
が
ｒ
彗
【た
ち
，

れヽ
，
■
生

３
，
●
っ
て
お
り
．
泊
●
●
田
●
．
人

員
が
瞑
ら
‘́
て
い
ス
“

■
●
に
．
週
，

■
が
一ａ
し
た
タ
ン
チ
●
●
凛
霞
〓
”

屋

響

貫

Ｓ

・；

文

．
参

Ｏ
υ

・

ｎ
０

ふ
〓

保
護
監
視
員
増
や
し
て

_                            ‐ :32 ●
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284     21     1     13    28 5     10     1 2  7
昭

和

五

十

二

年

度

阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
に
有
志
が
丹
頂

鶴
慰
霊
塔
を
建
設

金
子
信
治
　
山
崎
定
作
　
鐙
谷
　
充

山
崎
定
義
　
杉
橋
弘
義

タ
ン
チ
ョ
ウ
浴
衣
地
購
入
斡
旋

阿
寒
町
開
基
九
十
周
年

・
町
制
施
行
二

十
周
年
事
業
協
賛
タ
ン
チ
ョ
ウ
踊
リ
パ

レ
ー
ド
を
産
業
ま

つ
り
実
行
委
員
会
と

共
催
で
実
施

タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
！
新
築
オ
ー

プ
ン
愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
思
想
啓
発
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
の
作
成

生
息

一
斉
調
査
　
一
一五
七
羽
確
認

Ｈ
Ｂ
Ｃ

「凍
て
つ
く
里
に
鶴
が
舞
う
」

放
映
ナ
ベ
ヅ
ル
保
護
状
況
視
察

（山
口
県
熊

毛
町
）
。
吉
田
会
長
他

一
名

（～
１７
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
年
始
特
集

「新
春
に
舞
う
タ
ン

チ
ョ
ウ
」
放
映

タ
ン
チ
ョ
ウ
、
養
殖
場
の
幼
魚
捕
獲
被

害
出
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

　

　

（～
１２
日
）

嬌

:

崚̀

昭和52年 8月 10日  釧路新聞

,,● .´ ●

●

観察センター開く

もう安心、観光客を
｀
隔離、世

界
各
国
から欲
し
い

福
田
絆
の
お
願
い
も
断
る

」協
胡
餞
放
出
は
見
送
り

種
電比
憂
議
鵡
一“
』馨
鷹
嶽
謡
一

書
骨::::ll:::モ

一誓
ｔ
聾
湛
霧

――――――● 33 0-―
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3 3 101 , 1

30     5     20 10

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

最
優
秀

「タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
り
育
て
る

み
ん
な
の
手
」

（仁
々
志
別
小
学
校
六
年
坂
本
富
美
代
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
広
告
塔
の
設
置

生
息

．
斉
調
査
　
．
一
一
四
羽
確
認

愛
護
会
主
催
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真

コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展

　

　

（～
４

・
１０
）

布
伏
内
小
学
校
で
卒
業
記
念
に

「丹
頂

鶴
物
語
」
編
集

||

生
態
な
ど
を
克
明
に

０
画
・
布
快
内
小
二
・
六
年
生
．作

・
川
薫
年
墟
教
瞑
０

観
察

を

も

と

に
ま

と

め
上

げ

る

原
作
者
●
驚
口
の
里
‘
働
ら
れ
る
日
〓
丘
・市
快
内
小
学
楔
か
ら
′
の
０
．
コ
ロ
”
効
彙
小
摯
探
に
こ
こ
し
て
き
″
ば
か
り
の
出
０
年
層
●
“
（●
」
．
薔
伏
ら

小
学
餃
の
コ
峰
に
は
”
”
．
年
に
な
０
″
こ
●
の
タ
ン
タ
●
ク
が
，
い
障
０
て
く
０
．
●
に
は
凛
子
Ｌ
れ
の
０
も
．
●
こ
は
こ
う
し
，
日
こ
ろ
り
凛
露
の
中

集

:

1
′

/

“
送
コ
の
”
休
内
小
学
餃
は
”
口
”
一

旱

＾
〓

′

あ

●
共

究

口
一

３

●
奎

議

呂

セ

い
帰

二

伸
贔
け
て
の
“
●
〓
疼
に

と
口
“
さ
一

酔

鶴

〓
聾

斯

“
識

¨
湖

一

モ

”
′
あ

薔

こ

言

１

，
一

増

“
躍

〓
十
磨

＾
あ

倉

て
一

と

，
ハ
“
●
“
の
中
で
な
重

・マ

こ
と

一

の
●
セ

０
．
，

た
、

●
６

い
お
と
な

一

オ
ン
チ

●
，
は
，
“
”

一
人
“
に
な

一

蔵

睦
戻詫

（凄
一

―
書
じ
墨
ｏこ
い，
■

争

●

撃

ど

に
な

員

埓

一

琴
彗

事

千
革

革

言

■
挙

栞

薔

”中

す

● 34●

，

´

，

“

8

昭

和

五

十

三

年

度

市
立
釧
路
丹
頂
鶴
自
然
公
園
創
立
二
十

周
年

タ
ン
チ

ョ
ウ

の
絵
は
が
き
第

一
シ
リ
ー

ズ
販
売

ヽ
　
ヽ
ヨ

゛
ヽ
Ｌ

Ｌ
圏

で

１

一一
】

白

　

』

ル
ｒ
Ｌ

ヽ日「
７
　

・

「

ヽ

|

|
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，
一

・

●
■

12    12    11

24     5

11 ‘

，

1

昭

和

五

十

四

年

度

釧
路
教
育
局
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
看
板

設
置
。
釧
路
市
、
鶴
居
村
、
阿
寒
町
に

各
二
基

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
入
り
は

が
き
発
行

生
息

一
斉
調
査
　
二
七

一
羽
確
認

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
図
柄
入
リ
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
作
成
販
売

タ
ン
チ
ヨ
ウ
広
」ヒ

「

:

看
板
設
置

基

昭
和
５４
年
■
月
１８
日
回

三
年
目
奎
迎
え
た
タ
ン
一
■

，

，
察
セ
ン
タ
ー
イ
キ
丼
ヽ

オ
ー
プ

ン

土^

省

）
は
か
な
２

Ｘ

た

よ
う
一
キ
ｈ
．

”
年
円
餞
．
十

一
月

一
日
オ
ー
プ
ン

，
日
ほ
に
ヽ
■
２
凛
め
て
３
辛
し
た

が
．
●
●
は
軟
に
な
っ
て
，
あ
●
，
い

口
が
屁
＾
ヽ
タ
ン
チ
●
ク
が
Ｃ
ｉ
ｆ
じ

ェ
サ
〓
見
つ
け
０
こ
´
”

て
番
０

，
，

ｔ
ン
タ
ー
に
員
ユ
し
て
く
０
●
”
が
■

く
な
ら
ヽ
そ
の
た
め
劇
年
よ
ｂ
辛
月
運

い
オ
ー
プ
ン
に
な
り
〓
（
し
ヽ
ヽ

饉
シ
ー
ズ
ン
全
目
か
ら
二
万
人
近
い

人
ｉ
ち
が
セ
ン
タ
ー
を
●
れ
て
お
り
、

躍

‘

ぅ
葉

二

を

う

そ

．

今
シ
ー
ズ
ン
も
”
颯
を
●
齋
〉
？
＾
出
を

セ
ン
タ
ー
″
壼
史
の
こ
の
颯
光

名
所
と
し
て
π
〓
し
つ
つ
あ
る
と

思
い
キヽ
タ
．

こ
口
，
り
，
っ
て
く
う
人
た
ち
に
■

か
い
場
所
ヽ
．
ゆ
っ
く
０
と
タ
ン
チ
●

ク
，
３
て
０
ゅ
お
、
こ
Ｖ
ぅ
の
も
、
●

か
に
セ
ン
タ
ー
″
一
一
て
，
″〕
田
０

一
つ

子
●

あ̈
り
ま
す
一
´
あ
一
一
染
イ
ほ
・，
，

，
■
」■
に
も
一〓
，
Ｒ
一や
に
飛
来
て

０
う
‘
ス

そ
し
て
“
た
●
″
あ
・生

口
を
嘔
事
で
●
●
き
，
に
と
．
あ
く
ま

で
タ
ン
チ
，
ウ
め
餞
，
が
ね
ら
い
だ
っ

た
０
け
で
す
．
こ
の
Ｃ
と
は
セ
ン
タ
ー

属

の
策

を

う
ら
豊

摯
き

わ

′
●

ま
す
●

タ
ン
チ
●
ク
は
■
常
に
“
颯
口
な

■

曰

¨，
さ

れ
こ
雰

Ｏ
η
メ
ラ

●
，
そ

・■

に
一●
●
葛

ｇ
早
・

ほ
●≒
キ
¨
タ
ン
チ
●
ウ
′
，
に
や
ら

二
つ
て
十
分
ｅ
ａ
に
は
な
る
と
〓
い
ま

す
、
あ
と
は
人
●
が
■
く
か
ら
見́
守
っ

て
い
れ
ば
よ
い
．
タ
ン
チ
●
ク
こ
人
ｍ

の
薔
に
は

「が
■
崚
」
僣
‘

て
し
ょ

２

セ
ン
タ
ー
墜

あ

っか
０
■
」
の

Ｂ
蓼
彙
た
，
お

で́
■

人
日
に
贅

ん
て
，
た
タ
ン
チ
●
た
ヽ

人
■
０
に

や
）
奪

３
の
は
い
わ
ぼ

メ

常
事

Ｆ

．
●
彙

た
Ｌ

一，

手
奎
留
一

■
の
中
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

，
９

はヽ
い
′̈

い^
と
思
い
き
す
．

0′

石
ー

“

』こ
ハ

■
′
日
、

一
タ
ン
チ

ョ
ク
観
察
セ
ン
タ
ー
を

一

一
管
理
す
る
”
寒
町
軟
姜
囀
員

　

一

一　
　
佐
藤
　
照
雄
″
ｏ２
一

‐
ｉ
‘
…

…
―

田
口
，

・
槽
買
　
ワ
●
■
‥
，
…

≡

●
ウ
の
す
ば
ら
ｒ
ｙ
（ヽ
を
知
っ
て
も
多
う

■
一
の
方
法
．
や
は
リ
タ
ン
チ
●
ウ
の

■
〓
］，
イ
ク
ル
に
合
わ
サ
イ
セヽ
ン
タ
ー

〓
墨
Ｖ
・あ
４‘
颯
”
だ
″
患
い
奎

●
瞼
．
タ
ン
チ
，
ワ
の
凛
〓
●

ど
？
‘
っ
に
準
め
ｔ
行
く
べ
０
だ

″
０
い
ま
す
■

■
贔
一３
〓
，
，
７
●
ヽ
´
ξ

手

．
営

Ｆ

の
胃

畿

書

た

さ
れ
，
いヽ
■
一
・が
．
面
一覺
¨ヽ
よ
る
・日
ぶ

霞

議

査

に
色

め
な
И

築

塁

χ

．
■

ま
〓

２

を

も

タ
ン
チ
ョ
ク
の
生
思
」膨
〓
一を
■
に
し

ま
す
．
私
た
ち
に
と
っ
て
タ
ン
チ
●
ウ
Ｆ
い

わ
ピ
一
■
一の
パ
●
メ
ー
タ
ー
．
タ
ン
，

多

彙
，

なヽ
０
め
ヨ
田
●
〓

彗
■
７
一れ
″
瞳

率
夕
、い
る

と́
に

な
ｏ
曇
す
一
Ｌ́
れ
か
ら
ぐ
た
め
に
も
，

３
が
一
は
と
な
っ
プ
丹
“
し^
て
い
か
な

け
れ
ば
な
，
〓
せ
ん
．
そ
の
■
０
エ
サ

ぼ
セ
ン
タ
ー
の
■
●
う
に
２
け
た
ト
ワ

モ
ヨ

そ

２

か
、
を

見

０
■

■
で
寄
ｒ
‘
だ
０
の
が
あ
り
、
十
分

■
っ
て
い
け
二
，．

何
よ
，
３
，
多
～

人
に
タ
ン
チ

，
ク
２
ら
ヽ
一じ
う
こ
と
．
タ
ン
チ
●

３

，
電
摯
〓

と
，
‘

参
２

８
い
手

日
本
饉

こ
ん
な
場

し

い
黒

い
る
，
知
っ
Ｆ
ツ
●
■
●

つ
一ネ
‘
守
●
●
け
，
，
■
』
，な

う
Ｌ
■
夕
●
ヽ
Ｌ
な
‘
ヽ
４
じ

て
い
拿
ア
．
‘　

■ヽ
，
　
　
・

多
所
に
な
っ
て
い
る
で
し
，
，
．
し
，

し
●
●
い
の
工
（
薬
の
日
的
は
、
タ
ン
チ
，

Λ
プ
ロ
フ
“
ル
Ｖ
ｉ
ヽ

三
十
大
●
．
Ｆ
憲
汀
ま
‘
麟
　
一

■
に
．
四
十

一
年
か
ら
社
会
は

青
〓
０
と
し
て
．
タ
ン
チ
●
ウ
、

マ
リ
モ
の
二
つ
の
天
然
２
奮
●

の
優
■
冑
屁
に
力
そ
こ
い
て
い

る
．
タ
ン
チ
●
ク
ロ

，
セ
ン
タ

ー
の
■
■
・２
′
●

ヽ
お
り
．
タ

ン
チ
●
ク
′
０

つ
８
０
い
う
か

一
れ
こ
れ
十
八
年
．
■
〓
歌
冑
て

大
゛
，
こ
を
，
、
タ
ン
チ
●
ウ

饉
■
■
イ
フ
ワ
ー
ク
一キ
お

舅
力
ま
だ

て
秦
●
人
た
，あ
う
に
は
．
●
ヽ
一
“

だ
が
大
声
ｅ
●
０
た
●
０
し
■
”
つ̈
け

た
，
〓

〓

メ

ン
ｔ

あ

澤

ら
に
会
て
入
ｐ
‘
０
人
が
い
る
の
‘
０
●

ス
．

一
〓
ね
ぐ
ら
，
舜

ワ́
さ
れ
た
タ
ン

■
Ъ

ク
は
．
二
ま
と
同
じ
場
所
に
は
戻

り
ま
●
ん
。
´
れヽ
ほ
ど
，
戒
心
が
彙
い

つ
て

，
．そ
意

ふ

，

〓

ふ

●

こ
一■

人
日
０
■
に
よ
う
，
■
”

ぶ
壼
に
な
る
Ｒ
“
キ
′ね
．

た
だ
な
ん
て
も
‘
‘
〓
【
ｔ
ば
よ
い
―

と
い
う
の
‘
ユ
濾

，
０
，

″
．年
あ
凸
，

■
ｔ

て
，

１

ぺ
え

ｉ

足

す
る
こ
と
．
モ
ン
と
な
０
ヽ
＾
が
入

り
込
ま
な
い
よ
う
に
，
０
こ
と
．
こ
の

羹
一
ヽ

セ
ン
タ
ー
一
“
‘
年
は
自

暉
の
よ
燿
‘
す
．
こ
姜
■
年
ロ

■
に
ヤ
３
●
´
＾
は
．

・セ
ン
タ
ー
に
は

一
■
．
二
時
の
屁
里

室
の
は
か
．
タ
ン
チ
●
ウ
の
四
手
の
写

署

〓

．
番

を

２

一ホ
警

そ

れ
に
食
■
．
寃
‘
が
あ
り
ま
す
．
今
曖

セ
ン
タ
ー
，
シ
あ
，
（
う
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ｒ
一
，
体

的
な
け
●
は
あ
り
ま
す
ん
．
た
０
こ
〓
一

″
じ
ャ
、

”
ｒ
●
に
な
〓
■
●
０
ツ
ル
の

賣
■
費
，
お
．
ツ
ル
●
●
●
■
の
，
一
う

な
０の
に
す
０
ゝ
”
で
，
一
″ヨ
こ

口
●
■
口
慇
に
な
る
´
思

い
拿
，
．

夕

Ｌ

〓

垢

ん
１

，

ン

チ
●
ウ
′
ι
て
も

マ́
つ
●
が
．
タ
ン
チ

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
近
く
を
瞑
モ
す
る
エ
ア
ン
刀
．
互
い
に
干
渉
は
し
な
ｔ

.35.

タ
ン
チ

ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
給
餌
場
に

マ
ナ
ヅ

ル
飛
来

『
ノ
ノ

,

Eコ

生
息
地
で
の
生
態
観
察

・

・

湿
原
の
開
発
は
最
小
限
に

1

 ヽ._
「
・
 、 ヽ
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産
業
ま
つ
り
協
賛
丹
頂
鶴
音
頭
踊
リ
コ

ン
テ
ス
ト
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の

主
管
で
実
施

国
際
ツ
ル
財
団
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ー
チ
ボ

ル
ト
博
士
と
撮
影
ス
タ
ツ
フ
阿
寒
の
里

に
来
町
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（米
国
公
共
放
送
サ
ー

ビ
ス
）
の
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

阿
寒
町
教
育
委
員
が
専
従
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
監
視
員

一
名
を
配
置

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
、海
外
紹
介

絶
滅
毅
ら
の
期
ば
た
き
撮
影

う
の
が
、
口
瞑
ツ
ル
対
日
が
ヽ
日
、
来

一
セ
ン
タ
ー
に
■
い
た

一
行
は
、
ア
ー
チ

ロ
の
，

３
Ｓ

＾
公
共
”
０
な
サ
ー
ビ
ス
）

一
ポ
″
卜
”
士
と
ロ
ン

・
マ
イ
ヤ
ー

・
デ

が

制
作
す
る

こ
の
，
ａ
の

´
イ
ト
ル

一
マ
レ
ク
´
１
０
し
ら
〓
人
の
Ｐ
３
Ｓ
ス

道
改
委
は
圭
ろ
＋
二
月
五
日
．
昭
和
二
十
二

年
底
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
生
ｔ
状
況

一
斉
日
〓
を
実
施
し
ま
し
た
。

“
杢
結
果
は
大
表

の
と
お
り
で
す
。
訓
路
■

内
で
は
二
百
二
＋

一
羽

（
昭
和
二
十
四
年
度
ニ

百
十
八
羽
ヽ

根
〓
薔
内

二
十
九
羽

＾
同
二
十

八
羽
二

十
勝
管

内

十
七
羽

（
同
二
十
二
羽
）

と
道
東
三
支
庁
管
内
に
お

い
て
合
計
二
百
六
＋

七
羽

（
同
二
百
七
十

一
羽
）
の
タ

ン
チ

ョ
ウ
の

生
恵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
．

昭
和
二
十
七
年
の
第

一
回
“
〓
が
■
．十
二
羽
．

以
来
今
回
で
第
二
十
九
回
Ｂ
の
日
奎
と
な
り
ま

し
た
が
．
集
に
入
僣
強
の
■
加
Ｌ
を

っ
て

い
ま

す
。〓
層
紀
減

の
危
機
に
会

っ
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
の

■
来

に
明
る

い
う
望
が
持
て
る
ま
う

に
な

っ
て

来

つ
つ
あ
り
ま
す

が
．
未
だ
未
だ
安
心
は
禁
物

で
す
。

こ
の
度

の

一
斉
調
査
で
御
協
力
を

い
た

だ

い
た
関
係
各
位
に
．
と
り
あ
え
す
紙
上
を
も

っ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―

「
く

し
ろ

の
教

育

」
よ

リ
ー

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
給
餞
■
を
晏
切
る
一
一
　
一”
モ
や

っ
て
い
る
よ
う

一■
，
」

ι
セ
ン

一

の
エ
ア
シ
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
●
瑕
ス
の
し
し
て
″
さ
ん
．　
　
　
ヽ

富
黎
二
層
】
「
一
膊
ほ
趣

Ｅ

ひ
ん
し
た
´
ン
チ
●
ウ
が
、
雪
元
民
の

意

模

そ

憲

憲

増
ｔ

ζ

た

貯
例
と
し
て
、
世

界
に
“

介
し
ま

す
」
―
．
口
瞑
的
な
ツ
ル
学
者
と
し
て

，
知
ら
れ
る
●
薇
ツ
ル
喀
口

本^
部

・
米

国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
バ
ラ
ノ
ー
）
の

ン

，
―
ジ

・
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
諄
士
●
０

■
型

＾
国
人
ス
ク

ソ
フ
を
菫
●
ア
、
“
路

管
内
”
照
嗜
の

．
丹
■
の
量
・
入
り
、

四
Ｂ
か
ら
放
遂
月
の
フ
ィ
ル
ム
奎
り
を

鰐
始
し
た
。

「
わ
減
か
ら
の
飛
翔

（
し
ょ
う
）
」

（〓
】
「・９
¨
野
〓
〓
０
し
と
い

だ
。
力
，
ダ
ノ
ル
、
ア
メ
リ
カ
ン
●
ソ

ル
、
ソ
テ
ク
ロ
ソ
ル
な
ど
七
こ
の
０
減

が
心
配
さ
れ
る
ツ
ル
を
取
り
■
け
、
生

あ

流

を
フ
″

ム
娘

２

薔

だ
が
、
通
東
に
な
百
■
●
ア

ン
チ
●
ウ

は
，

■
２
，
，
き
て
■

■
亀
●

”
Ｐ

の
壌
理
に，
多
Ｊ
ふ
ウ一
■
に

は
、
聟
西
民
や
奮

と
を
τ
の
を
手
ロ

給
”

じ^
）
の
フ
カ
が
あ
り
、
昭
和
二

十
七
年
当
時
、
わ
ず
か
三
十
一
羽
し
か

“
認
さ
れ
な
か

っ
た
´
ン
チ

，
ク
が
、

昨
冬
は

三
百
七
十
「

ま
で

”
え
て
い

る
．ま
す
回
寒
町
内
の
タ
ン
チ

，
ク
ロ
察

′
ン
フ
ヽ
そ
れ
に
Ｘ
日
の
野
生
動
物
ロ

家
夫
姜
、
ツ
ル
財
団
て
●
く
日
本
人
女

ｅ
合
わ
せ
て
七
人
．
あ
い
，

ヽ
、
み
ぞ

れ
ま
し
り
の
思
天
晨
だ
っ
た
，
、
■
察

セ
ン
タ
ー
で
騨
れ
集
う
三
十
，

●̈
上
の

タ
ン
チ

●
ウ
の
饉
”
な
晏
に
レ
ン
ズ
を

向
け

【
心
に

フ
‘
ル
ム
を

口
し
て
い

た
。
こ
の
ぁ
と
、
同
曽
痰
〓
■
●
●
内
の

爆

１

菫

ｚ
〓

李

覆

杏

長
の
実
内
ｒ
現
地
踵
Ｉ
し
た
．
五
日
●

は

、
翼

穿

ま

禾

、
ま

生

や
晨
崚
関
係
者
が
タ
ン
チ
●
ワ
生
Ｂ
ユ

一

口
■
を

一
方
に
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お

一

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
口
を
録
影
す
る
来
ロ

人
ス
タ
ッ
フ
、
を
疇
が
７
１
チ
イ
ル

ト
”
士

r~,市 ∵

炒
、
そ
の
凛
７
ム
〓
，
″す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
．

「
初
め
イ
重
奮
一
♂
見
た
が
、
受
し
い

■
，
、

鮨
の
ツ
″
よ
り
，
ば
ら
ｒ
）
い
」

と
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
ス
タ
フ
７
．
ア
ー
チ
ポ
″

卜
●
■
は

「
一，
こ
の
コ
ピ
ー
は
、
タ
ン

チ

●
ク
観
察
セ
ン
タ
ー
に
饉
り
、
み
な

さ
ん
」ヽ

夕

いヽ
一ヽ

にて
計
口
て
，
」
と

に
こ
や
か
に
●
し
て
い
た
。

l~       F,"・
:4`」

"ひゝょっこりシカ:君'

タンチョヮ観察センター

『
口
■
〕
冬
の
，
光
の
も
所
に
な
っ
や

て
い
る
タ
ン
テ
，
ウ
蓼
０
そ
ン
タ
ー
に

一

十
二
９
年
曖
．
ひ
〓
っ
こ
●
饉
の
工
¨
´
一

シ
カ
，
，
′
ｏ
し
た
．

‘
ば

＾
し
〉
３

一

の
●
そ
り
う
０

，

〓

奎

回
ス

■
”

一

の
人
た
ち
が
●

″●

■

　

　

　

　

一

３
●
、
ロ
セ
ン
タ
ー
に
ｔ
う
タ
ン
チ

↓

，
ウ
〓
綺
四
十
羽
．
●
３

エ
ノ
，
つ
こ

は
．
ス
▲
一
´
輌
‘
ヽヽ

の

Ｆ
「
煮
■
一
一

に
出
，
ヽ
ら
れ
．
２
々
´
一■
′
ｉ
一Ｐ

．ヽ

振
り
立
て
な
か
ら
も́
８
８
の
，
夕
を
枯

切
っ
た
，
そ
の
，
三
ヽ

タ
ン
チ
一′
‘
一

け
に
重
培
さ
れ
た
ヽ
ク
モ
コ
一́
シ
畑
に

一

入
つ
，

■

ち
■
っ
か
●
■

，
を
，
７

よ

０
そ
き
に
，
■
す
る
夕
，
チ
ェ
ク
の
〓

一

れ
を
，
‘

つ́
め
な
が
●

し
″ｒ
あ

一

Ｅ
彙
ｔ
■
し
ん
で
い
一
年
　
　
　
　
　
一

野
生
層
■
の
出
会
い
に
．
口
饉
を
あ

い

れ
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
は
大
３

一

σ
．
シ
カ
と
ノ
ん
が
一
■
に
い
る
と
こ

ヽ

う
，
晨
彰
し
よ
う
と
．
●
■
レ
ン
ズ
を

一

■
■
．
蜃
ん
に
シ
ャ
′
タ
ー
タ
０

つ
て

一

い
た
・

『
饉
ジ
”
が
群
れ
て
や
っ
て
く

ヽ

る
と
き
も
あ
り
ま
す
．
発
互
い
平
“
共

一

昭

和

五

十

五

年

度

一
斉
調
査
　
二
六
七
羽
確
認

昭和 55年 12月 5日

タ
ン
チ
ョ
ウ
エ
六
七
羽
を
確
認

阿
寒
で
米
国
の
ツ
ル
博
士
ら

，
■

）
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７
１
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″
′

12    12

21     5

10

8

10

10 1

昭

和

五

十

六

年

度

新
千
円
札
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
登
場
　
原
画

に
林
田
恒
夫
氏
の
写
真
が
使
用
さ
れ
る

阿
寒
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地
域
、
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
る

町
内
幼

・
小

・
中
学
校
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

カ
ラ
ー
写
真
寄
贈

´
斉
調
査
　
二
九
五
羽
確
認

愛
護
会
賛
助
会
員
制
度
発
足
、
会
員
募

集タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
十
五
周
年

に
賀
茂
鶴
酒
造
帥

・
日
本
清
酒
い
に
感

謝
状
贈
呈

阿
寒
町
教
育
委
員
会
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛
護
会
と
協
力
し
て
三
ヶ
年
計
画
で
タ

ン
チ
ョ
ウ
生
態
調
査
を
実
施

′
ン
チ・ず
愛
護
に
賛
助
会
員

ｌ

ｎ
内
の
タ
ン
チ
，
ク
，
■

潟

８

ｆ

ｔ

て
嬌
２

，

て
来
″
ｎ
ｉ
ｎ
タ
ン
チ
■
●
４
¨
■

凛
全
が
こ
の
冬
か
ら
ｅ
一助
会
員
ｍ

α
奮

口

書ヽ
ヽ

‘
‘
占

か
ら

合
ｎ
ｔ
，
っ
て
い
会
十
七
．
■
初

に
こ
の
口
わ
・」
●
８
欧
の
“
格
と

そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
，
か
が
い

た
い
″
彙
い
ま
す
．

日
黎
々
●８
め
た
０
¨
“
剋
方
の
シ
ン
爪

ル
と
し
“

Ｃ
ま
り
て
来
た
●
飢
一本
ス

“
３
場
の
タ
ン
タ
．
ウ
を
失
人
く
守
一

の
０
日
に
対
し
て
．
広
く
う
一
の̈
■
●

承
に
颯
力
．
■
■
の
手
″
●
７
，
，
と
い

う
の
が
こ
の
鋼
こ
の
こ
口
´
、
り
．
”
助

ｎ
Ｏ
か
ら

一
口
二
十
円
の
出
口
， Ｌ
を
い

た
だ
さ
．
摯
餞
会
嬌
●
を
支
え
で
も
ら

阿
寒
町

タ

ン
チ

●
ウ
鶴

愛

醸
会

長
舌
田
　
勝
美
ｒ
３

ん
が
・
●
），
う
ｒ
，
に
″
，
■
１
う

う

―

壼
〓
会
に
と
。
で
は

一
由

の
ス
ト
●
ン
〓
大
象
”
に
”
る
形

と
な
０
わ
け
で
ザ
０
．

そ
う
で
す
ね
．
愛
晨
会
自
体
は
四
十

■
●
に
お
足
し
て
以
来
．
一
ｎ
は
前
内

の
“
鳳
も
や
助
腱
．
●
口
晨
ら
汚
ａ
崚

円
の
代
贅
な
と
十
五
人
に
申
定
さ
れ
た

日
導
●
口
の
‘
う
な
一
‘
が
あ
り
０

の
方
々
を
０
し
て
タ
ン
チ
●
ウ
彙
■
應

”
の
，
ａ
，
〕
“
●
の
で
は
，
動
縛
し

，
あ
キ
，
´
チ
フ
レ
ー
ズ
Ｌ
に
い
い

ま

―
一

〓
子
，
Ｆ
一
っ
て
あ
な
た
も

う

一
方
．
ヤ
国
各
迪
、
Ｌ
け
螢
助
会
“

た
、

そ
の
分
．
‘
い
卑
晨
を
■
ょ
え
た

―

―
“
聾
“
匈
以
Ｌ
「

螢
勧
‘

一^
●
を
送
う
０
れ
ヽ

出
ロ
セ
ン
タ
１
０
●

口
け
ど
ハ
く
ら
・い
Ｌ
さ
０
こ
し
た

・人
●
●
≧

一
似
こ
ｔ
■
げ
う
と
い
、
た

・

ぃ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
や
か
な
”
員
は
あ
り
，
■
力
．
や
一

■
式
に
”
颯
，
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
　
は
，
タ
ン
テ
●
フ
保
〓
蒸
“
に
，
わ
し

一

″
■
年
の
キ
〓
月
二
十

一
日
て

し
た
　
て
い
る
と
い
う
ノ
ラ
イ
ド
を
時
。
で
い

．

”
．
こ
れ
ま
で
四
十
九
人
の
質
鮨
会
｛い
　
た
、だ
け
る
こ
´
，

，
大
の
特
員
，
｛
瑯
●

が
黎
ま
っ
て
い
ま
す
．
大
摯
が
タ
ン
チ

て
い
ま
す
．

・
ウ
饉
，
セ
ン
タ
ー
を
あ
れ
る
プ
マ
チ
　
　
　
上

筆
《
て
は
こ
の
ほ
か
に

、
ア
ヵ
メ
ラ
ヤ
ン
´
子
力

、
な
か
に
は
　
　
　
●
一
●
■
●
や
こ
は
が
，
の
ほ
発

に
か
ヽ
¨
い
て
ゎ
さ
ゎ
ぎ
会
■
一
一
”
薔
し
　
　
　
な
“
，
０
し
，
●
い
■
，
●
．
●
崚
の

て
コ
α
´
，
＾
会
●
０
し
込
ん
で
彙
ら
島
・
　

●
喘
●
ビ
ジ
●
ン
を
お
国
か
せ
下

心
な

●

〓

３

２

■
豪
ｋ

Ｏ

●

　

　

さ
い
．

人
●

単
分
け
口
凛
〓
目
い
な
ど
ａ
　

会
で
は
タ
ン
テ
，
２

“
ア
で
菫
た

外
０
へ

覇
内
は
わ
十
が
，

一，
の

一　
こ
ｔ
，
マ

●
２
ヨ

６
な
自
■
誦
“

は
札
彙

〓
■

の
方
々
で
す
■
ヨ
″
は

が
■
謗

一■
，
つ

に
ｒ
年
，
●
¨
″

一
子
人
も
い
う
“
と
，

李
、い
た
あ

て

●
口
て
，

ヽ
ら
″
，
キ

の
生
冒

菫
ξ

す
が
．
思
わ
ぬ
一は
●
●
■
い
た
と
口
●

入
り
‘
し
た
．
着
●
．
ロ
ニ
付
け

パ^

に
．
そ
れ
だ
０
タ
ン
チ
●
夕
を
，
す
０
　
／
デ
ィ
ン
グ
）
，
ア
ら
す
る
か
綱
“
て

人
輩

Ｅ

い
お

■

ｔ

，

忠

実

慶

目

え

一
て
い
ま
藤

．

い
０
し
た
０
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヽ

二
年
か
け
て
“
菫
に
楡
”
す
る
方

上

腱
会
員
と
，
■
会
と
の
　
螢
で
′
．
●
●
■
を
鮨
う
た
め
に
麟
は

日
傑
は
よ
く
わ
か
り
０
●
し
た
、

と

が
〓
０
し
“
０
な
ど
も
崚
発
し
て
い
ま

・
　

こ
ろ
で
口
Ｄ
会
■
に
は
何
が
■
彙

す
が
．
タ
ン
チ
，
ウ
晨
慶
想
憩
の
書
■

が
あ
り
ま
す
、
一
　
　
　
　
　
　
　
に
も
う
褒
一が
あ
り
．
今
篠
も
な
出
の
ロ

贅
勧
●
口
に
な
ぅ
て
い
た
だ
，
ヽ
と
会
　
簿
な
，
Ｘ
一
め
て
■
籠
的
に
取
り
組
ん
で

日
■
を
一晨
し
．
一
晨
あ
ｉ
味
て
タ
ン
チ
　
い
く
つ
も
り
で
す
．
‐

・
ウ
攣
整
セ
／
タ
ー
に
よ
歯
を
●
示
し

ま
す
．
タ
ン
チ
，
ウ
に
自
す
る
口
”
や

―

‥
１
１
１

Λ
プ
ロ
フ
ィ
ル
Ｖ
Ｉ
‥
―
―
１
１
１

¨
　
●
●
【●
覺
足
颯
来
．
十
七
年
口
　
〓
す
０
一
方
．
”
躇
一
Ｆ
，場
″一こ

¨
も
全
晨
の
●
■
に
あ
ら
た
．

「夕
　
会
饉
饉
‘
二
会

棗̈

ｍ
●
■
●
会

¨
ン
チ
●
ク
は
８
本
の
コ
』
と
の
０

長
な
″
あ
口
鼈
，
■
こ
し
自
〔
富
＾

・

一
１

〓

〓
瞑

こ

く
競

し

曽

８

轟

３

〓

〓
，
■

い
て
エ
サ
０
鮨
鰊
や
タ
ン
チ
●
ウ
ロ

各
腱

”
‘
に
，
σ
０
０
．
認
刺
雷

一

一　
ｒ
ｔ
ン
タ
１
３
■
，
日
ク
ｉ

ｔ
し
　
内
“
山
”
出
一
■

―
り
“
■
・Ｆ
ユ
　
一

一　
て
燎
へ
．
折
口
暉
覺
Ｇ
夕
′
ラ
こ
　
と
い
う
の
も
日
か
の
最
か
．
　
　
　
一

´
`■
由″   _●
ン ｀ 、

d

‘
ニ′■

と
正
”
，
‘
燎
ま
す
．
だ
か
ら
，
一
―
●

ｒ
２
●
▲
“
を
不
特
定
の

．
″
′
に
ま

で
対
散
を
広
げ
る
こ
と
は
崚
い
０
嗽
で

の
彙
薇
会
の
伝
Ｌ
が
五
え
て
し
３

．

そ
う
し
た
■
颯
て
の
会
の
な
央
の
性
格

を
，
０
な
が
ら
よ
う
は
い
活
ゆ
ケ
す
る

全国から支援の手
・
活動に参加`が最大の特典

理
想
〓
豪
的
な
焙
●
”
に
■
さ
ハ
ま
す

が
．
財
政
●
“
●
力
な
と
の
壼
て

一
２

の
ポ
ラ
ン
，
■
ア
鳳
■
の
よ
ヽ
″́
力
け

な
ゝ

嬌
由
に
は
段
”
″
あ
り
，
し
た
．

と
こ
ろ
が
●
Ｂ
の
■
，
に
タ
ン
チ
，

ウ
の
生
息
拿
が
一一ご

“
６

す
０
，
ヽ

ス
．
●
口̈
に
も
広
く
軸
ら
■
．
“
内
に

“
多
く
の
ｕ
●
●
”
”
“
る
よ
ゥ
に
な

う
と
．
鰊
■
●
働
の
嗜
出
ａ
ｍ
ｔ
ぐ
ん

タ
ン
チ
●
ウ
“
日
，
の
調
●
―
′
露

櫓
お
勧
の
つ
ス
を
二
す
工
ｍ
●
“

:t14■ヨ|,J‐
颯い。・ ・

――――――。 37 0

愛
護
会

「鶴
の
し
お
り
」
万
葉
シ
リ
ー

ズ
作
成
販
売

′
●

１
′ｙ

』■
ル
一

Ｚ
睦
と
澤

／
１

，

居
メ

＾

ふ

２
，
え
て
く
わ
る
●
■
の
■
日
う
が
″

う
―
で
も
‘
”
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

０
け
で
す
．
こ
の
日
■
は
こ
こ
一
ヽ

ニ

年
栞
の
患
壼
だ

。
た
の
で
す
が
．
”
撃

■
の
”
ｎ
一
■
で
こ
ス
に
螢
場
会
●
Ｍ
Ｅ

の
雄
用
を
決
め
ま
し
ヽ
ヽ

´
力HL

ヽ′´

`●
■●_・

L
L

壼ヽ`
~

■lL｀ フ`J
」哺し  く

「
″ 夕

‐ヽ _
.́.1:“....,・

  ・  _́11,lr         ・`・ヽ
｀
ヽ 、

´
`●
口′
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●■ヽ
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ナ   み

3 12 12

10 4

11    10

4     23

4Ｒ
）

ｏ

（
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タ
ン
チ
ョ
ウ
絵
は
が
き

（十
二
枚
組
）

第
ニ
シ
リ
ー
ズ
作
成
販
売

愛
護
会
発
行
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
入
り
官

製
は
が
き
と
絵
は
が
き
同
時
発
行
さ
れ

る
。◇

０
好
奸
′
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
言
製
は
が
き
ｏ
◇

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
饉
会
が
発
行
し
た
も
の
で

撮
影
は
阿
寒
町
教
委
佐
薔
熙
雄
氏
に
よ
る
。
絵
は
が

き
（カ
ラ
ー
十
二
枚
セ
ッ
ト
）も
同
時
発
行
さ
れ
る
。

□□□‐日B

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
北
海
道
文
化

財
保
護
功
労
賞
受
賞

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
三

十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
北
海
道
教

育
委
員
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る
。

生
息

一
斉
調
査
　
三
二
〇
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
第

一
号
発
行

万
葉
学
者

・
犬
養
孝
大
阪
大
学
名
誉
教

授
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
名
誉
会

長
に
就
任

¨
■ヽヽ

昭和57年 8月 14日昭和58年 2月 23日

悪質カダラマンから保護

７
年
ぶ
り
に
講
習
会
　
寒

ｎ
ま
つ
り
で
優
雅
な
舞
を

河
０
国
古

ｏ
ま

つ
，
■

■
“
ｏ

一興

』

か
そ

３

■

あ

３

一電

？

み
〓

皐

た

．

一Ｌ
Ｏ
，
し
一
饉
●
●
１

●
ン
ス
タ
ン
、

一壺
朦
口
“
け
な
会
よ
一●
”
餞

“
・セ
ス

一な

．

一
１

，

ス
金

十
百

Ｅ

凛

一手
３

予

分
雪

つ
ム

●
岳

か

Ｉ

‘

暑

に

２
３

ム
π

”
配

“
象
の
手
´
な
け

菫
か
れ
〓
●
●
“
●

引
「
拗
制
謝

■

“
●脇
れ
と
言
‘

」籠
象
命
川
乳
＝

州
囀

田

出

■
〓

〓

ス

そ
の
コ
ｎ
υ
け
タ
ン
チ
一

・
ク
の
晨

，
レ

菫

ｎ
４

８

■

＝

＝
洲

鵬

■

ら

２

”
鼎

ｔ

ａ

ｌ

に
３

幸

″

す

Ｌ

表

雪

”
日

ｏ
あ

口

金
４

に
，

１

６

か
た

ど

の
日

ａ

ゴ

つ

３

●
”

わ
螢

，
ロ

ス

，

“
瞳

し
Ｌ

あ

中
，

１

日

●
界

ａ

日

∝
●
ｅ

謝

腱
辱

８

，

６
Ｆ

あ

■

雪

８

お

●
１

ョ
Ｅ

げ
出

８

２

，

霊

０
十

“

ｒ

摯

ｋ

´

，

層

正

К
１

３

躾̈

ヽ

人
窪

―

た

イ

の
外
凛
●
麟
が
，
ヤ
史
“
．
‘
●
に
花

鎮

■
だ

あ

て
‘

３

凛

す

多

ｉ

ウ
委

遭

ｒ

〓

‘

年
，
”
Ｆ
し
て
出
〓
た
と
い
ｏ
工
ど
ソ

環
境
や
移
動
経
路
な
ど

”
関
尉
■
■
紛
証
制

＝
＝
「剤
４
渕
編
「

”
藤
～
，
●
■
■
■

［
＝
旧
■
＝
“組
Ｊ

』
■

■
ｆ
橙

・咤

棄

贅
看

わ
稀
書

、しぃロ
ヒ
‥

昭
「
四
±

●
〓

『

“
〓
？
●
一

菫
歯

“
歓
澤

〓
や

４
に
饉
，

か
け
】
．
字̈
年
に
“
嗜
メ

た̈
ム
ン
一”
り
〓
”
０
た
”
“
゛
タ
ロ
い
て
タ

ー

３

露

２
５

な

な

■

一夕

・
３

あ

イ

イ

ｕ

Ｆ

河
冒
り
瑠
η
裂
驚
ｉ

「
翻
■
■
■
ノ

ａ
ｔ
″
一

●
う
髯
”
ｉ
Ｚ
さ
，
■

一い
●
¨
■
●
”^
ぐ
る
か
‘
■
ヽ
こ
‘

ｉ
て
な
だ
痢
に
「
ｆ

・，

一
６
●

〓

γ

た

１
４

一
―

う
ほ

ぞ
時

記

爾

，

一８

１

５

マ

“
人

留

多

ア
静
多
，
′
」
一４
“
摯

一
た
い
っ
た
一●
●
●
じ
・‘
・
い
ｏ
．
詢
ａ

阿 寒 町 教 委

ロ
ロ

″
■
，■

● 38 0
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6     5     25
昭

和

五

十

八

年

度

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地
視
察

生
息

．
斉
調
査

（三
百
四
十
五
羽
）

ナ
ベ
ヅ
ル

・
マ
ナ
ヅ
ル
の
飛
来
地
調
査

研
修
視
察

（鹿
児
島
県
出
水
市
）
。
佐
藤

事
務
局
長
他

一
名
　
　
　
（～
９
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
で
タ
ン
チ
ョ
ウ

絵
は
が
き

（十
二
枚
組
）
第
四
シ
リ
ー

ズ
作
成
販
売

昭和58年 6月 23日
昭和58年 12月 16日

初
め
ま
し
て
マ
リ
モ
さ
ん

阿
寒
湖
畔
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
三
羽

日
春
湖
■
に
晏
″
●

せヽ
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
ｌ
ｇ
本
●
さ
ん
■
供

¨
阿
〓
】
平
野
の
漫
赳
薔
に
住
む
は

す
の
タ
ン
チ
コ
ツ
が
■
中
の
阿
〓
嗣
暉

に
コ
れ
．
型

元
の
写
真
工
蒙
■
通
Ｅ
Ｅ

本
を
さ
ん
０
一
Ｘ
一そ
の
こ
雅
な
晏
を
カ

メ
ラ
ι
収
め
た
。
●
薔
が
高
く
原
生
林

に
日
ま
れ
た
■

●
に
日
故
タ

ン
チ

●
ク

が
■
文
し
た
の
か
．
田
薇
■
・０
口
を
か

し
げ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
―

８
本
●
ん
は
二
十
日
．
難
人
，
ス
う

■
一
が
■
け
一さ
”″覇

暉
の
キ
ャ
ン
′

３
”
丘
′
ヽ
一一羽
の
タ
ン
チ
●
ツ
を
電
α

し
た
．
三
羽
は
す
ぐ
に
■
び
立
っ
た
が

．目
湧
ｒ
の
ス
ケ
ー
ト
●
て
寄
り
そ
う
よ

う
に
し
て
い
る
タ
ン
チ

．
ウ

を

発

見

し
．
一
＾
目
■
の
日
置
レ
ン
ズ
を
使

っ
て

■
影
に
疇
功
し
た
。
三
羽
と
も
タ
ン
チ

，
ク
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
タ
″
〓
０
い
ヽ
０
，

日
の
赤
い
０
が
凛
く
な
，
か
け
て
い
る

●
暉
ヽ

曖
島
に
な

０
一
歩
手
前
の
■

咸
丹
ら
し

い
．
二
十
二
Ｂ
現
在
ま
だ
リ

ン
ク
に
と
ど
ま

っ
て
水
た
ま
り
に
，
サ

を
■
し
て
い
る
の
か
、
時
々
く
ち
は
じ

２
突

っ
込
ん
で
い
る
．

呈

兄

は
認

饉

ん
勇

卑

ヽ

も
２
一千
〓
，
カ
メ
ラ
一存
っ

頂

ン
４

ウ
〓

っ
‘

，

日

を
調
暉
一ｂ
”０
た
の
が■

８̈
は́
，
め

て
」
と
，
く
と
と
も
に

「
こ
れ
か
ら
も

瞑
察
を
■
け
三
ヨ
，
見
守
つ
た
い
」
と

Ｒ

っ
て
い
る
．
口
憲
■
ａ
姜
に
も
湧
■

で
の
タ
ン
チ
，
ワ
Ｅ
〓
例
は
な
く
．
０

し
い
ヨ
象
に
と
日
し
て
い
る
が
．
饉
路

●
青
場
な
ど
は

「
お
そ
ら
く
こ
姜
冦
を

礫
す
Ｏ
Ｃ
ｒ
、

た
ま
た
き
，
●
寄
つ
た

も
の
で
こ
の
ま
ま
口
ｒ
イ
■

撻
↑
′る
と

は
，
え
に
く
い
」
と
の
え
方
だ
、

特
別
天
然
田
念
物
タ
ン
チ

，
ク
の
生
■
伏
滉

．
斉
コ
査

は
昭
和
二
十
七
年
度
以
来
、

毎
年
十
二
月
■
日
に
行
わ
れ

て
い
る
．
二
十
二
回
日
の
本

年
度
の
“
●
結
果
は
二
十

一

日
道
改
姜
か
ら
発
表
さ
ＩＩ
る

が
．
過
去
量
る
を
記
録
し
た

昨
年
度
の
三
百
二
―
羽
ケ
ー

ロ
る
の
か
と
・？
”
、
生
思
欧

の
推
移
は
屎
護
対
策
の
基
礎

資
料
と
な
る
だ
け
に
門
“
者

の
寄
せ
る
口
●
は
大
き
い
．

い
ま

「
０
若
最
高
の
三
百

二
十
羽
」
と
８
っ
た
が
．
別

の
“
奔
に
よ
れ
ば
昨
年
度
の

生
，
歓
は
三
●
二
十
四
ツ
と

も
呼
ば
●
る

一
斉
綱
”
が
三

十
年
以
Ｌ
も
毎
年
欠
か
さ
■
・

籠
け
ら
五

て
い
る
理
由
だ
。

し
か
し
●
査
時
蒻
が
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
い
こ
と
は

先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
．

「
口
，
調
査
」
に
ふ
さ
わ
し

く
饉
露
欧
に
よ
り
正
●
を
期

す
た
め
．
菫
冬
期
に
実
薔
す

る
よ
う
見
嘔
す
べ
き
て
は
な

い
の
か
。
タ
ン
チ
，
ウ
の
，

コ
行
取
は
文
化
庁
―
適
軟
委

の
手
で
，
わ
れ
て
来
た
が
、

二
十
九
年
度
か
ら
漁
颯
庁
―

邁
生
嬌
量
は
，
日
に
バ
ト
ン
タ

′
チ
さ
れ
る
．
所
臀
●
え
は

こ
れ
ま
で
の
保
■
対
策
．
曇

重
“
実
の
あ
り
方
夕
滉
い
賣

し
、
よ
う
実
つ
多
い
も
の
と

す
る
機
会
で
も

あ

る
は

ず

だ
．
生
活
凛
民
部
自
然
保
護

凛
で
は

「
一
斉
ヨ
査
は
従
来

通
り
十
二
月
二
０
に
，
う
」

と
し
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
再
考

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ

（
吉
日
，
”
●
〓
）

調
査
時
期
を
見
直
せ

ま

ち

ま
ち
な

タ
ン
チ

ョ
ウ

確
認
数

実
数
に
近
い
綸
餌
場
の
調
査

今
年
も
十
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
二
丼
詢
な
■

■
来

欧
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
昴
８
中
の
生
徒
た
ち

あ
る
．
タ
ン
チ

ョ
ウ
聰
視
人

や
始
日

＾
じ
〉
人
が
●
，
委

の

一
斉
コ
査
と
は
，
に
二
十

六
年
度
か
ら
，
自
に
綺
け
て

い
る

「
始
田
場
に
お
け
る
飛

来
歌
調
査
」
の
幅
興
で
あ
る
．

こ
の
年
も

一
斉
コ
査
て
は
二

ざ
九
十
五
羽
だ

っ
た
の
に
対

し
、
飛
栞
歌
調
査
で
は
そ
れ

よ
う
二
十
二
羽
も
多
い
三
百

月
五
い
の
時
点
で
は
ま
だ
０
　
ん
で
今
日
で
は
三
百
，
の
大

夕
と
な
っ
た
の
は
生
●
欧
の

然
”
て
ェ
サ
を
，
れ
る
た

合
を
起
え
る
ま
で
に
嬌
え

推
移
の
撼
涅
で
あ
る
．

ヽ
タ

め
．
あ
ち
こ
ち
の
ト
ウ
モ
ロ
　
た
。
保
崚
対
策
の
基
本
デ
ー
　
ン
チ
ョ
ウ
の
口
，
調
査
」
と

コ
ツ
畑
に
腋
ら
は
ら
て
い
た

り
人
日
に
つ
か
な
い
釧
路
ａ

原
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
も
け

ん
て
い
る
。
だ
か
ら

「
崚
冬

期
の
調
査
の
方
が
カ
ウ
ン
ト

し
や
す
い
こ
と

は
も

ち
ろ

ん
．
よ
り
実
欧
に
近
い
■
■

＋
七
羽
が
●
認

さ

れ
て

い

る
．こ
の
キ
ャ
フ
′
は
な
Ｖ
生

じ
る
の
か
―
．
飛
来
歌
調
査

は

一
―
二
月
の
毎
月
二
十
六

日
に
，
わ
れ
て
い
る
．
タ
ン

チ
ョ
ウ
は
中
冬
の
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
エ
サ
を
求
め
て

割
路
晉
内
二
十
三
の
お
口
場

に
ほ
と
ん
と
開
外
な
し
に
全

‘
晏
ま
る
。
と
こ
ろ
が
十
二

〓
漱
が
把
彙
出
来
る
」

艦^

視
人
の
小
蜘
晨
吾
さ
ん
〉
こ

と
に
な
る
。
二
つ
の
調
査
の

確
認
数
に
差
果
が
生
じ
る
の

は
こ
の
た
め
て
あ
る
．

一
斉
調
査
が
始
ま

っ
た
二

十
七
年
に
は
わ
す
か
三
十
三

羽
し
か
い
な
か

っ
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
だ
か
．
そ
の
曖
の
け
政

と
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
千

，
い
”
晨
の
勢
力
が
実
を
馬
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昭

和

五

十

九

年

度

12 2 6     5

1     1824     5

丹
頂
鶴
音
頭
踊
り
用
半
て
ん
作
成

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
七
宝
焼

の
タ
イ
ピ
ン
と
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
作
成

販
売

生
息

一
斉
調
査
　
一二
二
七
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

で
写
真
集

ン
チ
ョ
ウ
ー
美
と
幼
想
の
世
界
―
」

四
版

・
百
三
〇
ベ
ー
ジ
）
を
刊
行

「
タ

（
Ｂ

昭

和

六

十

年

度

512     5

5     15 12

下
徹
別
小
学
校
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（野
生
鳥
獣
保
護
功
労
）
受
賞

新
丹
頂
鶴
音
頭

の
指
導
者
講
習
会
実
施

生
息

一
斉
調
査
　
二
八
四
羽
確
認

昭和60年 4月 23日
昭和58年 11月 27日

＝
文
化
庁
の
タ
ン
チ
，
ウ
〓
讚
●
案
―

環
境
庁
が
担
当

ヘ

嫁年強
鳥
獣
行
政
を
一
元
化

細
聾
撃
解
″一鶴
輛
詳
“醗
諄
一墾
饗
」一“
一辞
〓

負

′Ｘ
゛
満
”
幸
いヽ
等
じ
二

れ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
一“
く
ヽ

帯

請

職

頸

孫

」
一
膨

群

縫

響

腱

一れ

婆

一湖

澤

騒

”

”

口
の
■
西

，
電

あ

―

ヽ

”

壼

場

卜

ｒ

一
π

口
・厳

■
回

，
晉

各

く

腕
目
で
，１
夢

墜

摯

禁

Ｆ

・調

”
警

“
た

だ

Ｆ

一，

′

，

■

務
”
餞

の
一

●
Ｆ

に

燿

壼

ヽ
縮

し

〓
４

お

薇

口
ｅ

，

い
思

ぎ

ル

ま

”

“
菫
▼
途

ヽ

昭和60年 3月 27日

町
民
ぐ
る
み
の
踊
り
に

日
彙
●
新
タ
ン
チ
ョ
ウ
書
■
●
り
付
け

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
披
露

，
■
●
ｎ

会
＾
‘
田
口
員
会
〓
）
一
鷹
。
た
タ
ン
チ
，
，
■
日
の
薇

が
月
栞
す
０
輌
と

し

て

”

ｔ
．
●
一
ヽ

，
付
●
を
螢
輌
し
て
，
た
Ｉ
夕
一
´
、

六
月
つ
＾
る
０
と
，
つ
０

・
ン
タ
１
０
晨

”
ヽ
特
”
天
鳥
●

ン
チ
●
，
書
願
が
出
棄
ｔ
か
ｏ
一
て
日
民
に
”
■
０
「
る
．
　
　
　
一３
０
の
夕
／
チ
、
ウ
●
凛

菫
す

こ
の
た
め

・
“
●
ヨ

会

●
共
一

ヨ

釧
路
湿
原
か
ら
迷
い
込
む
？

層

タ
ン
ー

あ

”
‥

Ｔ
六
〓
裔

譲

１

讐

●
お

舛

ロ

■

ヨ

ー

●

ヨ
Ｕ
二

８

一３

と
い
２

■
一
に
．
，
ン
グ
●
ク
〓
羽
が
薇
美
し
一　
´
ン
チ
・
，
が
薔
よ
夕́
いヽ
た
経

工

・
絆

・
〓

さ
ｏ
ヽ

■
４

一尋

は
実

需

錮

ら

蚕

Ｃ

駕

豪

轟

籍

龍

」

”
一舒

『

“
謡

「
い

翠

「

小

繋

Щ
軽

綺

一

…

”
内
に
‘
め
る
こ
と
一

に
し
て
い
０
．　
　
　
　
　
　
一

非ヨ
後長‐
ゃニ

タ1預肇
/,`野

=ニ
ユ

′ 月P´
′ [ //

ネ刀
/7):
萄雀
′‐書忍
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25 14

昭

和

六

十

一
年

度

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
（ふ
る
さ
と
ま
つ
り
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
絵

ハ
ガ
キ
第
五
集
発
行

（三
千
部
）

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

（阿
寒
神
社
秋
季
例
大
祭
）

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
（開
基
百
年
記
念
）

一
斉
調
査
協
力

小
魚
池
水
槽
増
設

。
上
家
改
築

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
紙
第
七
号
の
発

行

（三
百
部
）

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

（二
種
類
二
百
組
）

給
餌
活
動

（小
魚
三
百
ｋｇ
）

餌
募
金
活
動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

生
息
環
境
調
査

会
員

・
賛
助
会
員
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（展
示
三
十
点
）
　

　

（～
３
／
３０
）

＾
，
■
人
た
，

こ
の
■
ち
ロ

写
菫
Ｌ
は
．
セ
ン
タ
ー
内
〓
サ

，
ン
を
開
謹
し
て
二
月

一
日
ヽ
三

月
来
に
か
け
て
日
く
．
ロ
セ
，
タ

ー
に
は
．
■
鮮
多
く
の
ア
マ
チ

，

ロ
セ
ン
タ
ー
´
一
Ｌ

ヽ
休
＾
ｔ

阿寒のタンチョウ 1羽

百
羽
以
上
優
雅
な
姿

傑
■
に
は
，
て

，
ｈ
ろ
　
五
百
４

一
■
“
●
は
二

人
三
”
以
内
一
、

わ
崚
ｉ
薇
“
´
、

二
百
電
一
■

〕

一
“

一
”
二
十
８
多
て
，

Ｉ

”

´
＾
コ
＾
＾
費
勁
螢
』
】
．
■
る
三
綺
〓
る
　
●
一ヽ

，
●
た
Ｏ
ｍ
■
■

薇
●
一

級
４
９
と
に
あ
て
て
い
ス
〓

●
■

一●

―́

口
く
ち
百
瞑
が
た
れ
る
人
気

一　
姜
＾
」

二
つ
ヽ
・
ヽ

腱
た
と

一
ヽ

●
し
も
み
が
仄
●
審
せ
ら
れ

一
カ
メ
・́
マ
ン
“
Ｃ
一
一
Ｔ
「
て
，

―
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
蜃
彙
セ
ン
タ
ー

ーー

ア

レ
OL
′|ヽ

ン

カ

|

〕゙

P

を
新
発
,13

ア
マ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
光
で
，Ｈ
つ
ぶ
し
，
電
線
に
衝
突

口̈
【
】
三
―
九
日
夕
．
■

一チ
ョ
ウ
■
察
ｔ
ン
タ
ー
か
ら
、　
一

お
０
円
■
”
町
占

．■
の
タ
ン
一●
ぐ
ら
べ
嬌
●
Ｂ
６
●リ
タ
ン
チ
一

大けがし保護 機係象

漁霊だ

テレホンカード

円1きのシンポル

タンチョウガ桑餃な

テt′ホンカードC.

ｔ
Ｏ
二
十
七
掲
〓
ら
，
あ

よ
う
に
饉
わ
う
■
め
と
み

因
”
コ
ベ
て
，
る
．

こ
の
，
ノ
チ
ョ
ウ
は
“
晏
ｎ

一
・
五
岩
の
Ｃ
ｉ
＾
ｔ
７
●
腱

以
上
）
．
“
，
●
く
打
ち
内
出

●
が
ひ
，
一い
う
え
に
こ
昴
日
●

ロ
セ
ン
タ
ー
は
タ
ン
チ
●
ウ

の
颯
じ
３
４
，
Ｆ
￥
●
へ
颯
が
層

の
タ
ン
チ
，
，
，
■

っ
て
●
内

外
な
い
人
，
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

セ
ン
■
，
■
内
は
タ
ン
チ
●
ウ

，
■
，
す
●
３
＾
，
Ｏ
ａ
は
“
上

は
認
め
て
，、
こ
ｉ
が
．
■
〓
“

´
、
´
，
■
、
●
こ
．
３
２
■

，
，
，
が
あ
せ
る
・
０
つ
ヽ
２
●
■

ス
ト
０
三
受
彰
す
る
た
■
，
鬼

■
，
，
Ｈ
■
し
，
精
●
ヽ

ス
ヽ

饉
”
躊
市
●
ウ
颯
学
芸
ｎ
〕

・
「タ
ン
チ
，
ワ
の
こ
”
議
■
、

と
目
ｅ
度
ア
、
３
に
強
”
″
■

，
あ

ナ́
”
一一
ｎ
Ｃ
．
Ｏ
γ
´
‥

一織
望
一爆
結
け

一８
■
」
′
凛
“
ｌ
ｙ
て
い

■ヽ

が
，
■
“
●
Ｃ
に
使
ぅ
た
ス
ト
●

ポ
の
■
力
な
た
に
Ｈ
が
く
ら
ん

だ
の
が
■
甲
り
し
ヽ

は
■
●

４
■
か
ら

『”
「
大
燃
祀
ｔ
●

の
タ
ン
チ
，
ウ
タ
●
軍
は
―
し

，．
見
て
い
へ
い
姜
”
は
目
■
」

，
」●
り
の
声
が
り
，
い
ス■

ｒ
●
タ
ン
チ
ョ
０
書
配
、
に
よ

る
，
、
日
３
年
晨
四
諄
口
■
”

ウ
が
近
く
の
阿
■
川
の
０
ぐ
・め

へ
引
さ
鶴
げ
る
景
．
ｔ
ン
タ
ー

ュ
に

一
羽
″
ふ
ら
ふ
ら
し
ヽ

■
●
に
ぶ
つ
か
０
嗚^

爬
■
か

ス
ト
０
ポ
■
”
嘔
ら
た
か
れ
て

ス′ネンか→ 知`

02牧 セット
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一
　
・　
■
■

12     12

¨
■
■
¨
■
ｔ
´
琴
き
の
あ
れ
と
‘
ち
に
同
写
“
Ｌ
口
■
の
，

ン
チ

●
ウ
■
●
セ
ン
●

―
に
【
彙
ア
●
タ
ン
チ

，
，
‘
薇
生
用
し
●

〓
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
Ц
と
，
■
ｔ
な
０
，
コ
■
，
、
い
る
　
へ
り
ヽ
み
〓
ｔ
．
・」
ｎ
か
ら
が
な
３
だ
が
．
，

ン
ー
で
ン
は
日
■
０
彎
風
Ｂ

，
■
´́

↓
”
ヽ
と
し
て
同
■
シ
，
―
一
一，

´
一
，
ウ
の
〓
，
メ
一
″
チ
，
■
レ
つ
―
ド
，
Ｆ
賓
ｔ
ｒ
員

た
ｔ
て

い
る
は
か
．

●^
出
の
ア
■

一

●
一
，
ズ
ラ
ヤ

´
‘
“
●
に
■
５
し
た
ｏ
シ
チ

．
●
写
ロ
ロ
も
長
ｒ
二
月
か
ら
口
で
ヽ
●
こ
¨
彙
●
で
ラ
ー
の
彙
撼
セ
瘍
●
・
■
●
い
う

【
ｔ
，
・
―
，
〓
一

●
‥
二
〓
す
■
●

‐
‐
．
十
四
■

区
ノ

´

ハ■

近‖発売″

```■=:ゴ
・・・

ρ

ヽ
０
／

どユニ
==||
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昭

和
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年

度
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25

86
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b
ｎ
）
う
、Ｊ

年

間

ｎ
Ｚ

・

ク
‘

Ｑ

）

・　
■
■

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

前
田

一
歩
園
賞
受
賞
を
記
念
し
て
タ
ン

チ
ョ
ウ
里
帰
リ
ク
イ
ズ
実
施

応
募
総
数

　

一
二
三
二
通

里
帰
り
日
、
９
月
１４
日

（４３
通
）

ピ
タ
リ
賞

　
　
一
名

ラ
ッ
キ
ー
賞
　
三
名

ふ
る
さ
と
ま

つ
り
、
秋
ま

つ
り
行
事
の

折
り
に
パ
レ
ー
ド
実
施

給
餌
活
動

小
魚
二
百
ｋｇ
、
寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
五
百
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
　

一
五
二
俵
（道
教
委
）

小
魚
千
ｋｇ
、
給
餌
畑
二
十
ア
ー
ル

（町
教
委
）
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

飛
来
地
の
羽
数
調
査

ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

町
内
　
　
　
一
一
七
羽

全
体
発
見
数
四
二
四
羽

（成
三
八

一
、
幼
四
三
羽
）

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

三
種
二
千
枚
発
行
、
一
九
六
〇
枚
有
料
販
売

保
護
情
報
の
発
行

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
第
八
号
五
〇
〇
部

替
助
会
員
二
〇
〇
名
に
送
付

絵

ハ
ガ
キ
作
成
販
売

作
成
二
千
部
　
販
売

一
九
〇
〇
部

じ
ょ

。
か
て
い
鶴
水
墨
画
展

保
護
思
想
普
及
の
一
環
と
し
て
実
施
三
五
点

会
場

（公
民
館

・
観
察
セ
ン
タ
ー
）

サ
イ
ン
会
開
催

（～
２９
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

贅
助
会
員
を
中
心
に
募
集
展
示
点
数
二

十
点
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
３０
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
記
念
館
誘
致

へ
　

　

寒

タ
ー
」

瞑^
称
）
構
想
は
口
寒

町
が
昨
年
メ
、
町
タ
ン
チ
ョ
ウ

●
優
饉
会

吉^
ロ
ロ
美
会
長
）

と
協
力
し
て
＋
，
ヽ
つ
た
．
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
羞
騒
り
危
機
か
ら
晨

っ
た
綸
”

し^
〉
る
０
発
祥
の

地
′
」あ
０́
阿
寒
．に
、
北
方
日
に

生
息
す
る
九
●
●
ツ
ル
を
集

め
、
，
政
増
燿
′
国
ろ
′つ
と
い

う
も
の
．

●
立
と
し
，
のヽ
‘
は
、
タ
ン
チ

ョ
め
＝́
い〓
一■
，九
一十
一に
■
，
澪
ｒ
ｕ
個

定
さ
れ
て
お
り
．
道
が
進
め
る

北
方
□
薔
口
と
の
交
流
に
も
意

義
が
あ
る
と
刊
晰
し
た
た
め

て
、
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
色
察
セ
ン

タ
ー
周
辺
約
二
十
か
の
牧
草
地

′
置
原
に
変
え́
、
“当
界
の
ツ
・ル

の
キ
顧
，
研
究
す
る
自
然
●
ウ

館
を
あ
ヨ
■
′．

口
廣
会
・は
町
わ
工
冒
凛
会
の
は
一

か
饉
会
、
８
■
会
、日
立
＾
曖
会
、

町
内
会
連
合
会
、
■
人
団
体
な

″
０
二
十
二
人^
で
‘
咸
．
●
会

で
は
会
長
に
性
層
八
夫
町
長
を

選
ん
だ
曖
、
六
十
三
年
度
事
業

と
し
イ
ュ■
や
口
係
●
口
へ
の
腱

情
を
，
つ
ほ
か
、
賣
料
収
集
に

当
た
っ
て
い
く
こ
と
，
こ
ュ
し

た

覺

必

口

日

■

ロ

ー

ー

ロ

薔

護

ヨ

ー

磁

Ｆ

ロ

ロ

ー

■

目

■

■
―

願

懲

―

機

目

■

■

【
阿
寒
】
道
立
タ
ン
チ
ョ
ウ

記
念
掟
誘
贅
足
進
期
成
会
の
改

，
議
会
が
こ
の
は
″
ヽ
役
ｉ
て

関
か
れ
、
配
念
館
の
早
蒻
実
冽

に
向
け
晏
饉
的
な
事
動
を
罵
め

て
い
く
こ
と
を
決
め
・■

■
立
タ
ン
チ
ョ
ウ
２
念
館

「
北
方
口
●
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

期
成
会
が
発
足
阿

霜
授．諮
喜
び
の
阿
寒
・愛
護
会

第
五
回
前
田

一
歩
園
賞
の
授
賞

式
が
十

一
日
午
前
十

一
時
か
ら
釧

路
支
庁
で
行
わ
れ
た
。
前
日，‐

一
歩

団
賞
は
自
然
保
護
な
ど
に
功
績
の

あ

っ
た
団
体
と
個
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
こ
の
日
、
前
田

一
歩
回

財
団
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
は
阿
寒

町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田

勝
大
会
長
）
＝
阿
寒
町
字
中
央
＝

磯
四
五
の
漁
業
、
胃
塚
松
寿
さ
ん

（二
じ
の

一
団
体

一
個
人
。

授
察
式
で
は
、
前
田

一
歩
園
財

団
の
前
田
三
郎
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
副
賞
の
二
十
万
円
が
贈
ら
れ

た
あ
と
、
前
田
理
事
長
が

「
前
田

一
歩
園
賞
は
財
団
が
発
足
し
た
五

十
八
年
に
設
け
、
自
然
保
護
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
に
贈

っ
て
い

と
占
前
郡
羽
幌
町
人
字
天
売
字
富
一る
。
今
後
も
自
然
保
護
の
た
め
に

i  .｀   ¬

42 ●

受
賞
に
決
意
も
新
た

一尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

一
ロ
ン
鳥
な
ど
の
保
護
に
努
力
し
た

一さ
つ
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一い
」。
ま
た
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

一　
引
き
続
い
て
環
境
庁
阿
寒
国
立

一愛
護
会
の
吉
田
勝
美
会
長
は

「
前

一公
園
管
理
事
務
所
の
八
重
樫
英
樹

一田

一
歩
国
財
団
の
趣
旨
に
沿
い
、

一所
長
、
釧
路
支
庁
の
新
党
雄
三
支

一タ
ン
チ

ョ
ウ
ツ
ル
の
保
護
の
た

一庁
長
が

「今
後
も
自
然
保
護
普
及

一め
、
会
だ
け
で
な
く
町
を
あ
け
て

一の
た
め
に
協
力
し
て
下
さ
い
」
と

一取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
新
た

一来
賓
あ
い
さ
つ
。
受
寅
者
の
青
塚

一に
し
た
。

一松
寿
さ
ん
が

「
立
派
な
賞
を
も
ら

一　
釧
路
支
庁
で
行
わ
れ
た
前
田

一

．い
感
激
し
て
い
る
。
今
後
も
オ
ロ
一　
歩
固
賞
の
授
賞
式
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姉
妹
都
市
交
流
事
業

（阿
蘇
町
に
お
い

て
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
パ
ネ
ル
展
二
十
点
）

〈～
２０
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
環
境
調
査

（１５

・
１６
日
）

映
画
鑑
賞
会
「
つ
る
」
公
民
館
六
六
三
名

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
署
名
活

動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）
　

一
〇
七
五
人

（～
３
月
３１
日
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
事
業

ア
メ
リ
カ
ー
Ｃ
Ｆ
調
査
と
協
力
要
請

（～
１９
日
）

一
斉
調
査
の
協
力

給
餌
活
動

飛
来
地
の
監
査
活
動

餌
募
金
活
動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
環
境
調
査

　

（～
５
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（観
察
セ
ン
タ
ー
　
二
十
点
）

（～
３
月
３１
日
）

Ｉ
Ｃ
Ｆ
理
事
長
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
博
士
招
聘

（～
２５
日
）

□

□

ロ

ロ

`記
念館誘致に弾み

「つる(鶴 )」の■映に800人

タンチョウ解説書

道が初めて作製ヘ

"ヽ

中学校の,土学コに

タ

チ

冬
『

転

詢
疇

¨
鰯

一燿

如

腱

鮮

野

町
公
民
饂
て
ヽ
４
の
力
一

一
つ
る

一つ
け
た
も
の
で

．
綺
興
は
，
八
南

鶴^
こ

が
自
Ｉ
上
映
さ
れ
た
．
　

一人
の
Ｗ
各
と
立
見
ま
で
出
る
大
甕

呵
冬
町
．
町
教
委
．
商
．
爾
■
一況
．
一映
四
で
こ
れ
ほ
ど
の
出
席
と

３
．
タ
ン
チ

ョ
ウ
績
麦
政
会
．
文

一な
る
と
は
．
新
装
の
公
民
館
が
完

化
協
会
ら
が
呵
■
タ
ン
チ

ョ
ウ
の

．

■

・
限
国

『
つ
る
」
を
二
●
す
る

世
界
的
に
頼
れ
る
人

υ削
畑脇
国
際
衆レ誘
致
に
弾
み

【
例
ヌ
】

「
お
，
．ち

し
て
ま́
す
。
ア
ー
チ
ポ

ル
ト
さ
ん
′
」
―
．
ロ

昴
ツ
ル
“
け

Ｉ^
Ｃ
Ｐ
）

の
ツ
，
―
ジ

・
ア
，
チ

ボ
ル
ト
理
●
彙
０
０
が

二
十
五
――
に
日
寒
ｒ
●

調
会
を
開
く
知
ら
せ

は
、
口
凛
と
ツ
ル
を
晏

す
る
創
楔
地
方
０
人
々

に
明
る
い
“
題
′
晨
げ

て
い
る
．
特
に
タ
ン
チ

ョ
ウ
屎
，
関
係
者
に
と

っ
て
、
同
即
Ｊ
ｉ
一
■
Ｅ

界
的
に

「
輌
れ
る
●

こ
」
．
”
路
向
に
は
自

分
を
心
待
ち
に
す
る
旧

知
●
夕
仕
も
い
る
．
さ

て
、
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
さ

ん
と
は
、
″
え
な
人
な

の
か
―
．

米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に

本
部
が
あ
る
ｉ
Ｃ
Ｆ
は
、
世
界

の
ツ
ル
十
四
●
，
集
め
た
ツ
ル

の
凛
艘
港
動
の
メ
ッ
カ
．
十
七

年
前
に
こ
の
は
●
夕
２

●
か
ら

つ
く
っ
た
人
が
．
ア
ー
チ
ボ
ル

ト
さ
ん
だ
．
ツ
ル
研
オ
■
疇
ｔ

Ｂ
を
持
つ
同
氏
は

「，
０
北
海

な
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
タ
見
た
い
」

と
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
が
設
立
さ
れ
た
昭

コ
月
の
崚
客
を
員
め
．
六
盛
況

の

．
っ
る

●^
ご

自
〓
上
映
全

一

来
訓
の
Ｂ
が
心
待
ち
さ
れ
る

ア
ー
チ
ネ
ル
ト
菫
Ｆ
長

和
四
―
七
年
に
鍋
略
地
方
ケ
，

め
て
訪
れ
た
。

こ
の
時
、
若
い
理
，
長
を
動

ま
し
．
交
発
を
深
め
た
の
が
前

綺
市
内
の
口
兵
医
、
ヽ
本
照

一

朗
さ
ん
と
興
●
ん
の
方
枝
さ
ん

？
し
だ
っ
た
．
“
木
医
饉
は
、

６３
年
３
月
８
日

…
…

…
…
…
…

―

一

一５

Ｓ

？

」
莫

経

岳

一

一し
省

せ
，

一　
●
一
瞑
に
先
立
っ
て
き
田
０
■
夕

一

一ン
チ

ョ
ウ
ロ
，
議
会
会
長
が

「意

一

一■
潔
い
瞑
し
」
″
あ

い
さ
っ
．
実

・行
■
，
ヽ
は

「こ
の
薇
気
で
■
，
夕

．

一ン
チ
ョ
ワ
い
零
摯
整

¨
諮

燎
輌
¨
ヽ

び
つ
け
た
い
。
次
は
中
冬
，
″
木
‐

天
，
お
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
」
と
い
‐

，
最
民
の
■
い
声
も
も
れ
て
い

言

，

卜
け

よ

７

く

Ｏ
Ｌ

＾

十
一
〒
慮
＾
〓
ヨ
民
向
け
の
タ
ン

一―――
イ
，
す
０
分
か
，
や
す
い
”

糠
‥
再会が大‥

一

と
こ
ろ
く

ア
ー
チ
ボ
ル
ト

一

長
の
友
人
が
お
つ
、

「
地
元
で

一

理
ワ
長
自
身
の
口
か
ら
．
セ
ン

一

タ
ー
●
想
を
支
●
し
て
は
し
一

い
」
″
め
な
嘉
ず
っ
あ
り
、

「一
ミ

ひ
”
寒
へ
ヽ
″
島
声
う
け
‘
ヽ

一

日
饉
■

港^
‘
ニ
ー
四
日
に
来
一

“
．
三
日
国
の
ロ
コ
千
稲
て
し
ｒ

ヨ
演
は
二
十
五
日
午
後
二
時
か
一

理
部
長
を
つ
え́
る
国
家
・晰
躍
峰

Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
日
本
支
部
に
な
る

「
阿
冬
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
」

（候
称
）
を
通
立
て
誘
“
す
る

軍
勁
夕
腱
”
中
．
同
町
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
”
‘
〇
一
会
に
も
同
理
事

割
略
通
詈
い
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

指
定
拇
■
に
な
っ
よ

『

民
間

“
か
ら
強
力
な
運
動
を
■
め
た

，
労
者
だ
が
、
四
年
前
に
心
不

全
子
ｒ
）
く
な
Ｐ
ヽ

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
理
事
長
は
日

夫
■
か
ヽ
日
本
の
パ
パ
と
マ
マ
」

と
呼
び
、
今
回
の
ス
ロ
も
方
枝

―

ら
”
公
民
国

無^
料
）
で
行
わ

れ
る
．

す
る
．
ｅ
ｒ
の
亀
性
に
“
し
て
い
た

口
の
，
”
天
ス
記
拿
均
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
．
呵
〓
町
や
鶴
‘
け
な

ア
０
こ
」■
の
魯
０
で
少
し
ず
つ

嬌
■
．
●
年
■
れ
の

．
斉
調
査

で
は
・お
去
最
高
の
四
百
Ｔ
Ｉ
円

引
の
生
思
，
こ
認
し
，
ヽ

ヽ
加

に
ｒ
い
．
は
表
¨
”
ら
地

ん
の

―-043●――

同
い
に
加
ス
．
日
本
”
月
の
会

（本
８

・
東
京
）
が
口
Ｅ
●
Ｃ

ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
自

■
．
口
颯
づ
く
り
，
あ
，
テ
″

″
、
今
日
的
な
広
が
，
夕
見
”

ｒ
・い
る
．

一
方
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
，
τ

九
年
に
●
３
に
指
定
●
れ
て
¨

●
が
、
牛
量
地
が
●
興
に
限
・

れ
て
い
る
０
と
も
あ
′
ヽ
ｒ

道
的
に
は
な
し
み
が
澪
い
一

も
．
こ
の
た
め
●
は
．
イ、
、

餞

な
毛

ｔ

＋

口
に

了
、
″」
の
コ
一■
べ
の
“
“澤
，

め
て
，
ら
ぅ
こ
と
に
し
ヤ
、

コ
自
然
“
照
ま
に
よ
る
，

文
黙
賢
“
の
収
災
を
斉
め
．

”
は
三
百
′，
円
．
カ
ラ
ー
”

″
ヽ
今
々
だ
ん
に
Ｅ
し
、
４
生

け
て
々
‘、

ハ
出
と
の
交
一

Ｒ
Ｉ
の
歩
み
の
記
ん
に
も
・

昭

和

六

十

三

年

度

ヽ´

「
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12 122

26

募
金
活
動
　
観
察
セ
ン
タ
ー
赤
い
ベ
レ
ー

総
額

　

一
五
七
、　
一
九
四
円

販
売
事
業
　
絵

ハ
ガ
キ

ｍ
五
シ
リ
ー
ズ
五
五
〇
部

Ｌ
六
シ
リ
ー
ズ

一
二
五
四
部

タ
イ
ピ
ン
七
宝
九
〇
個
、
液
晶
二
九
個

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト

一
〇
〇
セ
ツ
ト

図
書
　
　
　
　
　
　
十
七
部

給
餌
活
動
　
小
魚
　
二
〇
〇
蛇

寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
四
五
〇
蛇

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

一
五
二
俵

（道
教
委
）

小
魚
千
ｋｇ

給
餌
畑
二
〇
ア
ー
ル
　
町
教
委

（～
３
月
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

飛
来
地
の
羽
数
調
査

ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒
町
四
六
羽

（成
四

一
羽
幼
五
羽
）

全
体
三
五
六
羽
（成
二
三
〇
羽
幼
二
六
羽
）

補
足
調
査

阿
寒
町

一
三
二
羽
（成
一
一
〇
羽
幼
一
三
羽
）

全
体
四
四

一
羽
（成
四
〇

一
羽
幼
四
〇
羽
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
を
対
象
に
募
集

（観
察
セ
ン
タ
ー
　
一
一十
点
）

（～
３

・
３１
）

道
立
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
に

か
か
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
総
合
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
研
究
者
、
正

富
宏
之

・
専
修
大
道
短
人
教
授

と
釧
路
市
内
の
札
木
ゆ
り
あ
さ

ん
、
そ
し
て
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
愛
護
会
事
務
局
長
て
も
あ

る
佐
藤
さ
ん
の
二
人
が
六
日
に

出
発
、
十
九
日
に
帰
国
し
た
．

国
際
ツ
ル
財
団

〈Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
は

世
界
に
生
思
す
る
十
四
衝
の
ツ

ル
の
増
殖
研
究
一な
′
”
ｔ
ｔ
め
て

お
り
、
本
部
は
米
国
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
バ
ラ
ブ
ー
に
六
十
四

わ
の
敷
地
と
飼
育
施
設
な
ど
を

持
つ
保
護
・
研
究
機
関
．

一
行
は
こ
こ
で
、
自
然
の
パ

ラ
ン
ス
に
成
青
条
件
が
左
右
さ

れ
る
ツ
ル
の
保
護
状
況
、
ま
た

一
般
市
民
と
ツ
ル
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
を
し
っ
く
り
と
見
学
し

た
．
ま
一ヽ

ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外

の
日
立
ツ
ル
畑
触
セ
ン
タ
ー
、

テ
キ
サ
ス
州
の
自
ノ
ル
越
冬
地

も
回
り
、
獲
設
ｑ
要
な
ど
に
つ

い
て
知
長
を
深
め
て
芦
工
ヽ

増
殖
な
ど
学
び
帰
国

製
繋
陳
情
案
の
作
成
に
活
用

【阿
寒
】
仮
称
・
遭
一

立
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
〓

タ
ー
の
誘
致
を
目
指
し
，

て
い
る
阿
寒
町
の
佐
藤
〓

照
証
・
税
務
課
長
（日
し
〓

が
、
米
国
の
国
際
ツ
ル
一

財
日
本
部
な
ど
を
■

一

察
、
こ
の
ほ
ど
婦
国
し
一

た
。
米
国
で
は
、
進
ん
一

だ
ツ
ル
の
増
“
研
究
な
一一

ど
知
識
″
深
め
、

「町
一

が
誘
致
を
目
指
す
施
設
一

の
構
想
に
重
要
な
デ
ー
一

夕
が
そ
ろ
っ
た
」
と
し
，

て
０
る
．　
・一　
　
　
　
．一

ツ 1道
リレ[立
―ヒ F可
ン 疑宴
夕 国
:際

=ヨ■|=1:
ロ

―● 440
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平

成

元

年

度

12    12

「

司

4

酢 ギ

燿
女
ト

■
・

」
　
‘■目目

ヽ

米
国
視
察
か
ら
爛
国
し
た
佐

謗
。
日
本
町
税
務
課
長
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年

間
そ
の
他

販
売
事
業

絵

ハ
ガ
キ
　
一
四
〇
〇
部

タ
イ
ピ
ン
　
七
宝
　
一
．〇
個

液
晶
　
十

一
個

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト
　
上ハ
七
セ
ッ
ト

図
書
　
　
　
　
　
　
五
五
部

写
真
集
　
　
　
　
一
四
五
部

（～
３
月
）

給
餌
活
動

（小
魚
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

飛
来
地
監
視
活
動
　
　
飛
来
地
の
羽
数

調
査

・
ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

一
斉
調
査
の
協
力
　
全
体
　
三
四
五
羽

阿
寒
町
　
四
七
羽

道
陳
情

自
然
保
護
課

（吉
田
勝
美
会
長
）

補
足
調
査
　
　
　
　
全
体
　
四
九
九
羽

町
内

　
一
〇
二
羽

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
展
　
十
五
点
）

（～
３

・
３１
）

学
術
研
究
の
資
料
の
収
集

自
然
保
護
に
関
す
る
学
術
研
究
資
料

二
十
点

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
か
か
る
調
査
事
業

中
国
ザ
ー
ロ
ン
自
然
保
護
、

北
京
動
物
園
　
佐
藤
昭
雄
事
務
局
長
視
察

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
か
か
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

ヘ
の
協
力

タンチョウー斉調査

子供らも満足げ

日
本
野
』
の
会
の

「
●
居

■

伊
藤
サ
ン
ク
チ

，
ア
リ

一
に
は

一

年
輌
八
野
二
十
分
の
“
前
田
査

一

に
０
わ
せ
て
●
層
小
．
●
居
中

一

の
児
量
生
ｋ
ら
二
十
六
が
桑

一

今

え
を
あ

倉

］
，

３

せ
て

一

声
を
出
―
メ
ド

えヽ
着
め
た
．
昨

一

年
の
十

一
羽
と
い
・フ
●
“
●
を

一

知
っ
て
い
０
子
供
も
い
て

「
簿

一
声
も
．　
一
Ｆ
年
の
九
十
羽
に
は

及
ば
な
か
。
た
も
の
の
三
十
六

羽
の
強
字
に
は
薔
鹿
け
´

ま
た
Ｘ
口

・
ベ
ン
シ
ル
ペ
ニ

ア
州
の
テ
レ
一ビ
ロ
が

『日
本
の

に
子
供
た
ち
を
取
材
し
て
，

ヽ
ロ
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
の
０
●

１

一
亭

１

『
今
中
１

な

く

ま
だ
タ

ン
チ
■
ク
は
転
●
ほ
う

北海道新聞社 提供 撮影 岩松 健夫

外壁の装いも新たに

'==[`=l飛

来は今月中旬瞑

せ
彙
と
〓
対
」
ケ

ア́
ー
マ
に
取

一て
い
る
よ
う
だ
が
．
今
日
は
ユ

材
に
来
て
お
り
．
タ
ン
チ
●
ウ

一も
な
か
っ
た
の
で
０
医
で
は
こ

保
議
の
た
あ
．に
子
供
た
う
が
努

一Ｓ
，
も
迭
，
ま
ず
に
な
る
の
で

口
ま
晰

の
タ
ン
チ

●
ウ

，
事
セ

ン
タ
ー
が

．
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
．

購
Ю
●
十
二
年
開
日
の
向
セ
ン
タ

ｒ

は
外
壼
の
白
い
蜃
も
●
リ
エ
え

．
ら
れ
多
い
も
新
た
に
な
っ
一
「

タ
ン
チ

●
ワ
も
人
も
停
ち
遺
し

い
Ш
●
一
〓
一
人

一
〇
年
前
中
に
人
人
の
来
●
■

か
め
っ
た
が
．
Ｆ
●
の
タ
ン
チ
●

ウ
０
こ
が^
な
ど
、

一一
々
に
引
螢
一
一

し
て
い
ぅ
た
．
■
凛
人
の
山
●
定

作
゛
ん
に
さ

０
と

「夕
方
に
な
０

と
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
四
羽
ほ
ど
晏
を

凛
し
て
い
る
．
贅
ま
り
た
す
の
は

今
月
中
旬
く
ら
い
」
で

一
■
多
い

癖
で
百
五
十
羽
が
集
一
●
９

ロ
セ
ン
タ
ー
に
は
，
年
．
二
万

三
千
五
百
人
の
実
日
■
が
あ
ｎ
ヽ

沖
晏

台
“
か
ら
２
●
〓

が
多

く
な
っ
て
い
る
．
例
●
．
プ
ロ
．

ア
マ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
層
遺
レ
ン

ズ
で
タ
ン
チ
●
ウ
の
０
雅
な
策
を

■
奎

ぐ
に
ご
わ
つ
の
は

一
国
民
自

な
■
に
お
お
わ
れ
た

一
月
以
降
に

な
０
．
倒
盤
は
爽
年
二
月
末
ま
′、

島
ケ
九
羽
薔
認
し
て
―
る
．
繁

■
宰
も
い
い
と
墨
・，
）
こ
い
・，
．

地
の
綸
餌

■^）
）
だ
´
ヽ
ほ
鶴

見
台
が
二
十
六
羽
．
タ
ン
チ
ョ

ウ
，
ロ
セ
ン
タ
ー
が
十
八
羽
で

”
■
●
は

「ｎ
く
も
な
い
け
ど

尋
く
も
な
い
」
０
み
て
い
る
．

力
し
た
歴
史
を
出
い
て
．
熱
心

一は
．
，
一ス
に
今
年
は
こ
こ
で
，

「今年はどうかな」―.副郎地力ても小.中学生

“

熱tヽに取えた
_年前 ,時.舅珊『タンチョウ曖秦センター

― ― → 45●  ― ― ―   ― _
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1  5  30  2  13

年

間
11

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

音
頭
保
存
専
門
部
会
々
員
募
集

一
〇
九
名

普
及
活
動

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
録
音
テ
ー
プ
配
布

各
幼
稚
園
、
小
中
学
校
　
十
二
枚

講
習
会
布
伏
内
小
学
校
　
二
十
五
名

ふ
る
さ
と
ま

つ
り
中
止

調
査
　
正
富
教
授

Ｉ

Ｃ

Ｆ

釧

路

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

悪
質
カ
メ
ラ
マ
ン
等
に
対
す
る
監
視
活

動
、
飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全

監
視
員
　
佐
久
間
三
男

調
査
員
　
百
瀬
邦
和

（山
科
鳥
研
）

（～
３

・
３１
）

学
術
研
究
資
料
の
収
集

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
誌
」

レ
ー
ザ
ー
デ
イ
ス
ク
鶴
の
日
記
　
他
二
六
点

給
餌
活
動
　
小
魚
二
〇
〇
聴

寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
六
〇
Ｏ
ｋｇ
美
唄
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

他
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
五
ヶ
所
二
九
四
袋

＠
三
〇
セ
道
教
委

小
魚
千
ｋｇ
　
給
餌
畑
二
十
ア
ー
ル
　
町
教
委

（～
３
月
）

1211
，

“
　
・　
■
■

，

一
　
・　
″
′ Э2430

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒
町
六
二
羽
（成
四
九
・幼
十
三
）

全
体
四
二

一
羽
（成
二
五
七
・幼
六
四
）

補
足
調
査

阿
寒
町

一
四

一
羽（成

一
一
八
・幼
二
三
）

全
体
　
五
五
七
羽（成
四
八
〇
・幼
七
七
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
調
査
事
業

陳
情
　
釧
路
支
庁

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

一
五
点

販
売
事
業
　
絵

ハ
ガ
キ
Ｌ
六
　

一
三
二
〇
部

鶴
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
　
　
　
五
十
セ
ッ
ト

写
真
集
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
部

（～
３

・
３１
）

道
庁

（吉
田
勝
美
会
長
）

Ｆ

墜

一れ

塞

霙

町民 温か く出迎え

:太:タ ンチョウ観察ヘ

τ
欧
尋
予
割
●

”
颯
簑
一
　

　

　

　

　

■
た
ら
だ
‘
い
て
０
奎
〓
ｉ

τ

）‘

”
ヽ
お

り
ヽ

ヽ

１
首

■
口

電
瑠
メ
ヽ

「
●

３

”
　

セ
出
資

ヽ

　

　

　

一美しい電?1添
｀
タン九
f観1彗
ンター
_…、会社員 入求

 は 庭市・ 副戒リ

平

成
　
〓
一　
年

度

14と ,

―
リ
ー

ヽ
１
“

ヽ
・
１１
１

１
１

…嘴
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１２
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５

年
間
年
間

12     11     11 11 10

1

9655

7 22
平

成

四

年

度

記
念
碑
設
計
調
査

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

阿
寒
町
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

タ
ン
チ
ョ
ウ
ポ
ス
タ
ー
募
集

小

。
中

・
高
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
広

く
募
集
し
愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
に
役

立
て
る
　
　
　
　
　
　
　
（～
１１
月
）

絵

ハ
ガ
キ
印
刷

給
餌
活
動
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

（～
３

・
３１
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
ポ
ス
タ
ー
を
公
民
館
観
察

セ
ン
タ
ー
に
展
示
す
る

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
調
査
事
業

資
料
販
売
事
業

文
献
、
写
真
等
学
術
研
究
資
料
の
収
集

平成4年10月 29日

冬のタンチョウの

生態 調査 に本腰

阿
=釘 温度計測器を設置

期
成
会
が
道
に
陳
情

施
設
の
基
本
計
画
書
を
提
示

響澤r―

匈
榮
，
テ
う
ほ
か

』
口
交
庁
■
に
●
２
●
そ
一

滅
す
ハ
腋
針
■

一有
．

国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
兜
成

予
ヨ
）図

―
　
人
ェ
ふ
ル
ｇ

，
牛
薇
”
外

介
す
る
虔
示
〓
．
百
五
十
人
取

３
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
．
ツ

ル
に
田
す
る
●
報
を
■
供
す

０^

馨

喬

所
、
瑾

月

２

３
Ｅ
が
設
け
ら
れ

．
人
工
ふ
化

■
は
ヒ
ナ
の
蜃
子
ケ
壺

察
で
き

る
な
ど

の
こ
Ｅ
が
設
け
ら
れ

う

癬
ヌ

よ
■
晨
示
脅

は
、
世

界
各
地
の
ソ
ル
十
五
●
を
崚

害

す
る
大
角
ケ
ー
ジ

一
■
¨
人
■

持
つ
ュ
百
活
コ
に
力
点
，さ
い

　̈

Ｌ
　

●
　

１

．

0_

【阿
尽
】
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
．
一
界
中
の
ツ
ル
十

五
●
ス
【育
晨
示
す
る
ほ
か
．
ツ
ル
一ａ
ｔ
に
Ｅ
辰
い

自
然
Ｅ́
に
■
，
會
， 党
●
口
と
し
一人
と
格
を
持
つ

仮^
３
阿
客
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
１
２
●
〓
向
り
、

同
セ
ン
タ
ー
の
計
国
を
策
定
し
た
，
屁
会

会^
長

・
月

●
螢
松
」
り
こ

は
．
）
あ

・ほ
レ
ｉ

一″
モ
”
れ
´
、

口
薔

を
行

っ
ヽ
ヽ

ツ̈
書

聾発
あ一鶴
舞
燿
芳
譜

く

０
ン
チ
月
ぁ
磐
こ
ニ

エ
ネ
″
場
ヽ

内
国
にこ
晨
の

知
ｎ
‘
〓

環̈
颯
“に
，
″
■

一
●
０
一
量
ｉ
や
ツ
ル
の
■

“
環
り
↑
を
紹

た
一雲
喘

基
本
ｒ
回
で
は

．
同
セ
ン
タ

―
の
あ
る
口
町

二
三
晨
付
近

約^
大
方
多
，
Ｖ
方
こ
と
し
、

―
を
現
在
の
，
頂
観
察
セ
ン
タ

同
強
地
内
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

― ―
´ ― ´ ―

る
新
た
な
財
団
法
人
ζ
督
ら

，
澤
■
き
に
当
ヽ
し
，
と
し
て
い

々
子
霙
着
は
贅
”
で
約
十

こ
”
一〓
ヽ

一０
年
度
■
工
を
目

同
期
威
全
ｒ
ハ
●

同
セ
ン
タ

の
導
本
計
日
が
一
，
薔
ヽ
つ
た

，
，
”
辱
膚
Ｖ
、

今
月
七
日
に

ふ
化
ゃ
ヶ
ガ
．
病
気
な
ど
の
ツ

ル
た
品

害ヽ
す
る
●
形
ケ
ー
ジ
三

讚
．
一
９
つ
に
自
然
●
■
■

，
カ

黎

所
術
あ
●

こ́

あ
●
あ

一中
ア
ー
．
●
門
Ｌ^
亭
３
や
イ

阿

一ン
ス
一
フ
ク
タ
ユ
一駄
電

こ

一Ч
来
饉
■
へ
の
盤
留
■
，
ィ

■

男
澪
綸
う
，
自
テ

中
島
，

■

一雪

２

日

彗

べ
切
の
崚

〓
ョ
てけ
い
．
，
蒻
一
“
へ
の
協

一カ
彙

Ｒ

ヽ
４
Ｖ
「

`

哄
―――

・ヽ

Ｔ ″.,■●
~

・
¨
'(

iテ[「T    '|

ヽ

平成 4年 2月 13日
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ナ   み

平

成

五

年

度

6

´
０

11

1

1

（
０

1     1

25   16

年
間
年
間

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

ふ
る
さ
と
ま

つ
り
三
十
名
参
加
（ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
わ
る
記
念

碑
建
立
事
業

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全
の
た
め

基
本
調
査
事
及
び
保
護
環
視
の
巡
視
事
業

監
視
員
　
山
崎
定
義

調
査
員
　
百
瀬
邦
和
　
山
階
鳥
研

（～
３

・
３１
）

給
餌
活
動
　
小
魚
二
〇
〇
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
九
四
袋
　
道
教
委

小
魚
千
ｋｇ
　
給
餌
畑
二
〇
ア
ー
ル
　
町

教
委
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒

一
五

一
羽
（成

一
三
七
・幼

一
四
）

全
体

四
七
九
羽

丹
頂
鶴
写
真
展

中
国
吉
林
省
対
外
文
化
交
流
協
会
主
催

に
よ
る
丹
頂
鶴
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー

半
切
版
五
十
点
）

写
真
家
　
文
俊
生
氏
が
来
町
（～
１４
日
）

後
援
事
業
　
第
十

一
回
丹
頂
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
第
二
回
調
査

町
内

一
八
九
羽
（成

一
六
九
・幼
二
〇
）

全
体

六
二
八
羽
（成
五
六
六
・幼
六
二
）

販
売
事
業

絵
ハ
ガ
キ
及
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

愛
護
実
践
校
助
成

Jに  力
=―

 ク贅
` 
茉″ Л■ .´す.

~~~~~~~~~~~~~~~~~~■ ■~~'7~~~'~~「 さす
~~~~~~~~~~「

二:===三二:二

―
口■■■■■目■□目□■目盪盪目由□2目躍2日日日囲目目屁ア

平成 6年〈10“年)2月 26日 (■■ 日 )

阿
，
町
タ
ン
チ
●
ウ
●
■
●
会
が
日
，
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
テ

レ

ホ
ン

”
Ｌ

，

【
阿
暮

】
町
で

は
．
阿
〓
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を

．
同

自
然
の
松
●
を
残
す
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
的
な
お
設
と
な
る
．
建

物
は
大
き
く
ツ
ル
●
百
晨
示
セ

ン
タ
ー

千^
二
百
平
方
ｒ
）
と

タ
ン
チ

ョ
ウ
研
究
セ
ン
タ
ー

（二
百
七
十
平
方
ｒ
）
に
分
か

れ
る
．
〓
爾
屁
示
セ
ン
タ

ー
で
は
．

は
じ
め
に
レ
ク
チ

ャ
ー
〓
て
大

り
‘
ん
せ
，
１
に

ヽ
■
」

い
“

計
に
な

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
．

町
で
は

「
人
ｒ
り

ヽ
に
，
ｍ

´

葺

ミ

出

Ｖ

番

の
ぶ

―

町

民
に
よ
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
カ

．

ィ
ド
も
，
え
て
お
り
．
町
ぐ
る

．

み
で
タ
ン
チ

ョ
ウ
に
対
す
る
認

一

置
を
礫
ψ

♀

“

ヽ

．
　

　

・

ウ年
ン度

総
事
業
費
は
8
1.思

8
千
万
円

町

二
十

三
ａ

＾
遇
ネ
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
量
）
に
建
設
す

　́
　
一一
ス
一
な
■
級
の

■
銹
な
，
，
■
，

一

０
，
を
き
，
夕

、
´
あ
■
国
〓

δ
リ
ス
に
な
　

一い

モ
２
の
と
に
こ
否
に
三

っ
ヘ

ロ
セ
ン
タ
ー
に
は
二
番
曇
●
シ
タ
ー
ゃ
研
　

一，

ａ
ン
チ
ョ
ウ
の
整
ぶ
ら
一

究
セ
ン
タ
ー
な

／
〓
〓

Ｆ
ヘ

ツ
ル
の
″
饉

学̈
的
研
現
や

　
　
一人
間
と
の
か
か

わ
り
‘
ネ
ン
で
曖

一

自
然
保
菫
に
摯̈
■
群
究
劇
壼
■
行
う
．
緯
‘
颯
彙
は
　
　
一彙
や
じ
ヽ
口
，
雷
つ
て
長
す
．
一

八
●
八
千
五
百
互
ワ
芽
―
プ
ン
」燎
・屁
八
年
■
の
予
　
　
一ラ
イ
′
フ
リ
ー
に
こ
さ
ン
レ
っ
一

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一群
群
「
伍
ヨ
月
出
一

同
日
に
い
、
ふ
う
ｘ
，
メ型
生
Ｖ

一さ
れ
て
い
た
．
　
　
　
　
　
　
一あ
り
．
，
兒
や
●
Ｉ
お
●
一か
わ

業
と
し
７
■

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

一　
，
あ
て
は
ど
ま
″
彗

っ
た
Ｉ
本

一か
る
。

卜
を
策
定
し
た
が
．
ロ
セ
ン
タ

一＝
想
に
よ
れ
ば
、
特
別
ヽ
然
２

一　
，
，
セ
ン
タ
ー
に
は
、
人
ェ

ー
の
建
設
，
そ
の
ひ
と
つ
。　
二

０
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
に

関

す

る

一ふ
化
室
や
青
菫
室
な
ど
が
あ

昨
年
か
ら
は
、
〓
や
専
円
〓
な

一核
に
な
る
研
究
崚
田
が
今
ま
で

一り
、
マ
ン
ッ
ク
ミ
ラ
ー
な
´
）を

ど
に
よ
る
調
査
委
員
会
も
設
け

一に
な
く
、
基
本
的
な
研
え
が
運

一使
う
こ
と
に
よ
り
見
挙
が
可

ら
４

ζ

つ
い
う
腱
設
に
す
る

一れ
て
い
る
と
し
．
同
セ
ン
タ
ー

一
籠
．
ま
た

野
外
〓

不
Ｂ
は
三

か
を
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
面
か
ら

一は
タ
ン
テ
ョ
ウ
は
も
と
よ
り
、　
一ヵ
所
設
け
ら
れ
、
成
長
に
し
た

検
討
が
躍
つ
一ｔ
さ
れ
、
ま
た
、　
一ツ
ル
類
を
対
摯
と
し
た
研
究
調

一が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
観
察
で
き

同
町
で
も
月
彗
悛
松
町
長
を
会

一，
を
行
い
、
独
特
の
，
育
活
動

一る
．

長
と
す
る
建
設
朋
戌
会
も
設
立

．を
実
通
し
た
い
と
し
て
い
る
．　
一　
ロ
セ
ン
タ
ー
の
外
晨
は
、
ツ

‐
‥
―
‐
―
‐
‥
―
―
‥
‥
　

一　
敷
地
面
●
は
約
十
万
平
方
“

一
ル
の
貿
に
口
わ
れ
，
常
分
曰
気
が

日
瞑
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
■
晟

．の
，
ｔ
だ
が
．
今
回
は
約
六
万

一
出
る
よ
う
に
し
て
，，
り
Ｆ
さ
ら

〔
　

】

．
．　
　
阿
寒
町
愛
護
会
が
作
製

・　
　
　
・

●

．
　

は
益
企

ｌｉ
ｌｌｌｌ
際

ツ

″

‐
．
．
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

．―

、
Ｌ

　́
一

．．
　

　

　

ル
．
　

´

■
，
―
―
―

●

ル
ー

´
ノ
ー

，
，

阿 寒 町

ジ

■
平
方
Ｍ
で
．
将
来
的
に
は

Ｆ
ヽ

で
す

０
だ

けヽ
一
■
て
少
な
く

一

テ
レ
カ
で
協
カ

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
づ
く
り

―-01 48 ●――

11１２

・

４

本
格
的
な
鶴
の
研
究
を

ー ●綺

●===

●

―

‘

k

`″
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平

成

六

年

度

7 6

1 15

11    8

1    30

1

25

12 11年

間

15

定
期
総
会
　
記
念
碑
建
立
計
画
に
つ
い
て

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
記
念
碑

建
立
事
業

タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
給
餌
発
祥
の
碑

万
葉
歌
碑
の
建
立
計
画

第

一
回
役
員
会
　
記
念
碑
建
立
事
業
に
つ

い
て

給
餌
活
動
　
小
魚
　
　
　
二
〇
〇
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
九
五
袋
　
道
教
委

小
魚
千
贈
給
餌
畑
２０
ア
ー
ル

町
教
委
　
　
　
　
　
　
（～
３

・
３１
）

絵

ハ
ガ
キ
及
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成

愛
護
啓
発
用
に
作
成

絵

ハ
ガ
キ
シ
リ
ー
ズ

ヽ
五
　

一
五
〇
〇
セ
ッ
ト

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全
の
た
め

の
基
本
調
査
事
業
並
び
に
保
護
監
視

監
視
員
　
山
崎
定
義

（上
阿
寒
）

調
査
員
　
胡
　
東
宇
（北
海
道
大
学
）

（～
３

・
３１
）

一
斉
調
査

へ
の
協
力

阿
寒
町
八
五
羽

（成
七
五

・
幼
十
）

全
体
四
五
八
羽

（成
二
九
〇

・
幼
四
三

不
明
二
五
）

第
二
回
調
査

阿
寒
町

一
七
二
羽
（成

一
五
六
・幼

一
六
）

全
体
　
六
〇
七
羽
（成
五
四
七
・幼
六
〇
）

販
売
事
業

絵

ハ
ガ
キ
　

一
〇
五
〇
セ
ッ
ト

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト
三

一
セ
ッ
ト

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
　
九
八
〇
枚

彗
″
Ｐ
う
し
い
　

口
　

占

菌

　

募
留
日
そ
〓
層
建
呵
事
，
α
Ｅ
き
，
，

一■
３
●
）

【
阿
■
一

阿
事
町
は
．
チ

ペ
ッ
ト
●
近
の
商
瞑
地
存
だ
け

に

一
意

オ
・
２
Ｅ

”
”

に
，
し
い
オ
タ

ロ
ノ
ル
，
こ

つ
が
い
．

迷
Ｈ
面
晨
ツ
ル
璧
口
■
‘
入
し
．
栞
年
四
月
ヽ
１
′

ン
す
る
ロ
リ
の
里
６
●
ツ
ル
セ
ン
タ
ユ
●
■
す
０
．
オ

グ
ロ
ン
ル
か
ｎ
．，
す
る
の
は
日
本
で
は
硼
り
、

オ
タ

ロ
ノ
ル
建

晨
、
百
．
■

●
し
な
な

い
６

．
■
な

０
牛
Ｉ

切
り
，

が
黒
く
、
騒
卜

，

赤
い

■
場
を
持

つ
オ
タ

ロ
ツ
ル
が
、

ツ
ル
珀
の
文
Ｏ
Ｌ
．
利
セ
ン

タ
ー
洲
０
，
員
会

＾
代
■

・
Ｌ

ホ
本
之
り
０
人
●
ヽ
人
，
薇
）

が
．
昨
年
度
ま
で
に
口
内
の
文

献
綺
■
一■
日
穏
の

リ
ス
ト
ル
一Ｆ

■
．
略
力
を
重

っ
て
出
た
町
タ

ン
チ

ョ
ウ
●
‘
象
天
＾
が
、
こ
の

０
し
て
い
る
．

一
カ
．
同
ヤ
ン
タ
ー
で
砒
え

”
■
０
ス
■
め̈
．
今
年
四
月
に

わ
ｒ
し
た
占
口
公
Ｌ
ケ
よ
い

は
．
欧
米
の
＝
λ
者
に
よ
る
学

”
論
文
の
収
人
に
ａ
手
．
■
“

ま
で
に
三
百
“
の
リ
ス
ト
を
■

と
こ
ろ
は
タ
ン

チ

ョ
ウ
に
似
て

い
る
が
、
体
が

０

´
口

り
小
さ

く
遮

火
●

ζ

尾
羽
●
黒
い
と

こ

ろ

が

■

な

る
。
中
国
の
■

澤
省
ｈ
ア
●
テ
ベ

ッ
ト
の
願
あ
　
ヘ
ロ

一一ヽ
Ｒ
Ｏ
ｒ
　
・ｒ

以
よ

る
【
地

１．ト

帝
だ
Ｅ

憲

ン

ヽ

〓
菫
儘
一
　
一ア

な
”
■
愚
は
未
　
一・
′

解
明
の
部
分
が
　
　
¨

多
い
．　
　
　
　
＋
″

ツ
ル
軍
門
の
　
みヽ

研
究
機
関
と
し
　

ύ
¨

′
γ
ョウ
年

の傷
冒
・増
瑾
　
レ一ド

に
取
り
■
●
ロ
　
コ
ン

晏
ツ
ル
セ
ン
タ

ー
は
．
比
む
″研

究
の
対
象
と
な

彙
通
と
判
晰
し
て
暉

入
を
決
や

ヽ

将
来

は
世
界
各
地
の
ツ
ル

を
奏
め
て
嗣
青
す
る

●
摯
も
●

０
．

ツ
ル
の
保
■

・
増

燿
澪
働
て
有
名
な
米

国
一３

償

ツ

ι

団

か
´
２
二
属
の
つ
が
い

，
（年
末
か
来
年
初
め

，
つ
Ｓ
Ｔ
へ

来
年

四
月
に
セ
ン
タ
ー
内

の
ケ
ー
ツ
で
一●
公

口
す
０
〓
Ｌ
躊
年

屁
．
オ
グ

ロ
ノ
ル
暉

入
●

言

”
キ
シ
・タ
ー

建
設
事
業
費

二
■
七

千
三
百
万
円
を
計
上

し
た
．
同
町
政
姜
の
さ
菫

公
●
研
究
員
は

「
将

来
は
セ
ン
タ
ー
内
で

，
■
さ

せ
た
い
．
米

国
や
”
０
の
町
門
慎

″
）
０
こ
れ
，
と
」
ぅ
か

グ ル 熙

わせ購入

研究用、繁殖にも挑戦

北海道新聞社 提供 撮影 岩松 健夫

る

別
薔

の
ツ

ル
を

凍
し

た
お

け
に
棄
屁
′
晨

め
た
い
」
と
輌

熙
．
タ
ン
チ

ョ
ウ
″
一
生

【■
に

り
切

っ
て
い
る
．

同
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
所
嵐
す
る
た
め
．
ツ
ル
鶏
に

関
す
る
０
ま
ざ
ま
な
文
豪
を
隻
め
て
い
る
●
猥
照
雄
さ
ん

¨
＝
共
一

＝
‘
町
が
九
六
年
度
オ
ー
プ
ン
タ
』■
て

し
て
い
る
同
‘
Ｎ
膵
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
‘
所
成
す
う

又

祗
の
収
■
■
ミ
が
、
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
●
憾

凛
会

古^

円
，
一
会^
長
、
会
ｎ
約

ニ
ー
人
）
な
ど
の
協
力
で
お

々
と
ｔ
ん
で
い
る
．
・―
セ
ン
タ
ー
は
．
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
生
燿

′
¨

↑

↑

／

０

中
饉

一に

く

文

壼̈

丼

シ

ル
類

へ
の
理
解
を
潔
め
る
●
２

に
し
，
一併
せ
ヽ
つ
麟

０
性

，
』な
る
た

崚

収
“
す
Ｏ
Ｘ
●

ヽ

十
”
ｈ

０
ま
ｆ
、
多
崚
に
わ
た
っ
て
い
る
．

リ
ス
ト
に
小
づ

い
て
収
贅
し

．

１１
セ

ン
タ
ー
に

寄
“学

る

．

寒
ツ
ル
文
献
収
集
着
々

晏
料
は
．
ス
■

者
や
研
え
者
″

Ш
覧
‘
・“
ス
｝
よ

う
に
し
た
い
・

一
，
ｍ
な
リ
　
ロ

本
格
口
に取
り

風
ん
■
，
自

一会
一″
爵
■
，
議
颯
“
ロー
■

一■
●
晨
”ユ
エ
絆
”
，
ど

一の
一リ
ロ
”
な
”
ル
・回
り

すヽ
て

一に
九
”
方
が
舛
ま
っ
た
」
と
い

下

催
馨
籐
見
を
供

ｒ

Ｅ
日

”
，Ｌ
ン
ヽ
「

い職
イ
γ
論
文
か
ら
伝
説
ま
で

”̈
フ̈（九

ラ
リ
ー
に
す
る

０
．
ｎ
”■

に̈
Ｔ
紙
，
一“
し
た

の
イ
、

■
，
所
タ
カ
■^
■
２

）
た
榮

●
Ｔ
“
ち
の
資
利
や
鰤

り
．
国
内
■
λ
所
の
つ
て
な
ど

の
が
大
変
ヽ
れ

し
な
が
ら
ヽ
　
報
を
拠
供
し
て
い
た
だ
け
れ

て

詢
レ
■
”
を
３
へ
．　
　
リ
ス
ト
●
Ｒ
や
収
彙
に
力
を
〈

ぼ
」
，ヒ
ア
一を
，
Ｖ
¨
け
て
′

古
”
さ
ん
は

「外
国
の
研
冗

れ
て
い
る
．　
　
　
　
　
　
　
る
．

″
は
研
え
日
崚
，
次
々
″
移
る
　

町
教
■
は

「，
べ
て
の
文
献

→  49 o―――――――        
―

ワ

´

輸
Ⅲい

一一

一
　

一

阿寒国際
ツルセンター
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第
二
回
役
員
会
　
記
念
碑
建
立
に
か
か
る

募
金
活
動
に
つ
い
て

給
餌
活
動

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売
（～
３
月
）

飛
来
地

の
監
視
活
動

斉
調
査

の
協
力

除
幕
式

・
人
工
給
餌
発
祥
の
碑

・
万
葉
の
碑

（～
３
月
）

愛
議
会
活
動
二
十
周
年
を
記
念
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
愛
護
発
祥
の
地

に
碑
と
歌
碑
を
建
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
八
年
二
月
二
日

「阿
ま
ヽ
ル́
医
マ
ご
Ｌ

こ
耀^
一月
五
日
に
脅

ヤヽ
ぼ

か
り
で
す
が
．
そ
の
市
身
で
あ

四
月
二
十
六
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
阿
塞
国
晨
ツ
ル

セ
ン
タ
ー
政
地
内
に

「
ボ

ラ
と

ア
ィ
ア
の
人
々
の
功

績
を
た

た
え
る
と
と
も

に
．
広
く
タ
ン
チ

ョ
ウ
保

崚

へ
の
理
晨
か
薇

め
７
ほ

し
い
」
と
国
会
の
る
０
三

十
年
を
出
念
し
．

『タ
ン

チ
８
●
‘
ｅ
７
■
一
の
地
』

の
も
，
′
崚
凛
ｂ
〓
〓
こ
に

基

よ́
い
し
ヽ

今
崚
は
掟

来
の
活
動
に
コ
”へ
　
一
●

か
い６
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
を

寡
り
．
同
セ
ン
タ
ー
で
の

イ

ド
活
勲

螢

〓

な
ど
０
，
い
ま
す
。

一
方
．
タ
ン
チ
』
ウ
の

常
集
地
で
あ
る
阿
実
ｎ
月

２
で
の
土
地
欄
発
の
思
彰

響
や
ア
マ
チ
ェ
ア
カ
メ
フ

マ
ン
が
ツ
ル
，
こ
か
す
ん

ヽ
一
●
Ｏ
ａ
団
体
で
，
ご
電

以^

摯
”
楽
．
会
長
を
，
ハ
７
峯
澤
著
田

コ

整

曇

フ
型
行

藩
製

一
ン
チ
●
ク
２
日

含

埒

し
）

一
や
ｅ
■
お
●
２
，
心
ヽ

町
内

一　
の
タ
ン
チ
●
ウ
保
饉
の
活
動
を

―
」

支
，
，
ヽ
い
豪
ヤ
ヽ

険
性
な
と
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
．
ツ
ル
が
安
に
で
‘
う
口
■

暉
保
一■
こ
あ
大
き
な
ａ
Ｒ

■
ヽ

同
会
で
は
一
―
●
午
●

念
亭
彙
と
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
に

“
ヤ
る
出
爆

，
■
，
す
る
，

た
一、
●
一
の
Ｆ

と
〓

Ｆ

業
に
取
り
か
か
，
ま
す
．

見守り、育てて30年

安全な環境確保に全力

工 戦 経 る
サ 鞣 会 …

98ミ鮮
場妥0う
カ ン難 チ

titti

目会の活動∞年を口念して●てられたタンチョウ腱晨発祥の地
の石碑と欧碑

,' 4

●
　
阿
■
町
タ
ン
チ

、
ウ
”
霊
饉
会
会
長
　
〓い
田
　
勝
美
Ｆ

一^
こ

一
時
鮨
漱
の
危
崚
に
０
ん
じ

た
タ
ン
チ

ョ
ウ
．
倒
零
町
て
は
、

四
十
六

年
帥
か

ら
ボ

′
ン

ア
ィ

ア
が
始
め
た
キ
，
お

Ｘ̈

晟

冥

が
実
り
、
一
０
日
，
近
く
¨ヽ

＾
で

，
＾
ヽ

町
内
の
彗
辱
場
を

文
え
て
〓
た
団
体
「自
タ
ン
チ

外
の
観
光
客
や
理

元
の
人
た
ち

に
．
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
保
こ
に
当

た

っ
た
人
た
ち
の
功
姜
を
知

。

て
ほ
し
い
」
と
の
口
い
か

，

こ
Ｃ
ａ
年
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
は

■
■
傾
向
。
し
か
し
、　
一
方
で

鳳
０
こ
偏
あ
ｉ
■
田
”
が
進

■

書
嘔
“
あ
不
足
奎
〓

さ

れ
て
い
る
。
「タ
ン
チ
ロ
ウ
に

と
っ
て
，
，
，
く
な
っ
て
き

て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
危

ぶ
●万
贅
■
，
〓
す
嗽
Ｐ
ヽ
¨

さ
れ
た
和
取
は
「族
人
の
宿
り

せ
會
Ｆ
層̈
眸
Ｐ́
筈
一が
子
羽

合

は^

ぐ
く
）
め
天
の
日
群

た^

う
●
ら
〉
」
。
電
が
降
り
た
野

に
■
の
群
れ
が
に

は
た
く
．
霊

■
の
子

へ
の
■
■
を
旅
人
で
あ

る
わ
が
子
に
０

示
し
て
ほ

し
い

―
″
あ

意
」
，
ヽ
　
「
こ
の
欧
に

詠
ま
れ
て
い
る

よ
う
な

光
果
を

い
つ
ま
で
，お

Ｃ

た
い
」

ａ
重

〓
‘
署
）

30年一万感の記念碑

北海道新聞社 提供 撮影 岩松 健夫

―-0500

平

成

七

年

度

ヽ

ずヽ.

l`rや .

百●崚目

―
´
　

．

■■

ら
れ
て
感
無
量
」
と
目
ぶ
．
会

長
と
し
て
の
仕
事
は

「
も

っ
ば

ら
洒
勲
只
を
集
め
る

役
」
だ

ぅ

た
．
〓
内
の

「
●
ヽ
と
名
の
付

く
滴
を
違

っ
て
い
る
洒
ユ
会
社

な
′
う
面

ち

て
寄
付
′
量
ら

て

●

ヽ

手

を

ラ

ふ

け
て

８
た

リ

ノ

変つし　
，

ョ
ウ
●
■
讀
会
」
は
有
志
の
功

“
を
た
，
３
●
，
０
書
．
●
″
う

た

っ
た
欧
碑
を
こ
の
ほ
ど
、
完

腐
さ
●
た

一匹
令
革
．
同
会
，
簿

か
ら
委

員
，
湯

め
７
‘
た

■
摯

●
電
“
こ
´ゝ
，
こ
″
て
こ

饉 ‐
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47   4   43   12   12

10    1

11 103

8
，

一

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
開
館

愛
護
会
事
務
局
を
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
置
く

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
賛
助
会

員
の
募
集
を
開
始
す
る

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
売
店
設
置
、
ツ
ル

グ
ッ
ズ
等
の
販
売
を
開
始

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動

に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
受
け
人
れ
と

養
成
を
行
う

愛
護
会
会
報

（鶴
群
）
を
発
行
開
始

（第

一
号
～
四
号
）

阿
寒
町
ふ
る
さ
と
祭
り
に
於
て
、
町
内

会
婦
人
部
を
中
心
に
丹
頂
鶴
音
頭
が
踊

ら
れ
親
し
ま
れ
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
愛
護
会
管
理
に
お

け
る

「清
涼
飲
料
自
動
販
売
機
」
を
設

置
す
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ

「阿
寒
の
里
の
な
か
ま
た

ち
」
発
行

（道
新
野
生
生
物
基
金
よ
り

助
成
を
受
け
る
）

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

・

十
五
名
参
加

（展
示
施
設
見
学

・
タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
の
し
か
た
）

壺亀口直亜塁豊壼望L
☆

"コ
タンチョウ●コ■,pE史

f日慮■,ンチ●ウ
ー
」は.昭和40年に奥足して以来長年【わたり颯

轟 0歩みを●′てa'した.これ■でに タンテ●,0綸●謝
`そ

はじめ員

楽綸やねぐらOE■活● 丹頂●●コ0'■ ■■発梓0■0壼立.タルに●す
0贅

"つ

発行などタンチ,,の保■1弔日IB●10書癸月●〔■● く行つて0ま し

た.お
"ず
で今日.タ ンチ,,0●■燿である涅セ0醐 bく年 I々化す0中で.

この日毒町には毎
=お
よそ300羽

…

する一大●0楽■4●り.合

日から協,tO多 くの人々に晏●●力を見●てくれています。

このように. タンチ●つ●■じ交う平和な椰土
=こ
のまさ次0世代に引饉11

人と●が共存できる‐ を保全しててヽく努カメ今.私たちに求められています。
□
愛
護
会
事
務
局
を
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
平
成
八
年
四
月
ニ
ト

六
日
、
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

の
開
館
に
伴
い
、
阿
寒
町
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
事
務
局
を

セ
ン
タ
ー
内
に
置
き
、
阿
寒
国

際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業

活
動
に
協
力
す
る
と
共
に
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
通
し
て
地
域
の
発

展

へ
の
寄
与
を
目
指
す
。

口
鶴
群
の
発
行

愛
護
会
で
は
、

会
員
を
対
象
に
年

六
回
奇
数
月
に
発

行
す
る
。
ツ
ル
に

関
わ
る
情
報
の
提

供
を
内
容
に
又
、

会
員
か
ら
の
随
想

も
と
り
入
れ
会
員

相

互

の
交

流

も

図

っ
て
い
く
。

☆
…

タンチ,,日受■■●
■栞0ヽら行ぅてきたタンチ,つの

…
驀晨させtがら.更にツル0日壺

研究と教,活6を■な目的にロロされた日3日●ツルセンターが行う事菫活●に

鮨力して.ツルと共
`F■

0鑢麟0則晏に●与することとしています.
0 タンチ●ウ保口0ためには

“

罐 饉
…
Ⅲ ま`す.

② ツルに日する学
=会
.■晨全 I菫会などを目とします.

0会
"や
GE●50出日●■●行し■●します.

0日 嘔ッルセンター0●●澤●にし力し
=す
.

⑤ ■ロツルセンター0麹●■支饉,3ポ ランテ
`ア
を贅咸じ8口に0り

`す
.

⑥ ウル●民E83=會みするた0に.グ,ズを●発|し●充します。
② そ0饉

…
やタンテ,ウ 2●J日■の百菫碑そ保存す0議

“

術 い

ます.
会員になると

11=iⅢ曰隆
=く
0ゆ■ :

あなたもタン角ウ曖絵0活勢に鋼しま鶴λ

=査
llセ i仝 lt・

たづ

爆
ヽ■●ト

ツル愛護ボランティアも募集´ゝヽゝ
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歩   み

タ

ン
チ

ヨ
ウ
鶴
愛
護
会
組
織

の
見
直

し

・
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
、
地

元
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
関
係
者
の
代
表
を
も

っ
て

組
織
さ
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
組

織
を
広
く
町
内
外
に
開
か
れ
た
も
の
に
し
た
。

・
具
体
的
に
は
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
と
連

携
し
な
が
ら
広
く
機
能
を
充
実

・
発
展
さ
せ
る

た
め
町
内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
参
加
と
支
援
を

求
め
る
必
要
か
ら
関
心
を
持

つ
協
力
者
の
自
主

的
な
会
員
制
度
に
よ
る
組
織
と
し
た
。

会
則
の
見
直
し

こ
れ
ら
組
織
化
の
見
直
し
に
伴
い
会
則
を
改
正

す
る阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
　
会
則

（名
称
及
び
事
務
所
）

第
１
条
　
こ
の
会
は
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛

護
会
と
称
し
事
務
所
を
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
置
く
。

（目
　
的
）

第
２
条
　
こ
の
会
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と

す
る
ツ
ル
類
の
保
護
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

（以
下

「
ツ
ル
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
が
行
う
事
業
活
動
に
協

力
し
、
ツ
ル
の
保
護
と
ツ
ル
と
共
存
す
る
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（事
　
業
）

第
３
条
　
こ
の
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

①
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
、
監
視
な
ど
保
護
活

動
に
関
す
る
こ
と
。

②
　
ツ
ル
に
関
す
る
学
習
会
、
展
覧
会
そ
の
他

の
催
し
を
開
催
す
る
ほ
か
、
他
の
行
う
こ
れ

ら
の
催
し
に
協
力
す
る
こ
と
。

③
　
ツ
ル
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、会
報
及
び
解
説
書
等
の
出
版
物
を
刊
行
、

頒
布
す
る
こ
と
。

④
　
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
。

６
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
用
に
関
す
る

こ

と

。

０
　
丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
お
よ
び
タ
ン
チ
ョ
ウ

愛
護
発
祥
記
念
碑
の
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

⑦
　
ツ
ル
の
保
護
思
想
を
普
及
す
る
た
め
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
及
び
販
売
活
動

を
行
う
こ
と
。

③
　
そ
の
他
、
こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業
。

（会
　
員
）

第
４
条
　
こ
の
会
の
会
員
は
、　
一
般
会
員
、
及
び

法
人
会
員
と
し
、
こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
、

そ
の
事
業
活
動
に
賛
同
し
、
そ
の
事
業
活
動

に
参
加
、
支
援
す
る
も
の
で
構
成
す
る
。

（役
　
員
）

第
５
条
　
こ
の
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

⑤
　
監
　
　
査
　
一
一　
名

⑥
　
会

　

計
　
一　
名

（役
員
の
選
出
）

第
６
条
　
会
長
、
副
会
長
、
理
事
及
び
監
査
は
総

会
に
於
て
選
出
し
、
事
務
局
長
及
び
会
計
は

会
長
が
委
嘱
す
る
。

〈役
員
の
任
期
）

第
７
条
　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し

再
任
は
妨
げ
な
い
。

２
　
補
欠
又
は
増
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
前
任
者
又
は
現
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。

（役
員
の
職
務
）

第
８
条
　
会
長
は
、
こ
の
会
を
代
表
し
会
務
を
総

理
す
る
。

２
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
す
る
。

３
　
常
務
理
事
は
、会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

４
　
監
査
は
、
会
計
及
び
業
務
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
監
査
す
る
。

５
　
理
事
は
、
こ
の
会
の
運
営
及
び
事
業
等
を

推
進
す
る
。

６
　
事
務
局
長
は
、
こ
の
会
の
事
務
を
掌
る
。

７
　
会
計
は
、
こ
の
会
の
経
理
事
務
を
掌
る
。

（事
務
局
及
び
職
員
）

第
９
条
　
こ
の
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務

局
を
設
け
、
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
職
員
は
会
長
が
委
嘱
し
、
庶
務
、
会
計
及

び
販
売
活
動
に
従
事
す
る
。

（顧
　
問
）

第
１０
条
　
こ
の
会
に
顧
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

(4)(3)(2)(1)

常 理
務
理
事 事

一 若
千
名 名

副 会

会

長 長

名 名
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―
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oth

２
　
顧
間
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
に
は

か
り
会
長
が
決
定
す
る
。

（会
　
議
）

第
■
条
　
こ
の
会
の
会
議
は
、
定
期
総
会
、
臨
時

総
会
、
役
員
会
と
す
る
。

２
　
定
期
総
会
は
、
年

一
国
会
長
が
招
集
し
、

事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
予
算
、
決
算
、
役

員
の
選
任
、
会
費
の
額
の
決
定
、
会
則
の
変

更
、
そ
の
他
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
決
定

す
る
。

３
　
臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と

き
、
又
は
会
員
の
三
分
の

一
以
上
の
要
求
が

あ

つ
た
と
き
に
会
長
が
招
集
す
る
。

４
　
総
会
は
、　
一
般
会
員
、
及
び
法
人
会
員
を

も

っ
て
構
成
す
る
。

５
　
役
員
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き

は
臨
時
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
会
議
は
、
出
席
会
員
に
よ
り
成
立
す
る
。

ま
た
議
事
は
出
席
会
員
の
過
半
数
を
も

つ
て

決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
す
る
。

（会
　
費
）

第
１２
条
　
こ
の
会
の
年
度
会
費
は
次
の
と
お
り
と

す
る
。

①
　

一
般
会
員

　

一
口
　
　
一
一〇
〇
〇
円

②
　
法
人
会
員

　

一
口
　
一
一〇
〇
〇
〇
円

（役
員
及
び
職
員
の
報
酬
）

第
１３
条
　
こ
の
会
の
職
員
に
は
報
酬
は
支
給
し
な

い
。
た
だ
し
費
用
を
弁
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
常
勤
の
職
員
は
、
有
給
と
す
る
こ
と
が
で

き

る

。

３
　
職
員
の
賃
金
及
び
旅
費
等
の
支
給
は
別
に

定
め
る
。

（経
費
及
び
会
計
年
度
）

第
１４
条
　
こ
の
会
の
経
費
は
、
会
費
収
入
、
寄
付

金
、補
助
金
事
業
収
入
そ
の
他
の
収
入
を
も

っ

て
充
て
る
。

２
　
こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

一
日

に
始
ま
り
翌
年
二
月
三
十

一
日
、
終
わ
る
。

（委
　
任
）

第
１５
条
　
こ
の
会
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
会

の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
決
議

を
経
て
会
長
が
別
に
定
め
る
。

（付
　
則
）

①
　
こ
の
会
則
は
、
昭
和
４０
年
■
月
３０
日
か
ら
施

行
す
る
。

②
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
３
年
４
月
２４
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

③
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
８
年
４
月
５
日
か
ら
全

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

④
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１０
年
４
月
２２
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

⑤
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１１
年
４
月
２６
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

⑥
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１４
年
４
月
２４
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

AnniVerSaw● 阿寒町タンチョウ持愛議会

郷土読本「タンチョウ」
阿寒町ツル愛護会が作製

留ュ屁 u中 ェ
`～
|は
'た
03

日●

“
― ツル●ぶ●

タンチヨウが人員にやってくるようになつたのは.昭●25年 の

ある出来事から始まるのです。 ―
それは.口寒の民話ッルふぶぜの中で薔られています.

《ツル S、 3ヽき》
田和25年の冬のこと.晏輿をしていた山

“

た次饉はらのなか
|こくちばしを突つ込んだまましっとしているツルを見かけた.
(はてぉかしぃな)と思い,をこいてツルにちかついた.ッルを
だきかかえると.ふるえがつたoってくる.体はあどろくほとや
せていた。

【
月
■
】
阿
〓
町
ツ
ル
贅
彗
会

南^
日
霙
全
員
）
は
あ
ほ

と
．
３
土
晨
本
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」

占

春
９

あ

″“
●

●
〓
Ｔ

■

嗅
Ｃ

同
ワ
旅

●
●
収
な

ど
氏
」
帝
レ
ヘ

”
家
儘
子
供
た
ち
に

一
年
を

ｉ
し
た
タ
ン
チ
●
ウ
の
，
置
を

瑾
爆
Ｌ
、
自
然
保
目
の
一
０
ヽ
Ｃ

を
身
一驚

う
一●

っ^
て
お
″つ
お

つ
と
い
・２
つ
の
．
一
一ｒ
ヽ
一れ
た

の
は
三
十
３
．
児
■
．
４
屁
的

人
百
，
へ
か
本
一
〓
，
に
，ヱ
ヽ

美
し
い
ち
ぎ
り
絵
が
彩
り

Ａ
５
版
の
小
冊
子
は
．
全
二

一
冬
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
活
な

去

‥

彙
作
り
，
羞

輌
３

か

一く

四
季
折
々
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

″

チ

壼

手

登

．
警

一饉

だ

し
て
い
０

こ
２

一
畿
」
が

”̈
い
ら
れ
て
い
る
ｏ
い
Ｃ

か
に
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

Ｌ̈
α
・

い
る
こ
Ｒ

寿
命
や
生
〓
歌
．

人
■
●
ｋ

Ｅ
事
町
と
タ
ン
チ

ョ
ウ
こ
の
か
か
わ
り
，
，
３
一

か
～

〓
れ
て
お
り
、
タ
ン
チ

●
ウ
２

き
Ｆ
■
）
さ

解
で

，
，”
し
崚
に
美
し
い

「ヽ
ｆ
ｂ

も
■
■
の
０
，
う

．
タ
ン
チ

●

わ
ふ

夕

曖ヽ
υ
一
菫
一
■
●
黎
や
羽

り
´
ヽ
ろ
い
し

、
い
・る
一
な^
】
ヽ

ち
〓
あ

ｅ^
は
廊
減

本
に
ｔ
ｈ
´
を

香
季

いヽ
●

本
安
襄
作
し
た
目
愛
，
台
の

公

螢

‘

湧

電

は^

「，あ

本
で
ツ
ル
の
多
●
●

●
し
て

も
ら
え
る
と
と
て
も
う
れ
し

，

´
ｈ

な

一
っ
か
は
墜

薇

た
ち
に
ヽ

自
然
保
●
の
し
が

子
〓
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

０

し
て
い
る
．

同
屁
本
は
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ

ン
タ
ー
で
類
発
メ
一ユ
て
い
る
．

こ
の
ほ
ど
作
製
さ
れ
が
蝙

土

瞭
本

「
タ
ン
チ

ョ
ウ
』

冊子・タンチョウ「阿寒の里のなかまたち」より

(A5版・30ページ)
阿寒町タンチョウ鶴愛護会

平成 9年 3月 発行
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1

10

平

成

九

年

度

会
員
の
募
集
に
努
め
る

会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
五
～
十
号
）

第

一
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
応
募
開
始

（毎
年

度
実
施
予
定
）

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
思
想
の
普
及
と

阿
寒
の
Ｐ
Ｒ

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
郭
を
町
教

育
委
員
会
と
共
催
で
開
催

（～
１５
日
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
開
催
（阿

寒
町
教
育
委
員
会
と
共
催
）

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
観
察
と
冬
の

一
日
の

く
ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

「数
あ
て
ク
イ
ズ
」
は
じ
ま
る

「阿
寒
丹
頂
の
里

・
鶴
ク
イ
ズ
」

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
で
は
、
来
年

一

月

一
日
に
阿
寒
丹
頂
の
里

（町
上
阿
寒
）
に
飛
来

す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
当
て
る

「第

一
回
鶴
ク

イ
ズ
」
を
実
施
、
回
答
を
待

っ
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

を
狙
い
と
し
て
い
る
。　
一
月

一
日
の
午
後

一
時
に

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
分
館
の
給
餌
場
に
い
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
当
て
る
。
正
解
者
に
は

（多

数
の
場
合
に
は
抽
選
）
「丹
頂
の
里

。
赤
い
ベ
レ
ー
」

の
宿
泊
券

（
二
人
分
）
や
、
同
町
の
特
産
品
三
万

円
分
な
ど
の
賞
品
が
贈
ら
れ
る
。

国
会
員
を
広
く
募
集

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
事
業
運
営
の

経
費
は
会
員
の
方
々
か
ら
の
会
費
（個
人

・
法
人
）
、

寄
付
金
、
補
助
金
事
業
収
入
に
よ

つ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

会
員
は
、
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
会
の
事
業
活

動
に
参
加
又
は
支
援
で
き
る
方
な
ら
誰
で
も
入
会

で
き
ま
す
。

会
費
は
年
度
会
費
で
す
。
入
金
に
よ

つ
て
会
員

と
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
り
ま
す
と
、
会

の
活
動
に
参
加
で
き

る
他
、
会
が
発
行
す
る
会
報
や
ツ
ル
に
関
す
る
資

料
の
ほ
か
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案
内
な
ど

の
情
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
又
、
グ
ツ
ズ
購

人
の
時
５
％
を
割
引
き
販
売
い
た
し
ま
す
。

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
胡

二
月
十
四

・
五
日
に
わ
た

つ
て
開
催
さ
れ
た
写

真
フ
ェ
ア
は
写
真
関
係
各
社
の
協
賛
と
多
く
の
報

道
機
関
及
び
タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
関
係
の
方
々
の
協

力
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

目
的
、
毎
年
冬
期
に
は
丹
頂
撮
影
の
た
め
当
地

を
訪
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
が
他
に
例
を
見
な
い
程
多

数
に
の
ぼ
る
。
町
と
し
て
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援

す
る
こ
と
で
今
後
の
広
報
活
動
に
利
用
、
観
光
客

の
誘
致
に
つ
な
げ
る
。

両
日
の
内
容
、
カ
メ
ラ
無
料
診
断
の
実
施
、
機

器
説
明
会
、
講
演
会
の
実
施
、
写
真
展
を
行

っ
た
。

(タ ンチョウ保護監視事業

ねぐらへの立入禁止看板設置)

― ―
―→  54 ←

（第

一
回
目
の
賞
）

丹
　
賞

　
一
名

頂
　
賞
　
五
名

ラ
ッ
キ
ー
賞
　
一二
〇
名

応
募
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を

作
成
し
来
館
者
に
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
報
道
機
関
を
通
し
て

Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

7
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会
報
（鶴
群
）
の
発
行
（第
十

一
～
十
六
号
）

・
阿
寒
町
ふ
る
さ
と
祭
り
に
協
力

・
町
内
盆
踊
り
大
会
に
協
力

・
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

・
協
賛

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
思
想
及
び
阿
寒
丹
頂

の
里
の
Ｐ
Ｒ
を
ね
ら
い
と
し
て
、
第
二

回
ツ
ル
ク
イ
ズ
を
開
始

第
二
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
応
募
開
始

愛
護
会
古
円
勝
美
会
長
、
賀
茂
鶴
酒
造

株
式
会
社
を
表
敬
訪
問
さ
れ
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
事
業
を
町
か
ら
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
ガ
イ
ド
を
作
成
発
行

。
ど
ん
な
行
動
が
見
ら
れ
る
か
な
？

〈愛
護
会

・
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
編
集
〉

第
二
同
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
切

実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
１４
日
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

〈標
識
鳥
の
お
話

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
観
察
〉

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
に
つ
と
め
る

□
丹
頂
写
真
フ
ェ
ア
切
＝
ヵ
メ
ラ
診
断
や
講
演
も

「阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
”
」
は
二
月
十

二
～
十
四
日
の
両
日
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
開
催
。
今
年
は
は
じ
め
て
フ
ォ
ト

コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
無
料
の
カ
メ
ラ
診
断
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
同
フ
ェ
ア
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
マ

ン
な
ど
の
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
町
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
町
教
委
が
実
施
し
た
。

阿
寒
が
丹
頂
の
里
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
こ
と
は
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
発
表
し
た

写
真
の
功
績
は
大
き
く
、
こ
の
功
績
を
評
価
す
る

た
め
に
も
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
新
た
に
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
著
名
な
動
物
写
真
家

・
田
中

光
常
さ
ん
が
審
査
委
員
長
を
務
め
、
作
品
は
分
館

に
展
示
さ
れ
た
。
又
会
場
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

協
賛
メ
ー
カ
ー
協
力
を
得
て
無
料
カ
メ
ラ
診
断
や

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
や
撮
影
技
術
を
学
ぶ

「丹
頂

セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
た
ほ
か
、

プ

ロ
写
真
家

の

和
田
正
宏
さ
ん

が

「湿
原
の
四

季
―
撮
影

の
ポ

イ
ン
ト
」を
テ
ー

マ
に
技
術
指
導

も
行
わ
れ
た
。

フ
オ

ト

コ

ン

テ
ス
ト
の
最
優

~可

秀
賞
に
は
滝
沢
芳
宣
さ
ん
が
、
優
秀
賞
に
は
竹
林

修
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。

□
第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会

（参
加
者
十
名
）

三
月
八
日
好
天

に
意
ま
れ
絶
好
の

観
察
日
和
に
な
る
。

今
回
は
標
識
を

つ

け
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
テ
ー

マ
に
し
、

セ
ン
タ
ー
の
松
本

研
究
員
か
ら
ス
ラ

イ
ド
を
使

っ
て
お

話
を
聞
く
。

そ
の
あ
と
、
分

館
で
標
識
鳥
の
観

察
を
し
、
保
護
に

つ
い
て
の
理
解
を

深
め
た
。

′,照議ロ

卑 躙
子.

__  i、J 』

■

(愛議会・吉田勝美会長から受賞を受ける入賞者 )

~ 1

I

ノ

給餌場 (野生のタンチョウを観察する参加者 )

― -0550-

ヨ 」

■ ス1

(審査委員長 田中光常さんからの講評)
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阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
館
長
に
正
富

宏
之
氏
就
任

会
報
（鶴
群
）
発
行（第
十
七
～
二
十
二
号
）

よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

・
阿
寒
町
ふ

る
さ
と
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音
頭
を
披

露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
８
日
）

第
二
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
応
募
開
始

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
思
想
と
阿
寒
町

の
Ｐ
Ｒ

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
作
製
配
布

・

五
〇
〇
〇
部

・
す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ
＝
生
き
る

ツ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
作
製
配
布

・
販
売

・
私
た
ち
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
自
然
を
守

り

ま

し

よ

う

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
二
〇
〇
〇

実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
１３
日
）

第
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会

の
開
催

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
発
行

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
よ
り
わ
か
り
易
く
―
好
評

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田
勝
美
会

、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
や
生
態
な
ど
を

コ

ト
に
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
製
作
し

４
版
の
４
つ
折
り
で

「す
ば
ら
し
き
タ
ン

～
生
き
る
」
を
製
作
し
来
館
者
に
配
布
し

タ
ン
チ
ョ
ウ

ヘ
の
認
識
を
新
た
に
し
て
も
ら
う
こ

と
を
強
調
し
た
。

又
「タ
ン
チ
ョ
ウ
と
湿
原
を
守
る
」
ス
テ
ッ
カ
ー

も
製
作
し
販
売
を
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
た
め

に
役
立
て
る
。

北
海
道
に
生
息
す
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
わ
か
り
易

く
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ツ

ト
と
ス
テ
ッ
カ
ー

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
ニ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

阿
寒
町
教
育
委
員
会
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛
護
会
、
古
き
よ
き
仲
間
た
ち
の
会

（丹
頂
撮
影

グ
ル
ー
プ
）
の
三
者
に
お
い
て
、
写
真
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
を
構
成
し
、
阿
寒
町
を
は
じ
め
多
く
の

後
援
と
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
協
賛
を
い
た
だ

き
二
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
実
施
で
き
た
。

①
丹
頂
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

・
応
募
者
二
九
名
　
応
募
数

一
一
五
点

・
審
査
委
員
長
　
田
中
光
常
氏
　
他
委
員
五
名

・
最
優
秀
賞
　
滝
沢
芳
宣
さ
ん

。
優
秀
賞
　
佐
藤
雷
喜
雄
さ
ん

他
入
選
五
点
、
佳
作
八
点
を
観
察
セ
ン
タ
ー

に
展
示

②
丹
頂
セ
ミ
ナ
ー

・
講
師
　
正
富
宏
之
氏
＝
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
と
未
来

・
講
師
　
林
田
恒
夫
氏
＝
四
季
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
撮
る

③
丹
頂
撮
影
体
験

・
写
真
協
賛
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
材

・
フ
イ
ル

ム
の
提
供

④
入
館
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス

・
二
日
間
に
わ
た
り
甘
酒
と
お
汁
粉
の
無
料
提
供

□
正
富
教
授
が
名
誉
館
長
に
就
任

国
の
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を

調
査
研
究
し
保
護
に
役
立
て
る
た
め
、
三
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
名
誉

館
長
に
、
今
年
四
月
か
ら
専
修
大
学
北
海
道
短
期

大
学
の
正
富
宏
之
教
授
が
就
任
。

こ
の
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
自
然
、

人
間
の
関
わ
り
を
考
え
る
拠
点
に
し
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
語
る
。
　

（北
海
道
新
聞
記
事
よ
り
）

チ た ン 長
ョ  
°
パ
V

ウ Aク は

・

一

●
１，
―

名
誉
館
長
に
就
任
し

た
正
富
教
授

入
賞
者
表
彰

会
長
（右
）よ
り
滝
沢
氏
（左
）
ヘ

t=「

―
● 56 0-―

７
１
　
・

【′

3
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撮
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体
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コ
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ナ
ー
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会
報
（鶴
群
）
発
行

（第
二
十
三
～
二
十
八
号
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
集
、
受
け
入
れ
る

・
ヒ
ナ
の
誕
生
に
伴
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

飼
育
に
携
わ
る
。
多
く
の
学
生
が
参

加
す
る

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
作

製
販
売

よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
協
賛

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
丹
頂
鶴
音
頭
を
披
露

・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
姿
で
ヒ
ナ
の
誕
生
を
祝
う

第
四
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
応
募
開
始

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
、
観
察
ガ

イ
ド
を
増
刷

タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
実
行
委

員
会
に
よ
る
丹
頂
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
―

分
館
に
て

阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
二
〇
〇

一

実
施
　
　
　
　
（応
募
数
六
十

一
点
）

第
五
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

・
ゲ
ー
ム
、ク
イ
ズ
、
観
察
を
内
容
と
し
た

□
初
の
人
工
ふ
化
に
成
功

阿
寒
国
際

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
に
於
て
人
工
ふ
化
に

よ

っ
て
二
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
誕
生
す
る
。

一
羽
目
　
十
二
年
五
月
二
十

一
日

・

十
六
時
四
十
分
誕
生
⑥
　
カ
ン
タ

ニ
羽
日
　
十
二
年
六
月
二
十
二
日

・

十
六
時
三
十
五
分
誕
生
⑥
　
ク
ル
ル

命
名
は
広
く
募
集
し
た
中
か
ら
付
け
ら
れ
た
。

さ
こ
い
を
通
し
て
鶴
の

愛
護
や
自
然
保
護
、
地

域
の
和
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
阿
寒
ほ
ろ
ろ

ん
祭
り
が
九
月

一
～
二

日
の
両
日
多
目
的
運
動

公
園
で
開
か
れ
た
。
五

回
日
と
な
る
今
年
は
ひ

な
の
誕
生
に
合
わ
せ
、

祭
り
の
原
点
と
な

っ
て
い
る
丹
頂
鶴
音
頭
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
た
職
員
が
披
露
し
た
。

1．
　

ヽ

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
ニ
０
〇

一

丹
頂
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
一

八
日
観
察
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

一月
十

― ― ● b7●

平

成

十

二

年

度

，

一

ロ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
披
露
＝
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

「丹
頂
鶴
音
頭
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
踊
り
や
よ

」」
― “

くコスチューム飼育〉

コスチュームの親から、自然界の危

険をいろいると教わる カンタ (左 )
とクルル (右 )

12.11.1

"

Ｊ

昌

応
募
者
１
２８
名

応
募
数
１
６１
点

最
優
秀
賞

菊
田
吉
紘
さ
ん

優
秀
賞
伊
藤
秀
雄
さ
ん

入
選
　
三
名

佳
作
　
五
名

（写
真
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
の
よ
う
す
）

‘
ゴ
ロ

轟
■
‘
ヨ

■P口

、●
』

｀
ヽ

″
″

ヽ

L
｀
14回 目・ツルを見習いずっと仲良く

道内外の 3組愛誓う
″

〈タンチョウフェスティバル実行委員会主催〉

2001.1.21 観察センターにて
―北海道新聞よリー
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会
報
（鶴
群
）
発
行
（第
二
十
九
～
二
十
四
号
）

阿
寒
ふ
る
さ
と
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音

頭
で
楽
し
む

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音

頭
披
露

・
協
賛

。
今
年
度
か
ら
「阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」

と
改
め
る

第
六
同
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（
二
十
三
名
参
加
）

・
ビ
オ
ト
ー
プ
に
於
て
湿
原
で
く
ら
す
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
を
模
擬
体
験
す
る

第
五
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一

一
一
〇
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

第
七
ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（
二
十
名
参
加
）

・
給
餌
場
で
見
ら
れ
る
ツ
ル
の
行
動
他

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
協
力

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

第
八
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（十
八
名
参
加
）

・
来
て
見
て
発
見
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ

ミ

ツ

学
校
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て

の
学
習
活
動
に
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
連
携

の
も
と
支
援

□
第
六
回
親
子
自
然
観
祭
会
実
施

〈
８
月
２６
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を
学
ぶ
、
親
子
自
然
観
察

会
に
は
町
内
や
釧
路
市
か
ら
集
ま

っ
た
二
十
四
人

が
ビ
オ
ト
ー
プ
に
お
い
て
夏
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生

活
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
ん
だ
。

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
成
鳥
は
二
年
に

一
度
羽
が
生

え
か
わ
り
約
ニ
カ
月
間
は
飛
べ
な
く
な
る
」
と
紙

芝
居
で
説
明
。
ゲ
ー
ム
で
は
胴
長
を
は
い
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
役
と
靴
の
キ
ツ
ネ

・
カ
ラ
ス
役
に
分
か
れ

鬼
ご
っ
こ
。
池
に
入
れ
ば
飛
べ
な
く
て
も
外
敵
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
又
自
然
界
で
の

食
べ
も
の
に
つ
い
て
も
説
明
を
う
け
た
。

「ト
ン
ボ
食
べ
る
の
？
」

お
や
こ
自
然
観
察
会
に
´
人

□
阿
寒
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
国
内

一
号

・
カ
ン

タ
死
亡

昨
年
五
月
二
十

一
日
生
ま
れ
た
雄
の
カ
ン
タ
。

七
月
七
ロ
ケ
ー
ジ
の
中
で
キ
ツ
ネ
に
襲
わ
れ
死
亡

し
て
い
る
の
を
確
認
さ
れ
た
。

カ
ン
タ
は
キ
ツ
ネ
の
警
戒
法
を
習
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
と
か
…
残
念
な
こ
と
。
大
き
な
課
題
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。

□
初
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
く
（１２
月
～
３
月
）

―
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催

で
「阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
イ
ラ
ス
ト
展
」
を
開
催
。

阿
寒
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
観
察
し
、
愛
護
の
気
持
ち
を
持

っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
、
町
内
や
同
愛
護
会
の
会

員
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
人
々
か
ら
応
募
し
た
。

口
阿
寒
ふ
る
さ
と
祭
り
で

「
丹
頂
鶴
音
頭
」
披
露

恒
例
の
阿
寒
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「ふ
る
さ

と
祭
り
」
の
会
場
に
於
て
、
来
場
し
た
多
く
の
人
々

が
愛
護
会

の
半
て
ん
を
着
て
楽
し
く
踊
リ
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
た
。

□
「丹
頂
鶴
音
頭
」
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
、
踊
る

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
二
〇
〇

一
（８
月
２４
～
２５
日
）

昨
年
ま
で
の
「阿
寒
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」

か
ら

「
阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」
と
し
、
四

一
チ
ー

ム
二
千
人
が
集
ま
り
阿
寒
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
、
特
別
企
画
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に

「丹
頂
鶴
音
頭
」
が
位
置
づ
け
さ
れ
披
露
さ
れ
た
。

ゲームで学んだタツチョウの生態

遊びながら、

タンチョウの生態を学ぶ参加者

にぎわいをみせたふるさと祭り

丹頂鶴音頭を踊る参加者

58 ●
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ロ
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
青

愛
護
会
で
は
ひ
な
の
誕
生
に
よ
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

（
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
）
を
八
名
受

け
入
れ

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
に
携
わ

っ
て
も
ら
う
。

□
体
験
文
　
愛
護
会
々
員
　
福
田
晋
治
さ
ん
（大
阪
府
）

私
は
今
夏

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
そ
し
て
楽
し

い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
と

の
出
会
い
は
学
生
時
代
に
旅
行
で
訪
れ
た
十
数
年

前
の
こ
と
。
釧
路
湿
原
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
い
て
い
た

時

一
羽
の
丹
頂
が
頭
の
上
を
飛
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

青
空
を
背
景
に
悠
々
と
飛
ん
で
い
た

っ
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
姿
が
印
象
的
で
、
以
来
毎
冬
ご
と
に
釧
路
を

訪
れ
、
写
真
の
対
象
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
そ
の
も
の
に

な
り
深
く
興
味
を
持
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
愛
護
会
の
会
報
、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

飼
育
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
こ
と

を
知
り
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
阪

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
す
る
私
に
と

つ
て
参
加

で
き
る
の
は
十
日
程
度
。
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
て
最
初
に
驚
い
た
の
は
ヒ
ナ
に
携

わ
る
仕
事
を
す
る
都
度
行
う
手
や
靴
の
消
毒
、　
エ

サ
や
糞
の
計
量
、
そ
の
他
に
も
ヒ
ナ
を
人
に
慣
ら

さ
な
い
為
の
気
配
り
な
ど
、
こ
ま
ご
ま
し
た
作
業

が
多
い
こ
と
で
し
た
。
初
日
か
ら

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

を
着
て
ヒ
ナ
と

一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
も
驚
き
で
し
た
。
短
期
間
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

来
て
直
接
ヒ
ナ
と
関
わ
る
仕
事
は
嬉
し
い
反
面
、

緊
張
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
歩
く
自
分
の
後

ろ
を
ト

コ
ト

コ
と
つ
い
て
来
た
り
、
パ
ペ
ッ
ト
の

先
を

つ
つ
い
て
エ
サ
を
ね
だ
る
ヒ
ナ
の
姿
を
見
る

と
す
べ
て
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
し
た
。
や
が

て
ヒ
ナ
の
様
子
を
観
察
で
き
る
余
裕
を
も
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
二
羽
の
ヒ
ナ

の
個
性
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
愛
着
が
わ

く
と
同
時
に
ヒ
ナ
の
行
動
に
対
す
る
疑
間
や
、
自

分

の
動
作
に

つ
い
て
の
不
安
も
感
じ
ま
す
。
本
当

に
奥

の
深
い
、
難
し
い
仕
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。

十
日
間
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
や
他

の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
方
た
ち
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

二
羽
の
ヒ
ナ

が
元
気
に
成
長
し
野
生
生
活
に
順
応
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　

　

（八
月
十
八
日
）

□
見

て
、
聞

い
て
、
体
験
し
て

タ

ン
チ

ョ
ウ

の
Ｆ
育
て
を
知
る
＝
観
察
会

「ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
子

育

て
を
知
り
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
と
そ
の
く
ら
し
に
関

心
を
持
た
せ
る
」

を
目
的
に
八
月

二
十

一
日
、
子

ど
も
か
ら
大
人

ま
で
十
八
名
の

参
加
者
は
、
観

察
会
に
携
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

や
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
指
導
の

も
と
元
気
に
活
動
す
る
。

〈内
容
〉
①
紙
芝
居
を
見
る
　
②

コ
ス
チ

ュ
ー
ム

を
着
て
親
の
し
ぐ
さ
を
似
る
　
Ｃ
ヒ
ナ
の
成
長
（身

長
の
伸
び
、　
エ
サ
の

一
日
の
量
等
）
　

・④
ゲ
ー
ム

（キ
ツ
ネ
に
気
を
つ
け
ろ
）

（⑤
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育

て
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
見
る
　
（八
月
三
十

一
日
）

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
発
行

す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ

・
生
き
る
に
引
き
続

き
今
年
度
は
「育
て
る
」
を
発
行
し
た
。
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
飼
育

の
様
子
が
お
り
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。

ム一ゲる

る

守

す

を

動

ナ

活

ヒ

に

ら

気

か

元

ネ

く

ツ

し

キ

楽

■

■■ ■

I

● 590

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
の
作
製
、

配
布
〈す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ
＝
育
て
る
〉

会
報
（鶴
群
）
発
行（第
二
十
五
～
四
十
号
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
そ
の
受
け
入
れ

・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
を
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
実
施

（八
名
受
け
入
れ
）

第
九
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

・
湿
原
で
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
と

そ
の
く
ら
し
紙
芝
居

第
六
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一

二
（
一
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数

一
斉
調
査
へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

第
十
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
開
催

（十
八
名
参
加
）

・
幼
鳥
の
給
餌
場
で
の
生
活
と
そ
の
観

察

・
紙
芝
居

第
十

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会

（
二
十
六
名
参
加
）

。
子
別
れ
の
お
話
と
自
立
し
た
幼
鳥
の

観
察
及
び
紙
芝
居

■

■
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会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
四
十

一
～
四
十
六
号
）

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
於
て
、
丹
頂
鶴

音
頭
を
披
露

・
協
賛

。
今
年
も
町
内
会
婦
人
部
各
位
の
協
力

を
得
て
、
盛
大
に
踊
ら
れ
た（～
２３
日
）

第
七
ロ
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一
二
八
六
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
う
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
※
阿
寒
町
で
今
冬
最
大
三
百
羽
の
越
冬

数
を
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展
開
催（～
３
月
）

・
そ
れ
ぞ
れ
が
撮
影
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
写
真
を
通
し
て
、
交
流
し
合
う
と

共
に
来
館
者

ヘ
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
を

鑑
賞
し
て
も
ら
う

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

〈応
募
数
九
十
四
点
〉

第
十
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

（三
十
三
名
参
加
）

・
給
餌
場

へ
集
ま
る
ま
で
の
旅
の
様
子

（疑
似
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
）

第
十
三
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

。
春
、
湿
原

へ
戻
る
頃
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
様
子
を
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
、
観
察

を
通
し
て
学
ぶ

口
　
給
餌
事
業
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
元
気
の
源
は
魚

阿
寒
丹
頂
の
里
で
越
冬
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数

は
年
々
増
加
中
で
、
現
在
最
大
三
百
羽
を
数
え
る

ま
で
に
至

っ
て
い
る
。

越
冬
中
の
十
月
か
ら
二
月
ま
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（デ
ン
ト

コ
ー
ン
）

と
十
二
月
か
ら
二
月

ま
で
活
魚
（ウ
グ
イ
）

を
与
え
て
い
る
。

給
餌
人
は
現
在
も

「タ
ン
チ
ョ
ウ
が
可

愛
く
て
」
と
い
う
山

崎
定
作
さ
ん
が
毎
日

続
け
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛

来
す
る
前
の
早
朝
に

デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
、

午
後
二
時
に
は
ウ
グ

翌
¨
雛

ヒ
ナ
が
死
ぬ
可
能
性

別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
約
二
割
が
、
寄

生
虫
の
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が

環
境
省
の
調
べ
で
わ
か
つ
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
卵
が
付
着
し
た
餌
を
食
べ
る
こ

と
で
感
染
し
、
弱

っ
た
成
鳥
や
ヒ
ナ
の
場
合
は
気

管
支
炎
な
ど
で
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
東
京
の
上
野

動
物
園
な
ど
飼
育
下
に
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
感
染

例
は
あ
る
が
、
野
生
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の

は
全
国
で
初
め
て
。
人
間
に
は
感
染
し
な
い
。
昨

年
二
月
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
た
三

羽
の
ヒ
ナ
が
気
管
支
炎
を
発
症
。
同
セ
ン
タ
ー
の

獣
医
師
ら
が
調
べ
た
結
果

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
に
感
染

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ヒ
ナ
は
抗
生
物
質
な
ど

の
投
与
で
回
復
し
て
い
る
。
給
餌
場
は
過
密
化
し

て
お
り

一
羽
が
感
染
す
る
こ
と
で

一
気
に
拡
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
事
態
を
重
く
見
た
環
境
省
は

専
門
家
で
協
議
す
る
。

（北
海
道
新
聞

・
１５
年
３
月
報
道
よ
り
）

□
過
密
解
消

へ
分
散
地
必
要

生
息
域
拡
大
で
電
線
接
触
、
列
車
衝
突
が
多
発

釧
路
市
動
物
園
に
け
が
や
死
が
い
で
保
護
、
収

容
さ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
１０
月
２２
日
ま
で
に
２３
羽
、

昨
年
同
期
の
２
倍
近
く
に
。
電
線
接
触
、
列
車
や

自
動
車
に
衝
突
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数
は
、
人
Ｉ
給
餌
な
ど
で
年
々

増
加
、
一
月
の
調
査
で
は
過
去
最
多

の
九
〇
八
羽
、

●
こ
の
半
世
紀
で
約
２７
倍
に
急
増
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
生
息
地
が
過
密
に
な
り
、
国
道
な
ど
人
間
の

生
活
環
境
付
近
に
生
息
域
が
拡
大
。
事
故
に
遭
う

確
率
が
高
ま

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
動
物
園
で
は
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
数
が
増
え
人
里
に
生
息
域
が
拡
大
し

て
い
る
の
が
大
き
な
原
因
と
分
析
し
て
い
る
。

（北
海
道
新
聞

・
１５
年
１０
月
報
道
よ
り
）

活魚 (ウ グイ)を与える山崎定作さん

平

成

十

五

年

度
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イ
を
与
え
て
い
る
。

魚
を
給
餌
し
て
い
る
の
は
阿
寒
の
給
餌
場
の
み

で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ウ
グ
イ
を
横
取
り
す
る

オ
ジ

ロ
ワ
シ
、
時
に
は
オ
オ
ワ
シ
や
キ
ツ
ネ
も
や
つ

て
く
る
た
め
、
こ
の
時
刻
給
餌
場
の
光
景
を
求
め

て
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

ロ
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
親
子
観
察
会
（
１６
年
３
月
７
日
）

″
ツ
ル
の
ダ
ン
ス
を
見
て
大
喜
び
″
参
加
者
１９
名

今
年
度
第
２
回
日
の
観
察
会
を
開
催
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、
「も
て
も
て
の
ツ
ル
は
ど
ん
な
ツ
ル
？
」

春
、
繁
殖
期
に
は
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
様
子
を
自

作
の
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
、
給
餌
場
で
の
実
際
の
観

察
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
時
期
Ｆ
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
ダ
ン
ス
を

盛
ん
に
披
露
し
観
察
し
た
参
加
者
を
喜
ば
せ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
理
解
と
こ
れ
か
ら
の
保
護
に
む
け

て
更
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
観
察

会
で
あ

っ
た
。

日
　
阿
寒
町
な
ど
の
給
餌
場
に
飛
来
す
る
国
の
特
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Ｆ
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会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
四
十
七
～
五
十
二
号
）

第
八
回
阿
寒
丹
頂
の
里
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

。
応
募
総
数

一
〇
三
七
通
　
阿
寒
丹
頂

の
里
で
越
冬
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
Ｐ
Ｒ

と
保
護
思
想
を
ね
ら
い
と
し
て
行
う

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
う
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
第
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

・
応
募
数

一
八
六
点

　

　

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
対

へ
の

「立
入
禁
止
」

看
板
の
設
置

（新
規

・
補
修
を
行
う
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展

（作
品
点
数
二
十
五
）

観
察
セ
ン
タ
ー
に
於
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
愛
す
る
人
々
の
写
真
を
持
ち
寄
り
展

示
し
交
流
を
行
う
　
　
　
（～
３
月
）

第
十
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ル
タ
及
び
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
体
や
生
態
を

学
ぶ

ロ
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

（委
託
業
務
）

保
護
監
視
業
務

・
ね
ぐ
ら
、
給
餌
場
周
辺
の
環

境
保
全
の
た
め
の
巡
視

・
巡
回
活
動
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
事
故
な

く
安
全
に
越
冬
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

・
ね
ぐ
ら

へ
の
立
入
り
禁
止
看
板
の
設
置

・
早
期
の
巡
視
―
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
事
故
の
有
無
、

ね
ぐ
ら
と
し
て
い
る
河
川
等
の
場
所
と
羽
数
の

確
認
、
ね
ぐ
ら

へ
立
入
る
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
の
注

意
指
導
等

（巡
視

・
巡
回
期
間
　
１２
月
１
日
～
２
月
末
日
）

２
羽
汚
染
の
拡
大
裏
付
け

農
薬

〈
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
〉

タ
ン
チ
ョ
ウ
２
羽
が
、
有
機
リ
ン
系
農
薬
の
殺

虫
剤
フ
ェ
ン
チ
オ
ン

（Ｍ
Ｐ
Ｐ
）
を
取
り
込
ん
で

急
性
中
毒
死
し
て
い
た
こ
と
が
環
境
省
な
ど
の
調

査
か
ら
分
か
つ
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
道
東
で
千
羽

ま
で
生
息
数
を
回
復
し
た
が
、
網
走
管
内
女
満
別

町
で
０２
年
１０
月
に
死
ん
だ
２
羽
の
中
毒
死
が
確
認

さ
れ
た
の
に
続
き
、
０１
年
に
鶴
居
村
で
回
収
さ
れ

た
成
鳥
と
０３
年
に
標
茶
町
で
回
収
さ
れ
た
成
鳥
か

ら
も
検
出
さ
れ
た
。

〔
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
〕
小
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培

や
牧
場
の
堆
肥
に
ウ
ジ
が
わ
く
の
を
防
ぐ
た
め
、

粉
末
や
液
状
で
散
布
す
る
。　
一
九
六
〇
年
に
登
録

さ
れ
、
特
に
鳥
に
対
す
る
毒
性
が
強
く
、
泡
を
吹

い
て
呼
吸
困
難
な
ど
で
死
ぬ
。
米
国
で
は
０４
年
、

鳥
な
ど

へ
の
影
響
が
大
き
い
と
し
て
使
用
禁
止
さ

れ
た
。

来年 3月 まで

個 性 あ ふ れ る タ ン チ ョウ 作 品

阿寒丹頂の里「鶴クイズ」第 1～ 8回

第 1回～ 8回の経過
Q lり 11日 午後 1時に阿寒丹頂の甲で確認
されるタンチ ョウの数は何羽でしょうか。

『
阿
■
¨
タ
ン
チ
●
り
の
写
口
を
通
し
て
い
一
”
者
た
ち
の

，
薇

″
ま

め
よ
う
・く

町
タ
ン
チ
ち
ウ
●
一
●

会

４^
日
●
美
０
澪
０

タ
ン
チ
●
ウ
■
ロ
セ
ン
タ
ー
で
一由
か
れ
て
い
る

写
〓
交
濾
晨

形
式
だ
つ
た

楽
ｆ
●
タ
ン
チ
●
ウ
の
菫
ぞ

０
「も
っ
こ
目
Ｌ
〓
，
ン́
大
を
き
，
そ

由
を
晨
示
し
二

お
，

∞
”
０
，
負
茉
ま

交
工
を
楽
し
ん
〓
はヽ
タ^
ン
チ
●ウ
イ
ラ
ス

一
卜
葬
」
螢

置

す
ｉ

写
真
交
流
展
を
開
催

一で
は
し
い
』

同^
会
）
と
い

〓
〔
資

高
層
本

タンチョウ

(毎 日新聞 )

ま
た
殺
虫
剤
中
毒
死

回・年 IE解 (羽 ) 応募総数 正解者数

1 (1998) 146 670

2 (1999) 97 1384

3 (2000) 78 1518 10

4 (2001) 183 1187

5 (2002) 161 1110

6 (2003) 247 1161

7 (2004) 133 1286

117 1037

― ― ― ―
―● 61●― ―

―
― ―

― ― ― _____

12    12    12    12

Ｒ

）

湖
辞
卸
「気
軽
に
応
募
を
」

油
●響̈

ッ
タ
ー
チ
，
ン
ス
で
撮

っ

”
し
て
い
●
ヽ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
て
る
．

8 (2005)
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1

会
報
の
発
行

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

・
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
四

十
周
年
記
念
事
業
実
施

一
、
四
十
年
の
歩
み

「記
念
誌
の
発
行
」

二
、
四
十
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会

（於

・
阿
寒
町
公
民
館
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
殖
事
業

（給
餌
）

（～
３
月
）

第
九
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
実
施

タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
及
び
イ
ラ
ス
ト

展
の
開
催
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
事
業

（～
２
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
養
成

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
配
布

学
校
教
育
活
動

へ
の
支
援

他
団
体
の
催
し

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
調
査
保
護
連
盟
に
よ
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
生
息
調
査
の
結
果
を
発
表

〈
一
〇
〇
三
羽
確
認
〉

１

１７
年
１
月
調
査
か
ら

―

1‐

【
=コ

野生勁勒医学会

/,・

`=

´

「
綸
リ
ン
ス
の
フ
ｘ
ン
チ

オ
ン
ス
薇
虫
剤

＾
Ｍ
Ｐ
Ｐ
〉

に
よ
る
．
国
の
ヽ
別
天
然
記

念
”

・
タ
ン
チ
，
つ
の
３
性

ロ
ナ
イ
ル
【
じ
日
本
劇
員

と
似
た
ウ
イ
ル
ス
で
、

，
■

か
ら
ヽ

人
口
０
こ
晏
．

益

な
ど
，

８

人
Ｉ

の
死
着
を
“
し
て
い
一■

¨
本
国
岩
一
一“

多レ̈
静”
環
境
省
に
意
見
書

【
阿
憲
】
国
の
特
別
天
然

記
念
七
タ
ン
チ

●
ウ
の
研
究

者
ら
の

団
体

「タ
ン
チ
ョ
ウ

保
」
嘔
調
査
一
ｒ
合
ヽ
　
＾
０
３
局

吉
〓
ヽ
い
晏
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
）

腱
認
さ
れ
な
か

っ
た
が
．
冬

幸
に
人
，
与
え
た
督
，
ｉ

べ

る
‘

つ
に
な
り
、
増
え
■
き

た
。
千
羽
霙
殴
は

『
発
捩
の

な
●
か
ら
ま
う
最
低
瞑
の

の
総
国
理
を
日
自

一つ
な
ど
し

て
ｎ
べ
た
収
を
コ
え
て
，
出

し
■
ヽ
牛
意
一
Ｄ
”
澪
く

公
●
■

魔
″
Ｆ
ギ
ヽ
は
■
，
日
冬
二
回

ヽ
い
、
二
〇
０
二
年
度
に
は

九
百
八
羽
，
壺

録
す
る
な
ど

千
羽
到

４̈
は
国
， ■

」
み
ら
れ

て
い
卜
ヽ

＾ヽ
だ
、
■
の
増
加

て
通
東
か
れ
，
０
と
し
ヽ
ヽ
〓
殖

地
で
の
コ
■
を
，
‘
、
人

二

■
く
な
″
タ

ン
チ

，
ウ
に

ｎ
ｕ
¶

ム

繁
殖
地
分
散
化

今
後
の
課
題
に

道内タンチョウ生息数

中
壽
死
″
帽
次
い
で
い
０
目

日
で
、
日
本
，
生
●
「
抵
争

奎

＾
●
丼
８

，
●
蜃
）
は
お

Ｈ
、
■
９
會

員
北
力
濤
靖

‘
野
■
〓
尋

３
■
，

ａ

一露

市
）
に
、
日
栞
崚
室
澪
の
使

用
回
邊
を

求
め
う
憲
男
薇

そ
■
■
し
た
。
重
見
ヨ
は
犀

生
”

●
●
に
も
“
遺
き
れ

ヽ
こ
の
日
、
晨

審

Ｒ

Ｒ
●
ロ
ニ
酪
″
〓
ム
“
●

壺
か
、
日
３
う
の
一吊

″

薔
次
晏
に
彗

じ
ヘ

菫
Я
■
は
．
０
年
以
降
辺

内
で
■
４
羽
の
タ
ン
テ
，
ウ

が
中
毒
え
し
た
青
厳
に
、
陽

層
に
対
す
る
■
■
が
極
め
て

〓
い
日
蕪
〓
取
凛
の
優
門
が

あ
る
´
■

■
．
ロ
ス
豊
虔
瀾

●
、
‘
ブ
イ
ル
彙
を
瞑
介
す

０
蚊
の
費
生
〓
”
ぐ
勲
露
が

あ
る
ル
ト
し
て
“
労
，
ガ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

∞^
摯
３
月
）
で

池
興

す
０
■
虫
澪
”
●
の

う
ち
Ｈ
ヨ
ロ
こ
占
め
て
い

０
意
見
暉
は
、
日
，
イ
ル
演

が
Ｂ
本
で
発
●
し
た
０
●
、

ヽ
予
防
の
た
め
，
層
に
は
■

さ
れ
る
」
と
予
“
。
タ
ン
チ

●
ウ
０
と

，
■
●
”
モ
守

り
、
生
題
栞
の
か
く
■
を
”

ぐ
た
め
に
、
日
一ホ
η
■
澪
．を

Ｆ

Ｏ

な
い
苺

〓

め
ヽ

日
，
結
予
は

、
フ
ェ
ン
チ

オ
ン
の
流
踊
、
使
用
■
．
櫂

一月
の
さ
れ
方
な
ど
実
８
田
薔

一を
０
ま
え
．
”
策
を
彙
ふ
め

，

達

べ
ヽ

い
た
園
曇
者
の
態
■
．
し
，

一保
護

・
増
殖
活
動
は
．
数
の

し
．
●
如
て
〓
界
中
●
の
■

一■
■
と
い
う
曰
標
は
４
氏
し

殖
地
，
手
換
に
な

っ
て
き
た

一
た
．
●
ド
ヽ
正
事
代
摂
は

「
敗

電
機
彩
籠
一弱
Ｖ鐸
震
解

か
魯
γ
９
ヽ
ｔ
る
．　
　
　
　
　
一が
゛
贅
」
′
ｎ
饉
す
る
．

は
乃

ヽ

昨
年
度
の
理
内
て

の
壺
生
一告
静

諷

書
の
Ｅ
果

が
、
前
年
度
よ
り
五
十
三
羽

多
い
千
三
月
“
′ヽ
っ
た
″
発

表

し
一
ヽ
　
「千
羽
●
」
に
途
し

た
の
は
日
連
合
が

一
九
八
五

年
一』
●
〓

占
嘔

ｔ
て
以
来

初
め
て
．

タ
ン
チ
●
ウ
は
、
五
二
年

に
は
わ
■
マ
か
三
十

三
，
し
か

き

（豪

念

里

３

３
日
し

に
逮
し
た
重
味
を

持
つ
．
調
査
は
今
年

一
月
二
十

一

―
二
十
四
日
、
鋼
路
管
内
の

阿
寒
■
ヽ

日
用
村
な
ど
規
模

の
大
●
壼
留

壻
四
一４
て

，
■

飛
葉
し
た
●
体
の
足

ロ
ウ
ト
●
彙
し
ゝ
子

た^

も
の
に
ご
二
月
末
ま
で
ほ
か

と
っ
て
条
件
の
目
い
■
所
に

営
奥
す
る
”
も
増
え
て
い

る
．
曰
■
合
代
表
の
正
〓
雲

之
専
″署
．年

名^
重
簿
ほ

´
意
地
の
分
，
κ
り^
を

意
ぐ
広
姜
０
あ
り
、

７
羽

，

ａ

ｎ
ヽ

覆

な
ん

奈

夕
挙

ョ
３

６

・

１

に
思

尋

っ
て
０
り

い
た
い
」
と
お
―
て
い
る
．

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
一選
■
査

連
合
」

＾
代
表

・
正
●
宏
之

専
せ
■
■

名^
〓
菫
３

が

九
曰
Ｓ
●
，
ド
●
二
の
タ

ン
テ
。
●
４
〓
螢
嘔
一
〓
日
興

て
．
初
め
，
こ
一
内
の
生
思
欧

”
千
”
′
一
●
え
る
千
〓
羽
を

肥
螢
し
一
ヽ

千
羽
は
、
■
年

保
護

・
層
燿
に
取
り
０
７
ん
で

同
連
合
に
よ
る
と
．
今
回

の
日
■

で
は
、
今
体

の
う
ち

の
０
●
蓼

３
，
晟

高
の
百

一
千

二
羽
を
屁
亀

電

〓

年
目
の
幼
一嘔
｝０
の
平
場
が

唸

・
４
％
と
出
い
こ
と
な
ど

，
ら

大
●
患

，
，
な
け

一れ
０
「

増
コ
傾
向
は
働
く
と

一み
て
い
る
。
千
羽
突
姜
て
．

急
う
な
の
は
、
通
更
に
日

一

っ
て
い
る
“
殖
地

の
分
散

化
．
近
年
、Ｃ
思
や
通
鮨
、
さ

ま
き
き
あ

と
ら

，
な
ど
、

タ
ン
チ
●
ウ
に
と

っ
て
懸

彙

件
が
摯
ろ

っ
て
い
る
人
日
の

市
居
一
口
，
ヽ
で
し
員

十
る́
ケ

ー
ス
も
え
●
っ
れ
る
．
ま
た
、

■
薔
化
状
態
は
、
病
気
の
ま

ん
廷
て
ま
ケ
薇
崚
゛
や
る

可

籠
じ
も
は
ら
ん
て
い
る
．

一
　

一
方
、
増
加
に
置
一縣
し
て

い
る
綸
口
活
動
の
あ
ｎ
乃
も
・

晨
嘔
の
二
つ
。
口
連
合
の
吉
．

彙
公
●
●
務
瑯
長
は

．用
■
・

に
は
欠
か
せ
な
い
が
．
分
散

化
を
０
け
、
人
に
な
れ
さ
せ

る
要
因
に
も
な
ス
ご

″
，

レ

ン
マ
か
晨
一
っ
●
ヽ

●
コ
に
〓
瞑
を
お
い
て
き

た
タ

ン
チ
，
ウ
ゐ
薇
菫

・
■

■
壺
ワ

ら
■
．
νヽ

ィ
そ

い
く
の
か
。Ｆ
■
代
壼
は
「
例

え
ば
、
通
北
燿
方
な
ど
に
も

乗
栞
”
は
あ
る
。
そ
う
し
た

場
所
，
通
崚
の
人
が

遺^
東

の
）受
け
ュ
″ヽ

え
、^
，
，
つ

″
■
女
）の
か
．
”
政
や
研
究

■
だ
■
％
、な
く
．
鼈
崚
が

一

体
と
な
っ
て
取
ｎ
口^
Ｕ
こ
と

が
本
口

０
こ
，

そ

い
た
、

＾
肛
日
用
樹
）

〈北海道新聞掲載)
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調
査
で確認
「絶
滅
回
避
の
最
低
数
」

日
囲
剛
日
間
悧
Ш

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
今
年
も

環
境
省
は

二
十
三
日
、
利
尻
礼
文
サ

ロ
ベ
ツ

日
立
公
国
内
の
サ

ロ
ベ
ツ
原
野

（
宗
谷
管
内
豊

富
町
、
留
萌
書
内
幌
延
町
）
で
、
つ
が
い
の
タ

ン
チ

ョ
ウ
が
営
巣
し
抱
卵
し
て
い
る
の
を
昨
年

に
続
き
確
認
し
た
、
と
発
表
し
た
。
早
け
れ
ば

今
月
末
に
は

ふ
化
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

「タ
ン
チ
ョ
ウ
調
査
保
護
連
盟
・
平
成
１７
年
１
月
調
査
結
果
」

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
千
羽
突
破
は
、
あ
わ
せ
て
大
き
な

課
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
私
達
に
考

え
ら
れ
る
保
護
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サロベツ原野
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阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
会
長

士
口
　
円
　
勝
　
美

記
念
誌
編
集
委
員
長

奥
　
山
　
勝
　
男之

　
愛
護
会
事
務
局
長

司

△

●
伊 山 金 出 小

藤 崎 子 席 林

博 定 信 者 靖

通 作 治

愛
護
会
副
会
長

給
餌
人

・
小
林
　
愛
護
会
四
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
日
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
委
員
長
の
奥
山
さ
ん
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

・
奥
山

（委
員
長
）
お
忙
し
い
中
を
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
日
は
座
談
会
と
い
う
こ
と
で
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
に

残

っ
て
い
る
鶴
に
対
す
る
愛
情
の
話
を
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
小
林
　
吉
田
会
長
か
ら

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

・
吉
田

〈勝
）
　

司
会
の
小
林
さ
ん
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
今
年

は
愛
護
会
設
立
四
十
周
年
と
い
う
節
日
の
年
を
迎
え
て
、
皆
さ
ん
と
共
に

こ
の
年
を
心
か
ら
喜
び
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
四
十
周
年
記
念

の
実
行
委
員
会
を
作
る
に
あ
た
り
ま
し

て
、
皆
様
に
は
式
典
委
員
会
あ
る
い
は
ま
た
記
念
誌
委
員
会
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
で
大
変
熱
心
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
今
日
は
四
十

年
の
歩
み
を
語
る
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
思
い
出
を
語
る
と
い
う
こ
と
で

席
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
式
典
委
員
会
あ
る
い

は
ま
た
記
念
誌
の
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
様
方
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
記
念
誌
に
つ
い
て
は
伊
藤
博
通
先
生
が
こ
の

四
十
年
の
歴
史
を
綴
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
な
お
仕
事
で
は
な
い
か
と

思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
先
生
が
鶴
に
寄
せ
る
愛
情
と
い

い
ま
し
ょ
う
か
、
熱
意
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
に
よ

つ
て
本
当
に
立

派
な
記
念
誌
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
思

っ
て

お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
表
紙
を
見
た
だ
け
で
も
、
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な

本
当
に
阿
寒
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
で
大
い
に
羽
ば
た
い
て
い
る
ん
だ
と
い

う
姿
を
ま
ず
表
紙
で
現
し
て
お
り
、
賀
茂
鶴
酒
造
の
会
長
さ
ん
の
祝
辞
な

ど
は
胸
に
じ
―
ん
と
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
鶴
と
の
か
か

わ
り
、
そ
れ
か
ら
酒
造
会
社
の
社
長
さ
ん
、
ま
た
愛
護
会
と
の
か
か
わ
り
、

そ
う
い
つ
た
こ
と
を
思
い
を
寄
せ
て
綴
ら

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
の

ら
ぬ
ン
も

ゴ
須
り
、り

秒

お
ろ

● 63●

r―――¬

L」

元
阿
寒
中
学
校
職
員

大
　
山
　
　
　
昇

元
阿
寒
中
学
校
職
員

士
日
　
田
　
守
　
人

阿
寒
中
学
校
同
窓
会
長

小
　
関
　
拓
　
美

元
阿
寒
中
学
校
鶴
ク
ラ
ブ
員

鶴
　
円
　
」県
智
子

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
委
員

曽
我
部
　
不
二
子

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
委
員
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座 談 会

は
本
当
に
嬉
し
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
も
実
は
、
釧
路
支
庁
管
内
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
愛
護
会
の
三
十
周
年
記
念
誌
の
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
釧
路
の
教
育
局
長
か
ら
実
行
委
員
長
を

や

つ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
管
内
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
お
集

ま
り
を
い
た
だ
い
て
記
念
誌
を

つ
く

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の

い
ろ
い
ろ
な
吉
労
を
思
う
と
き
に
伊
藤
先
生
も
大
変
ご
苦
労
だ
な
と
思

っ

て
、
本
当
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
伊
藤
先
生
の
熱
意
に

よ

っ
て
、
立
派
な
記
念
誌
が
皆
さ
ん
方
に
配
ら
れ
、
そ
し
て
ま
た
皆
さ
ん

の
目
を
通
し
て
、
改
め
て
ま
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
に
対
す
る
思
い
を
強
め
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
ひ
と

つ
、
今
日
は
忌
憚
の
な
い
、
本
当
の
思
い

出
、
飾
り
の
な
い
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
吉
労
も
あ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
感
激
の
場
面
も
あ

つ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
つ
た
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
ひ
と

つ
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
る
こ
と
を

心
か
ら
願

っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
か
つ
て
は

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
で
あ

っ
た
小
関
君
、
あ
る
い
は
吉
田
守
人
君
に
来
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
少
年
期
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
率
直
に
申
し
上
げ
て
、
今
阿
寒
中
学
校
で
は
、
少

し
鶴
と
は
縁
遠
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
先
輩

と
し
て
、
こ
の
阿
寒
中
学
校
が
伝
統
的
に
鶴
の
愛
護
校
と
し
て
、
み
ん
な

が
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
小
林
　
そ
れ
で
は
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
伊
藤
　
元
阿
寒
中
学
校
鶴
ク
ラ
ブ
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
し
た
、
伊
藤
博

通
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
大
山
　
そ
の
伊
藤
先
生
の
次
の
担
当
、
鶴
ク
ラ
ブ
の
大
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
小
関
　
当
時
伊
藤
先
生
の
活
躍
な
さ

っ
て
い
た
こ
ろ
、
昭
和
三
十
七
年
度

の
鶴
ク
ラ
プ
の
会
長
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
、
小
関
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。

・
吉
田

〈守
）
　

同
じ
く
同
級
生
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
鶴
ク
ラ
ブ
員

で
は
な
く
て
、
生
徒
会
の
副
会
長
を
や
っ
て
い
ま
し
た
、
吉
田
で
ご
ざ
い

ま
す
。

・
山
崎
　
山
崎
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

・
金
子
　
上
阿
寒
、
俗
に
言
う
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
の
金
子
で
す
。

・
鶴
田
　
鶴
の
か
か
わ
り
に
私
は
そ
ん
な
に
か
か
わ

っ

て
い
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
亡

く
な

っ
た
妹
た
ち
の
ほ
う
が
よ
く
か
か
わ

っ
て
い
た

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
い
ま
の
と
こ
ろ
丹
頂
鶴
音

頭
の
普
及
に
ち
ょ
つ
と
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
鶴
田

で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

・
曽
我
部
　
私
も
丹
頂
鶴
音
頭
で
始
め
か
ら
と
い
う
か
、
初
回
か
ら
携
わ

っ

て
お
り
ま
す
、
曽
我
部
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
奥
山
　
今
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
会
の
四
十
年
の
節
日
と
い
う
こ
と
で
、
記

念
式
典
、
そ
れ
か
ら
記
念
誌
を
作
製
し
よ
う
と
い
う
盛
り
上
が
り
の
中
で

会
長
さ
ん
か
ら
記
念
誌
の
委
員
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、
奥
山
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
小
林
　
こ
れ
か
ら
約

一
時
間
の
予
定
で
、
お
の
お
の
の
方
々
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
携
わ

っ
て
き
た
こ
と
や
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
係
わ

っ
て

の
地
域
づ
く
り
、
そ
ん
な
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

ま
ず
会
長
さ
ん
か
ら
、
愛
護
会
の
設
立
の
頃
と
か
、
そ
れ
か
ら

一
番
の
思

い
出
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

・
吉
田

（勝
）
　

な
ぜ
私
が
ツ
ル
愛
護
会
の
会
長
に
な

っ
た
か
、
ど
う
い
う

関
係
で
、
ど
ん
な
縁
で
鶴
の
係
わ
り
を
も

っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
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●阿寒町タンチョウ持愛議会

す
け
れ
ど
も
、
当
時
私
は
阿
寒
町
の
社
会
教
育
委
員
長
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
か
、　
マ
リ
モ
な
ど
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
の
所
管

だ

つ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
だ
ん
だ
ん

増
え
そ
う
だ
け
れ
ど
も
増
え
な
い
、
こ
れ
か
ら
管
内
あ
げ
て
管
内
と
い
う

よ
り
全
道
あ
げ
て
、
保
護
活
動
に
務
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
だ

っ
た
の
で
す
が
、
た
だ
そ
れ
は
声
ば
か
り
で
、
実
際
に
活
動
す
る
実

態
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
私
は
、
当
時
釧
路
の
支

庁
長
の
と
こ
ろ

へ
行

っ
て
、
「ど
う
だ
い
支
庁
長
さ
ん
、
あ
な
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
の
保
護
会
長
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
ご
存
知
で
す
か
。
」
「私
が

で
す
か
。
」
「私
が
で
す
か
、　
っ
て
あ
な
た
で
す
よ
。
」
「そ
れ
は
知
り
ま
せ

ん
。
」
そ
れ
を
聞
い
て
が
っ
か
り
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
度
私
が
町
内
の
社
会
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
ま

た
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
方
、
町
行
政
と
は
か
り
ま
し
て
、
ぜ
ひ
ひ
と

つ

地
元
の
み
ん
な
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
し
て
行
こ
う
と
。
し
か
し
会
を

つ

く
る
に
あ
た

つ
て
、
保
護
と
い
う
字
は
建
造
物
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
生
き

て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
動
物
に
は
保
護
で
は
な
く
て
、
愛
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
会
の
名
称
も
保
護
会
で
は
な
く
て

（釧
路

支
庁
の
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
会
で
し
た
け
れ
ど
も
）
阿
寒
町
と
し
て
は
タ

ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
い
う
も
の
を

つ
く

っ
て
今
日
に
至

っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
本
当
に
地
域
の
人
々
、
あ
る
い
は
ま
た
町
民
上
げ
て
い
ろ
い
ろ

と
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
、
四
十
年
と
い
う
こ
の
節
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
会
長
と
し
て
非
常
に
う
れ
し
く
思

っ
て
い
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
私
が
今
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
四
十
五
歳
の

時
で
あ
り
ま
す
。
今
八
十
五
歳
で
す
か
ら
、
よ
く
こ
ん
な
に
な
が
い
こ
と

皆
さ
ん
に
お
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
改
め

て
四
十
年
の
節
日
を
迎
え
る
に
あ
た

つ
て
、
感
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

小
林
　
次
に
愛
護
会
の
設
立
前
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
中
学
時
代
、
当

時
の
回
想
を
小
関
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
小
関
　
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
先
輩
達
の
姿
を
見
ま
し
て
、
私
の
生
家
は

昔
は
畑
作
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
餌
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
翌

年
の
種
の
た
め
に
と
つ
て
お
い
た
親
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
か
す
め
て
は
鶴

に
与
え
た
り
、
ま
た
中
学
校
の
頃
の
記
念
誌
に
も
出
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
昭
和
三
十
七
年
の
年
に
は
、
自
転
車
で
自
分
で
ド
ウ

（び
ん
ど
う

。

魚
を
捕
獲
す
る
用
具
）
で
獲

っ
た
ウ
グ
イ
を
自
転
車
の
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

当
時
の
鶴
公
園
の
名
園
長
で
ご
ざ
い
ま
し
た
高
橋
さ
ん
に
届
け
た
記
憶
と

か
、
四
十
年
の
歳
月
と
い
う
の
は
い
か
に
早
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
ら
は
ま
た
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。　
一
時
期
街
が
急
に
開

け
ま
し
て
、
今
現
在
の
阿
寒
町
役
場
の
裏
に
も
常
時
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
は
冬

に
な
り
ま
す
と
い
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
鶴
の
住
む
場
所
自

体
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
後
輩
達
が
新
聞
に
も
出
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
と
う
き
び
の
栽
培
と

か
、
ま
た
冬
に
な
り
ま
し
た
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ニ
オ
を
た
て
て
、
鶴
を
呼

び
寄
せ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
観
察
行
為
等
を
頑
張
っ
て
い
る
な
あ
と
。
そ

れ
ら
を
見
て
い
ま
す
と
、
自
分
の
若
か
り
し
頃
を
思
い
出
し
、
気
持
ち
も

ま
た
若
返
っ
て
、
末
永
く
愛
護
の
精
神
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

・
小
林
　
吉
田
守
人
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
中
学
時
代
を
合
め
て
地
域
お
こ
し

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
中
か
ら

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
吉
田

〈
守
）
　

中
学
校
時
代
で

一
番
覚
え
て
い
る
の

は
、
今
話
さ
れ
た
小
関
君
が
勉
強
し
な
い
で
鶴
の
絵

を
毎
日
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。
彼
は
あ
の
当
時
鶴

博
十
と
呼
ば
れ
て
、
我
々
は
そ
う
呼
ん
で
い
た
。
そ

れ
く
ら
い
夢
中
に
な

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
僕
の
頭
の
中
に
ず

つ
と

あ
る
の
で
す
。
商
工
青
年
部
で
始
ま

つ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
結
婚
式
そ
れ
か
ら
若
い
人
た
ち
の
盛
り
上
が
り
を
う
ま
く
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利
用
し
て
や

っ
た
人
文
字

コ
ン
テ
ス
ト
。
こ
れ
な
ん
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
鶴
の
ま
ち
で
す
か
ら
鶴
を
題
材
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
常
に
頭
に
お
き
な
が
ら
や

つ
て
い
た
と
い
う
の
が
印
象
的
だ

っ

た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
中
学
校
の
五
十
周
年
の
と
き
に
、
先
ほ
ど
会
長
が

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
先
生
方
が
変
わ

っ
て
し
ま

つ
て
、
中
学

校
に
資
料
が
ま

っ
た
く
な
い
わ
け
で
す
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
や

つ
て
き

た
歴
史
が
ち
や
ん
と
伝
わ

っ
て
い
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
五
十
周
年
の
と

き
に
子
供
た
ち
に
も
う

一
度
伝
え
な
お
そ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま

っ
た
こ

と
で
、
次
の
年
で
し
た
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ニ
オ
を
造

っ
て
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
鶴
が
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
か
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
す
。

小
林
　
そ
れ
で
は
次
に
大
山
さ
ん
か
ら
中
学
校
勤
務
時
代
の
こ
と
を
。

。
大
山
　
私
が
中
学
校
に
勤
め
た
と
き
に
、
す
で
に
伊

藤
先
生
が
鶴
ク
ラ
ブ
を
担
当
し
て
ま
し
た
。
私
の
印

象
で
は
と
に
か
く
鶴
に
対
す
る
情
熱
は
た
い
し
た
も

ん
だ
な
、
そ
う
い
う
印
象
で
し
た
。
だ
け
ど
当
時
の

中
学
生
は
勉
強
そ
の
も
の
よ
り
部
活
の
ほ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
て

い
た
よ
う
な
時
代
だ

っ
た
。
五
十
分
間
の
授
業
が
終
わ

っ
た
ら
外
に
飛
び

出
し
て
、
昼
休
み
な
ん
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
場
所
を
取
り
な
が
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
や
つ
て
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
回

っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
時
代

で
す
。
授
業
が
三
時
頃
終
わ

っ
た
ら
卓
球
だ
と
か
野
球
だ
と
か
い
ろ
ん
な

部
活
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
て
い
た
時
代
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
た

ま
た
ま
鶴
ク
ラ
ブ
と
い
う
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
ま
た
他
に
は
な
い

貴
重
な
鶴
に
対
す
る
愛
護
で
す
ね
、
そ
の
気
持
ち
を
伊
藤
先
生
を
中
心
に

し
て

一
生
懸
命
活
動
し
て
い
た
。
鶴
と
い
っ
た
ら
阿
寒
中
学
校
に
行

っ
た

ら
な
ん
で
も
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
写
真
家
や
、
林
田
恒
夫
さ
ん

も
鶴
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
に
来
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
く

ら
い
の
当
時
の
阿
寒
中
学
校
は
有
名
で
し
た
。
私
は
特
に
写
真
関
係
が
好

き
だ
と
い
う
こ
と
で
趣
味
で
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
伊
藤
先
生
は
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
ソ
フ
ト
面
、
私
は
ハ
ー
ド
の
ほ
う
の
写
真
で
二
人
で
コ
ン

ビ
で
や
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
大
井
校
長
先
生
、

鶴
ク
ラ
ブ
発
祥
の
。
大
井
校
長
先
生
が
当
時
休
職
し
ま
し
て
病
院
に
い
て
、

私
が
来
る
と
大
井
校
長
先
生
は
病
床
に
い
て
も
鶴
の
こ
と
を
心
が
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
大
変
印
象
深
い
で
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
の
成
長
を
阿
寒
中

学
校
に
残
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
、
伊
藤
先
生
共
々
そ
う
い
う

感
じ
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

・
小
林
　
そ
れ
で
は
そ
の
中
心
に
な
っ
た
伊
藤
先
生
、鶴
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
中
学
校
の
事
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
伊
藤
　
五
十
年
前
に
阿
寒
町
の
阿
寒
小
学
校
に
赴
任
し
た
と
き
に
、
今
日

お
見
え
の
鶴
田
さ
ん
の
弟
さ
ん
、
佑

一
君
を
担
任
い
た
し
ま
し
た
。
阿
寒

は
本
当
に
仏
法
僧
ま
で
鳴
く
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

ば
ら
し
い
と
こ
ろ
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
な
、
と
思
っ
て
阿
寒
小
学

校
の
時
か
ら
子
供
た
ち
を
教
え
る
傍
ら

一
緒
に
近
く
の
林

へ
行

っ
て
鳥
を

見
た
り
、
鳥
の
声
を
聞
い
た
り
し
て
小
学
校
で
五
年
を
過
ご
し
、
阿
寒
中

学
校

へ
行
き
ま
し
た
。
阿
寒
中
学
校
で
は
美
術
を
担
当
す
る
他
に
理
科
と

か
技
術
と
か
さ
ま
ざ
ま
持
ち
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
担
任
す
る
美
術
に
郷
土

の
ほ
こ
り
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
描
か
せ
て
、
子
供
た
ち
に
す
ば
ら
し
い
故
郷

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
た
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
や
は
り
そ
れ
は
親
達

が
鶴
に
対
し
て
非
常
に
愛
深
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
ど
こ
さ
ん
の
鶴
と
い
う

ふ
う
に
い
っ
て
い
て
、
山
崎
定
次
郎
さ
ん
の
お
宅
に

一
番
鶴
が
集
ま
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
じ
い
ち
や
ん
が
毎
日
来
る
鶴
に
餌
を

あ
た
え
本
当
に
子
供
の
よ
う
に
し
て
育
ん
で
お
ら
れ
た
り
、
結
局
そ
れ
が

今
日
の
丹
頂
の
里
を
形
成
し
て
い
つ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

ふ
う
に
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
他
た
く
さ
ん

の
方
々
が
給
餌
を
個
人
で
も
や
つ
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
鶴
た
ち
は
阿
寒
が

自
分
達
の
住
み
や
す
い
場
所
と
し
て
毎
年
来
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
鶴
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ク
ラ
ブ
は
大
井
先
生
が
発
足
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
井
先
生
の
あ
と
の

一
戸
先
生
が
後
の
仕
事
を
実
践
な
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
ま
と
め
て
鶴
の
日

記
と
い
う
か
た
ち
で
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
れ
が
ま
ず
テ
キ

ス
ト
で
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
で
す
ね
、
阿
寒
が
冷
夏
で
作
物
が
な
ら

な
く
て
餌
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
と
き
鶴
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち

は
鶴
の
身
に
な

っ
て
、
餌
を
持

っ
て
給
餌
に
行

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
耳
に
届
い
て
、
鶴
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
鶴
ク

ラ
ブ
の
子
供
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
昭
和
三
十
九
年
の

一
月
八
日
に

「
こ
ち

ら
ワ
ン
パ
ク
テ
レ
ビ
局
」
と
い
う
子
供
向
け
の
番
組
で
放
送
し
て
く
れ
た

わ
け
で
す
。
こ
れ
が
大
変
な
反
響
を
呼
ん
で
私
が
阿
寒
中
学
校
を
退
任
し

た
あ
と
も
大
山
先
生
は
そ
の
方
々
の
対
応
に
あ
た

っ
て
く
だ
さ

っ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
餌
も
物
置
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
だ
し
、
そ
れ
か
ら

大
変
な
お
金
を
学
校
で
預
か
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
こ
れ
は
当
時
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
で
も
あ
り
ま
し
た
吉
田
さ
ん
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

ご
相
談
し
た
ら
い
ろ
い
ろ
現
状
を
お
聞
き
い
た
だ
い
て
、
さ

っ
そ
く
教
育

委
員
会
の
当
時
の
社
会
教
育
課
長
の
藤
沢
さ
ん
が
本
当
に
社
会
教
育
に
熱

心
な
方
で
、
委
員
長
の
吉
田
さ
ん
か
ら
の
お
話
を
聞
い
て
、
「わ
か
り
ま
し

た
。
委
員
会
と
し
て
も
こ
れ
に
重
点
的
に
取
り
組
む
体
制
を
と
り
ま
し
ょ

う
ピ

と
い
う
こ
と
で
地
元
の
方
々
と
お
話
を
し
て
出
来
た
の
が
、
こ
の
愛

護
会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
会
長
さ
ん
の
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
感

無
量
な
こ
の
四
十
年
の
歳
月
だ

っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

・
小
林
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
鶴
が
可
愛

い
、
可
愛
い
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
い
う
鶴
を
愛
す
る
山
崎
定
作
さ
ん
か
ら
お
じ
い
さ
ん
の
頃

か
ら
の
思
い
出
と
今
の
携
わ

っ
て
い
る
仕
事
関
係
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

・
山
崎
　
私
の
所
は
父
が
初
め
て
給
餌
し
て
鶴
が
集
ま

っ

た
場
所
な
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
若
い
う
ち
は
山
仕

事
に
行

っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
朝
早
く
出
て
夜

帰

っ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
鶴
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

状
態
で
い
た
の
で
す
け
ど
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
給
餌
し
て
ま
す
父
が
体

を
悪
く
し
ま
し
て
そ
の
時
に
変
わ

っ
て
そ
れ
か
ら
愛
護
会
の
ほ
う
の
役
員

も
引
き
受
け
て
や

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
に
阿
寒
町
の
観
察
セ
ン

タ
ー
が
で
き
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
ず

つ
と
い
る
の
で
す
け
ど
、
昔
は
本
州

か
ら
来
る
カ
メ
ラ
マ
ン
達
が
鶴
の
ね
ぐ
ら
あ
ら
し
に
入
り
困

っ
た
時
代
が

あ

っ
た
の
で
す
、
朝
回

っ
て
行

っ
て
、
午
後
か
ら
同
じ
こ
と
を
や

つ
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
そ
の
面
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。
一
時
川
も
凍

っ
て
し
ま

っ

て
、
山
下
さ
ん
の
ブ
ル
を
持
ら

て
き
て
水
割
を
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
や

つ

ぱ
り
自
然
に
は
勝
て
な
い
、
こ
の
ご
ろ
そ
う
い
う
こ
と
も
な
い
し
、
来
る

人
も
大
変

マ
ナ
ー
が
良
く
な

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
監
視
の
ほ
う
も
楽
に

な
り
ま
し
た
。
観
察
セ
ン
タ
ー
に
い
る
こ
と
に
よ

つ
て
皇
族
の
方
々
と
も

お
会
い
で
き
ま
し
た
し
、
光
栄
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
本
州
か
ら

カ
メ
ラ
を
持

っ
て
、
「ま
た
来
た
よ
」
と
来
て
く
れ
る
人
も
い
る
の
で
嬉
し

い
で
す
。
餌
は
切
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
雪
が
降
ろ
う
が
な
ん

だ
ろ
う
が
毎
日
そ
れ
だ
け
は
か
か
さ
ず
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

そ
れ
だ
け
は
や

っ
て
い
ま
す
。

・
小
林
　
元
気
に
や

つ
て
い
ま
す
も
の
ね
。
金
子
さ
ん
、
丹
頂
の
里
あ
た
り

で
川
が
全
面
結
氷
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

・
金
子
　
ま
ず
最
初
に
私
が
上
阿
寒
の
住
民
に
な

っ
て
家
庭
を
も

っ
た
の
が

昭
和
三
十
三
年
な
ん
で
す
。
そ
の
頃
の
阿
寒
の
農
業
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
、

と
い
う
と
俗
に
言
う
雑
穀
地
帯
、
大
豆
、
小
豆
、
そ
ば
、
麦
、
燕
麦
、
こ

う
い
っ
た
も
の
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
昭
和
三
十
五
、
六
年
こ
ろ

だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
私
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
は
知
ら
ず

す
ご
く
大
き
い
鳥
が
飛
ん
で
き
た
の
で
す
ね
、
そ
し
て
私
の
好
き
な
色
な

ん
で
す
ね
、
白
と
黒
。
そ
し
て
空
を
飛
ん
で
き
た
。
あ

つ
、
こ
れ
が
鶴
な

ん
だ
、
あ
の
大
き
な
鳥
が
自
由
自
在
に
大
空
を
飛
び
回
る
な
ん
て
な
ん
と

す
ば
ら
し
い
こ
と
な
の
か
、
こ
れ
で
鶴
の
と
り
こ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
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座 ま 会

で
す
よ
。
四
十
年
前
で
す
。
そ
の
こ
ろ
上
阿
寒
の
人
た
ち
は
ど
う
だ

っ
た

の
か
、
と
い
う
と
当
時
鶴
も
飛
来
す
る
よ
う
に
な

っ
て
十
羽
か
ら
二
十
羽

く
ら
い
で
し
た
か
、
上
阿
寒
の
農
家
の
ひ
と
た
ち
は
十
月
に
も
な
る
と
収

穫
時
期
、
鶴
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ
れ
で
そ
ば
や
い
な
キ
ビ
、
麦
を
鶴

が
食
べ
て
い
る
の
で
す
。
せ

っ
か
く
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
も
の
を
鶴
に

食
べ
ら
れ
る
の
で
鶴
を
追
い
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
追
え
な
い
の
で
す
よ
、

な
ぜ
追
え
な
い
か
と
言
う
と
理
由
は
他
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
鶴
か
わ
い
さ

よ
り
も
作
物
が
可
愛
か
っ
た
の
で
す
。
大
豆
、
小
豆
は
十
月
に
な
り
ま
す

と
実
が
ば

っ
ち
り
入

っ
て
天
気
の
良
い
日
に
鶴
が
豆
の
畑
を
歩
き
、
さ
や

に
触
れ
る
と
豆
が
ひ
と
り
で
は
じ
け
て
実
が
こ
ぼ
れ
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
鶴
を
追

っ
た
も
の
な
ら
鶴
が
飛
び
立

つ
た
め
に
走
り
ま
す
よ
ね
。
で
す

か
ら
大
豆
が
割
れ
て
畑
が
黄
色
く
な
る
、
小
豆
の
さ
や
が
は
じ
け
て
赤
く

な
る
、
だ
か
ら
鶴
を
追
え
な
い
、
じ
っ
と
が
ま
ん
し
て
鶴
を
見
守

っ
て
い

た
、
で
す
か
ら
鶴
は
人
を
見
る
目
が
あ

っ
て
も
の
を
言
わ
な
い
け
れ
ど
、

ど
こ
の
人
が
優
し
い
か
、
ど
こ
の
人
が
危
険
か
は
そ
れ
で
心
得
て
い
た
ん

で
す
ね
。
で
す
か
ら
畑
に
来
て
も
鶴
を
追
え
な
い
。
育
て
た
作
物
を
鶴
に

食
べ
ら
れ
て
も
追
え
な
い
で
我
慢
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち

一
年
、
二
年
た

つ
と
子
鶴
を
連
れ
て
く
る
。
「あ

っ
、
あ
れ
は
お
れ
の
と
こ
ろ
の
鶴
よ
。
」
「
い

や
あ
れ
は
私
の
う
ち
の
鶴
だ
よ
ピ
そ
う
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
自
然
と
鶴
に

対
し
て
愛
情
が
わ
い
て
き
た
ん
で
す
。
そ
し
て
と
う
も
ろ
こ
し
は

一
番
遅

い
時
期
に
収
穫
す
る
の
で
す
。
そ
ば
類
と
か
燕
麦
と
か
豆
類
が
終
わ

っ
て

か
ら
、
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
と
う
き
び
も

一
番
先

に
な

っ
た
の
が
裏
に
ば

つ
ち
り
実
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
、
二
番
に
な

る
と
実
入
り
が
悪
い
し
、
と
う
き
び
自
体
も
三
セ
ン
チ
か
五
セ
ン
チ
小
さ

い
の
で
す
よ
。
そ
う
い
う
と
う
き
び
は
殻
に
つ
い
た
ま
ま
畑
に
ニ
オ
に
し

て
置
い
て
お
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
鶴
は
厳
寒
期
に
と
う
き
び
の
殻
を

つ

つ
い
て
収
穫
し
残
し
た
の
を
食
べ
る
。
そ
の
こ
ろ
た
ま
た
ま
山
崎
さ
ん
の

先
代
も
鶴
に
給
餌
を
し
て
い
た
。
今
の
観
察
セ
ン
タ
ー
、
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
下
は
二
十

一
線
か
ら
上
、
上
の
ほ
う
は
二
十
五
線
か
ら
下
、

だ
い
た
い
こ
の
辺
が
鶴
の
日
常
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
鶴
か
ら
見
る
と

お
そ
ら
く
安
全
地
帯
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
地
域
の
人
た
ち
は
先
ほ
ど

私
が
言

っ
た
よ
う
な
感
覚
で
鶴
に
愛
情
を
持
ち
鶴
を
見
守

っ
て
い
る
、
そ

れ
を
鶴
が
充
分
承
知
し
て
い
る
も

の
で
す
か
ら
安
心
し
て
い
る
の
で
す
。

も
う
す
で
に
そ
の
人
た
ち
は
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
名
前
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
ま
ず

一
番
先
に
鶴
の
と
り
こ
に
な

っ
た
の
が
松
橋
弘
義
さ
ん
、

川
田
二
良
さ
ん
、
そ
し
て
国
際
鶴
セ
ン
タ
ー
辺
り
の
推
名
源
作
さ
ん
、
今

の
道
の
駅
付
近
に
い
た
の
が
石
橋
門
盛
さ
ん
、
今
の
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

の
前
あ
た
り
が
私
の
畑
だ

っ
た
。
で
す
か
ら
と
う
き
び
殻
を
置
い
て
お
く

ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
に
鶴
が
群
が
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
と
下
の
ほ
う

へ
行

き
ま
す
と
坂
本
与
作
さ
ん
、
木
村
七
郎
さ
ん
、
原
博
さ
ん
は
健
在
で
す
ね
、

そ
う
い
う
人
方
が
手
塩
に
か
け
た
雑
穀
を
我
慢
し
て
鶴
を
追
わ
な
い
で
見

守

っ
た
。
そ
れ
が
あ
の
地
に
定
着
す
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
よ
。
で
す

か
ら
も
し
あ
の
こ
ろ
、
あ
の
と
き
今
名
前
を
あ
げ
た
地
域
の
大
方
が
鶴
を

追
い
払

っ
て
い
た
ら
、
今
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
な
。
こ
う
考
え
る
と
、

私
も
時
折
役
員
会
そ
の
他
で
話
す
の
で
す
が
、
や
は
り
地
域
の
人
た
ち
が

自
分
の
子
供
の
よ
う
に
鶴
を
見
守

つ
て
き
た
。
そ
れ
が
現
在
の
阿
寒
の
鶴

で
は
な
い
の
か
な
。
も
ち
ろ
ん
愛
護
会
の
吉
国
会
長
さ
ん
、
そ
し
て
鶴
に

給
餌
を
し
た
先
代
の
山
崎
さ
ん
、
こ
う
い
っ
た
方
々
の
ご
努
力
も
非
常
に

大
き
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
負
け
ず
劣
ら
ず
地
域
の
方
々
の
善
意
、
そ
れ

が
今
日
の
鶴
な
の
か
な
、
と
こ
ん
な
ふ
う
に
思

っ
て
い
ま
す
。

・
小
林
　
そ
れ
で
は
鶴
に
実
際
に
携
わ

つ
て
き
た
方
々
か
ら
ち
ょ
つ
と
離
れ

て
、
鶴
田
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

・
鶴
田
　
私
は
今

の
家
よ
り
も
も
う
ち
ょ
っ
と
向
こ
う
側
に
建

っ
て
い
た
古

い
家
の
と
き
の
昭
和
二
十
七
年
く
ら
い
、
高
校
二
年
生
で
し
た
よ
。
あ
の

こ
ろ
は
夕
方
に
な
る
と
我
が
家
の
庭
の
雑
木
林
の
所
に
鶴
が
二
羽
必
ず
降

り
て
き
て
遊
ん
で
、
何
か
を
食
べ
て
い
る
の
か
な
、
な
に
か
わ
か
ら
な
い
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け
ど
、
そ
れ
が
窓
か
ら
い
つ
も
見
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
羽

音
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
屋
根
を
越
え
て
、
飛
び
立

っ
て
い
く
あ
れ
が

な
ん
と
も
い
え
な
い
、
い
い
心
地
で
私
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
。
高
校
二

年
生
く
ら
い
の
と
き
に
、
こ
う
い
う
の
っ
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
こ

ど
も
心
に
も
い
い
な
、
と
い
う
感
じ
で
見
た
り
、
羽
の
音
を
聞
い
た
り
し

て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
少
し
た

っ
た
ら
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ

さ
い
な
く
な

っ
て
、
全
然
ま
ち
の
中
に
は
鶴
が
来
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た

ね
、
私
東
京

へ
嫁
い
で
帰

っ
て
き
て
、
う
ち
の
娘
が
ち
ょ
う
ど
中
学
二
年

生
の
と
き
に
、
鶴
公
園
の
裏
の
と
こ
ろ
に
道
路
が
あ
り
ま
す
で
し
よ
。
あ

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
通
り
ま
し
た
ら
、
二
羽
の
鶴
が
舞

い
降
り
て
き
て
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
舞
を
踊
り
出
し
た
ん
で
す
。
私
は
動
け
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
て
車
を
止
め
て
、
そ
し
た
ら
う
ち
の
娘
が
そ
れ
を
見
て
い
て
、
も
の
す

ご
く
感
激
し
て
北
海
道
も
こ
こ
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
ね
と
、
そ
れ
は

感
激
し
た
記
憶
が
あ
る
ん
で
す
。
本
当
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
自
然
の
形
で
目

の
前
で
飛
ぶ
の
で
も
な
け
れ
ば
、
歩
く
の
で
も
な
い
よ
う
な
二
羽
で
舞

っ

て
い
る
姿
と
い
う
の
は
本
当
に
優
雅
で
、
今
で
も
う
ち
の
娘
は
あ
の
と
き

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
、
あ
れ
は
贅
沢
な
ひ
と
と
き
だ

っ
た
わ
ね
、
と

言

っ
て
阿
寒
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
を
見
た
事
に
都
会
育
ち
の
娘
で
し
た
か
ら
、

な
お
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・
小
林
　
そ
れ
で
は
曽
我
部
さ
ん
、
郷
土
芸
能
と
し
て
定
着
し
て
い
る
丹
頂

鶴
音
頭
の
想
い
な
ど
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
合
め
な
が
ら
。

・
曽
我
部
　
私
達
は
愛
護
の
ほ
う
で
は
な
く
、
鶴
音
頭
。

い
つ
だ

っ
た
か
記
憶
に
な
い
の
で
す
が
、
い
つ
丹
頂

鶴
音
頭
を

つ
く

つ
た
ん
で
し
た

っ
け
。
昭
和
四
卜
五
、

六
年
で
し
た
か
。

・
吉
田

（勝
）
　

音
頭
の
話
を
少
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の

保
護
思
想
と
い
う
も
の
を
地
域
住
民
に
定
着
さ
せ
た
い
と
、
何
か
形
の
あ

る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
郷
上
の
芸
能
と
し
て
定
着
す
る
よ
う

に
、
ま
た
み
ん
な
が
歌

っ
た
り
、
踊

っ
た
り
し
て
そ
し
て
鶴
に
思
い
を
よ

せ
る
と
い
う
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
丹
頂
鶴
音
頭
の
作
詞
を
藤
田

印
刷
の
社
長
、
藤
田
久
さ
ん
に
依
頼
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
作
曲
は

「
こ

こ
に
幸
あ
れ
」
の
飯
田
三
郎
さ
ん
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
あ
の
飯
田
二
郎

さ
ん
の
家
に
東
京
ま
で
行

っ
て
お
願
い
を
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
今
度

は
振
り
付
け
は
、
八
浪
の
お
か
み
の
花
柳
徳
保
さ
ん
に
お
願
い
を
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
と
き
は
率
直
な
話
、
私
は
自
費
で
全
部
行

っ
て
き
ま

し
た
。
飯
田
三
郎
さ
ん
に
お
願
い
し
て
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
て
。
そ
し

て
音
頭
の
作
曲
が
出
来
た
と
飯
田
三
郎
先
生
か
ら
話
が
あ

っ
た
の
で
、
当

時
の
社
会
教
育
課
長
の
藤
沢
君
と
、
そ
れ
か
ら
教
育
長
の
佐
藤
八
夫
さ
ん

を
連
れ
て
八
浪
に
行

っ
た
の
で
す
。
ど
う
す
る
こ
う
す
る
と
音
頭
を
聞
き

な
が
ら
振
り
付
け
を
ど
う
す
る
か
、
そ
の
時
に
飯
田
三
郎
先
生
が

「私
は

長
い
こ
と
作
曲
生
活
を
し
て
い
る
け
れ
ど
こ
う
い
う
こ
と
は
後
に
も
先
に

も
な
い
で
す
、
製
作
依
頼
者
、
作
詞
者
、
作
曲
者
、
振
り
付
け
と
四
者
が

ひ
と

つ
に
な

っ
て
こ
れ
を

つ
く
る
と
い
う
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が

で
き
ま
す
よ
。
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
と
き
欣
喜
雀
躍
、
心
躍
ら
せ

な
が
ら
そ
の
山
を
聴
い
て
そ
れ
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
踊
り
を
考
え
ま
し
た
。
鶴
は
ひ
ゅ
い
、
ひ
ゆ

い
と
歩
き
ま
す
ね
、
べ
た

っ
、
べ
た

っ
と
は
歩
く
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

音
頭
で
も
足
を
進
め
る
と
き
に
ひ
ゅ
い
、
ひ
ゅ
い
と
。
そ
れ
か
ら
こ
う
や

つ

て
踊
る
、
こ
れ
は
く
ち
ば
し
な
ん
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
生
意
気
そ
う
な

こ
と
を
言
う
け
れ
ど
、
私
が
家
元
み
た
い
に

（笑
）
み
な
さ
ん
に
お
免
状

を
あ
げ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
鶴
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
あ
な
た
を
丹
頂
鶴
音
頭
普
及
委
員
と
認
定
い
た
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と

で
お
免
状
を
出
し
た
り
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
続
き
は
ひ

と
つ
不
二
子
さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（笑
）

。
曽
我
部
　
鶴
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
そ
の
頃
女
性
の
会
、
今
の
婦
人
会
の

前
身
の
会
長
だ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
お
祭
に
昭
和
四
十
五
、
六
年
頃
だ
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と
思
う
の
ね
、
浄
財
会
の
方
と
役
場
婦
人
部
と
、
そ
れ
か
ら
婦
人
会
の
人

と
い
う
こ
と
で
結
構
な
人
数
で
し
た
が
ま
だ
中
学
生
は
い
な
く
て
、
行
進

す
る
と
き
は
私
達
だ
け
だ

っ
た
ん
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
浴
衣
を
た
の
ん
で
、

男
性
も
入
っ
て
い
た
の
で
、
男
性
用
と
女
性
用
で
赤
い
帯
は
頭
を
表
す
と

い
う
こ
と
で
踊
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
、
編
み
笠
を
か
ぶ
っ
て
、
そ
の
時
に

言
わ
れ
た
こ
と
ば
が

「な
ん
だ
年
寄
り
芸
者
ば
か
り
だ
」
（笑
）
鶴
田
さ
ん

の
お
母
さ
ん
が

一
番
前
で
編
み
笠
を
持

っ
て
、
私
と
か
大
平
ト
シ
エ
さ
ん

が
先
頭
で
や

つ
た
と
き
に
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
ず

つ
と
や

つ
て
い
て
、
そ

れ
で
も

っ
と
き
ち
ん
と
し
た
踊
り
を
と
い
う
こ
と
で
、
行
進
し
な
が
ら
ま

た
こ
っ
ち
を
向
く
と
い
う
こ
と
で
行
進
の
音
頭
を
ぬ
き
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
踊
り
が
変
わ

っ
た
ん
で
す
よ
、
今
の
ね
、
そ
の
時
に
ま
た
講
習
を

受
け
て
私
は
立
派
な
お
免
状
を
い
た
だ
い
て
、
「あ
な
た
は
丹
頂
鶴
音
頭
捕

導
員
と
称
す
る
」
古
田
勝
美
会
長
の
家
元
か
ら
。
そ
の
時
の
二
十
人
く
ら

い
が
お
免
状
を
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
に
な
に
音
頭
、
東
京
音
頭

と
か
な
に
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
丹
頂
鶴
音
頭
の

一
番
の
特
徴
は
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
を
表
す
踊
り
で
す
か
ら
、
間
違
わ
な
い
で
下
さ
い
。
普
通
の
音

頭
は
た
だ
こ
う
や
り
ま
す
で
し
ょ
。
私
も
足
は
こ
う
い
う
ふ
う
な
足
で
や

っ

て
く
だ
さ
い
、
行
進
は
こ
う
で
す
け
ど
そ
れ
と
こ
の
羽
の
こ
こ
か
ら
や

つ

て
等
と
や
り
ま
す
け
ど
、
こ
れ
が
今
の
中
学
生
は
全
部
乱
れ
て
い
ま
す
も

の
ね
。
見
る
の
も
雄
阿
寒
、
雌
阿
寒
の
山
で
す
よ
、
と
い
う
全
部
踊
り
に

そ
れ
を
入
れ
て
ま
す
か
ら
乱
れ
な
い
で
下
さ
い
、
丹
頂
鶴
音
頭
の
特
徴
は

絶
対
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
の
は
言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
今
普

通
の
踊
り
の
よ
う
に
べ
た
足
で
し
て
い
る
の
で
こ
れ
だ
け
は
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
な
。
今
度
か
ら
き
ち
ん
と
し
よ
う
よ
。
私
も
原
点
に
帰

っ
て
ね
。

・
曽
我
部
　
そ
う
で
す
ね
、
本
当
に
』県
智
子
さ
ん
、
鶴
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
す
ご
く
苦
労
し
て
私
達
み
ん
な
お
祭
り
、
そ
れ
か
ら
な
に
か
と
い
っ

た
ら
丹
頂
鶴
音
頭
で
や

っ
て
い
た
だ
い
て
。

・
鶴
田
　
私
も
帰

っ
て
き
て
か
ら
、
徳
保
さ
ん
の
家
に
い
つ
た
も
の
、
そ
し

た
ら
徳
保
さ
ん
に

「阿
寒
町
の
丹
頂
鶴
音
頭
を
普
及
さ
せ
る
と
言
う
よ
り

も
皆
に
教
え
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
も
う

一
度
阿
寒
で
や

っ
て

い
い
の
か
し
ら
、
つ
て
言

っ
た
ら
、
「ど
し
ど
し
や

っ
て
く
だ
さ
い
」
あ
の

方
が
つ
く
っ
た
方
だ
か
ら
筋
を
通
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
思

っ
て
行

っ

た
ん
で
す
よ
、
そ
の
時
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言

つ
て
よ
う
や
く
親
子
二
代

で
継
ぐ
事
が
で
き
た
ん
で
す
よ
。

・
曽
我
部
　
お
母
さ
ん
の
意
思
を
継
い
で
ね
。

・
鶴
田
　
な
に
か
急
に
話
が
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
と
こ
ろ
に
。
前
の
公
民

館
長
さ
ん
の
佐
藤
照
雄
さ
ん
が
私
に
是
非
丹
頂
鶴
音
頭
を
普
及
さ
せ
た
い

か
ら
私
に
指
導
、
教
え
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
、
そ
れ
で
徳
保
さ
ん
の
と
こ

ろ

へ
、
あ
の
と
き
は
ま
だ
お
元
気
で
し
た
か
ら
、
私
も
昔
か
ら
顔
な
じ
み

だ

つ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
話
を
し
て
い
る
の
よ
、
と
い
う
こ
と
で
許
可
で

は
な
い
け
れ
ど
、
お
墨
付
き
を
徳
保
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
じ
ゃ

あ
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

・
曽
我
部
　
お
母
さ
ん
厳
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
き
ち
ん
と
踊
り
な
さ
い
と

い
う
こ
と
で
。

・
吉
田

（勝
）
　

今
も
鶴
田
さ
ん
、
こ
の
ま
ち
の
中
心
に
な

っ
て
芸
能
を
広

め
て
く
れ
て
い
て
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
の
と
き
釧
路
駅

で
列
車
が
発
車
す
る
と
き
に
丹
頂
鶴
音
頭
が
ず

っ
と
放
送
に
な

っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
釧
路
の
駅
で
も
や

っ
て
く
れ
た
。
私
お
願
い
に
行

っ
た
ん
だ

け
ど
、
必
ず
列
車
が
出
発
す
る
前
に
、
丹
頂
鶴
は
日
の
本
祝
い
の
瑞
鳥
…

い
や
あ
感
激
し
た
ね
。

・
鶴
田
　
そ
う
で
す
ね
、
昔
は
駅
で
い
ろ
ん
な
の
を
流
し
て
い
ま
し
た
ね
、

最
近
な
い
で
す
ね
、
そ
う
い
う
の
。

・
小
林
　
そ
れ
で
は
次
、
記
念
誌
委
員
長
の
奥
山
さ
ん
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
奥
山
　
私
は
今
皆
さ
ん
の
愛
護
に
対
す
る
実
像
の
お
話
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
て
感
激
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
私
が
小
さ

い
頃
に
は
伊
藤

先
生
た
ち
が
お
い
で
に
な
る
ず

っ
と
前
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
リ
タ
ン
チ
ョ
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ウ
の
保
護
活
動
と
い
う
か
、
愛
護
に
は
携
わ

っ
て
い
な
い
立
場
な
ん
で
す

が
、
四
十
年
を
迎
え
る
中
で
思
い
出
と
し
て

一
番
残

っ
て
い
る
の
は
今
教

育
の
職
務
の
中
で
、
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
、
私
は
平
成

四
年
に
町
の
企
画
を
担
当
の
振
興
課
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
そ
ち
ら
に

配
置
に
な

つ
た
と
き
に
以
前
、
昭
和
六
十
二
年
で
す
が
、
た
ま
た
ま
道
の

議
会
か
ら
阿
寒
町
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
記
念
館
を
造
る
と
い
う
構
想
が
も
ち
あ

が
り
ま
し
て
、
今
日
お
い
で
の
吉
田
会
長
さ
ん
も
期
成
会
の

一
員
と
し
て

一
生
懸
命
努
力
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
経
過
の
中
に

あ

っ
て
道
の
施
設
を
造
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か
と
い
う
事
態
に
な

っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
私
が
振
興
課
に
行
き
ま
し
て
、
経
過
に
つ
い
て
は
私
は

そ
の
前
は
議
会
の
事
務
局
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
経
過
は
わ
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
自
分
達
の
会
議
の
後
で
、
当
時
は
会
議
の
後
は
皆
さ

ん
で
ち
よ
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
あ

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の

時
に
期
成
会
が
立
ち
上
が

っ
て
い
ろ
い
ろ
皆
さ
ん
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
道
で
は
い
い
返
事
が
な
い
、
そ
れ
で
な
ん

と
か
町
で
考
え
て
行
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
だ
ろ
う
と
話
を
し
ま
し

た
ら
、
そ
の
話
を
受
け
て
く
れ
た
人
が
道
の
自
然
保
護
課
か
ら
転
勤
に
な

っ

て
来
て
ま
も
な
く
の
人
だ

っ
た
わ
け
で
す
。
阿
寒
町
で
本
当
に
取
り
組
む

の
か
と
聞
か
れ
ま
し
て
、
今
こ
う
い
う
こ
と
で
道
の
話
も
進
み
よ
う
も
な

い
よ
う
な
の
で
、
町
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く
今
、
期

成
会
を
立
ち
上
げ
た
中
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
は
し
た
く
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
ら
、
そ
れ
じ
や
あ
自
然
保
護
課

と
話
を
通
じ
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、　
つ
な
い
で
も

ら

つ
た
ん
で
す
。
ま
だ
町
の
基
本
的
な
考
え
方
が
き
ま

っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
当
時
の
う
ち
の
財
政
と
か
、
町
長
に
構
想
的
な
も
の
を
話

を
さ
せ
て
も
ら

つ
て
そ
れ
で
こ
う
い
う
か
た
ち
の
中
で
期
成
会
の
努
力
に

報
い
る
よ
う
な
形
の
も
の
で
実
現
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
努
力
し
て
行
き

た
い
と
言
い
ま
し
た
ら
、
う
ち
の
財
政
も
そ
れ
は
町
で
や

っ
た
ら
無
理
で

は
な
い
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
理
解
を
し
て

も
ら

つ
て
、
当
時
は
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
プ

ロ
ジ

エ
ク

ト
が
立
ち
上
が

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
実
現
を
す
る
に
し
て
も
や
は
り
こ

う
い
う
よ
う
な
か
た
ち
の
も
の
で
い
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
な
ん
と
か
説
得
し
て
道

へ
話
を
持

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
道
と
し
て
も
あ
ま
り
い
い
返
事
は
な
い
、
そ
れ
で
釧
路
支
庁

へ
足
し
げ

く
通
わ
せ
て
も
ら
う
中
で
、
よ
う
や
く
道
も
動
い
て
く
れ
た
。
そ
の
陰
に

は
愛
護
会
の
こ
と
だ
と
か
、
期
成
会
、
そ
れ
か
ら
道
の
議
長
さ
ん
、
今
の

厚
岸
の
町
長
さ
ん
を
や

つ
て
お
ら
れ
る
方
が
そ
の
時
に
道
議
会
の
議
長
さ

ん
と
い
う
お
立
場
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
お
骨
折
り
を
い

た
だ
い
た
、
そ
の
中
で
な
ん
と
か
町
と
し
て
当
時
の
予
算
と
し
て
は
二
億

円
、
道
か
ら
も
二
億
円
出
し
て
ほ
し
い
、
た
だ
し
町
で
出
す
二
億
円
に
つ

い
て
は

一
般
財
源
の
中
で
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ん
と
か
町
の
負
担

の
少
な
い
形
の
中
で
考
え
さ
せ
て
く
れ
、
と
の
こ
と
で
お
話
を
し
て
最
終

的
に
は
七
億
円
ち
ょ
っ
と
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の

一
億
円
は

宝
く
じ
の
お
金
で
す
。
そ
う
い
う
実
現
を
見
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

今
こ
の
四
十
年
の
節
日
で
記
念
誌
を

つ
く
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
中
で

会
長
か
ら
お
ま
え
や
れ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
話
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、　
一
番
先
に
思
い
出
す

の
は
そ
の
こ
と
で
す
ね
。
あ
の
と
き
は
き

つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
よ
く
こ
こ
ま
で
き
た
な

（笑
）
と
い
う
、
そ
れ
か
ら

今
観
察
セ
ン
タ
ー
と
も
連
動
し
て
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
も
立
派
に
起

動
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の
中
で
愛
護
会
も
事
務
局
長
を
中
心
に
動
い
て
お

り
ま
す
の
で
そ
の
意
味
で
は
よ
か
っ
た
な
と
い
う
想
い
で
お
り
ま
す
。

・
吉
田

〈勝
）
　

奥
山
さ
ん
本
当
に
ね
、
本
当
に
あ
の

当
時
の
事
が
私
も
よ
み
が
え
る
の
で
す
が
、　
一
生
懸

命
先
生
な
ん
と
か
道
の
ほ
う
で
し
て
ほ
し
い
と
、
そ

れ
で
笑

い
話
だ
け
ど
、
あ
の
と
き
八
幡
議
長
も

一
緒

に
行

っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
滝
川
の
辺
で
眠

っ
て
い
た
、
町
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目
■

ロ

の
バ
ス
で
ね
、
「お

っ
、
こ
の
川
な
ん
だ
」
「な
に
議
長
言

っ
て
い
る
の
、

こ
れ
滝
川
だ
よ
」
と
い
っ
た
ら

「う
わ
―
」

つ
て
言

っ
て
笑
ち
た
ん
だ
け

ど
、
「ま
い
っ
た
、
ま
い
っ
た
」
っ
て
ね
、
そ
ん
な
道
中
肩
が
こ
ら
な
い
よ

う
な
話
を
し
な
が
ら
行

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

小
林
　
そ
れ
で
は
次
に
鶴
に
か
か
わ

っ
て
回
想
す
る
な
か
で
、　
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
か
今
後
こ
れ
か
ら
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
ろ
う
か
、
こ
ん
な
こ
と
も
普
段
考
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
合
わ
せ
て
自
由
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
金
子
　
先
ほ
ど
、
昭
和
二
十
年
の
後
半
か
ら
昭
和
四

十
年
に
か
け
て
、
ち
ょ
つ
と
そ
の
こ
ろ
の
話
を
し
た

の
で
す
が
、
昭
和
四
十
年
か
ら
後
半
に
ち
ょ
つ
と
触

れ
て
み
た
い
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
山
崎
さ
ん
が
水
割

の
話
を
し
た
ん
で
す
け
ど
具
体
的
に
話
す
と
あ
の
地
域
に
住
む
五
、
六
人

の
人
た
ち
で
鶴
友
会
、
「鶴
を
友
に
す
る
会
」
そ
う
い
う
小
さ
い
グ
ル
ー
プ

を

つ
く

っ
た
の
で
す
よ
。
そ
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
増
え
て
き
て
、
事
故
死

な
ど
も
め
だ
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
慰
霊
塔
を
つ
く
っ

て
み
た
り
、
そ
う
い
う
最
中
、
た
ま
た
ま
厳
寒
期
で
阿
寒
川
が
凍

っ
て
し

ま

っ
て
当
時
山
崎
定
作
さ
ん
、
松
橋
弘
義
さ
ん
や
鎧
谷
さ
ん
方
と
相
談
し

て
山
下
建
材
に
ブ
ル
を
出
動
し
て
く
だ
さ
い
と
要
請
を
し
て
ち
ょ
う
ど
十

九
線
辺
り
の
阿
寒
川
の
水
を
割

っ
て
鶴
の
寝
ぐ
ら
の
確
保
を
は
か
つ
た
と
。

こ
れ
は
愛
護
会
で
も
な
け
れ
ば
行
政
側
で
も
な
い
の
で
す
よ
。
地
域
の
人

が
そ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
み
た
り
、
そ
れ
か
ら
山
崎
さ
ん
た
ち
と
、
鶴
を

見
に
来
る
だ
け
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

マ
ナ
ー
の
悪
い
カ
メ
ラ
マ
ン
が
寝

ぐ
ら
の
鶴
の
写
真
を
撮
る
ん
で
す
ね
、
こ
の
監
視
役
を
買

っ
て
出
た
の
で

す
。
夜
出
か
け
ま
し
た
。
雪
の
深
い
と
き
で
ね
、
山
崎
さ
ん
、
よ
つ
ん
ば

い
に
な

っ
て
は
っ
て
歩
い
て
そ
う
い
う
こ
と
を
地
域
の
グ
ル
ー
プ
で
や
り

ま
し
た
。
当
時
私
も
議
会
議
員
だ

っ
た
も
の
だ
か
ら
、
議
会
で
鶴
の
保
護

に
付
い
て
何
回
か
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
佐
藤
八
夫
さ
ん
が
教
育
長
時

代
に
特
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
私

は
こ
れ
か
ら
は
私
達
の
息
子
じ
や
な
く
て
孫
や
ひ
孫
の
時
代
で
す
よ
、
こ

れ
か
ら
四
十
年
、
五
十
年
先
地
域
の
形
態
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
ん
で

す
ね
。
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
雑
穀
地
帯
か
ら
野
菜
地
帯
に
変
わ

っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
鶴
は
人
間
を
頼
ら
な
け
れ
ば
越
冬
で
き
な
い
よ
う
な
環

境
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と

つ
大
事
な
こ
と
は

今
三
十
代
、
四
十
代
の
農
家
の
上
阿
寒
地
域
の
人
方
、
こ
の
人
方
は
自
分

の
親
の
後
姿
を
見
て
育

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
鶴
に
対
す
る
愛
情
、
見

守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
。
二
年
く
ら
い
前
、
本
町
第
二
連
合
町
内
会
の
中

で
町
長
を
囲
む
会
に
曽
我
部
さ
ん
も
出
席
さ
れ
て
当
時
の
佐
々
木
町
長
に
、

上
阿
寒
町
内
会
長
と
し
て
あ
え
て
町
長
を
囲
む
懇
談
会
の
中
で
話
を
し
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
現
在
野
菜
地
帯
の
人
方
が
結
構
鶴
の
被
害
を
こ

う
む

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
キ
ャ

ベ
ツ
や
白
菜
、
鶴
が
何
の
気
な
く
ち
ょ
っ
と

つ
つ
く
ん
で
す
ね
、
そ
う
す

る
と
そ
れ
は
売
り
物
に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
三
十
代
、
四
十

代
の
大
方
と
接
触
し
て
鶴
の
話
を
す
る
と
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
ん
だ
よ
、

と
い
う
こ
と
ば
が
二
言
目
に
返

っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
と
い
つ
て

行
政
に
苦
情
を
申
し
出
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
や

っ
ぱ
り
親
の
後

姿
を
見
て
い
る
か
ら
、
お
れ
う
ち
の
鶴
だ
よ
、
お
れ
た
ち
の
だ
よ
、
と
い

う
そ
う
い
う
気
持
ち
を
今
三
十
代
、
四
十
代
の
人
は
強
く
も

っ
て
い
る
の

で
す
よ
。
こ
の
人
た
ち
が
い
る
限
り
私
は
大
文
夫
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
先
な
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
四
十
年
を
契
機
に
し
て
少
な
く
て

も
先
ほ
ど
名
前
を
挙
げ
た
人
た
ち
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
先
人
の
苦
労
と

い
う
も
の
を
記
念
誌
の
中
に
活
字
を
太
く
し
て
、
日
立

つ
よ
う
な
活
字
で

入
れ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
故
人
に
な
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
つ
た

人
た
ち
の
写
真
も
添
え
て
称
え
る
。
そ
し
て
孫
に
な
り
ま
す
か
ひ
孫
に
な

り
ま
す
か
五
十
年
も
六
十
年
も
先
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち

が
大
人
に
な

っ
て
自
分
達
の
先
代
は
こ
う
や

っ
て
鶴
を
守

っ
て
き
た
ん
だ
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よ
、
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
軽
視
で
き
な
い
。
先
代
の
写
真
も
の
っ
て
い

る
ん
で
な
い
の
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
是
非
も

っ
て
ほ
し
い
な
と
そ
う
い

う
気
持
ち
を
是
非
持
た
せ
て
あ
げ
た
い
な
、
そ
う
す
る
と
や
っ
ば
り

「安

住
の
地
」
鶴
か
ら
見
れ
ば
そ
の
地
域
の
人
た
ち
が
鶴
を
見
守
る
、
そ
う
い

う
気
持
ち
を
行
政
も
愛
護
会
も
真
剣
に
な
っ
て
取
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

・
吉
田

（勝
）

今
後
の
展
望
だ
け
ど
、
今
、
金
子
さ
ん
も
ふ
れ
ら
れ
て
い

た
け
ど
、
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
鶴
を
愛
す
る
心
を
み
ん
な
が
持
っ
て
欲

し
い
、
こ
れ
は
だ
れ
し
も
同
じ
。
私
が

一
番
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
今
度
は

三
市
町
合
併
に
よ
つ
て
広
域
行
政
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
釧
路
市
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
と
き
に
今
の
阿
寒
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と

い
う
立
場
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
か
、
こ
こ
ら
辺
は
ま
だ
合
併
推
進
会

議
の
中
で
あ
ま
り
審
議
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
こ
れ
が
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
愛
護
会
に
な
っ
た
ら
我
々
阿
寒
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
を
始
め
、
み

ん
な
が
鶴
を
愛
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
市
の
大
き
な
広
域
行
政

の
中
で
ど
の
へ
ん
に
想
い
を
お
い
て
も
ら
え
る
か
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題

で
す
。　
一
番
の
早
急
の
問
題
と
言
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
団
体
が
あ
る
け
れ

ど
も
こ
の
鶴
の
愛
護
会
と
い
う
の
は
鶴
居
と
う
ち
に
し
か
な
い
の
で
す
。

風
光
明
媚
な
阿
寒
湖
、
釧
路
湿
原
の
国
立
公
園
と
は
違
う
、
こ
れ
は
阿
寒

を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
そ
の
現
状
を
見
て
こ
れ
か

ら
の
市
の
行
政
に
反
映
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
合
併

に
あ
た
つ
て
大
き
な
問
題
で
す
。
広
域
に
な
っ
た
な
ら
そ
の
精
神
と
い
う

の
が
希
薄
に
な
る
ん
だ
と
、
小
さ
い
行
政
の
中
だ
と
金
子
さ
ん
の
話
の
よ

う
に
う
ち
の
鶴
が
来
た
、
う
ち
の
鶴
が
来
た
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
だ
け

れ
ど
、
そ
こ
が
我
々
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
あ
り
方
、
そ
し
て
市
の
市
政

の
目
の
向
け
方
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
と
思
い
ま
す
。

・
小
林
　
は
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
、
小
関
さ
ん
あ
た
り

何
か
こ
の
課
題
も
合
め
ま
し
て
お
願

い
し
ま
す
。

常
に
強
い
わ
け
で
す
、
そ
れ
も
結
果
的
に
先
人
の
意
思
を
引
き
継
ぐ
と
い

う
こ
と
の
障
害
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま

す
。
先
ほ
ど
金
子
さ
ん
が
一〓一口
わ
れ
た
よ
う
に
、
う
ち
の
じ
い
ち
や
ん
は
と

か
、
う
ち
の
父
さ
ん
は
と
か
、
そ
う
い
う
気
持
ち
の
引
継
ぎ
と
い
う
の
が

一
番
も
の
を
伝
承
す
る
た
め
に
は
大
事
な
事
で
は
な
い
か
な
、
と
私
は
つ

く
づ
く
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
番
気
が
か
り
な
こ
と
は
金
子
さ
ん
の
言

葉
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
僕
ら
の
中
学
時
代
に
山
崎
さ
ん
の

向
か
い
は
ち
ょ
う
ど
川
を
は
さ
ん
で
や
や
湿
地
状
態
で
も
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
山
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
餌
を

つ
い
ば
ん
だ
後
、
日
中
は

一
時
川

向
の
中
村
健
太
郎
さ
ん
の
畑
で
す
と
か
我
々
の
つ
く

っ
た
池
で
休
息
を
し

て
、
ま
た
夕
方
寝
る
た
め
に
山
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
集
ま

っ
て
、
そ
う
い

う
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
現
状
で
は
集
ま

っ
て
餌

を
食
べ
る
た
め
に
は
場
所
的
に
は
い
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
俗
に
い
う

自
然
で
鶴
が
生
き
て
い
く
た
め
の
寝
ぐ
ら
で
す
と
か
そ
う
い
う
場
所
と
い

う
の
は
か
な
り
荒
廃
し
て
し
ま

っ
た
な
、
地
元
の
方
で
興
味
の
あ
る
方
は

わ
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
こ
の
町
の
中
心
街
で

一
番
近

い
と
こ
ろ
に
二
羽
か
ら
三
羽
ほ
ど
こ
こ
三
、
四
年
富
士
見
橋
の
上
手
に
あ

り
ま
す
人
道
橋
、
あ
の
す
ぐ
上
手
に
親
子
も
し
く
は
夫
婦
が
毎
年
越
冬
し

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
昔
の
よ
う
に
、
下
舌
辛
部
落
の
ど
こ
ど
こ
の
家
の

裏
に
は
何
十
羽
と
か
上
舌
辛
に
何
十
羽
と
か
、
そ
し
て
山
崎
さ
ん
の
近
所

に
は
と
あ
の
時
代
が
懐
か
し
い
で
す
け
ど
、
親
の
姿
を
子
が
見
て
る
、
じ

い
ち
や
ん
の
姿
を
ま
た
親
が
見
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
そ
の
精

神
が

一
番
大
事
な
こ
と
で
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
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・
小
関
　
時
代
の
流
れ
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
私
達
の

中
学
時
代
は
、
も
の
を
愛
す
る
と
い
う
気
持
ち
に
年

齢
の
差
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、
今
現
在
と
い
う

の
は
年
齢
別
に
も
の
ご
と
を
見
る
よ
う
な
傾
向
が
非

「
―
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・
吉
田

（守
）

鶴
の
保
護
の
歴
史
を
語
る
上
で
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
阿
寒
中
学
校
の
鶴
ク
ラ
ブ
の
発
足
の
話
に
戻
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

の
が
昭
和
十
年
の
八
月
二
十
七
日
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の

が
昭
和
二
十
七
年
で
す
。
阿
寒
で
鶴
の
姿
を
見
た
の
が
昭
和
二
十
四
年
、

山
崎
さ
ん
の
あ
た
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
．代
目
の
阿
寒
中
学
校
の

校
長
と
し
て
来
た
大
井
校
長
先
生
は
昭
和
二
十
二
年
の
四
月
に
来
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
年
の
十
月
二
十
三
日
、
ス
キ
ー
場
の
と
な
り
に
あ
る
阿

寒
中
学
校
の
学
校
林
、
作
業
を
終
え
て
子
供
た
ち
と
学
校
に
戻
る
途
中
で

鶴
を
見
た
の
が
き

っ
か
け
な
ん
で
す
。
そ
の
時
の
校
長
の
話
が
残

っ
て
い

る
の
で
す
け
ど
、
「教
育
は
空
想
や
理
想
で
は
な
く
て
、
直
に
身
に
触
れ
る

も
の
と
取
り
組
ん
で
こ
そ
」
こ
れ
が
鶴
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
る
き

っ
か
け

だ

っ
た
ん
で
す
。
そ
の
年
の
十
月
に
鶴
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
、
昭
和
三
十

三
年
、
次
の
年
で
す
が
十
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
の
校
長

大
会
に
校
長
先
生
が
行

っ
て
、
鶴
の
日
記
を
発
表
し
た
ん
で
す
。
十

一
月

に
鶴
の
日
記
が
野
鳥
観
察
記
録
と
し
て
人
賞
さ
れ
て
、
戻

っ
て
き
て
入
院

し
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
神
戸
ま
で
行

っ
た
の
で
す
が
、
山
口
県
の
八
代
、

今
の
熊
谷
中
学
校
で
す
ね
、
八
代
中
学
校
、
そ
れ
か
ら
も

っ
と
足
を
仲
ば

し
て
鹿
児
島
県
の
野
田
中
学
校
に
行

つ
て
い
る
ん
で
す
ね
、
昭
和
三
十
五

年
の
年
に
鹿
児
島
の
野
田
中
学
校
と
鶴
の
研
究
姉
妹
校
に
な
り
、
山
口
県

の
八
代
中
学
校
と
は
昭
和
三
十
七
年
に
姉
妹
校
と
な

っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
歴
史
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
先
ほ
ど
伊
藤
先
生
が
言

っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
こ

ち
ら
ワ
ン
パ
ク
テ
レ
ビ
局
」
に
の
っ
た
の
が
昭
和
三
十
九
年
、
そ
の
次
の

年
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、
愛
護
会
が
出
来
た
の
が
。
阿
寒
中
学
校
は
実
は

鶴
の
日
記
だ
と
か
観
察
目
記
か
ら
始
ま

っ
て
、
四
冊
の
本
を
出
し
て
い
る

ん
で
す
。
本
と
い
う
か
冊
子
と
い
い
ま
す
か
、
英
語
版
も
出
し
て
い
ま
す

か
ら
実
は
五
冊
出
し
て
い
る
、
こ
ん
な
中
学
校
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
、

全
国
で
み
て
も
、
阿
寒
中
学
校
で
学
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
そ
の
歴
史
を

き
ち
ん
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
言

っ
た

よ
う
に
ほ
と
ん
ど
伝
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
で
す
。
五
十
周
年
が
平
成
九
年

に
あ

っ
た
の
で
す
が
、
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う
立
場
で
、
あ
ん
た

が
や
ら
な
き
や
だ
め
だ
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
歴
史
を
し
つ
か
り
紐
解
い
た

結
果
す
ご
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
わ
か

っ
て
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

を
や

っ
た
ん
で
す
け
ど
、　
一
番
呼
び
た
か
っ
た
の
は
山
崎
さ
ん
の

一
番
下

の
弟
さ
ん
、
定
夫
さ
ん
で
す
ね
、
電
話
を
し
た
ん
で
す
け
ど
ち
ょ
っ
と
仕

事
の
関
係
で
来
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
残
念
だ

っ
た
の
で
す
が
、
あ
と
大

井
校
長
先
生
の
次
女
公
子
さ
ん
、
彼
女
に
は
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
沢
出
先
生
、
そ
れ
か
ら
伊
藤
先
生
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
小
関
君
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
と
も
う
ひ
と
り
、
古
川
英

治
賞
を
も
ら

つ
た
の
が
昭
和
四
十
五
年
で
す
の
で
、
そ
の
時
の
生
徒
会
長

岡
崎
圭
子
さ
ん
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
を
や

っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
こ
と
で
子
供
た
ち
に
伝
わ

っ
て

い
く
、
そ
れ
を
ま
た
繰
り
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
三
年

ほ
ど
前
に
総
合
学
習
の
中
で
呼
ば
れ
ま
し
て
、
二
時
間
く
ら
い
ｒ
供
た
ち

に
お
話
を
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
そ
う
い

う
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
肌
で
感
じ
て
く
れ
る
ん
だ
な
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
自
身
が
や

っ
て
い

か
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
だ
な
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

・
小
林
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
他
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

日
頃
思

っ
て
い
る
こ
と
で
結
構
で
す
け
ど
。

・
曽
我
部
　
前
に
会
長
と
出
水
市
に
も
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、

そ
の
と
き
出
水
市
の
商
店
街
が
み
ん
な
同
じ
鶴
の
つ
い
た
包
装
紙
だ
と
か

袋
だ

っ
た
の
で
す
。
と
に
か
く
出
水
市
は
鶴
と
い
う
こ
と
で
。
と
こ
ろ
が

阿
寒
町

っ
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
が
い
る
、　
マ
リ
モ
が
あ
る
と
言
う
け
れ
ど

看
板
ひ
と
つ
出
て
な
い
よ
う
な
、
町
民
の
意
識
が
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
の

で
は
な
い
の
か
な
、
と
言

っ
て
み
ん
な
で
帰

っ
て
き
た
の
で
す
。
鶴
の
包
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装
紙
を
松
屋
さ
ん
で
使

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
鶴
居
な
ら
軒
並
み
鶴
の

舞
う
里
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
阿
寒
町
の
人
口
さ
え
わ
か
ら
な
い
と
い
う

感
覚
で
も
う
ち
ょ
っ
と
町
民
の
意
識
も
愛
護
す
る
気
持
ち
を
確
か
め
る
た

め
に
は
何
か
町
民
に
訴
え
る
も
の
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
看
板
、
看
板

っ
て

何
十
年
も
言

っ
て
い
る
け
ど
、
お
金
が
な
い
、
っ
て
。
「阿
寒
町
、
マ
リ
モ

と
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里

へ
よ
う
こ
そ
」
く
ら
い
書
い
て
も
い
い
な
と
思
う
の

で
す
け
れ
ど
も
、　
一
生
懸
命
や

っ
て
い
ら
し
た
方
々
の
努
力
が
底
辺
ま
で

行

っ
て
い
な
い
。
先
生
に
も
よ
り
ま
す
ね
、
二
、
三
年
で
転
勤
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
、
だ
か
ら
丹
頂
鶴
音
頭
な
ん
て
い
っ
て
も
、
な
ん
だ
か
タ

コ
踊

り
み
た
い
な
も
の
し
か
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
も
の
ね
、
町
民

の
自
党
も
欲
し
い
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
せ

っ
か
く
皆
さ
ん
苦
労
し

て
こ
こ
に
住
み
着
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

・
伊
藤
　
や
は
り
教
育
に
待

つ
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
思

う
の
で
す
。
先
ほ
ど
金
子
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
言
い
伝
え
て
い
く
こ
と
と
、
阿

寒
中
学
校
は
昭
和
四
十
年
、
鎌
田
校
長
時
代
に

「鶴

翔
青
雲
」
と
い
う
校
訓
を
立
て
て
現
在

「鶴
翔
青
雲
」
で
学
校
経
営
が
か

た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
経
緯
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
よ
。
た
だ
校

長
先
生
に
よ

つ
て
は
そ
れ
は

一
応
建
前
と
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
あ
時

代
の
流
れ
だ
し
自
分
の
任
期
は
二
年
か
三
年
だ
と
い
う
感
じ
で
、
心
に
は

思
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
具
体
的
に
出
来
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
今
の
阿
寒
中
学
校
の
所
在
地
が
舌
辛
川
の
寝
ぐ
ら
近
く
の
所
だ
か
ら
堀

内
校
長
先
生
の
時
代
に
ニ
オ

つ
く
り
を
し
た
ら
す
ぐ
来
た
ん
で
す
よ
、
鶴

が
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
実
際
に
子
供
た
ち
が
常
に
観
察
し
、
触
れ
さ
せ
る

と
い
う
教
育
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
と
そ
れ
か
ら
吉
田
守

人
君
が
言
っ
た
様
に
過
去
の
記
録
を
き
ち
ん
と
次
の
時
代
に
伝
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
四
十
周
年
の
愛
護
会
の
記
念
誌
は
ま
さ
に
そ
の
次
の
時
代

へ
伝
え
て
い
く
も
の
と
し
て
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
、
編
集

委
員
み
ん
な
が
そ
う
い
う
気
持
ち
で

一
生
懸
命
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
学
校
で
出
し
た
今
ま
で
の
鶴
日
記
、
日

本
の
鶴
、
そ
し
て
吉
川
英
治
賞
を
も
ら
つ
た
学
校
の
栄
光
の
あ
る
時
代
を

か
み
し
め
て
、
今
自
分
達
に
出
来
る
こ
と
は
な
ん
な
の
だ
ろ
う
、　
つ
ま
り

自
分
に
で
き
る
こ
と
で
こ
の
郷
上
の
誇
り
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
子
供
た

ち
が
愛
情
を
持
っ
た
日
で
自
分
達
に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
て
も
ら
う
、

そ
う
い
う
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

・
小
林
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ま
だ
お
話
し
し
た
い
事
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
会
長
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

・
吉
田

〈勝
）

今
日
は
四
十
年
を
振
り
返
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
方
が
思

い
出
と
同
時
に
ま
た
今
後
に
向
け
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を

熱
心
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
行
政
に
お
ん

ぶ
に
だ
っ
こ
で
な
ん
で
も
か
ん
で
も
助
成
金
を
も
ら
う
と
い
う
姿
勢
は
大

嫌
い
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
も
自
重
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
こ
れ
が
基
本
に
な
る
わ
け
で
す
。
我
々
が
望
む
こ
と
は
官
民

一
体
と
な
っ
て
鶴
だ
け
で
な
く
て
阿
寒
の
い
い
と
こ
ろ
は
み
ん
な
広
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
わ
け
で
す
。
な
に
も
鶴
だ
け
に
こ
だ

わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
の
場
で

「ふ
る
さ
と
教
育
」
と
い
う
の

は

一
番
大
事
な
ん
で
す
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
、
故
郷
教
育
の
な
か
で
鶴

と
い
う
も
の
を
大
い
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ
は
や
は
り
教
育

行
政
の
な
か
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
最
近
そ
の
思

想
と
い
う
か
考
え
方
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
、
非
常
に
残
念
で
す
。

。
奥
山
　
先
日
の
阿
寒
中
学
校
便
り
で
鶴
の
餌
の
作

付
け
を
し
た
と
い
う
記
事
が
町
内
に
ま
わ

っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
、
会
長
さ
ん
が
言
わ
れ
る
の
は
若
干

そ
う
い
う
傾
向
に
は
、
時
代
的
な
も
の
も
あ
る
と
思

う
の
で
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
な
、
と
思
う
の
で
す
が
、
た
だ
わ
た
し
こ

の
教
育
の
ほ
う
の
仕
事
に
な

っ
て
か
ら
ひ
と

つ
感
激
し
た
こ
と
は
、
あ
る
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座 ま 会

先
生
が
阿
寒
の
中
学
校
に
来
ら
れ
た
と
き
に
餌
の
作
付
け
作
業
を
な
ん
で

こ
う
い
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
お
も
っ
た
わ
け
で
す
、

で

一
年
た
っ
て
意
味
が
充
分
わ
か
り
ま
し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
思
い
を
持
っ
た
先
生
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
若
干
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
吉
田

（勝
）

何
は
と
も
あ
れ
四
十
年
は
ひ
と
つ
大
き
な
節
日
、
そ
し
て

転
換
の
と
き
で
あ
り
ま
す
、
釧
路
市
の
合
併
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
課

題
も
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
ま
で
の
力
を
今
後
に
向
け
て

の
四
十
周
年
は
さ
ら
に
飛
躍
す
る
次
代
に
む
か
っ
て
努
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
小
林
　
み
な
さ
ん
の
鶴

へ
の
想
い
を
い
ろ
い
ろ
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
座
談
会
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

‘
１
●

”

一
斉
調
査
が
始
ま

っ
て
ま
も
な
い
こ
ろ
の
調
査
風
景

′
0

■■■ ■

給餌校交流会の会場に向かう先生と生徒
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町
内
給
餌
に
尽
く
し
た
人
々
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町内袴外に尽 くした人々

山

だ

"刃E

次
!ilド

＾
ヽ
１
，

メ

Ｌ
‥
ｉ
ｌ
円

や
ま
ざ
き
　
さ
だ
じ
ろ
う

　

　

１
８
８
９
～
１
９
７
４

釧
路
湿
原
に
舞
い
降
り
る
丹
頂
鶴
は
、
今
で
は

一
、
○
○
○
羽
を
超
え
る
数
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
初
期
、

丹
頂
は
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
救

っ
た
の
が
、
阿
寒

の

一
農
民
で
あ

っ
た
、
山
崎
定
次
郎
で

す
。
昭
和
二
十
五
年
、
彼
は
、
腹
を
す
か
せ
た
丹
頂
の
給
餌
に
成
功
し
、
そ
れ
を
き

つ
か
け
に
丹
頂
を
保
護
す
る
動
き

は
高
ま

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

「サ
ル
ル
ン

・
カ
ム
イ
」
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
は
こ
の
鳥
の
こ
と
を

「湿
原
の
神
様
」
と
呼
び
、
尊
ん
で
き
ま
し
た
。

明
治
以
前
、
北
海
道
の
大
地
に
は
手
付
か
ず
の
自
然
が
あ
り
、
各
地
に
広
大
な
湿
原
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
丹
頂

鶴
は
そ
こ
で
悠
々
自
適
に
暮
ら
し
繁
殖
を
繰
り
返
し
、
北
の
大
地
の
空
を
羽
ば
た
い
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
明
治

以
後
、
多
く
の
和
人
が
入
植
し
、
湿
原
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
姿
を
畑
や
水
田
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
住
み
か
を
追
わ
れ
た
丹
頂
は
次
第
に
、
北
の
大
地
か
ら
そ

の
優
雅
な
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ

一
箇
所
、
あ
ま
り
の
低
温
で
人
植
者
達
が
水
口
に
で
き
な
か
っ
た
釧
路
湿
原
だ
け
が
丹
頂
鶴
が
生
き
て
い
く
最
後
の

場
所
と
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
数
は
激
し
く
減
り
、
人
の
日
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「絶
滅
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

関
係
者
の
中
に
は
そ
う
つ
ぶ
や
く
人
も
で
て
き
ま
し
た
。
人
正
十
二
年
、
地
元
猟
師
が
釧
路
湿
原
の
奥
地
で
偶
然
に
も
丹
頂
の
姿
を
み
か
け
ま
す
。
北
海
道
が

調
査
に
乗
り
出
し
、
十
数
羽
の
生
息
数
を
確
認
し
ま
し
た
。

「丹
頂
が
生
き
て
い
た
！
」
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
道
内
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
保
護
の
た
め
昭
和
十
年
、
丹
頂
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
有
志
達
は
エ
サ
が
と
れ
な
い
厳
寒
期
に
ド
ジ
ョ
ウ
を
放
流
す
る
な
ど
地
道
な
努
力
を
続
け
ま
す
が
、
人
間

へ
の
警
戒
心
が
強
い
丹
頂
は
そ
の
エ
サ
に
近
寄

っ

て
も
く
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
生
息
数
は

一
向
に
ふ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
釧
路
湿
原
の
丹
頂
は
、
昭
和
二
十
年
代
ま
で
、
厳
寒
期
の
食
料
不
足
と
心
無
い
ハ
ン
タ
ー

の
手
に
よ
つ
て
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
救
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
阿
寒
町
に
住
む
山
崎
定
次
郎
で
し
た
。

昭
和
二
十
五
年

一
月
、
ぁ
る
雪
の
朝
、
定
次
郎
が
裏
の
畑
に
出
て
み
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
数
羽
の
鶴
が
近
寄
っ
て
き
て
、
枯
れ
た
茎
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま

し
た
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
し
ば
ら
く
呆
然
と
見
と
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
寄
ろ
う
と
す
る
と
鶴
は
す
ぐ
飛
び
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「間
違
い
な
い
、
丹
頂
だ
！
そ
う
か
、
腹
が
減
っ
て
る
ん
だ
な
」

な
ん
と
か
丹
頂
に
エ
サ
を
与
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
こ
で
朝
、
丹
頂
が
飛
ん
で
く
る
時
間
を
見
計
ら
つ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
抱
え
な
が
ら
畑
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

問
も
な
く
釧
路
湿
原
の
方
角
か
ら
数
羽
の
丹
頂
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
が
、
定
次
郎
に
警
戒
し
た
の
か
、
畑
に
撤
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
。

「臆
病
な
鳥
だ
、
わ
し
が
怖
い
の
か
」
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山
崎
定
次
郎
は
明
治
二
十
二
年
、
官
山
県
で
農
家
を
営
む
小
作
人
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
畑
を
必
死
に
耕
す
家
族
。
ど
ん

な
に

一
生
懸
命
働
い
て
も
決
し
て
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
畑
。
そ
し
て
末
っ
子
の
自
分
。
息
が
詰
ま
り
そ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
な
が
ら
、
定
次
郎
は
い
つ
も
広
々

と
し
た
大
地
で
の
生
活
に
憧
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

十
九
歳
に
な
っ
た
時
、
旭
川
に
住
む
親
戚
を
頼
り
に
、
定
次
郎
は
北
海
道
に
渡
る
決
意
を
し
ま
す
。

「
い
つ
か
絶
対
自
分
の
田
ん
ぼ
を
持

っ
て
米
作
り
を
し
よ
う
」

憧
れ
だ
っ
た
北
海
道
の
広
大
な
土
地
で
、
定
次
郎
は
米
作
り
を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。

寒
い
北
国
で
の
米
作
り
を
体
で
覚
え
た
頃
、
阿
寒
町
に
住
む
姉
か
ら

「自
分
で
田
ん
ぼ
を
持
ち
た
い
な
ら
阿
寒
に
来
な
さ
い
」
と
誘
わ
れ
ま
す
。
大
正
三
年
、

飛
び
つ
く
よ
う
に
阿
寒
に
や
つ
て
来
た
定
次
郎
は
二
十
五
歳
で
し
た
。
姉
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
畑
を
わ
け
て
も
ら
い
、
夢
が
実
現
し
た
彼
は
無
我
夢
中
で
米
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
米
作
り
な
ん
か
で
き
る
は
ず
が
な
い
」
周
囲
の
批
判
も
跳
ね
除
け
、
定
次
郎
は
米
作
り
に
挑
戦
。
そ
し
て
成
功
し
ま
す
。

「や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
あ
、
我
々
も
や
っ
て
み
る
べ
か
」。
こ
の
頃
か
ら
、
阿
寒
の
農
家
達
は
定
次
郎
の
米
作
り
に
触
発
さ
れ
、
水
日
経
営
を
始
め
ま
す
。
そ
し

て
地
域
の
青
年
団
を
組
織
し
、
団
結
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
地
域
の
夏
の
低
温
は
水
田
の
稲
穂
に
と
つ
て
越
え
よ
う
も
な
い
壁
で
あ
り
、

そ
の
少
な
す
ぎ
る
収
穫
量
で
は
み
ん
な
食
べ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
こ
の
土
地
で
は
や
は
り
米
よ
り
畑
作
の
方
が
収
入
に
な
る
。
」
青
年
会
で
こ
う
結
論
が
で
る
と
、
定
次
郎
を
は
じ
め
住
民
は
、
馬
鈴
薯
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中

心
に
畑
作
で
い
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
や
っ
と
収
入
も
安
定
し
た
頃
、
定
次
郎
は
生
涯
の
伴
侶
を
得
、
子
供
も
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
ど
つ
し
り
と
腰

を
落
ち
着
け
た
の
で
す
。

「富
山
か
ら
出
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
生
涯
こ
の
阿
寒
の
地
を
自
分
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
精

一
杯
が
ん
ば
ろ
う
ピ

昭
和
に
入
り
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
食
糧
難
で
家
庭
が
火
の
車
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
次
郎
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
家
族
の
面
倒
を
見
た
り
、
畑
の
手
伝
い
を

し
た
り
、
子
供
達
の
教
育
問
題
に
も
相
談
に
乗
る
な
ど
し
て
、
辛
い
時
期
を
住
民
皆
で
乗
り
越
え
ま
し
た
。
定
次
郎
は
い
つ
も
物
腰
柔
ら
か
く
、
笑
顔
を
絶
や
す

こ
と
の
な
い
温
厚
な
人
柄
と
、
住
民
へ
の
思
い
や
り
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
定
次
郎
に
住
民
達
は
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

昭
和
二
十
五
年

一
月
、
丹
頂
の
給
餌
に
成
功
し
た
定
次
郎
は
、
翌
朝
、
ま
た
翌
朝
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
き
続
け
ま
し
た
。
ま
だ
食
糧
事
情
も
悪
く
、
人
間
が

―-0 79 ●―

仕
方
な
く
家
に
戻
り
、
窓
か
ら
畑
の
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
丹
頂
は
恐
る
恐
る
雪
原
に
舞

い
降
り
、
定
次
郎
の
ま
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

つ
い
ば
み
始
め
た
の
で
す
。

「や

っ
た
―
丹
頂
が
わ
し
の
エ
サ
を
食
べ
た
！
」

こ
れ
が
丹
頂
の
給
餌
に
初
め
て
成
功
し
た
瞬
間
で
し
た
。
こ
の
年
釧
路
地
方
は
寒
波
と
猛
吹
雪
で
丹
頂
の
餓
死
が
相
次
い
で
お
り
、
猛
吹
雪
を
や

つ
と
逃
れ
て

阿
寒
に
降
り
立

っ
た
七
～
八
羽
の
丹
頂
が
、
定
次
郎
の
給
餌
に
よ

つ
て
命
を
救
わ
れ
た
の
で
す
。
山
崎
定
次
郎
、
六
十
歳
の
冬
で
し
た
。
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食
糧
に
不
自
由
す
る
時
代
で
し
た
が
、
自
分
の
畑
に
エ
サ
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
丹
頂
を
見
捨
て
て
は
お
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
他
の
住
人
た
ち
は

「丹

頂
な
ん
て
畑
の
も
の
を
食
い
荒
ら
す
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
言
い
、
妻
も

「鶴
に
食
わ
せ
る
の
は
い
い
け
れ
ど
売
る
分
ま
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ピ

と
こ
ぼ
し
ま

し
た
。
厳
し
い
農
業
の
暮
ら
し
の
中
で
エ
サ
代
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
が
、
定
次
郎
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「鶴
よ
お
、
お
ま
え
た
ち
は
ほ
ん
と
に
き
れ
い
だ
な
ぁ
、
死
ん
だ
ら
だ
め
だ
ぞ
お
、
ほ
う
ら

一
杯
食
べ
ろ
よ
」

丹
頂
も
そ
ん
な
定
次
郎
の
愛
情
に
応
え
て
飛
ん
で
来
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
て
彼
の
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
は
、
丹
頂
た
ち
の
安
息
の
地
と
な
り
ま
し
た
。
近

所
の
人
々
も
そ
れ
を
真
似
て
エ
サ
ま
き
を
始
め
ま
し
た
が
、
根
気
の
い
る
こ
の
作
業
は
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
ま
に
か

一
軒
、
ま
た

一
軒
と
数
は

減
り
、
結
局
は
定
次
郎

一
人
が
毎
日
欠
か
さ
ず
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
撒
き
続
け
た
の
で
す
。

こ
の
暖
か
い
招
き
に
、
丹
頂
た
ち
は

一
日

一
日
、定
次
郎
と
の
距
離
を
縮
め
、
三
年
目
、
つ
い
に
五
メ
ー
ト
ル
の
距
離
ま
で
近
寄
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「鶴
は
賢
い
ん
じ
や
。
三
日
坊
主
の
給
餌
を
し
て
た
ん
で
は
、
も
う
そ
こ
に
は
降
り
て
こ
な
く
な
る
。
わ
し
は
毎
日
毎
日
欠
か
さ
ず
エ
サ
を
与
え
た
か
ら
、
わ
し

の
声
や
姿
、
そ
し
て
撤
き
方
や
し
ぐ
さ
ま
で
覚
え
た
ん
じ
ゃ
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
も
う
離
れ
な
い
も
ん
じ
や
」

ふ
る
さ
と
富
山
に
夢
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
四
十
年
前
そ
こ
を
捨
て
て
出
て
き
て
し
ま
っ
た
定
次
郎
に
と
っ
て
、
阿
寒
に
降
り
立
つ
丹
頂
鶴
に
エ
サ
を
や
り
続
け

る
作
業
は
、
自
分
の
心
へ
の
償
い
の
行
為
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

丹
頂
は
昭
和
二
十
七
年
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
定
次
郎
は
そ
の
時
ま
で
自
費
で
給
餌
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
雪
の
多
い
時
は
、
撒
い
た
エ

サ
が
埋
も
れ
て
拾
え
な
い
た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
茎
ご
と
雪
の
上
に
差
し
た
り
、
木
箱
に
入
れ
て
や
っ
た
り
と
、
丹
頂
が
発
見
し
や
す
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
町
の
人
々
は
定
次
郎
の
こ
と
を

「山
崎
の
鶴
じ
い
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
、
こ
の
名
は
道
内
外
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、
す
っ
か
り
慣
れ
て
き
た
丹
頂
は
、
定
次
郎
の
姿
を
見
つ
け
る
と
近
寄
っ
て
き
て
エ
サ
を
ね
だ
つ
た
り
、
朝
に
な
る
と

「ク
ワ
ッ
、
ク
ワ
ッ
」
と
声

を
あ
げ
て
定
次
郎
に
催
促
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「こ
う
な
っ
た
ら
か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
。
ま
る
で
子
供
や
孫
の
よ
う
だ
」

昭
和
二
十
七
年
、
定
次
郎
は
丹
頂
に
エ
サ
を
与
え
る
給
餌
人
と
し
て
役
所
か
ら
正
式
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
三
十
二
年
と
、
北
海
道
は
全
道
的
な
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、　
エ
サ
に
あ
り
つ
け
な
い
丹
頂
は
バ
タ
バ
タ
と
餓
死
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
冷
害

を
機
に

「鶴
を
救
お
う
」
と
、
阿
寒
町
内
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
呼
び
か
け
が
始
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
丹
頂
保
護
の
気
運
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
北
海
道
庁
は
丹
頂
を

「北
海
道
の
鳥
」
に
指
定
、
保
護
体
制
を

一
段
と
強
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
開
発
に
よ
つ

て
生
息
地
が
狭
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら

「
こ
れ
で
は
今
に
丹
頂
が
全
滅
て
し
ま
う
。
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」
と
町
が

一
丸
と
な
っ
て
丹
頂
を
保
護
す
る
こ
と

を
訴
え
、
定
次
郎
も
組
織
づ
く
り
に
奔
走
し
ま
し
た
。
彼
は
給
餌
事
業
や
生
息
観
察
な
ど
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の

「丹
頂
祭
り
」
や
、
郷
土
芸
能
と
し
て
の

「丹

頂
鶴
音
頭
」
の
制
定
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
丹
頂
の
好
物
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
地
も
設
置
し
、
冬
の
エ
サ
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

彼
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
七
年
に
わ
ず
か
三
十
羽
足
ら
ず
だ
つ
た
丹
頂
の
生
息
数
も
昭
和
三
十
年
に
は

一
九
〇
羽
、
四
十
四
年
に
は
二
〇
〇
羽
を

――-0 80 0-―――――――



超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
エ
サ
を
与
え
始
め
て
二
十
数
年
、
丹
頂
は
定
次
郎
に
と
つ
て
、
い
つ
し
か
家
族
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「鶴
が
百
羽
近
く
も
来
て
く
れ
る
わ
し
の
庭
は
世
界

一
素
晴
ら
し
い
」

定
次
郎
が
こ
う
豪
語
す
る
よ
う
に
、
彼
の
庭
に
は
丹
頂
見
た
さ
に
連
日
の
よ
う
に
見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
多
い
日
に
は

一
〇
〇
人
を
超
え
、
中
に
は
外
国
か

ら
来
る
者
も
お
り
、
冬
の
阿
寒
の
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
、
定
次
郎
は
北
海
道
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
正
式
に

「丹
頂
鶴
監
視
員
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
丹

頂
の
保
護
に
尽
し
た
功
労
者
と
し
て
、
北
海
道
で
た
だ

一
人

「農
林
大
臣
表
彰
」
を
受
け
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
に
は
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
、
重
な
る
名
誉

が
、
定
次
郎
の
穏
や
か
な
顔
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「鶴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
自
然
の
ま
ま
の
姿
に
限
る
。
真
っ
白
な
雪
原
の
上
を
、
自
由
に
飛
び
、
自
由
に
遊
ぶ
。
そ
れ
が

一
番
美
し
い
。
丹
頂
が
舞
い
降
り
る

こ
の
風
景
は
阿
寒
の
里
の
宝
だ
、
決
し
て
な
く
し
て
は
い
け
な
い
ん
じ
や
ピ

昭
和
四
十
八
年
、
鶴
じ
い
八
十
三
歳
の
時
、
鶴
の
世
話
係
り
を
長
男
の
定
作
氏
に
譲
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
頑
丈
だ
っ
た
体
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て

ず
、
そ
の
年
の
冬
、
と
う
と
う
入
院
し
ま
し
た
。
病
床
で
鶴
じ
い
は
毎
日

「鶴
は
大
文
夫
か
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具
合
が
急
に
お
か
し
く

な
っ
た
そ
の
夜
Ｆ
今
ま
で
星
が
見
え
て
い
た
北
の
空
か
ら
雪
混
じ
り
の
風
が
急
に
吹
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
音
に
混
じ
っ
て
か
す
か
に

「ク
ル
ッ
、
ク
ル
ッ
」
と

鶴
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
時
、
鶴
じ
い

は
グ
ッ
と
頭
を
持
ち
上
げ
、
「鶴
だ
、
鶴
が
鳴
い
て
い
る
」
と
は

つ

き
り
し
た
声
で
言
い
ま
し
た
。
付
き
添

っ
て
い
た
家
族
は
皆
窓
の

外
を
見
ま
し
た
。
眼
に
映

っ
た
も
の
は
冷
た
い
雪
の
原

っ
ぱ
だ
け

で
し
た
。
皆
が
ベ
ツ
ト
を
振
り
返

っ
た
時
、
鶴
じ
い
は
し
ず
か
に

息
を
引
取

っ
て
い
ま
し
た
。

山
崎
定
次
郎
、
享
年
八
十
五
歳
。

現
在
息
子
の
山
崎
定
作
氏
は
七
十
二
歳
。
「丹
頂
と

マ
リ
モ
を
守

り
続
け
る
の
が
、
阿
寒
に
生
き
る
私
達
の
責
任
」
と
語
り
ま
す
。

一
時
は
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
丹
頂
。
し
か
し
、
明
治
時

代
か
ら
開
墾
を
厳
し
く
拒
ん
で
き
た
釧
路
湿
原
と
、
山
崎
定
次
郎

を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
人
々
の
献
身
的
な
給
餌
活
動
が
、
世
界

に
も
ま
れ
な
例
と
し
て
丹
頂
の
生
息
数
を
復
活
さ
せ
た
の
で
す
。

昭
和
五
十
１
年
、
山
崎
定
次
郎
の
裏
庭
は
丹
頂
観
察
セ
ン
タ
ー
と

し
て
新
た
に
設
立
、
そ
し
て
平
成
八
年
に
は
そ
の
横
に
阿
寒
国
際

鶴
セ
ン
タ
ー
と
、
丹
頂
愛
護
発
祥
の
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
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凸
一撃
　
島
Ｖ

払

の
住

む
”

は

タ

ン
チ

ョ
ウ
と

マ

リ

モ
の

よ
る
ユ
”
寒

町

で
、
螢

路
市

と
口
■

潤
暉

の
は

ぼ
■

間

に
位
置

し

娑
晨

と

野
率

の
義

培

地
書

の
■

に
あ

り

ま
す
０
　
　
　
　
・

・

・

・

毎
年

秋

に
な

る

と
湿
凛

で
■

を
す

ご

し

た

タ
シ

チ

ョ
ウ
が

こ
の
里

に
姿

を

見

せ
．
湿
凛

の
凛

結

す

う
■

二
月

囁

に
な

る
と
集

団

で
ス
来

し

て
撃
冬

し

ま
す

。　
一
月
崚

の

一
番

多

い
時

に
は

ヵ
ゼ
引
く
暇
な
く

鍋理
鯛
父
を
継
ぎ
タ
ン
チ
ョ
ウ
守
る

一
二
０

羽
位

集

ま

り
ま
す

．
冬

期

間

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
＾

生

活

は
給
餌

場

を

中

心

に
．

近

く

の
阿
寒

川
や

小
川

に

，

っ
た

り
来

た

り

の
生
活

で
す
．

タ

ン
チ

ョ
ウ

は
昭
和

二
千

七
年

二

月
，
”

天

然
紀

金

物

に
”
定
さ
れ

（
昭

和

四

十
年
遺

ヽ
指

定

ヽ

四
十
年

十

一

月

に
は
阿
寒

肛

丹

項
鶴

奎

崚
会

も

発

足

し

て
保
護

体

制

も
強

化

さ
れ
ま

し

た

．

シ
ー
ズ

ン

に
な

る

と
全
国

各

地

か

ら
λ
物
‘

ゃ

カ

メ
ラ

マ
ン
が
大
勢

訪
れ

．
保

歳
管

理

も
大

変

で
し
た

が

昨

年

十

一
月

に
阿
寒

町
″

観

察

セ
ン

タ
ー
を
作
ち

て

か
ら

は
、

タ

ン
チ

ヨ

ウ
を
■
か
す

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し

ん
　
　
　
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
・‥

』　　を一一一］̈̈
，”一一一”一

饉
■
■
員
と
な
り
、
五
＋
二
年
十

一

月

か

ら
は

タ

ン
チ

ョ
ウ
観
嗽

セ

ン
タ

ー
，

電

人

と

し

て
保

層

に

つ
と
め

て

お

り
ま
す

。

ま

た
今
年

二
月

に
は
ヽ

二
十

二
口

彙
ヽ

週
間

全
国

，
お

倶

餞

の

つ
と

い
が

中
ヽ

彙

前

槍
市

で
行

わ

れ

、
市

上

、
父

子

二
た

に
●
た

る

タ

ン

チ

ョ
ゥ

の
綸

餌

と
保
饉

管

理

と

い
う

，

で
．

日
■

３
憲

保

口
連

盟
総
戯

（オ

饉

古

殿
下

）
贅
を

，

■

し
ま

し
た
．

私
が

本
僣

的

に
取

り
組

ん

で
き
た

の

は

三
年

で
す

し
．
総

戯
贅

を
■

け

る

な

ん

て
，

に
も
思

っ
て

い
ま

せ
ん

で

、
し

た
。

た
だ

父

の
あ

と
を

つ
い
で

一

生
懸

命

や

っ
て

い
る
だ

け
で
す
か
ら
。

冬

に

な

る

と
毎

日
毎

日
■

の
日
も

風

の
日
も

体

０

こ
と

な
く
給
に

し
な

け
れ
ば

な

ら
ず

．

ま
た

ツ
ル
の
ね

ぐ

ら

の
パ
ト

ロ
ー

ル
、
口
来

セ

ン
タ

ー

の
警

理

を

ど

シ

ー
ズ

ン
に
な

る
と
本

当

に
力
せ

を

引
く

曖

も

あ

り
ま

せ
ん

が

，

タ

ン
チ

ョ
ウ
保

護

の
た

め
今
後

と
も

み
を

さ

ま

と
共

に
が

ん
ば

っ
て

ゆ
き
た

い
と

思

い
ま
す

。

（
タ

ン
チ

ョ
ウ
ｎ
家

セ

ン
タ
ー
管

理

人

・
阿
寒

町

）
　

　

　

一

秘

と

タ

ン
チ

ョ
ウ

の
出

ら

い
は
．

昭
和

二
十
二
年

、

二
十

晟

の
崚
、

父

定

次
郎

が
二

月

の
大
壼

の
日

に
入
来

し
た

タ

ン
チ

ョ
ウ
を

見

つ
け

て
ト
ウ

モ

，

コ
シ
を
餃

い
て
や

っ
た

の
が

始

ま
り

で
す
。
当

時

工

～
六

羽
位

で
し

た
が
，

戒

０
が
強

く
．

人
間

の
妻

を

見

る
と
す
ぐ

飛
び

去

っ
て
し
ま

い
、

な
か
な

か
近
寄

ら
ず

大

変
苦
労

し
ま

し
た

が
．
毎

日
欠

か
さ
す

綸
餌
す

る

ヽ

に
よ
り
よ
う
や
く
成

功

ｔ
ま
し
た

。

現
在

．

日
本

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
生

息
地

は
北

海

道
業

部

で
、
昨
年
十

二

月
の
関
菫
で
は
二
五
七

羽
確

認
さ
れ
．
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山

崎
　
定

作
さ
ん
（阿
寒
）

っ
た
。
山
崎
さ
ん
に
と

っ
て

は
、
一
番
の
思
い
出
。
「
昭
和

五
十
八
年
当
時
、
現
在
の
天

皇
陛
下
は
皇
太
子
だ

っ
た
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
に
つ
い
て
説
明

し
た
が
、
と
て
も
緊
張
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
」
。

二
代
に
わ
た
っ
て
行

っ
て

き
た
給
餌
は
、
も
う
五
十
年

近
い
。
元
気
な
限
り
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
い

う
。
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
持
つ
美

し
さ
は
、
何
物
に
も
か
え
が

た
い
。
エ
サ
を
与
え
な
が
ら

毎
日
ツ
ル
の
顔
を
見
て
い
る

が
、
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。

そ
（耀
な
自
分
の
子
供
の
よ

う
に
も
感
じ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

の
分
館

「タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察

セ
ン
タ
ー
」
前
に
は
、
百
五

十
羽
以
上
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
す
る
。
山
崎
さ
ん
は
こ

こ
で
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

給
餌
を
行
っ
て
い
る
。

給
餌
活
動
は
親
子
二
代
に

わ
た
る
も
の
で
、
父
の
定
次

郎
さ
ん
は
、
同
二
十
二
年
に

エ
サ
を
与
え
始
め
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
数
地
内
に
は
、
給

餌
発
祥
の
記
念
碑
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
は
、

父
が
始
め
た
も
の
。
畑
に
ト

ビ

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
を
行
う
カ

メ
ラ
マ
ン
が
数
多
く
訪
れ

る
。「顔
な
じ
み
に
な
っ
た
人

と
毎
年
、
会
え
る
こ
と
は
と

て
も
う
れ
し
い
。
中
に
は
二

十
年
以
上
通
い
続
け
て
い
る

人
も
い
て
、
顔
を
合
わ
せ
る

と
″元
気
だ
っ
た
か
″
な
ど

と
言
葉
んふ
わ^
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
。

給
餌
を
行
っ
て
い
る
こ
の

間
に
は
、
天
皇
陛
下
が
同
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
　
ヽ

敷地に給餌発祥の碑
親子2代、愛情注ぎ50年
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町内諮毎に尽 くした人々

■
□
勝

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
く
よ
つ
に

な
る
と
、
ツ
ル
が
集
ま
り
始

め
た
。
給
餌
の
成
果
で
数
が

増
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
年
ぐ
ら
い
の

こ
と
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。

父
の
定
次
郎
さ
ん
に
つ
い

て
は

「
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
給
餌

は
父
に
と
っ
て
、
子
育
て
の

よ
２
一も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
語
る
。
親
子
二

代
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ

れ
、
同
二
十
七
年
に
は
愛
鳥

週
間
に
ち
な
ん
だ

「鳥
類
保

護
総
裁
賞
」
を
受
賞
し
た
。
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―
こ
の
地
に
生
き
る
子
々
孫
々
へ
―

愛
護
会
副
会
長

金

子

信

治

は
じ
め
に

上
阿
寒
が
丹
頂
の
里
と
い
わ
れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

鶴
の
飛
来
地
と
し
て
、
毎
年
、
初
秋
に
こ
の
地
に

訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
厳
し
い
冬
季
に

餌
が
与
え
ら
れ
、
安
心
し
て
、
原
野
で
育

っ
た
子

鶴
と
共
に
生
き
ら
れ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

子
別
れ
の
時
期
ま
で
過
ご
す
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
、
上
阿
寒
の
畑
作
農
家
は
生

産
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
鶴
に
よ
る
食
害

の
被
害
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
で
あ

っ
た
。
で
も
特

別
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
美
し

く
、
飛
来
し
て
く
る
鶴
と
の
愛
情
の
あ
る
交
流
が

あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
う
。

次
の
方
々
は
、
山
崎
定
次
郎
氏
と
共
に
飛
来
初

期
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守

っ
た
方
で
あ
る
。
す
で

に
故
人
と
な
ら
れ
た
が
そ
の
善
行
を
讃
え
た
い
。

（六
名
）

籟
坂
本
与
作
様

木
村
七
郎
様

石
橋
門
盛
様

中
屋
繁
松
様

今
で
も
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
り
続
け
ら
れ
て
い

る
方
々

宮
坂
定
雄
様

高
橋
　
稔
様

に
鶴
が
飛
来
し
て
、
よ
く
実
の
な

っ
た
も
の
を
餌

と
し
て
つ
い
ば
み
、
商
品
と
し
て
売
り
物
に
な
ら

な
い
こ
と
で
、
生
産
農
家
は
共
通
の
悩
み
を
抱
え

て
い
た
。

特
に
農
地
の
少
な
い
家
で
は
、
生
活
に
影
響
す

る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

原
　
博
氏
は
鶴
と
共
存
を
考
え
て
、
阿
寒
川
の

川
岸
近
く
に
ト
ウ
キ
ビ
畑
を

つ
く
り
、
収
穫
し
た

後
、
ま
だ
実
が
多
少

つ
い
て
い
る
も
の
を
残
し
て
、

鶴
の
餌
と
し
て
与
え
て
い
た
。

石
橋
門
盛
氏
は
か
な
り
の
被
害
が
あ

っ
た
よ
う

で
、
よ
く
奥
さ
ん
と
交
代
で
畑
に
飛
来
し
て
き
た

鶴
か
ら
生
産
物
を
守
る
た
め
に
追
い
た
て
も
し
た

が
、
や
が
て
、
鶴
も
ひ
も
じ
か
ろ
う
と
鶴

へ
の
愛

情
に
Ｈ
ぎ
め
て
、
収
穫
を
早
日
に
し
て
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
与
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

川
田
二
良
氏
も
鶴
と
の
共
存
を
考
え
て
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
よ
う
作
付
け
を
工
夫
し

て
い
た
。
不
幸
な
こ
と
に
三
女
の
京
子
さ
ん
が
阿

寒
高
校
に
入
学
し
て

一
ヶ
月
後
に
、
帰
宅
中
に
ま

り
も
国
道
で
交
通
事
故
に
逢
い
、
短
い
生
涯
を
閉

じ
た
。
私
は
そ
の
葬
儀
委
員
長
と
し
て
葬
儀
を
執

行
し
た
。
京
子
さ
ん
が
阿
寒
中
学
校
在
学
中
に
書

い
た
詩
を
こ
こ
に
伝
え
た
い
。

上
阿
寒
の
人
々
と
鶴

雹
適1じ

轟
稲
川
田
二
良
様

松
橋
弘
義
様

』
■
■

曳
原
　
　
博
様

山
崎
定
義
様

『
ｒ

こ
の
上
阿
寒
に
最
初
に
入
植
さ
れ
た
方
々
は
、

明
治
三
十
二
年
に
菅
野
定
吉
氏
と
そ
の
ご
家
族
で
、

私
の
祖
父
金
子
亀
蔵
は
大
正
七
年
に
入
植
し
た
。

現
在
、
私
達
は
二
代
日
、
三
代
日
の
時
代
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
ま
で
は
水
田
を
開
き
米
作
も
し

て
、
雑
穀
、
野
菜
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
時
代

の
流
れ
と
共
に
昭
和
三
十
七
年
、
上
阿
寒
部
落
農

事
組
合
が
で
き
て
、
野
菜
の
早
出
し
作
付
に
ビ

ニ
ー

ル
利
用
等
を
し
て
、
市
場
に
安
定
供
給
が
で
き
る

よ
う
野
菜
組
合
の
設
立
に
よ

っ
て
、
部
落

一
九
と

な

っ
て
野
菜
生
産
に
力
を
注
い
で
い
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
収
穫
も
多
い
し
、
市
場
価
格

も
よ
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
収
穫
時
期
に
な
る
頃

Ｐ
』
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t
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町内袴餌に尽 くした人々

川
田

タ
ン
チ

ョ
ウ

雪
の
中
に
―

凍
り
つ
く
吹
雪
の
中
に

声
を
た
が
い
に
確
か
め
あ

っ
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
生
き
て
い
る

雪
の
中
に
―

キ
ラ
キ
ラ
光
る
雪
野
原
に

そ
の
姿
　
ほ
こ
ら
し
げ
に

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
踊
っ
て
い
る

雪
の
中
に
―

夕
や
け
に
そ
ま
る
地
平
線
に
　
明
日
の
希
望
に

声
を
あ
げ
て
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
歌
ら

て
い
る

春
は
ち
か
い
　
け
が
れ
な
い
雪
原
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

歌
う
　
踊
る
　
は
ね
る
　
鳴
く
　
走
る

今
日
と
い
う
日
を
生
き
て
…
…

明
日
と
い
う
日
を
喜
ん
で
…
…

生
命
あ
る
躍
動
を

歌
う
　
踊
る
　
は
ね
る
　
鳴
く
　
走
る

雪
の
中
に
―

こ
の
詩
は
、
阿
寒
高
校
入
学
の
希
望
に
燃
え
て

い
た
四
月
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
の

「明
日
は
君
達
の
も
の
」
の
第
二

回
目
の
放
送
で

あ

っ
た
。

阿
寒
中
学
校
と
山
口
県
八
代
中
学
校
、
鹿
児
島

県
野
田
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
の
交
流
を
描
い

た
放
送
で
朗
読
さ
れ
て
、
番
組
を
観
て
い
た
多
く

の
人
々
に
感
動
を
与
え
た
。
本
人
は
短
い
生
涯
で

あ

っ
た
が
、
こ
の
詩
に
よ

つ
て
川
田
京
子
さ
ん
は

忘
れ
ら
れ
な
い
。
又
、
上
阿
寒
に
飛
来
す
る
鶴
達

へ
の
未
来

へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
な
っ
た
。

こ
の
様
に
親
も
生
活
に
懸
命
に
生
き
な
が
ら
、

飛
来
す
る
鶴
達
に
愛
情
を
も

っ
て
接
し
て
き
た
。

親
の
姿
を
観
て
育

っ
た
子
ど
も
達
が
、
小
中
学

校
で
鶴
の
愛
護
を
教
育
を
通
し
て
学
び
、
実
践
し

て
き
た
こ
と
を
、
私
は
上
阿
寒
部
落
の
誇
り
に
思
っ

て
お
り
、
子
々
孫
々
ま
で
伝
え
、
い
つ
ま
で
も
鶴

を
守

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。

山
崎
定
次
郎
氏
や
定
作
氏
親
子
二
代
に
わ
た

つ

て
鶴
の
愛
護
で
有
名
に
な

っ
た
方
も
あ
れ
ば
、
四

十
年
代
、
野
菜
出
荷
の
会
合
で
鶴
の
被
害
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
当
時
、
私
は
町
議
会
議
員
で
も
あ

っ

た
の
で
生
産
者
の
立
場
か
ら
鶴
の
愛
護
と
上
阿
寒

の
農
家
の
生
活
の
安
定
に
つ
い
て
議
会
に
提
案
し

た
こ
と
も
あ

っ
た
。
鶴
が
飛
来
す
る
こ
と
が
地
域

の
繁
栄
に
な
り
、
部
落
の
人
々
の
生
活
の
安
定
に

な
れ
ば
と
念
願
し
、
努
力
し
て
い
た
。

心
な
い
カ
メ
ラ
マ
ン
が
許
可
も
受
け
な
い
で
畑

に
入
り
、
鶴
を
追
い
か
け
撮
影
す
る
様
子
を
松
橋

弘
義
氏
は
「俺
の
と
こ
ろ
の
鶴
を
追
い
か
け
る
な
」

と
注
意
す
る
方
も
多
か
っ
た
。

鶴
友
会
と
い
う
小
さ
な
会
を

つ
く
り
、
そ
の
頃

で
き
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「鶴
」
の
オ
ー
ナ
ー
池
田
久

治
氏
や
従
業
員
の
鐙
谷
氏
な
ど
が
、
た
び
た
び
鶴

の
た
め
に
使
ら

て
下
さ
い
と
寄
付
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ

っ
た
。

中
屋
繁
松
氏
は
野
鳥
の
会
で
表
彰
を
受
け
た
方

で
あ
る
が
、
本
当
に
農
民
と
し
て
も
真
面
日
な
人

柄
で
心
か
ら
鶴
を
愛
さ
れ
た
方
で
あ

っ
た
。

も

っ
と
個
々
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た
い
の
だ

が
資
料
に
、
阿
寒
町
野
菜
組
合
設
立
二
十
周
年
記

念
誌
の
中
か
ら
阿
寒
町
野
菜
組
合
人
植
者

一
覧
を

掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
中
の
多
く
の
人
々

が
鶴
を
愛
し
て
、
鶴
の
飛
来
地
と
し
て
安
心
し
て

毎
年
、
飛
来
で
き
る
環
境
を

つ
く

つ
て
き
た
人
々

で
あ
る
。

現
在
、
丹
頂
の
里
と
し
て
、
赤
い
ベ
レ
ー
、
道

の
駅
、
鶴
の
観
察
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
で
き

て
、
鶴
に
と

っ
て
は
環
境
の
変
化
が
あ
る
が
、
か

わ
ら
ず
飛
来
し
て
き
て
い
る
。

お
わ
り
に
釧
路
市
と
合
併
し
て
も
、
こ
の
上
阿

寒
に
住
む
、
私
達
の
子
や
孫
達
、
新
し
く
住
人
と

な
ら
れ
る
方
々
が
、
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
地
を
安

住
の
地
と
し
て
、
飛
来
す
る
鶴
達
に
変
わ
ら
ぬ
愛

情
を
そ
そ
ぎ
、
受
け
継
い
で
守

っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
に
念
願
し
、後
世
に
伝
え
る
言
葉
と
し
た
い
。

阿
寒
中
学
校

ツ
ル
ク
ラ
ブ

京

子

84 ●
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丹
頂
鶴

慰

霊

塔

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
こ
の
地
方

に
毎
年
秋
か
ら
春
ま
で
、
お
よ
そ
百
二
十
羽
飛
来

し
、
地
元
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と
に
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
慰
霊
塔
は
、
こ
れ
ま
で
死
ん
だ
多
く
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
め
い
福
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て

一
般
の
人

た
ち
に
保
護
を
訴
え
よ
う
と
建
立
し
た
も
の
で
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
愛
に

こ
た
え
、
雪
原
で
華
麗
に
乱
舞
し
、
訪
れ
る
人
た

ち
を
幻
想
の
世
界

へ
と
誘

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
四
月

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

資

料

と

し

て

氏    名 初 代 代 三 代 入植年 入植地 入植 前 居 住地

菅 野 孝 志 定 士ロ 和 孝 志 明32 上阿寒 福島県相馬郡

中 屋 若 夫 竹 松 繁 松 若  夫 35

正 藤九郎 徳  治 正 35 石川県鳳至部鵜川村

前 崎 弘 正 定  八 弘 弘  正 39 福島県

松 橋 邦 彦 寅  治 邦 義 邦 彦 40 福島県相馬郡日之木村

松 橋 直 義 寅  治 い直義 福島県相馬部日之木村

坂 本 勝 正 栄  作 与 作 勝  正 |十森県北津軽郡亀Ш村

辰 尾 治 雄 徳治郎 直  治 治 雄 45 宙 ||1県中新川郡

山 崎 定 作 定次郎 定 作 彦 大 2 宮山県中新川郡上市町

山 崎 進 定次郎 「 舌辛 富山県中新川部上市町

lll 崎 定 義 定次郎 じ〕定義 上阿寒 宮山県中新川郡上市町

佐 藤 春 二之助 イ、 山形県

高 橋   通 泰  治 通 岐車県

(ヽ 信 治 亀  蔵 0政蔵 信  治

木 村 輝 夫 捨 松 七 郎 輝  人 和歌山県

高 井 幾 夫 幾 夫 晴 昭 22

石 村 三 郎
自

一

成 田 又 吉 又  吉 達 也 布伏内 布伏内

畑 島 秀 雄 米 士ロ 嘉七郎 秀 雄 上 舌辛 宮山県西砺波郡

浜 田 幸 蔵 影 雄 幸  長 幸 蔵 下舌辛 高知県
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昭
和
三
年
北
海
道
特
定
移
民
願
叶
う
。
こ
の
年

四
十

一
オ
。
入
地
す
る
た
め
伊
豫
三
島
神
社
に
、

吾
は
北
海
道
移
民
に
つ
き
祈
願
、

「只
今
か
ら
北

海
道
に
渡
り
こ
の
大
神
米
を
作
っ
て
参
り
ま
す
。

米
の
出
来
な
い
土
地
に
は
子
孫
を
お
き
ま
せ
ん
」

と
の
決
意
を
申
し
述
べ
る
。

見
送
り
下
さ
る

一
同
に
御
礼
を
述
べ

三
島
駅
か
ら
乗
車
し
て
二
夜
三
日
が
か

り
で
上
川
郡
鷹
栖
村
十
七
線
十
六
号
、

加
地
庄
吉
伯
父
宅
に
立
ち
寄
り
、
米
種

五
合
を
頂
き
、
現
地
に
到
着
。
移
民
同

志
の
ク
ジ
に
よ
り
小
生
に
は
当
地
が
当

た
る
。
移
民
収
容
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
通
い
、
二

間
四
間
の
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、
親
子
四

名
の
生
命
を
守
る
。
鍬
と
鎌
、
心
身

一

体
真
を
守
れ
ば
、
神
は
守
る
。
精
神

一

到
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
。
身
を
捨
て
こ

こ
を
先
途
と
勤
む
れ
ば
、
月
日
の
数
も

知
ら
で
年
経
ん
。

五
月
に
成
れ
ば
、
雪
も
融
け
こ
の
二

十

一
線
の
地
も
春
め
き
き
た
り
て
、
そ
の
中
に
、

鶴
二
羽
現
わ
れ
た
そ
の
時
、
鶴
に
松
と
教
え
ら
れ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
住
む
鳥
か
と
後
ず

さ
り
し
て
帰
宅
し
た
が
、
家
人
に
そ
の
話
せ
ず
。

昭
和
三
年
の
暑
さ
は
故
郷
の
如
し
、
遅
ま
き
ト

ウ
キ
ビ
も
実
り
上
々
。
世
の
中
は
草
木
も
同
じ
神

に
こ
そ
あ
れ
。
昭
和
六
年
当
地
々
下
二
尺
凍
結
。

六
月
来
る
も
地
温
昇
ら
ず
、
収
穫
皆
無
。
鶴
も
姿
を

見
せ
ず
。

鶴
は
我
ら
阿
寒
町
民
初
め
生
息
地
の
人
々
の
愛
護

精
神
に
よ
り
増
殖
し
ま
し
た
が
、
ヨ
シ
ズ
原
野
で
な

け
れ
ば
子
育
て
で
き
な
い
。
湿
原
ヨ
シ
ズ
地
に
集
ま

る
故
我
等
の
畑
に
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
給

餌
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
思
う
時
、
こ
の
大
自
然

の
美
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
を
寂
し
く
思
う
。
昭
和

四
十
八
年
頃
の
よ
う
に
水
田
地
に
行
く
と
必
ず
鶴
が

見
え
る
観
光
地
で
あ
り
ま
し
た
。
中
間
に
小
川
が
流

私
の
長
寿
は
鶴
の
お
か
げ

阿
寒
町
給
餌
人

加

地

良

次

れ
、
ヨ
シ
ズ
の
生
え
た
沢
と
凹
地
。
水
田
の
中
に
鯉

を
育
て
る
た
め
の
池
。
田
植

の
六
月
の
初
め
、
夫
婦

鶴
は
大
空
を
飛
ぶ
。
そ
の
姿
は
今
も
な
お
心
に
残
る

私
の
長
寿
も
鶴
の
お
か
げ
と
鶴
を
敬
し
慕
う
も
の
で

あ
る
。

:タンチョウその保護|こ尽くした人々 :
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地

政

富
さ
ん
（阿寒
）

る
こ
の
間
に
は
、
ケ
ガ
を
し

て
し
ま
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も

い
た
。
今
か
ら
五
年
前
の
こ

と
。
「ケ
ガ
を
し
た
た
め
、
片

方
の
羽
が
下
が
っ
て
し
ま
っ

一̈

た
ツ
ル
が
い
た
。
と
て
も
弱

一̈

っ
て
い
た
の
で
、
キ
ツ
ネ
が

川

後
を
付
客

べ^
き
つと
狙
っ

鯛

て
い
た
。
支
庁
に
連
絡
す
る

¨̈

と
動
物
園
の
職
員
が
訪
れ
、　

一̈

保
護
し
て
く
れ
た
」
と
振
り

叩

一ζ
・
Ｄ
ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝

逆
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

こ
Ｐヽ
し
た
中
、
給
餌
場
と

出

な
る
牧
草
地
周
辺
の
環
境

¨

も
、こ
こ
数
年
で
変
わ
っ
た
。
叩

「周
り
に
は
ヨ
シ
が
群
生

咄

し
、
以
前
は
ヤ
チ
と
い
う
状

・̈

態
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て

中

い
い
こ
と
か
た零

か́

昇́

いヽ

口

が
、
山
も
は
っ
き
り
見
え
る

「

よ
う
に
な
っ
た
」。
　
　
　
　
¨

給
餌
を
初
め
て
か
ら
十
年
　
ｍ

以
上
に
な
る
が
、
飛
来
す
る

Щ

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
警
戒
心
が
強

「

く
、
あ
ま
り
近
く
に
寄
る
こ

．̈

と
は
で
き
な
い
。
加
地
さ
ん
　
＝

は
そ
れ
で
も
毎
年
タ
ン
チ
ョ
　
ｍ

ウ
を
待
ち
続
け
て
し
き
つ
と

い
う
。「冬
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

特
に
美
し
′患
じ
る
。
自
分

の
所
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し

い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
る
。

毎冬の飛来楽しみに
仁々志別で親子2代の給餌

ミヽ
=

加
地
さ
ん
の
自
宅
は
、
阿

寒
町
の
仁
々
志
別
に
あ
る
。

給
餌
は
父
親
の
良
次
さ
ん
が

昭
和
四
十
年
に
始
め
た
も
の

で
、
親
子
二
代
に
わ
た
る
。

今
年
は
二
組
六
羽
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
飛
来
し
て
い
る
。

加
地
さ
ん
が
給
餌
を
引
き

継
い
だ
の
は
、
同
六
十

一
年

の
こ
と
だ
っ
た
。「父
親
は
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
た
め
、
わ
ざ
わ

ざ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
る
ほ

ど
熱
心
だ
っ
おＬ
私
は
父
が

す
ヽ
お後
が
し
可
か
ら
絡
餌

を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
継

ぐ
と
い
う
強
い
気
持
ち
は
な

か
っ
た
。
ツ
ル
の
話
を
す
る

こ
と
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
な
か
っ
た
」
と
思
い

出
を
語
る
。

今
年
、
飛
来
し
て
い
る
の

は
二
組
の
六
羽
。
そ
れ
ぞ
れ

が
っ
が
い
で
、
幼
鳥
を
連
れ

て
い
る
。「な
わ
は
り
意
識
が

と
て
も
強
い
の
で
、
力
の
強

い
方
が
弱
い
方
を
追
っ
払
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。　
一

緒
に
エ
サ
を
つ
い
ば
む
姿
を

見
る
こ
と
は
な
い
」と
い
う
。

ま
た
、
給
餌
を
行
っ
て
い

=

司

ノ
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｀

ヽ

′

・
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仁 々志 別 で 給 餌 を 続 け る加 地 さん 。 給 餌 は 親 子 2代に わ た る
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町内諮併に尽 くした人々

ピ

阿
寒
町
Ω
慇
麺
か
ら
約

二
計
離
４
午
書
辛
に
あ
る

牧
場
。
高
橋
さ
ん
は
こ
こ
で

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
を
し
て

い
る
。
十
年
前
に
隣
の
農
家

か
ら
正
式
に
引
き
継
い
だ

が
、
以
前
か
ら
給
餌
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
期
間
は
三
十

年
を
超
え
る
。

高
橋
さ
ん
は
四
十
年
前
か

ら
、
こ
の
地
で
酪
農
を
営
ん

で
い
る
。
「は
じ
め
は
牛
の
エ

サ
で
も
あ
う
ア
ー
ン
ト
コ
ー

ン
を
与
え
た
。
昔
は
十
羽
ほ

ど
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
来
た

が
、
今
年
は
つ
が
い
の
二
羽

だ
け
。
数
が
減
っ
て
と
て
も

寂
し
い
」
と
振
り
返
る
。

ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛

来
料場
（族
（塞
（し
み
に
ら
な

っ
て
お
Ｑ
「十
一月
に
な
る

と
、
毎
一番
ち
遠
し
い
気
持

ち
に
な
る
。
家
蒸
も
ツ
ル
を

尋
当
局
で
い
る
〓
を
い笑

ん
蠣占
モ
ゑ

高
橋
さ
ん
が
給
餌
一仏

沖め

た
こ
ろ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、

農
家
に
と
っ
て
書
鳥
と
も
い

え
る
存
在
だ

っ
た
。
し
か
し
、

生
息
数
が
減
少
し
、
給
餌
が

定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

晨
家
の
間
で
も
存
在
が
見
直

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。当

時
を
振
り
返
り

「私
も

最
初
の
こ
ろ
は
ツ
ル
に
対
し

て
、
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。
家
畜
の
肥

料

客̈

ス
ベ
て
し
き

つ
の
で
、

害
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
給
餌
を
続

け
る
う
ち
に
段
々
鳥結
が̈
わ

く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
」

と
語
る
。

十
羽
以
上
飛
来
し
て
い
た

タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
現
在
は
つ

が
い
の
二
羽
だ
け
に
な

っ

た
。
周
囲
の
環
境
も
大
き
く

高
橋
　
良

一
さ
ん
（阿
寒
）

変
化
し
、
生
息
に
与
え
る
影

響
も
危
惧
し
て
い
る
。「付
近

の
優
【も
舗
装
さ
れ
、
こ
の

辺
一２
撃
Ｊ
っ
か
り
明
る
く
な

っ
た
。

る
な
ど
、大
〓ヂ

変ヽ
貌
し
た
。

環
境
の
変
化
が
飛
来
数
の
減

少
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
」。

給
餌
場
の
牧
草
地
で
は
、

二
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
何
気
な
く
始
め
た
給

餌
も
、
三
十
年
を
超
・ろ
うよ

う
に
な
っ
た
。
「給
餌
は
私
の

楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
数

が
減
っ
て
い
る
の
は
と
て
も

残
念
だ
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
す
る
限
リ
エ
サ
を
与
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

給餌続けて30年以上
程
生
息
へ
の
影
響
危
惧

タンチ ョウが飛来 する高橋 さんの牧場。周囲の環境 も大き く変わ った とし` う
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鈴

木

浪

ラヘ3
さ
ん
′‐ヽ

ロ
寒
V

下徹別で給餌を している鈴木 さん。居間の憲か らは飛来する 3羽の姿を眺める
ことができる

鈴
一全
兄

″が
給
餌
を
始
め

た
の
は
、
今
か
ら
四
年
前
。

昭
和
三
十
三
年
か
ら
父
親
の

義
雄
さ
す
″
が
エ
サ
を
与
「乙
Ｃ

い
た
が
、
高
齢
の
た
め
後
を

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在

も
三
羽
が
飛
来
し
て
お
り
、

下
徹
別
の
自
宅
の
窓
か
ら
は

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
し
い
姿
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

親
子
の
二
代
に
わ
た
る
給

餌
活
動
は
、
約
四
十
年
に
わ

た
る
も
の
。
「父
親
は
郵
便
局

に
製
す
る
管
り
、
エ
サ
を

与
喬

け
た

二
編

装

人
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前

に
０バ
諭
一く
な
っ
て
い
た
の

で
、
私
も
自
然
に
給
餌
を
す

る
よ
う
に
な
う
た
」
と
振
り

返
る
。

飛
来
し
て
い
る
三
羽
は
、

自
宅
（写

ぐ́
製

、
二

を

つ

い
ば
ん
で
い
る
。
も
っ
と
身

近
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
接
し
た

い
と
思
い
、
段
々
と
エ
サ
を

家
に
近
付
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
初
め
は
百
店
ほ
ど
離
れ

た
所
に
降
り
立
っ
て
い
た

が
、
今
で
は
玄
関
付
近
に
足

跡
旨

賀
れ
る
。

「初
め
の
う
ち
は
、
自
宅
の

裏
側
で
エ
サ
を
食
べ
て
い
た

の
ワ、
居
間
か
ら
そ
の
姿
を

眺
め
る
こ
と
ほ
で
き
な
か
っ

た
。
現
在
で
は
、
家
で
く
つ

ゑ
二
いが
２ヽ

ン́
チ
ョ
ウ
を

昇
る
こ
″
が
で
き
つ
い
つ
に

な
っ
た
。
毎
日
接
し
て
い
る

と
、
自
分^
の
易
内
の
よ
う
に

も
感
じ
る
」。

ま
た
、
毎
年
こ
の
季
節
に

な
る
と
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
子

別
れ
す
る
。
今
年
も
幼
鳥
が

飛
来
し
て
お
り
、
そ
の
時
期

が
そ
ろ
そ
ろ
近
づ
い
て
い

る
。
「子
別
れ
の
際
に
は
、
親

が
子
供
を
突
き
始
め
る
よ
つ

に
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
言

・る
る
も
の
だ
が
、
幼
鳥
の
鳴

重
戸
み
蘭
く
と
と
て
こ皐
心し

い
気
分
に
な
る
」
と
語
る
。

鈴
蒼

な

以
ぷ

象

ン
チ
ョ
ウ
を
観
察
し
、
記
録

を
撮
っ
て
い
る
。
今
年
は
カ

メ
ラ
え皇
に
、
写
真
撮
影
も

本
格
的
に
始
め
た
。
今
後
も

写
真
を
撮
り
続
け
、
ア
ル
バ

ム
な
ど
も
製
作
し
て
み
た
い

と
い
う
。
「
シ
カ
と
タ
ン
チ

ョ

ウ
が

一
緒
に
エ
サ
を
食
べ
て

い
る
写
真
も
撮
っ
た
。
居
間

か
ら
眺
め
て
い
る
と
珍
し
い

場
面
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ

る
の
で
、
カ
メ
ラ
を
常
に
準

備
し
て
い
る
。
撮
影
を
続
け

写
真
呟為

察̈
記
録
を
作
り
た

い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。

ピ

晉l「カメラで観察記録も」
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上 舌辛で給餌 を行 っている及川 さん。 牧草地 にはつがいの 2羽が飛来 している

及
川

シ
マ
，す
さ
ん
（阿寒
）

優
雅
な
ダ
ン
ス
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
毎
日
楽

し
い
思
い
を
し
て
い
る
」
と

語
る
。

阿
寒
町
の
市
街
地
か
ら
約

五
計
離
れ
た
上
舌
辛
の
一
角

に
、
及
川
さ
ん
の
自
宅
が
あ

る
。
飛
来
し
て
い
る
の
は
、

つ
が
い
の
二
羽
。
給
餌
人
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年

の
こ
と
だ
っ
た
。
今
年
、
訪

れ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特

に
警
戒
心
が
強
い
と
い
・■

及
川
さ
ん
は
昭
和
〓
十

年
、
こ
の
地
に
移
住
し
た
。

同
四
十
年
か
ら
酪
農
一魯
鴻
一

よ
う
に
な
り
、
同
五
十
年
に

給
餌
んあ
一め
ζ
「酪
晨
を
始

め
た
こ
ろ
に
、
牛
の
エ
サ
で

も
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
タ

ン
チ

ョ
ウ
に
与
え
た
。
昭
和

五
十
年
代
に
は
四
十
羽
以
上

が
飛
来
し
て
い
た
が
、
最
近

は

一
つ
が
い
だ
け
。
数
が
め

っ
き
り
減
っ
て
し
ま
い
、
と

て
も
寂
し
い
気
が
す
る
」
。

今
年
飛
来
し
て
い
る
の

は
、
例
年
訪
れ
て
い
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
で
は
な
く
、
新
し
い

つ
が
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
か

な
り
折
て
ま
で
寄
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
あ
る
程
度
の
距

離
に
な
夕
」蒸
望
（っ
て
し

ま
つ
。「今
年
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

は
と
て
こ総
裁
心
が
強
い
。

し
か
し
、
自
宅
の
軍
か
ら
は

と

往時の40羽から2羽 l
´
"
ヽロ
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給
餌
を
行
っ
て
い
る
間
に

は
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
プ
ル
ト

ッ
〕Ｆ
一く
ち
瘤卜
と
突
っ
込

ん
だ
た
め
、
エ
サ
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し

ま

っ
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
も
い

た
。
「
町
教
委
や
機
公
園
、
動

物
園
の
関
係
者
が
ワ
ナ
を
仕

掛
け
、
な
ん
と
か
ブ
ル
ト
ッ

プ
を
外
そ
うと
し
た
が
、
警

戒
心
が
強
く
だ
め
だ
っ
た
。

十
日
ほ
ど
経
つ
と
自
然
に
外

れ
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
も
思

い
出
の
ひ
と
つ
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

十

一
月
下
旬
に
姿
を
現
す

タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
二
月
中
旬

に
な
る
と
飛
び
立

っ
て
い

く
。
親
と
分
か
れ
る
際
に
発

す
る
幼
鳥
の
鳴
き
声
は
、
悲

し
い
声
に
感
じ
ら
れ
る
時
も

あ
る
と
い
う
。
「タ
ン
チ
ョ
ウ

が
姿
を
見
せ
る
と

一
年
の
仕

事
が
終
わ
り
、
帰
っ
て
い
く

時
に
は
仕
事
が
始
ま
る
と
い

２̈
コ
ヽ
す
る
。
給
餌
は
日
常

生
活
の
リ
ズ
ム
と
言
え
る
も

の
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。

「給餌は今や生活のリズム」
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町内変島校紹介

(撮影 前阿寒町教育長 高橋兼夫 )

げ
因
げ
出
口
因
＾
⑤
機

阿
寒
小
学
校
の
前
庭
に
は
、
「丹
頂
」
を
あ
し
ら

つ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
「カ

リ
オ
ン
の
鐘
」
が
あ
り
、
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
外
壁
に
は
丹
頂
が
大
空
に
舞

い
上
が
る
姿
と
丹
頂
の
親
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
カ
リ
オ
ン
か
ら
流
れ
る
鐘
の
音
と
子
供
た
ち
に

寄
せ
る
想
い
を
描
い
た

「丹
頂
」
の
姿
は
、
ま
さ
に
阿
寒
小
学
校
の
象
徴
で

あ
り
、
学
校
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
か
ら

一
様
に
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
る
の

で
あ
る
。

阿
寒
小
学
校
は
こ
れ
ま
で
色
々
な
か
た
ち
で

「丹
頂
」
と
の
か
か
わ
り
を

持

っ
て
き
た
。

そ
の

一
つ
に
、
「丹
頂
の
里
」
の
学
校
で
も
あ
る
本
校
は
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
愛
護
会
の
愛
護
活
動
協
力
校
と
し
て
、
卜
二
月
に
行
わ
れ
る
丹
頂

一
斉

調
査
に
長
く
か
ら
か
か
わ
り
、
保
護
の
た
め
の

一
役
を
担

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
子
供

た
ち
が
郷
上
の
　
　
「ツ
ル
」が
縁
で
姉
妹
校
に

一

誇
り
で
あ
る
特
　
　
　
刹」初
ル
難
が
陣
籍
＾
を
謝
離

一

別
天
然
記
念
物

で
あ
る
「丹
頂
」

の
こ
と
を
調
べ

た
い
時
に
役
立

つ
よ
う
に
と
、

「丹
頂
」
の
生

態
や
保
護
の
歴

こ
と
を
学
習
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
、

学
習
に
活
用
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
「丹
頂
」
を

取
り
巻
く
自
然
や
保
護
に
対
す
る
意

識
の
啓
蒙
を
図

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

「丹
頂
」
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
昭
和
四
十
三
年
、
本
校

が
北
海
道
愛
鳥
モ
デ
ル
校
と
し
て
指

定
を
受
け
た
こ
と
を
き

つ
か
け
に
、

校
庭
に
小
鳥
の
村
を

つ
く
り
、
巣
箱

掛
け
を
す
る
な
ど
野
鳥
の
保
護
運
動

に
も
力
を
注
い
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

一
連
の
活
動
に
よ

つ
て
、

子
供
た
ち
の

「丹
頂
」
や
野
鳥
な
ど

に
対
す
る
愛
鳥
思
想
が
深
ま
り
、普
及
啓
発
の
模
範
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歩
み
の
中
、
平
成
六
年
に
は

「
ツ
ル
」
が
取
り
持
つ
縁
で
、
ナ

ベ
ツ
ル
の
越
冬
地
と
し
て
知
ら
れ
る
山
口
県
の
八
代
小
学
校
と
姉
妹
校
に
な

り
、
お
互
い
に
保
護
活
動
な
ど
情
報
交
換
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
数
年
間
そ
の
交
流
は
続
い
た
が
、
い
つ
の
ま
に

八
代
恋

壼
の
星
，
あ
〓

６
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0阿寒町タンチョウ持愛装会

か
八
代
小
学
校
か
ら
の
情
報
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
今
現
在
行
わ
れ
て
い
な

い
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

さ
て
、
阿
寒
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
丹
頂
と
の
直
接
の
か
か
わ
り
は
、
阿

寒
中
学
校
と
ち
が
っ
て
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

実
は
、
「丹
頂
」
と
本
校
の
子
供
た
ち
と
の
直
接
の
か
か
わ
り
は
、
平
成
十

四
年
に

「生
活
科
」
や

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
を
使
つ
た
学
習
活

動
の

一
環
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「目
的
を
も

っ
て
自

然
体
験
や
社
会
体
験
、
生
産
体
験
な
ど
を
行
い
、
阿
寒
町
の
自
然
や
社
会
、

文
化
を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
す
る

「生
活
科
」
や

「総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
中
で

「丹
頂
」
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

子
供
た
ち
自
ら
の
体
験
を
通
し
て

「丹
頂
」
や
自
然
に
対
す
る
自
分
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
自
ら
の

手
で
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
育
て
る
活
動
を
春
か
ら
秋
に
か
け
て
取
り
組
む
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
冬
に
は

「に
お
」
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
く
り
、
「丹
頂
」
と

と
も
に
生
活
を
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
の
努
力
が
実
り
、
数
は
多
く
は
な
い
の
だ
が
、
子

供
た
ち
の
作
つ
た

「に
お
」
に
舞
い
降
り
、
餌
を
啄
む
姿
が
毎
年
の
よ
う
に

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
平
成
十
五
年
、
阿
寒
小
学
校
で
文
部
科
学
省
の
地
域
指
定
に
よ
る

「児
童
生
徒
の
心
に
響
く
道
徳
教
育
」
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、
「丹
頂
」

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
舞
い
降
り
、
子
供
た
ち
の
歓
声
と
共
に
自
然
に
溶
け
込
む

「丹
頂
」
の
姿
を
見
た
参
観
者
は
感
動
を
受
け
、
「豊
か
な
心
を
育
む
道
徳
教

育
」
研
究
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
の
学
研

一
月
号
に
餌
づ
く
り
や

「に
お
」
づ
く
り
な

ど

「丹
頂
」
を
め
ぐ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
活
動
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
中
学
校
の
英
語
の
教
科
書
に
本

校
の
子
供
た
ち
と
丹
頂
の
写
真
が

一
部
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も

「丹
頂
」
を
地
域
の
宝
と
し
て
、
そ
し
て
誇
り
と
し
て
、
大

切
に
見
守
り
、
「丹
頂
」
や
阿
寒
の
自
然
と
の
共
存

・
共
生
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
ｒ
供
た
ち
の
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

たんちよう

(2年の学習 1月 号 2004 学研発行)
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町内愛烏枝紹介

●

た
ん
ち
ょ
う
は

食
べ
る
の
？

ど
じ

よ
う
、
う
ぐ

い
、
か
え
る
、
と
ん
ば
、
ば

っ
た
、
と
う
も
う
こ
し

（デ

ン
ト

コ
ー
ン
）
、
ク

ロ
ー
バ
ー
な
ど
、

■
で
も

食
べ
る
よ
。
冬
は

え
さ
が

な
く
な
る
の
で
、
人
が

あ
た
え
る

デ

ン
ト

コ
ー

ン
を

食
べ
る
よ
。

を

よ

。

ぬ
け
な
い
そ

か
な
か

ま
い
て

い
く
よ
。

つ
ぶ
ず
つ

“

ね
を
学
校
の

す
る

デ

た
ん

:■■

こ
ん
な
に

た
く
さ
ん

と
れ
た
よ

か
わ
を

た
ん
ち
よ
う
が

よ
う
に
、
日
じ

フ
‐

喘
ハ
′

ま
わ
り
に

デ
ン
ト
コ
ー
ン
を

ま

く
よ
。

「
に
お
」
の

え
さ
が

あ
る

目
じ
る
し
だ
よ
。

′

Ｌ
ロ

に
お
」
は
、

(2年の学習 1月 号 2004 学研発行 )
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来
な
い

日
は
、

し
ん
ば
い
に

な
る
ん
だ
。

ンロヽ

じ
ゅ
ぎ
よ
う
中
で
も

見
と
れ
て

し
ま
う
よ
。

う
れ
し
く
て

た
ん
ち

よ
う
は

ど
こ
で

ね
る
の
？

川
の

中
で

ね
る
よ
。
な
が
れ
が

ゆ
る
や
か
な

あ
さ
い

と
こ
ろ
で

一
囃
鸞
で

立
っ
て
、
く
ち
ば
し
を

せ
中
の

羽
の

中
に

入
れ
て

ね
む
る
よ
。
川
で

ね
る
と
、
き
つ
ね
な
ど
に

お
そ
わ
れ
に
く
い
し
、
冬
は
、
地
面
の

上
よ
り

あ
っ
た
か
い
ん
だ
よ
。

″

■
噂

“

分

イ
Ｖ
Ｉ

′

Ｉ

．Ｖ

Ｉ

Y

59

か

っ
　
　
　
こ
　
う

」 ダ

`

=口
・・

ノ .
・ ′・口`
J、」

近
よ
る
と

に
げ
て
し
ま
う
の
で
、

５０
メ
ー
ト
ル
い
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よ
う

は
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見
ま
も
る
よ
。
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(2年の学習 1月 号 2004 学研発行)
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町内愛島枝認介

豚
因
げ
出
？
醸
四
小
⑤
機

(写真撮影 :第 48回卒業生 松下美智雄氏)

（
平
成
五
年
二
月
二
十

一
日
閉
校
）

遠
く
に
阿
寒
連
峰
を
望
み
、
丹
頂

の
舞
う
学
び
舎
。
阿
寒
町
立
下
徹
別

小
学
校
は
ま
さ
し
く

「丹
頂
の
里
」

の
学
校
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
平
成
五
年
二
月
二
十

一

日
を
も

つ
て
六
十
七
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
、
阿
寒
小
学
校

へ
統
合
す
る

に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

今
現
在
、
学
校
は
下
徹
別
コ
ミ
ニ
ュ

テ
イ
セ
ン
タ
ー

（丹
頂
の
家
）
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
下
徹
別
小
学
校
は
丹
頂
と
共

に
歩
ん
で
き
た
学
校
と
い
え
る
。

昭
和
五
十
九
年
に
作
成
し
た
学
習

資
料
集
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

「私
た
ち
の
学
校
　
下
徹
別
小
学

校
は
、
『
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
』
の
学
校

で
す
。
き
ゅ
う
じ
場
で
あ
る

『
タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
』
と
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
と
の
、
ち
ょ
う
ど

真
ん
中
ほ
ど
に
あ
る
学
校
で
す
。

朝
、
冬
の
し
ば
れ
で
、
す
き
通

つ
た
よ
う
に
青
く
輝
く
空
を
、
大
き
な
白

い
羽
を
ゆ

つ
く
り
動
か
し
な
が
ら
、
仲
良
く
エ
サ
場
に
向
か
う
親
子
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
た
美
し
い
す
が
た
。

夕
方
、
三
十
羽
も
四
十
羽
も
き
れ
い
に
Ｖ
字
形
に
な
ら
ん
で
夕
焼
け
雲
の

空
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
、
『
ピ
イ
ピ
イ
』
鳴
く
子
づ
る
を
中
に
し
て
、
た
が
い

に
鳴
き
合
い
な
が
ら
ね
ぐ
ら
に
向
か
う
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
群
れ
の
見
事
な
ま
で

の
美
し
さ
。
そ
ん
な
す
ば
ら
し
く
美
し
い
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
校
舎
の
屋
根
ス

レ
ス
レ
に
朝
夕
飛
び
交
う
学
校
で
す
。
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
ま
さ
に
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
明
け
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
暮
れ
て
い
る
学
校
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ

つ
た
世
界
で
も
め
ず
ら
し
く
美
し
い
鳥
、

特
別
天
然
記
念
物

『
タ
ン
チ
ョ
ウ
』
が
、
こ
の
地
で
冬
を
過
ご
し
て
い
る
こ

と
が
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
誇
り
に
さ
え
思

っ
て
い
る
の
で
す
ピ

こ
の
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
下
徹
別
小
学
校
は

「丹
頂
の
里
」
の
学
校
で
あ

り
、
学
校
の
歴
史
と
共
に

丹
頂
を
見
守
り
続
け
て
き

の
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
丹
頂
の

一

斉
調
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
日
常
観
察
、
給
餌
な
ど

保
護
運
動
や
啓
蒙
活
動
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、

昭
和
三
十
九
年
に
は
教
育

映
画
（東
映
）
「鶴
と
子
供

達
」
に
五
、
六
年
児
童
が

出
演
す
る
な
か
で
そ
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
昭
和
四
十

丁
年
に
も

Ｈ
Ｂ
Ｃ
映
画
班
が
丹
頂
鶴

行啓に際 し本校児童・職員特別面談懇談をする
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タンチョウ特愛護会

¬ヽ

'40th

'Anniversaワ ●阿寒町

0

皇
太
ｒ
ご
大
要
観
察
セ
ン
タ
ー
ご
祝
察

皇
太
子
御
夫
姜

に
会
う

五
年

佐

藤

近

良

き
の
う
の
二
時
ご
ろ
か
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
か
ん
さ

つ
セ
ン
タ
ー
で
、
皇
太

子
御
夫
妻
に
会
い
ま
し
た
。

初
め
に
中
に
入
っ
て
、
食
堂
の
ほ
う
に
い
つ
て
皇
太
子
殿
下
、
美
智
子
妃

殿
下
の
く
る
の
を
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
二
十
分
ぐ
ら
い
た

つ
て
か
ら
、
皇
太

子
殿
下
が
い
ら

つ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん
に
、
報
道
人
た
ち
が

写
真
を
と
り
は
じ
め
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
が
資
料
室
の
方
に
い
つ
て
い
る
間
に
、
ぼ
く
た
ち
は
並
び
ま

し
た
。
並
ん
だ
と
き
は
、
ど
う
い
う
質
問
が
あ
る
か
あ
せ

っ
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
記
者
の
人
た
ち
が
こ
つ
ち
に
く
る
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
が
こ
ち
ら
に
き
た
ら
、
急
に
寒
か

っ
た
の
が
あ
た
た
か
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
質
問
さ
れ
た
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
ぼ
く
と

由
香
ち
や
ん
の
二
人
で
こ
た
え
ま
し
た
。

お
帰
り
に
な
る
時
に
、
「ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
何
回
も
言

っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
車
に
の
る
と
こ
ろ
ま
で
、
見
お
く
り
を
し
ま
し
た
。

（下
て
し
の
子
の
四
季
Ｈ
号
よ
り
）

昭
和
六
十
年
に
は
全
校
あ
げ
て
の
丹
頂
の
愛
護
活
動
が
認
め
ら
れ
、
北
海

道
社
会
貢
献
賞

（野
生
鳥
獣
保
護
功
労
）
を
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
閉
校
に
な
る
ま
で
子
供
た
ち
の
手
で

「丹
頂
」
の
愛
護
活
動
は

続
け
ら
れ
た
が
、
現
在
、
学
校
が
な
く
な

っ
て
も
丹
頂
の
里
と
し
て
地
域
ぐ

る
み
で
丹
頂
を
見
守
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

火
ち
よ

道
社
会
貢
献
賞
一震
舞
一を
受
賞
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鮮
“
“
一
斉
調
査
に
毎
年
参
加

と
子
供
た
ち
の
様
子
を
撮
影
。
こ
の
よ
う
に
下
徹
別
小
学
校
の
子
供
た
ち
と

鶴
と
の
深
い
結
び
が
全
国

・
全
道
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
、　
一
月
に
皇
太
子
ご
夫
妻

（現
天
皇
陛
下

・
皇
后

陛
下
）
が
当
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
を
ご
視
察
さ
れ
た
時
、
全
校

児
童
十
二
人
の
子
供
た
ち
が
丹
頂
に
関
し
て
お
話
す
る
と
言
う
大
任
を
仰
せ

つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
忘
れ
ら
れ
ぬ
喜
び
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
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校

長

安

藤

弘

子

◇
本
校
の
教
育
指
針

「鶴
翔
青
雲
」
と
は
、
昭
和
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
阿
寒
中
学
校
の
校
訓

で
あ
り
、
学
校
教
育
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。
当
時
の
鎌
円
　
勉
校
長
は
、
学

校
教
育
目
標
を
、
地
域
に
密
着
す
る
鶴
の
姿
態
や
生
活
に
表
象
し
て
校
訓
を

設
定
、
こ
れ
の
具
体
化
を
目
標
と
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
教
室
に
、
こ
の
学
校
教
育
日
標
を
掲
示
し
、
大
空
を
天
高
く
、
そ

し
て
、
力
強
く
飛
ん
で
い
く

一
群
の
ツ
ル
の
よ
う
に
、
大
き
な
夢
と
希
望
と

志
を
も
ち
、
現
在

・
未
来

へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
く
生
徒
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

・
青
雲
の
大
志
を
抱
こ
う

青
雲
に
向
か
っ
て
誇
り
高
く
翔
く

一
群
の
鶴
の
よ
う
に

。
不
屈
の
情
魂
を
燃
や
そ
う

厳
寒
の
夜
も
不
屈
の
情
魂
を
燃
や
し
て
、
仲
間
の
安
全
を
警
戒
す
る

鶴
の
よ
う
に

・
磨
か
れ
た
教
養
を
身
に
つ
け
よ
う

果
敢
な
活
動
を
う
ち
に
秘
め
、
し
か
も
容
姿
端
麗
、
挙
動
優
美
な
鶴

の
よ
う
に

。
た
く
ま
し
い
体
を
つ
く
ろ
う

広
原
を
疾
駆
し
冬
の
河
中
に
眠
り
、
飢
餓
に
耐
え
て
王
者
の
権
威
を

守
る
鶴
の
よ
う
に

◇
阿
寒
中
学
校
と
鶴
の
か
か
わ
り

昭
和
二
十
五
年
に
阿
寒
町
の
山
崎
定
次
郎
さ
ん
が
給
餌
を
は
じ
め
て
以
来
、

中
学
校
周
辺
に
も
ツ
ル
が
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
春
に
赴
任
し
て
き
た
大
井
健
次
校
長
は
、
市
街
地
を
飛
ぶ

ツ
ル
を
見
て
、
こ
の
美
し
い
鳥
を
何
と
か
生
徒
の
教
育
に
生
か
せ
な
い
も
の

か
と
考
え
、
早
速

「
ツ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

大
井
校
長
は

「教
育
は
空
想
や
理
想
で
は
な
く
、
じ
か
に
身
に
ふ
れ
る
も

の
と
取
り
組
ん
で
こ
そ
」
と
い
う
信
念
で
あ

っ
た
と
、
「教
師
の
ツ
ル
日
記
」

に
綴

つ
て
い
ま
す
。

ツ
ル
ク
ラ
ブ
は
そ
の
十
月
に
三
十
六
名
で
編
成
、
校
下
を
十
三
地
区
に
分

け
て
持
ち
寄
り
の
エ
サ
で
給
餌
を
開
始
し
、
同
時
に
観
察
結
果
を
ツ
ル
日
記

と
し
て
記
録
を
続
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
観
察
や
調
査
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や
ド
ジ

ョ
ウ
池
ま
で
造

っ
て
ツ
ル
の
エ
サ
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
昭
和
三
十
五
年
の

「鶴
の
日
記
」
や
昭
和

三
十
九
年
の

「
日
本
の
鶴
」
に
ま
と
め
、
貴
重
な
資
料
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
の
協
力
者
に
も
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
績
は
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
の
多
く
の
賞
を
は
じ
め
、
昭
和
四
十

五
年
に
は
名
誉
あ
る
古
川
英
治
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

◇
停
滞
を
余
儀
な
く
し
た
保
護
活
動

し
か
し
、
盛
ん
だ

つ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
保
護
活
動
も
、
昭
和
四
十
九
年
に
は

ト
ウ
キ
ビ
畑
が
宅
地
造
成
の
関
係
で
栽

培
不
可
能
に
な

っ
た
こ
と
や
、
送
電
線

に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
事
故
死
の
増
加

に
よ
り
給
餌
が
困
難
に
な

っ
た
り
、
昭

和
二
十
七
年
か
ら
続
い
て
い
る
十
二
月

の
恒
例
の
ツ
ル
の

一
斉
確
認
調
査

へ
の

協
力
以
外
は
活
動
が
停
滞
し
ま
し
た
。

◇
新
教
育
課
程
の
中
で

―

● 98●――

平
成
十

一
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
取
り
組
み
の
中
で
生
徒
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
鶴
を
呼
ん
で
み
た
い
と
い
う
発
想
か
ら
鶴
の
保
護
活
動
が
再
開
さ
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れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
は
、
生
徒
会
の
委
員
会
活
動
と
し
て
行
わ

れ
、
「鶴
特
別
委
員
会
」
と
し
て
、
担
当
は
各
学
級
よ
り
選
出
さ
れ
た
十
二
名

の
生
徒
か
ら
構
成
さ
れ
、　
一
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

春
は
、
前
年
度
の

「
に
お
」
の
撤
去
作
業
、
保
護
者
の
方
の
協
力
で
ト
ラ

ク
タ
ー
で
畑
を
耕
し
て
い
た
だ
き
デ
ン
ト

コ
ー
ン

（ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
種

ま
き
、
夏
は
間
引
き
、
雑
草
取
り
と
追
肥
作
業
を
行
い
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
実
の
取
り
人
れ
、
殻
の
刈
り
取
り
、
「
に
お
」
作
り
、

給
餌
活
動
を
行
い
ま
す
。
十

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
ツ
ル
の
家
族
が
飛
ん
で

き
て
い
ま
す
。

◇
鶴
の
阿
寒
中
学
校
と
し
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
人
里
近
く
に
舞
い
降
り
飛
び
立

つ
姿
を
頻
繁
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
阿
寒
の
山
々
を
背
景
に
し
た
そ
の
姿
は
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
目
に

映
り
ま
す
。
こ
の
光
景
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
見
え
る
そ
の
こ
と
が
阿
寒

中
学
校
生
徒
を
は
じ
め
阿
寒
町
の
多
く
の
人
々
に
と

つ
て
喜
び
な
の
だ
と
感

じ
ま
す
。
今
、
社
会
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
の
よ

う
に
経
済
優
先
、
利
便
性
を
重
視
し
た
都
市
型
社
会
構
成
か
ら
、
地
球
環
境

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
生
物
と
共
生
で
き
る
優
し
い
心
を
持

っ
た

生
き
方
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
取
り
と
も
い
え
る
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
給
餌
保
護
活
動
が
、
五
十
年
近
く
も
前
に
阿
寒
中
学
校
と
阿
寒
町
の
人
々

の
心
と
行
動
で
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
阿
寒
中
学
校
の
教
育
の
大
き
な

礎
石
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
、
阿
寒
中
学
校
の
生
徒
は
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

「鶴
の
保
護
活
動
」
な
ど
を
通
し
て
育

っ

た
伝
統
あ
る
校
風
を
受
け

つ
ぎ
、
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
故
紙
空
瓶

回
収
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
な
ど
広
い
視
野
の
中
で
自
ら
の

「生
き
方

を
」
つ
か
ん
で
い
つ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
指
導
理
念
で
す
す
め
て
い
ま
す
。
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勇4回吉り: 賞

校
長

廉

澤

邦

雄

担
当

田

中

博

昭

鶴

の

歴

史

か
っ
て
は
我
が
国
に
も
多
数
見
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
古
来
霊
鳥
と
し
て
保
護
さ
れ
歌
に
う
た
わ
れ
絵
画
に

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。

一
方
長
寿
の
瑞
鳥
と
し
て
江
戸
時
代
に
は
朝
廷
で
も
幕

府
で
も
年
始
の
嘉
例
と
し
て
そ
の
料
理
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
料
理
は

「鶴
の
庖
丁
」
と
し
て
秘
伝
に
さ
れ
た

も
の
と
し
て
年
中
行
事
大
成
に
載

っ
て
い
る
。
鶴
の
め
で

た
き
鳥
で
あ
る
こ
と
が
鎌
倉
時
代
の
歌
謡
に
最
も
歌
わ
れ

今
様
の
め
で
た
き
舞
に
祝
さ
れ
た
。

源
頼
朝
は
鶴
を
高
潔
な
る
仙
駿
と
し
て
天
下
の
た
め
に

ま
た
自
ら
の
た
め
に
千
羽
の
鶴
を
放

っ
て
祝

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
千
羽
鶴
の
は
じ
め
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

栄
あ
る
吉
川
英
治
賞

（Ｓ
４５

・
４
）

贈塁式

釧
路
地
方
と
鶴

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
し
て
も
建
文
の
頃
に
は
我
が
国

に
も
多
く
の
鶴
が
棲
息
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「和
訓
栞
」
に

宝
永
の
主
上
東
山
天
皇
新
内
裏

へ
還
幸
な
ら
せ
た
ま
う
折

鳳
輩
の
上
は
る
か
に
鶴
の
舞
い
か
け
た
る
を
見
て
諸
臣
千

年
の
た
め
と
し
て
賀
し
物
し
奉

っ
た
と
い
う
記
事
が
見
え

る
。
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
相
当
数
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る

け
れ
ど
維
新
当
時
濫
獲
さ
れ
た
結
果
著
し
く
そ
の
数
を
減

じ
現
在
で
は
鹿
児
島
県
と
山
口
県
と
北
海
道
の
釧
路
地
方

の
み
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る
。

北
海
道
に
も
往
時
は
た
く
さ
ん
の
鶴
が
住
ん
で
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
根
釧
原
野
に
も
住
ん
で
い
た
こ
と

が
ア
イ
ス
の
伝
説
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
丹
頂
鶴
を
湿
原
の
神
様
と
呼
ん
で

い
る
。
昔
手
負
い
の
熊
が
湿
原
に
逃
げ
こ
ん
で
ツ
ル
の
長

い
首
を
下
敷
き
に
し
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
ツ
ル
は
苦
し

さ
の
あ
ま
り
に
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
そ
れ
を
き
き
つ
け
て
集

り
熊
を
発
見
し
た
。
熊
の
居
場
所
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の

で
神
様
と
し
て
祭
り
あ
げ
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
ツ
ル
は
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

い
ま
の
遠
矢
駅
の
近
く
に
砦
が
あ

つ
て
こ
こ
に
釧
路
ア
イ

ヌ
の
始
祖
キ
ラ
ウ

コ
ロ
エ
カ
シ
が

一
対
の
ツ
ル
を
飼

っ
て

い
た
。
そ
し
て
そ
の
孫
の
カ
ネ
キ
ラ
ウ

コ
ロ
エ
カ
シ
の
頃

に
は
相
当
に
ふ
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
ク
ル
ン
セ
と
云
う

一
族
が
攻
め
て
来
て
国
後

根
室
を
お
と
し
い
れ
て
釧
路

へ
も
せ
ま

っ
て
来
た
の
で
厚

岸
北
見
十
勝
の
コ
タ
ン
か
ら
援
軍
を
求
め
て
迎
え
う

っ
た

が
味
方
の
な
か
に
裏
切
者
が
い
て
エ
カ
シ
が
部
下
の
大
部
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分
を
引
き

つ
れ
て
砦
を
は
な
れ
て
戦

っ
て
い
る
間
に
敵
の

手
に
砦
が
お
ち
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
地
上
に
そ
ん
な
変

事
あ
る
と
も
わ
か
ら
ず
遊
び
に
出
て
い
た
ツ
ル
の
群
れ
が

も
ど

っ
て
く
る
と
ク
ル
ン
セ
族
の
た
め
に
矢
を
い
ら
れ
て

殺
さ
れ
た
。

こ
の
時
釧
路
軍
は
引
き
か
え
し
砦
を
取
り
か
え
し
た
が

戦
い
が
長
び
い
た
た
め
ツ
ル
は
恐
れ
を
な
し
て
近
よ
ら
な

く
な
り
遂
い
に
は
野
生
に
も
ど

っ
て
し
ま

っ
た
と
云
う
。

◇
こ
う
し
た
伝
説
を
も
ち
な
が
ら
も
明
瞭
な
記
録
も
な
く

或
は
絶
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
が
大

正
八
年
頃
の
二
月
、
堅
雪
の
上
で
十
羽
位
の
丹
頂
鶴
が
舞
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
人
が
あ
り
残
存
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
大
正
十
二
年
に
北
海
道
庁
の
狩

猟
取
締
官
だ

っ
た
斉
藤
春
治
さ
ん
が
実
際
に
調
査
さ
れ
丹

頂
鶴
の
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
再
び
丹
頂
鶴
は
世
人
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

◇
渡
り
鳥
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
が
釧
路
地
方
に
留
鳥
と

し
て
定
住
し
営
巣
し
て
い
る
こ
と
も
次
々
と
発
見
さ
れ
て

き
た
。
前
に
記
し
た
よ
う
に
日
本
の
鶴
の
在
所
は
全
国
で

三
カ
所
で
あ
る
が
鹿
児
島
県
と
山
口
県
の
場
合
は
完
全
な

渡
り
で
あ
る
。
従

っ
て
日
本
で
定
住
し
て
い
る
の
は
釧
路

を
中
心
と
し
た
地
帯
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
丹
頂

鶴
で
あ
る
点
か
ら
釧
路
地
方
の
丹
頂
鶴
は
日
本
の
鶴
と
称

し
て
過
言
で
は
な
い
。
や
が
て
昭
和
十
年
八
月
二
十
七
日

に
天
然
記
念
物
の
指
定
を
う
け
人
々
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
が
満
洲
事
変
を
契
機
と
し
て
日
本
が
戦
時
に

移
行
し
て
か
ら
は
、
か
え
り
み
ら
れ
ず
次
第
に
そ
の
数
が

減
少
し
山
野
に
ひ
そ
ん
で
し
ま
い
人
の
日
か
ら
遠
ざ
か

つ

阿

寒

の

鶴

て
い
っ
た
。
そ
れ
が
終
戦
と
共
に
又
里
の
方

へ
姿
を
み
せ

る
よ
う
に
な
り
人
々
の
関
心
を
集
め
昭
和
二
十
七
年
三
月

二
十
九
日
に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
保
護
の

手
も
次
第
に
密
度
を
高
め
て
い
っ
た
。

◇
雌
阿
寒
岳
や
雄
阿
寒
岳
の
頂
き
が
う

っ
す
ら
と
白
く

な
る
頃
、
真
白
な
鶴
の
姿
が
青
空
に
浮
い
て
見
え
る
よ
う

に
な
る
。

こ
の
鶴
の
飛
ぶ
姿
を
み
て
は
あ
あ
今
年
も
冬
の
訪
れ
が

や

っ
て
く
る
の
か
と
独
り
言
が
出
る
。
ど
こ
か
ら
か
今
日

は
二
羽
あ
す
は
三
羽
と
ふ
え
て
い
く
。
あ
の
二
羽
の
う
ち

一
羽
は
幼
鳥
な
の
だ
ろ
う
。
ど
こ
で
生
れ
た
の
か
父
な
る

鶴
、
母
な
る
鶴
に
と
も
な
わ
れ
て
阿
寒
の
里

へ
や

っ
て
き

た
の
だ
な
あ
と
、　
つ
く
づ
く
空
を
仰
い
で
み
る
。

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
鶴
が
私
た
ち
の
友
達
に
な

る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
集
る
と
こ
ろ
と
何
羽
か
や

っ
て
く

る
と
こ
ろ
と
あ
り
、
た
く
さ
ん
集
る
と
こ
ろ
は
四
、
五
十

羽
も
や

っ
て
く
る
。
親
子
だ
け
で
や

っ
て
く
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
毎
日
同
じ
よ
う
に
や

つ
て
く
る
。

日
中
は
ど
こ
か

へ
飛
ん
で
い
つ
て
た
り
、
又
途
中
で
戻
っ

て
来
た
り
し
て
夕
方
に
な
る
と

一
斉
に
林
の
方

へ
飛
ん
で

い
く
。
川
辺
や
浅
瀬
の
水
の
中
に
長
い
脚
を
立
て
て
ね
む

っ

て
い
る
。
朝
に
な
る
と
ま
た
と
ん
で
く
る
。

こ
う
し
て
冬
の
間
を
す
ご
し
た
鶴
は
川
の
水
も
ぬ
く
も

り
を
持
ち
雪
も
消
え
て
い
く
三
月
か
ら
四
月
の
始
め
に
か

け
て
阿
寒
の
里
を
去

っ
て
い
く
。
行
く
手
は
根
釧
原
野
の

大
湿
原
地
帯
で
あ
る
。
容
易
に
人
も
獣
も
近
づ
く
こ
と
の

出
来
な
い
湿
原
の
な
か
で
水
に
つ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

へ
葦
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の
茎
な
ど
を

（主
と
し
て
葦
で
あ
る
）
折

っ
て
巣
を
作
り

そ
こ

へ
産
卵
す
る
。
卵
は
普
通
二
箇
の
由
。
や
が
て
雛
が

生
れ
親
子
の
生
活
が
始
ま
る
。
水
草
や
小
魚
や
湿
地
の
小

動
物
を
食
べ
て
生
活
し
、
や
が
て
木
の
葉
が
散
り
湿
原
の

水
が
氷
に
閉
ざ
さ
れ
出
す
と
阿
寒
の
人
里
近
く
に
飛
ん
で

く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
活
を
く
り
か
え
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

即
ち
、
根
釧
原
野
を
中
心
に
そ
の
周
辺
の
地
域
が
生
活

圏
な
の
で
あ
る
。
や
は
り
冬

一
番
飛
ん
で
く
る
の
が
阿
寒

町
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
達
は
鶴
は
阿
寒
の
里
の
も
の
と
思

っ

て
い
る
。

◇
阿
寒
町
丹
頂
鶴
愛
護
会
に
つ
い
て

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
又
道
鳥
に
指
定
さ
れ
た

丹
頂
鶴
の
大
多
数
が
生
息
す
る
阿
寒
町
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
鶴
は
私
共
の
も
の
と
云
う
心
の
発
露
か
ら
生
徒
に
の
み

そ
の
保
護
を
ま
か
せ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
、
町
民
の

一

人

一
人
が
保
護
し
維
持
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
こ

こ
に
阿
寒
町
丹
頂
鶴
愛
護
会
が
発
足
し
て
活
動
し
て
い
る
。

◇
阿
寒
の
鶴
の

一
日
　
―
生
徒
の
記
録
か
ら
―

④
　
朝「タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
は
宵

っ
ば
り
の
朝
寝
坊
だ
。
だ
か

ら
僕
た
ち
が
野
ウ
サ
ギ
を
捕
え
る
た
め
に
か
け
た
ワ
ナ
を

朝
早
く
見
ま
わ
り
に
出
か
け
る
頃
に
ツ
ル
は
ま
だ
寝

っ
て

い
る
。
首
は
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
羽
の
下

に
入
れ
て
い
る
が
、
必
ず
見
張
り
の
鶴
が
何
羽
か
い
る
ピ

と
先
輩
の
記
録
し
た
ツ
ル
の
日
記
に
書
い
て
あ
る
が
ツ
ル

の
ね
ぐ
ら
は
川
の
中
州
を
中
心
に
凍
ら
な
い
場
所
に
片
方

の
脚
を
お
り
ま
げ
て
胴
に
つ
け

一
本
脚
で
浅
い
流
れ
に
立

っ

て
寝
て
お
り
日
の
出
と
と
も
に
家
族
単
位
で
移
動
を
始
め

る
。
時
に
は
午
前
六
時
す
ぎ
ま
で
い
る
こ
と
も
あ
る
。
「起

き
ろ
―
」
と
い
う
合
図
の
よ
う
に
朝
の
か
ん
高
い
声
が
市

街
地
ま
で
も
聞
え
る
。

ね
ぐ
ら
を
飛
び
立

っ
た
二
羽
な
い
し
三
羽
、
時
に
は
四

羽
の
親
子
づ
れ
が
自
分
た
ち
の
な
わ
張
り
に
し
て
い
る
土

地

へ
い
く
の
も
あ
る
が
多
く
は
上
阿
寒
の
山
崎
定
次
郎
さ

ん
の
裏
畑
の
給
餌
場

へ
集

っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は

多
い
時
に
は
五
十
羽
以
上
の
ツ
ル
の
群
れ
を
見
る
こ
と
も

あ
る
。

こ
う
し
て
七
時
頃
か
ら
九
時
頃
ま
で
給
餌
場
の
ト
ウ
キ

ビ
を

つ
い
ば
ん
で

（ド
ジ
ョ
ウ
を
貰
う
こ
と
も
あ
る
）
腹

ご
し
ら
え
を
し
て
自
分
た
ち
の
な
わ
張
り

へ
と
ん
で
い
く
。

０
　
昼
阿
寒
町
で
は
十
月
か
ら
翌
年
の
二
月
ま
で
日
中
に
見
る

ツ
ル
の
群
れ
で
時
に
二
家
族
三
家
族
と
よ
り
合

っ
て
い
る

群
れ
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
そ
の
な
わ
張
り
の
土
地

へ

家
族
以
外
の
は
ぐ
れ
た

一
羽
ツ
ル
な
ど
飛
び
こ
ん
で
こ
よ

う
も
の
な
ら
、
た
ち
ま
ち
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

親
子
三
羽
で
い
る
時
に
は
子
ヅ
ル
を
中
心
に
畑
に
落
ち

て
い
る
餌
を
ひ
ろ

っ
て
食
べ
て
い
る
が
、
い
つ
も
警
戒
心

の
強
い
の
は
雄
の
よ
う
で
警
戒
し
は
じ
め
る
と
ま
ず
雄
が

首
を
す

っ
と
立
て
て
あ
た
り
を
見
渡
し
、
次
に
雌
が
首
を

あ
げ
て
人
が
近
づ
く
と
反
対
の
方
向

へ
子
ヅ
ル
を
う
な
が

し
て
遠
の
い
て
い
く
。
そ
し
て
何
か
の
拍
子
に
危
険
を
感

ず
る
と
二
、
三
歩
大
ま
た
に
歩
き
出
す
よ
う
に
し
て
飛
び

上
る
。
よ
ほ
ど
驚
く
と
そ
の
場
か
ら
飛
び
上
る
が
な
に
し

ろ
四
キ
ロ
も
あ
る
体
重
で
あ
る
か
ら
普
通
は
走

っ
て
か
ら
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飛
び
上
る
。
あ
わ
て
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
ま
ま
飛
び

上
る
時
、
急
に
傾
い
て
た
り
し
て
お
か
し
な
飛
び
方
を
す

る
と
き
も
あ
る
。

夕
方
に
な
る
と
家
族
そ
ろ

っ
て
給
餌
場

へ
も
ど
り
腹
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
。
こ
の
給
餌
場
で
み
ら
れ
る
風
景
で
は
ボ

ス
ツ
ル
に
気
が
ね
し
て
た
べ
て
い
る
も
の
や
、
満
腹
で
胃

の
運
動
を
た
す
け
る
の
か
、
ひ
く
く
は
ね
上
り
、
首
の
上

下
運
動
を
さ
か
ん
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
ツ
ル
が
感
謝
の
た
め
に
お
礼
に
舞

っ
て
い

る
の
だ
な
ど
と
い
う
人
も
い
る
。

内
　
夜
午
後
四
時
す
ぎ
頃
、
早
い
冬
の
夕
暮
れ
が
た
ち
こ
め
る

と
ツ
ル
達
は
阿
寒
川
と
舌
辛
川
の
ね
ぐ
ら

へ
移
動
を
は
じ

め
る
が
、
そ
の
移
動
時
刻
は
天
候
や
、
そ
の
日
の
食
物
の

量
な
ど
に
よ
つ
て
か
な
り
お
そ
く
な
る
時
も
あ
り
暗
く
な
っ

て
か
ら
飛
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
ツ
ル

は
鳥
日
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ね
ぐ
ら

へ
た
ど
り
つ
い
た
ツ
ル
は
、
し
ば
ら
く
カ
ン
高

く
な
き
か
わ
し
、
や
が
て
静
か
に
な
る
頃
ね
む
り
に
つ
く

よ
う
だ
が
、
こ
の
時
は
も
と
の
渡
り
鳥
で
あ

っ
た
頃
の
習

性
に
も
ど
る
よ
う
だ
。
何
羽
か
の
ツ
ル
が
見
張
り
に
つ
い

て
、
あ
と
は
た
た
ん
だ
翼
の
間
に
首
を

つ
っ
こ
ん
で
片
脚

で
浅
瀬
に
立
ち
川
の
流
れ
に
静
か
に
ほ
ん
の
り
と
白
さ
を

夜
日
に
浮
き
あ
が
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
月
明
か
り
で
く

っ

き
り
と
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
本
当
に
神

秘
的
で
あ
る
。

こ
う
し
て
外
敵
か
ら
身
を
守
る
最
適
の
場
所
に
、
し
か

も
お
た
が
い
に
助
け
合

っ
て
い
る
。

私

た

ち

と

鶴
と
の
あ
ゆ
み

０
昭
和
三
十
二
年
　
―
大
井
校
長
―

◇
　
大
井
校
長
が
青
空
を
飛
ぶ
鶴
の
姿
を
見
上
げ
て
、
い

ま
に
し
て
愛
護
の
手
を
さ
し
の
べ
ね
ば
と
思
い
ツ
ル
ク

ラ
プ
を
作
る
。
ク
ラ
ブ
員
は
給
餌
と
観
察
を
始
め
る
。

◇
　
十
月
か
ら
校
下
を
十
三
区
に
わ
け
て
観
察
日
誌
を
つ

け
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
六
十
三
羽
を
み
と
め
る
。

②
昭
和
三
十
三
年
二
月
大
正
以
来
の
大
雪
の
た
め
餌
に
困
っ

て
た
お
れ
る
鶴
が
で
て
き
た
の
で
ク
ラ
ブ
員
は
ス
キ
ー

に
よ
る
給
餌
に
追
わ
れ
た
。

◇
　
四
月
こ
れ
ま
で
の
観
察
記
録
を
も
と
に
丹
頂
鶴
の
作

文
を
か
く
。

◇
　
五
月
丹
頂
鶴
の
愛
護
校
と
し
て
道
知
事
の
表
彰
を
受

け
る
。

◇
　
十
月
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
長
大
会
に

大
井
校
長
が
出
席
、
ツ
ル
の
日
記
を
発
表
す
る
。

◇
　
十

一
月
ッ
ル
の
日
記
が
野
鳥
観
察
記
録
と
し
て
入
賞

す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
羽
。

③
昭
和
三
十
四
年
　
―

一
戸
校
長
―

◇
　
四
月

一
戸
校
長
着
任
し
て
仕
事
を
引
継
ぐ
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
九
羽
。

④
昭
和
三
十
五
年

一
月
鶴
の
習
性
研
究
の
結
果
、
給
餌
場

所
を
ニ
カ
所
に
す
る
。

◇
　
一
一月

「
ッ
ル
の
日
記
」
の
出
版
に
と
り
か
か
る
。

◇
　
三
月
鹿
児
島
県
野
田
中
学
校
と
ツ
ル
の
研
究
姉
妹
校

と
な
る
。

◇
　
五
月

「
ッ
ル
の
日
記
」
を
発
刊
す
る
。
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◇
　
十
月
標
本
に
よ
る
ツ
ル
の
研
究
、
給
餌
場
所
造
り
観

察
場
所
つ
く
り
を
行
う
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
百

一
羽
。

υ
昭
和
三
十
六
年
二
月
野
田
中
学
校
と
資
料
の
交
換
並
び

に
特
産
物
の
交
換
を
行
う
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
校
下
確
認
八
十
二
羽
。

③
昭
和
三
十
七
年
二
月
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
探
検
家
ベ
ル
ク

マ
ン
氏
来
校
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ヤ
の
風
俗
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
懇
談
す
る
。

◇
　
二
月
キ

ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
の
原
作
者
早
船
ち
よ
さ

ん
来
校
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
話
合
う
。

◇
　
五
月
ベ
ル
ク
マ
ン
氏
に
ツ
ル
の
生
活
画
を
送
る
。

◇
　
十
月
自
然
公
園
の
餌
不
足
を
知
り
、
小
魚
を
と

つ
て

お
く
り
、
管
理
人
の
高
橋
さ
ん
と
共
同
研
究
す
る
。

◇
　
十
月
山
口
県
八
代
中
学
校

（現
在
熊
毛
中
学
校
）
と

姉
妹
校
と
な
る
。

◇
　
十
二
月
野
田
中
学
校
、
熊
毛
中
学
校

ヘ
ツ
ル
の
資
料

を
送
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
百
二
十
羽
。

０
昭
和
三
十
八
年
十
月
給
餌
場
所
を
町
の
給
餌
場
所
に
限

定
し
観
察
に
重
点
を
お
く
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
四
羽
。

◇
　
十
二
月
札
幌
医
大
に
入
院
中
の
大
井
先
生
を
ツ
ル
ク

ラ
ブ
員
が
見
舞
い
ツ
ル
便
り
を
送
る
。

③
昭
和
三
十
九
年

一
月
ッ
ル
ク
ラ
プ
の
活
動
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ

ち
ら
ワ
ン
パ
ク
テ
レ
ビ
局
の
電
波
に
の
っ
て
全
国
に
放

送
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

つ
て
ツ
ル
の
餌
が
続
々
と
届
き
、

給
餌
活
動
が
活
発
と
な
る
。

◇
　
一
一月
礼
状
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
里
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ツ
ト
を
送
る
。

◇
　
三
月
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
校
内
展
を
開
く
。

⑨
昭
和
三
十
九
年
四
月
　
―
鎌
田
校
長
―

◇
　
四
月
鎌
田
校
長
着
任
、
引
継
ぐ
。

◇
　
五
月
ッ
ル
基
金
を
基
に
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
池
を
作
り

ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
が
ド
ジ
ョ
ウ
を
放
流
す
る
。

◇
　
八
月
標
茶
町
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
で
ツ
ル
の
生
息
調
査
を

行
う
。

◇
　
十
月
ド
ジ
ョ
ゥ
養
殖
池
付
近
に
給
餌
場
所
を

つ
く
り

給
餌
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
六
十
七
羽
。

◇
　
十
二
月

「
日
本
の
鶴
」
を
発
刊
、
お
礼
に
全
国
に
く

ば
る
。

⑩
昭
和
四
十
年

一
月
ッ
ル
給
餌
校
交
流
会
が
下
雪
裡
小
学

校
で
行
わ
れ
参
加
す
る
。

◇
　
四
月
校
訓
と
し
て

「鶴
翔
青
雲
」
を
設
定
す
る
。

◇
　
五
月
愛
鳥
週
間
に
さ
き
が
け
て
学
校
の
裏
林
に
二
十

箇
の
巣
箱
を

つ
け
る
。

◇
　
八
月
ッ
ル
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修
を
釧
路
市
立
郷
土
博
物

館
で
行
い
、
正
富
館
長
の
指
導
を
う
け
る
。

◇
　
十
月
給
餌
活
動
を
校
下
九
ヵ
所
に
分
け
て
行
う
。

◇
　
十
月
ァ
メ
リ
カ
の
鳥
類
研
究
家
ウ
オ
ー
キ
ン
シ
ョ
ワ

夫
妻
来
校
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
二
羽
。

ｍ
昭
和
四
十

一
年

一
月
第

一
回
丹
頂
祭
を
開
く
、
併
せ
て

給
餌
校
の
交
流
会
を
阿
寒
で
開
く
。

０
昭
和
四
十

一
年
四
月
　
―
三
原
校
長
―
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◇
　
四
月
三
原
校
長
着
任
引
継
ぐ
。

◇
　
四
月
愛
鳥
週
間
に
ち
な
ん
で
野
鳥
研
究
家
永
田
洋
平

氏
を
招
い
て
講
演
を
き
く
。

午
後
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
懇
談
す
る
。

◇
　
六
月
ッ
ル
公
園
を
訪
れ
管
理
人
の
高
橋
さ
ん
か
ら
ツ

ル
の
話
を
き
く
。

◇
　
十
月
阿
寒
町
開
基
八
十
年
式
典
で
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
表

彰
を
受
け
る
。

◇
　
十

一
月
愛
知
県
の
片
山
さ
ん
か
ら
ド
ジ
ョ
ウ
六
十
キ

ロ
が
送
ら
れ
て
来
た
。

◇
　
十

一
月

一
斉
調
査
十
五
周
年
記
念
式
典
で
ツ
ル
ク
ラ

ブ
表
彰
さ
れ
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
羽
。

０
昭
和
四
十
二
年
二
月
第
二
回
丹
頂
祭
に
茨
城
県
小
松
小

学
校
、
山
口
県
熊
毛
中
学
校
を
招
待
し
両
校
と
交
流
会

を
行
う
。

◇
　
四
月
生
徒
全
員
が

一
人

一
人
愛
護
の
意
識
を
も

っ
て

集
団
と
し
て
の
愛
護
活
動
を
行
う
た
め
在
来
の
ツ
ル
ク

ラ
ブ
を
解
消
し
て
各
学
級
に
ツ
ル
委
員
を
お
き
、
生
徒

会
に
ツ
ル
委
員
会
を
設
置
す
る
。

◇
　
二
月
餌
の
外
部
依
存
を
排
除
し
て
自
ら
の
手
で
餌
を

作
り
汗
の
に
じ
む
も
の
を
給
餌
す
る
た
め
に
十
ア
ー
ル

の
荒
地
を
拓
い
て
ト
ウ
キ
ビ
畑
と
し
全
校
生
徒
の
手
で

播
種
す
る
。

◇
　
七
月
野
鳥
の
習
性
と
観
察
の
要
領
に
つ
い
て
講
演
を

き

く

。

◇
　
十

一
月
ツ
ル
愛
護
活
動
十
周
年
を
記
念
し
て
行
事
を

行
う
。

◇
　
十
二
月
町
内
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
を
守
る
子
ど
も
の
集

い
に
代
表
四
十
名
参
加
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
九
十
八
羽
。

⑭
昭
和
四
十
三
年
四
月
ッ
ル
委
員
第

一
回
の
会
合
を
行

っ

て
本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
計
画
す
る
。

◇
　
五
月
委
員
代
表
で
ツ
ル
公
園
を
訪
ね
管
理
人
の
高
橋

さ
ん
か
ら
公
園
の
ツ
ル
に
つ
い
て
説
明
を
き
く
。

◇
　
六
月
全
校
生
徒
で
給
餌
畑
に
ト
ウ
キ
ビ
を
播
種
す
る
。

◇
　
六
月
ド
ジ
ョ
ウ
池
の
整
備
を
す
る
。

◇
　
上ハ
月
ド
ジ
ョ
ゥ
や
小
魚
を
と

つ
て
ツ
ル
公
園
に
と
ど

け
る
。

◇
　
十
月
ッ
ル
委
員
で
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
を
行
う
。

◇
　
十
月
小
松
小
学
校
か
ら
ト
ウ
キ
ビ
が
と
ど
く
。

◇
　
十

一
月
片
山
さ
ん
か
ら
ド
ジ
ヨ
ウ
が
と
ど
く
。

◇
　
十
二
月
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
社
ア
ジ
ア
局
長

来
校
、
ツ
ル
の
記
事
取
材
す
る
。

（
一
月
号
に
登
載
さ
れ
る
）

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
二
羽
。

①
昭
和
四
十
四
年
四
月
中
学
校
で
使
用
の
教
育
出
版
社
版

国
語
教
科
書
に
「
ツ
ル
の
日
記
」
か
ら
選
出
登
載
さ
れ
る
。

◇
　
六
月
給
餌
畑
の
播
種
を
行
う
。
本
年
度
活
動
計
画
を

た
て
る
。

◇
　
八
月
ツ
ル
ク
ラ
ブ
生
み
の
親
大
井
校
長
死
去
す
る
。

◇
　
九
月
ド
ジ
ョ
ウ
池
を
整
備
す
る

（周
囲
の
立
木
伐
採

の
た
め
ひ
ど
く
あ
ら
さ
れ
て
い
た
）

◇
　
十
月
小
松
小
学
校
か
ら
ト
ウ
キ
ビ
百
キ
ロ
送
ら
れ
て

く

る

。

◇
　
十
二
月
の
一
斉
調
査
で
確
認
百
二
十

一
羽

（調
査
開
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始
以
来
最
多
数
を
か
ぞ
え
る
）

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
全
国
放
送
さ
れ
る
）

ｍ
昭
和
四
十
五
年
二
月
第
四
回
吉
川
英
治
賞
授
賞
校
に
選

出
さ
れ
た
旨
の
通
知
あ
り
。

◇
　
四
月
吉
川
英
治
賞
授
賞
式

へ
出
席
の
た
め
学
校
長
生

徒
代
表
男

一
女

一
を
引
卒
し
て
上
京
す
る
。
四
月
十

一

日
受
賞
す
る
。

◇
　
四
月
学
校
長
か
ら
受
賞
に
つ
い
て
の
状
況
報
告
が
な

さ
れ
る
。

◇
　
四
月
十
五
日
北
海
道
放
送
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

◇
　
五
月
吉
川
英
治
賞
受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
。
講
師

と
し
て
ツ
ル
公
園
管
理
人
高
橋
さ
ん
に
来
校
し
て
も
ら

う
。
ツ
ル
の
記
録

（卵
か
ら
雛

へ
雛
か
ら
幼
鳥
ま
で
の
）

を
映
写
し
な
が
ら
説
明
を
き
く
。
席
上
代
表
生
徒
か
ら

受
賞
報
告
あ
り
。

◇
　
五
月
吉
川
英
治
展
札
幌
で
開
催
さ
れ
招
待
を
う
け
る
。

田
中
教
諭
ツ
ル
委
員
長
若
林
良
恵
を
つ
れ
て
出
席
す
る
。

◇
　
六
月
給
餌
畑
の
播
種
作
業
を
全
校
生
徒
で
行
う
。
Ｈ

Ｂ
Ｃ
で
撮
影
す
る

（
ツ
ル
と
共
に
）

◇
　
八
月
Ｈ
Ｂ
Ｃ
で
放
送

「
ツ
ル
と
共
に
」
を

◇
　
八
月
ド
ジ
ョ
ウ
池
の
整
備
を
行
う
。

◇
　
九
月
末
に
給
餌
畑
の
ト
ウ
キ
ビ
を
収
穫
す
る
。

◇
　
十
月
新
校
舎
落
成
開
校
二
十
三
周
年
記
念
行
事
の
際

「
ツ
ル
の
資
料
展
」
を
開
催
す
る
。

―
ツ
ル
委
員
の
手
で
整
理
し
て
―

◇
　
十

一
月
ト
ゥ
キ
ビ
を
ツ
ル
委
員
の
手
に
よ

つ
て
飛
来

箇
所
に
運
び
散
布
す
る
。

◇
　
十

一
月
観
察
記
録
を
開
始
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
四
羽
。

帥
昭
和
四
十
六
年

一
月
在
来
発
刊
さ
れ
た

「鶴
の
日
記
」

と

「
日
本
の
鶴
」
を
補
完
す
る
た
め
と
資
料
集
成
の
た

め
発
刊
を
企
画
着
手
す
る
。

◇
　
四
月
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成
。

◇
　
給
餌
畑
の
播
種
作
業
を
全
校
生
徒
で
行
う
。

◇
　
ド
ジ

ョ
ウ
の
養
殖
の
た
め
の
観
祭
開
始
。

◇
　
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
養
殖
の
た
め
の
観
察
開
始
。

◇
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
愛
護
週
間

（ポ
ス
タ
ー
、
詩
、
作

文
、
標
語
募
集
）

◇
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
。

◇
　
小
松
小
学
校
よ
リ
ト
ウ
キ
ビ
が
送
ら
れ
て
く
る
。

◇
　
十
月
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル

「給
餌
畑
」
に
来
て
え
さ
を

つ
い
ば
む
。

◇
　
十
月
文
化
祭

「
ツ
ル
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
標
語
、
ポ
ス

タ
ー
、
資
料
展
。

◇
　
十

一
月
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
山
崎
さ
ん
の
池

に
放
流
。

◇
　
十

一
月
ゥ
グ
イ
の
給
餌
の
実
験
を
行
な
う

（Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｔ
Ｖ
放
送
）

◇
　
十

一
月
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
日
本
テ
レ
ビ
「阿
寒
の
里
」
を

撮
影
―
ツ
ル
委
員
会
の
活
動
を
中
心
に
―

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
五
十

一
羽
。

①
昭
和
四
十
七
年
四
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成

◇
　
五
月
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
の
播
種

（
一
、
二
年
）
観
察
記

録
の
開
始
。

◇
　
六
月
ッ
ル
資
料
の
整
理
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
は
く
せ
い
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一
羽
。

◇
　
九
月
全
校
生
の
、
ツ
ル
の
愛
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

展
を
開
く
。

愛
護
普
及
運
動
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
に
全
校
生
参

加
　
―
各
学
級
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、
プ
ラ
カ
ー

ド
、
旗
、
な
ど
製
作
―

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
思
想
普
及
の
た
め
、
「滅
び
ゆ
く
野

生
の
詩
」
の
映
画
鑑
賞

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

◇
　
十
月
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
、
山
崎
さ
ん
の
池

に
放
流
。

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
六
十
羽
。

⑩
昭
和
四
十
八
年
四
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成

◇
　
五
月
給
餌
畑
播
種

（
一
、
二
年
）

◇
　
ェハ
月
ッ
ル
資
料
整
理

◇
　
八
月
東
神
楽
中
学
校
三
年
修
学
旅
行
の
途
中
、
ツ
ル

に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
に
来
校
。

◇
　
九
月
愛
護
普
及
運
動
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
に
全
校

生
参
加
。

◇
　
十

一
月
全
校
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
く
。

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
七
十
九
羽
。

①
昭
和
四
十
九
年
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
五
月
公
営
住
宅
地
造
営
工
事
の
た
め
、
給
餌
畑
の
作

付
不
可
能
と
な
る
。

◇
　
八
月
愛
護
普
及
運
動
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
全
校
生

参
加

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
六
十
七
羽
。

給
餌
と
愛
護
、
開
始
以
来
主
と
し
て
手
が
け
て
来
た
先

生
方△
沢
出
喜
代
志
先
生
　
△
畠
山
軍
司
先
生

△
塩
梅
祥
次
先
生
　
　
△
伊
藤
博
通
先
生

△
佐
々
木
勉
先
生
　
　
△
大
山
　
昇
先
生

△
田
中
博
昭
先
生
　
　
△
松
川
利
雄
先
生

現
在
の
活
動
体
制
と
仕
事

学
校
長

―

分
掌
教
師

―

指
導
教
師

―

担
任
教
師

↑　　　　　　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　↑

生

徒

会

絆

鶴
委
員
会

＝

学
級
鶴
委
員

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

一

（学
校
と
し
　
　
（企
画

・
学
　
　
（学
級
と
し

て
の
活
動
　
　
習

。
中
間
　
　
て
の
意
見

審
議
）
　
　
　

審
議

・
実
　
　
を

・
日
常

施
）
　
　
　
　
実
動
）

”
Ｙ
、

■ヽ
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町内愛鳥校紹介

阿
寒
中
学
校
活
動
記
事

●
■
，
●
力
全
千
′
―
＝
底
ｎ
，
Ｃ
と
の
町
や
■
に
”
】と

し
も
一
い
い
一
Ｙ

”
，
ｐ
ホ

．
ｔ
タ
ン
チ
●
ク
ツ
ル
が
美
し
い

つ

″，
だ
０

０
，

し^
て
や
。
マ
３
チ
ツ
て
．
厠
一織
あ

子
供
た
ち
は
羊
，
ホ
０
で
督
を
路
■
え
´

の
，
３
一
，
い
ツ
ル
の
一
＾
一
●
の
Ｆ
ジ

・

ゥ
を
一理
ｔ

一
，
“
〕
も
選

。
て
く
れ
，

一よ
ヽ
に

な
り
ま
し
た
．
一
□
の
よ
い
■

一た
ち
か
ら
も
″
，
７
え

エ̈
タ
が
で
る
●

一う
に
な

０
ユ
レ
ｔ
¨
で
も
、
と

一
７

一●
、
ッ
″
■
日
，

両

ュ
み

０
，

一

一菫

．
て

１

■

薔

〓

り
ま
Ｌ

た
．
そ
し
て
、
ィ
Ｆ
”
レ
は
厠
無
日
の
々

ン
‘

多

″
薔

Ｓ

ｔ

見

ナ

子

中
■

な
。
Ｆ

ネ

ビ
一常

・■
動
，
Ｔ
一月
い
．
は
い
行
な
わ
れ
イ

お
ｈ
レ、　
．こ
，｝
レは
ン
ル
に
鳳
い
ち
げ

ぃ
０
そ
，
レて
ゃ
る
●
Ｆ

と
ウ“

え
あ
ほ
藪
，
０
●
て
い
ま
す
。　
．
ン
ル

の
０
一，

で
知
●

‘

ヽ
●
２
”
甍
■
●

．生
極

も

『
ツ
″
ク
，
７
一
と
い
う
贄
■

サ
ー
タ
ル
を
つ
く
０
、
■
“
の
か
た
わ

ら
●
，
い
■
■
の
手
摯
■

，あ

＾
て
，

ら
食

千

年
，

一
に
，
，
ｔ
量

十

一

月
，
ヒ

な
あ

一四
月

３
“
■
２

一
ム

一

人
が
ツ
ル
の
キ
融
瘍
ヽ
お
）
０
つ
つ
け
た

“
麟

・
ツ
″
Ｂ
”
は
も
う
二
川
近
く
の

■
●
に
な

。
て
゛

‘
■
，
レ
れ
て
い
，

す
。
こ

ノ^
レ
た
ソ
ル
を
か
わ
い
が
う

予

供
た
魚

ア
ゼ

い
か
”
■
に
●
い
デ
ン
」

●

‘

士

戸

〓
百

Ｗ

ぼ

て
則
か
●

夢

．
多

の
０

差

属

た
凛

長
二
．
て

楽
し

い

一
日
を
■

こ
レ
千

ア
．
そ
し
て
、
十
二
月
五
日
の
タ
ン
チ

・
ク
ノ
ル
の

二
，
コ
益
に
は
ｍ
路
地
″

の
本
、
中
学
生
が
み
ん
な
で
力
を
０
わ

せ
て

フ
ん

な

と
こ
ろ
に

Я
羽

の
ツ

″
が
い
た
か
」

フ
一こ
か
ら
、
と
こ
へ

鷺
ん
て

い

。
た
か
』
な
ど

を
田
ベ

キ

す
．
・　
　
　
　
‐

『
ン
″
は
大
切
に
さ
れ
０
と
，
な
ら

す
な
り
い
て
く
る
一
―
よ
い
子
た
ち
は

こ
ヽ
こ
，
ヽ
僣
し
て

．
ツ
″
０
奎
■
・̈
り

～

５

●

〓

器

ｔ
下

，

．

ン
チ

●
ウ
′
ル
に
大
“
ヽ
一

子

．

ツ
″
が
人
露
ヽ
，

こ
え

１

て
く

る
よ
う
に
な
．
た
の
に
ト
ウ
モ
●
コ
ン

タ

２

，
〓

じ

、
そ
を

裏

し
て
や
３
・ｙ
ヽ
迪
一０
●
く
れ
る
こ
■

ｔ̈

ｐ́
，
い
ヽ
，
３
テ
．

１

、
多

〓
饉

≧̈

秘
〓

ら
，
し
た
。
■
夕
手
に
●
１

せ

ん
。
■
〓
０
人
た
ち
は
『
一“
日
金
に

，
ヽ
お

曹
，

旱
・摩
い
●
と

と
ツ
″
０
■̈
一■
や
‘
一
い
に
Ｒ́
ス

，
い
，
レ
■

こ
の
た
や

ツ
″
に
自

一
●
の
Ｓ
晨
に
鳳
ｐ
城
さ
れ
、
一
羽
、

二
Ｔ

ｈ

え
″
に
し
、
仝

ぼ
彙
レ
い

晏
，
み
ら
れ
る
の
も
夕
な
く
な
０
ま
し

■

　

　

　

　

　

・

´
０
‘
３

に

ン
″
一
５
ｂ
い
そ

う
．
い
●
Ｃ

一ヨ
も
い
な
く
な
。
て
レ

■

‘

●

”ん
だ
ん
●
選

し
，

一タ

ン
チ
●
ウ
′
″
０
こ
´
〓
昴
一。
た
晨
〓

０
＾
や
”
”
瞥
δ
孟
，
わ
，
●
な

に
な
。
一▲
●
に
■
・２
Ｐ
）チ
）
■

燿

、
ン
ル
婦

姜

〓

ぞ

〓

〓

辱

『

繭

還

２

い
冷
遷

■

，
一
商

朱

宙

質

ｔ

一８

わ
〓

ｋ

．
躍

人

び
と
に

電

ニサ証

〓

２

一ｔ
ｉ

２

１

トワモ

“
り
、
０
後
ヽ
う
く
，
日ヽ
に
―
ワ
モ
ロ
一
●
コ
ン
の
“
米
も
準
く
、
ふ
え
た
ソ
″

コこ
ン″のせ
え
ｂ
ｅ
薔
．の
工そ
０
と
久く
～
嵯
星

１５
年
前
か
ら
仲
よ
し

,`ゥ象晟teFジ
●ウをヽ

目

８

．
労

一
夕

焉

Ｒ

る

出

後

露
亭
ら

し
●
５

ａ

〓

以
上
も
ン
″
に
ュ
，
を
与
え
て
い
ま

す
。
一ェ
■

タ̈

ン
″
に
工
●

“
‘

め
た
の
は
一ギ
一
■

月
、
Ш
薔

カ

一
帯
，
尋
´
ぶ
會
¨ヽ

８

ｈ
、
人
世
も

壼

其

．
富

営
番

お

皇

朝
、
●
居
村
“
“一
小
の
子
供
た
ち
，
蕪

吉
に
ふ
０
え
憑

ら
テ

“

，

ま

ン
チ
●
レ
ン
″
の
二
苺
”
議
力
つ
け
た
と

お
か
ら
で
す
。
一
‘
沐
た
ち
が

，
に
お
お

わ
れ
‘
あ
憑
に
―
ク
十
レを
，

とヽ

ツ
″
た
ち
に
は
じ
め
の
“
ン
ち
月
９ヽ
一
‘

之

を

か
ら
各

ぞ

い
発

搭

。
ぁ

が
、
ル
チ
ぞ
ナ
，
〓
薔

●
た
か
ら
だ
を
●
事
‘
？
Ｒ
κ
レ
て

近
´
‘
）
「
タ
ク
，
、
タ
タ
′
』
′
あ
と̈

か
０

ら
レ
て
お
い
レ
´
ら
に

禽
κ
●
よ
・

う
に
な
´
、
そ
し
イ
こ
れ
稲

仙
の
ツ

″
ｔ
ち
に

モ^
ゎ
。
た
の
，
、
■
８
，

ら
ツ
″
●
鏃
”
ふ
え
、
″
う
■
つ
‘
に

な
る
，
薔
ま
●
て
工
，
を
求
め
て
や
，

て
く
や
い
モ^
な
０
■
レ
■

いは
く
た
一３
●
ち
ん
と
ニ
オ

●

し
た
。
こ
う
し
た
二
一
―
ス
が
，
日
や

フ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
瘍
一
■
レ
て
，
日
一
ι
”

さ
れ
う
と
さ
´
・，
‘
奎
目
か
ら
た
く
さ

ん
０
エ
サ
，

薔ヽ
ら
れ
て
Ｂ
ェ
し
た
。
日

率
の
子
■

た
ち
０
・い

．
ド
ツ
．
ク
の
お

し
さ
ん
・
と
■
し
手
９
、い
る
■
剣
颯

一
富
灰
ヱ片
山
与
”
凛
さ
ん
０
し
０
こ

ク
ラ
プ
を
作
っ
て
観
察
、保
護

ユ
し
た
。
こ
う
し
て
タ
ン
チ
●
ウ
′
″

鱗

え
た
●
襲

ｔ
ち
や
，
あ
人
た
ち

援

′

ｒ

，
あ

Ｆ

．
ｔ

て

い
¨，
ほ
人
り
晏
を
，
０
と
一
千
′
Ｌ

と
，
一̈つ
い
て
ヽ
こ
，
レ
い
．
ン
″
０
ダ
ン

ス
・
，
一ル
■
て
く
れ
ま
す
．
コ
●
を̈
い

．
は
い
ム
げ
、
■
を
上
下
に
コ
か
レ

ヽ
ご
Ｓ
モ
『お
い
し
い
エ
サ
を
い
つ

も
０
，
■
■
こ
と
書
ど
こ
Ｆ
｝て
い

う
螢
‘
テ
．
，
，
崎
ま
だ
”
ヽ

，
ｐ
●
■
８

，
Ｓ
Ｏ
ツ
″
′
‘
ん
と

を
●
●
●
エ
レ
■

一
千
，
■
ゆ
一

■
■
３
Ｓ
一■

最
■
■
●
が
、
三

昭
和
四
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日
付
　
北
海
道
新
聞
掲
載

譲

葛

=
あ
薔

十
一
年
¨ヽ
い六
十
一
ヨ
．そ
し
ｉ́
鷺

“
ス
■
つ
も
い
●
ゝ
薔
●
■
，
■

レ
た
。
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鵜 イ

会 報 ...`,.

タンチョウ・ 移動

会 報は ,`。 . 会 報 0、).,.

会 報く、)|・
`

阿黎・ 丹頂の里

鵜 孝 鵜 イ

会 報.、),,.

゛ い

鵜 孝 鵜 4
北海通のタンチ ョウ __

会 報 0ち),43

,▼ ,初 冬・ タンチョウ摯々彙合
口塞丹頂0里で菫冬 ,,,

く ,1月 23現在 ;釣 100羽 >

鵜 イ

会 報 ,,.,,1.

′揚 孝 鶴 悸

阿悲丹頂の里 タンチ ョウ 250羽 超
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会 報

在
ロ
ら
ル 群
飛 来 率 ■ 号 ～ よ う こ そ

9月 22日〕1時 ころ.丹頂の里0綸

“

場へ2羽の日が晏を見せ■した.た またま .
栞饉者が見つけtし たか.こ

`fら
くして姜 oて い0ま した.時 期的にも.こ れ

から人里で勁鳥を通れたタンチ,つ の晏を見ることができるよっになつ■す.

'(の
,レ チ●ウが人摯で安0し て過ごせるように.彙助のチを達しのべて

いくことが私たちに求められているのです。

■●活鮨に●力しッルのユ,と ツル´

英年十る地■0斃晏に寄与することと

しています.(● ●内書については .
8年″0● ■,|百 に示しています。 )

●

鶴
群
１
号
よ
り

Fl'ま
=,ソ

阿
=目
瞭ツルセンターの日饉を●会

に日寧町 タンチ●ウ●2● 会I=f阿寒

町 ′ル■●全」に名みが壼わりました

.阿郷「タンチ●ウ●1[菫 会は昭
"40こに発足し.30年 の保薔測 1の ,み を

づ́けできました_タ ンチョウの檜●

活動をはじめ飛未嬉やわぐらの贅■活

動."頂 づる薔晨の書及.■
=■
けの

,の 趣立.■に関する0●の発行など

タンチ,,の■Eや保●里燎0● 発活

働を行‐てきました.

さて.8年度より歩むツル●●奎蟷

'来
0・ ら行ヽてき

'タ
ン,● ウの保

=
活動を発展させなから.さ らに. ′ん

の■査I梵 と螢青活働を主な目的に崚

Eさ れた日寧田●ツルセンタ が行う

タ ン チ ヨ ウ に 温

ヵ、ぃ t、 口己 り 'を 1

■ 8.11略 市t■ の■■で ,チ ●

ウ :羽が トラッタにはね ,,a硼 足を

■析するといういたましい●晨 0`員

これから
`■

.人簑へ晨 ,て き,す。

生息暉峰の姜全と併せて.多饉な0
政を重定し.事改か。,0い ま●を,

成功 しました.B率 ■1と 口
=村
の敏

“看で同時に′
=さ
れたこの日付けの■

'
は.そ の後.生 皐餞の■口的な増

“

タ

もたらす鼻■活●の中でも.最 も■●

●できこととなりました.

口青されているオグロツルはめすらし

■目政府は.オ グ●ツル凛菫・ 崎蘊

の目的で

'"口
体を

“

■・

“

冑 t.ま
たドイツのフャーグルー ―`クをアメ

リカの口層ツルけ□に 1つ 0て いづぅ●

与しています.こ れまで中■晟
"`=これら2●及以外にはオグ●ゾルを●出

せチに1:内 で哺饉させてきました.オ

グoブルを■害している保●●●●●

の■,そのもととなるつがいの象 ::あ

まりにも少なく.こ れから口■8■を

■やさ
'``,れ
ばなりますん。

月■日●ツルヤンター1,こ うした状

況の中、タンチ,ウ との比螢0■のた

めだけでなく口巖自力的な見墟から.

オグ0ブルの

“

冑を●して.そ の颯晨

に員はしたいと口 ,て います.

日襲 ツルセンターで
'1青

してい0
2」を01枡します。

一
ココノーとラサ ー

ロ暉ツル

"mで
,1,´ れたォグoノ

ルの名●です.'0ノ  ``′ スで0■
のリングをつ

`'て
い■す.ラ サはオス

で

“

の建●そしていまで.0,′ ―と
,,``ォ グoブルの生3嗜から菫‐た

名中です。この2看は
`オ
です.こ の

2羽 t=●● ′ルけ田で

“

口されている

0の子です.で
`='`ぜ
.●●を―口に

“"し
ていのでしょうか. ′ルnl=性

はヽに●サ61.つ 0'tヽキ形曖し
`す
。

このため.崚
`を
正

"な
状11で 口●

するためにll.つ がいて口
"し
な
`′

れ

ばなりません.し かし.オ グ0′ ルを

含め ′ル疇1颯饉0`晨 しく.人ハ的に

オス・ メスを国Eさ せると.オ ス1=メ

スを気に入ら
'`い `合

に
`=そ
れをほし

てしまヽヽます。このため.つ 0`ヽ そヽ人

お
"`=形
成させ0場合に

`■

●心の性彙

が必■で,.ふ つう.“から独立した
0■ |=個のるいツルと●同で17● t_

2● |1嘔 It i=‐ 時的なつ0`いを形呟し.

催餞熱I=」する
`摯 "以「

に′
=ぅ
て

'のより強いつがいキ膨はするよう|=“

ります.い 麟で
"●
した蝙●.そ の●

体を使って人ヽ的につがいを形成させ

ること
`=と

でも日■です。しかし.着

いと,に 「つ
``tヽ

1と して一饉 lt n"

すると.そ の■につ
'`い
を再び形崚吉

せることが害厠に'`り ま|.ま た.そ
の114f-11的

'`つ
がい」を

“

青して.

それぞれの日性■輛椰することは.他

硼体とつ0'い モ再杉成させら

"「
役立

ち
=す
.し かし.い颯で1“●させるこ

とはできさ●ん.オ グ●ツルの人手す

ることは手● |■ .と ても●しヽヽこと

です

“

.日と0・由●う:晏 にないI口体ι

つ0`い を

"ら
せたいものです .

"菫
口■,ル センター

研兒口n員

(at 0t.at r,E ) l, )

世 界 の 鶴 の 紹 介

シリーズ (1)オグロツル

１
７
「
―

―

下

Ｌ
ｐ生3の口F

ォグoゾルは丹nに とつても近ヽヽ●

量の■で.チ ベ,卜 や中国.ブ  タン

などの1=地の渥地にすんでヽヽます.

15薔の中で最後に見つか0た (100'11

〕ンルで.つ い最近になoて ″しい生

ヅル
`,と

マぅヤ11●■ 辺の4.o00‐ 5.00

01の こ地でき■します.冬 にはチベ,

卜の高rの
`:い

ところやインド北徹

ブータンなどで鑢冬 t.ま す.

■状

現在でlt,OoO羽以上■■すると言わ

れています.こ の

“

は主にこ聰に生3
するので.こ地の■格化が■な脅麟と

なっています.■ 目 I=お少むのため .

に 300以 卜の自然=a区
を

“

定してい

ます.こ れらのぅち8っ がォグ●ツル

のための保菫区になぅています.

`1`7,寄

01160

葛群より

1111,'t′
'―

A

===,'1=,“
111

““

のタンチ●ウ薇■のE史
:大 正鮨にぬまった晏口ll'24年 (大

10).●●●瞑の

“

で [0亀 羽のタレ

チ●ウの生″が■8さ れ.口
'Iて

の保

■のこ吏が●|り 0し た。発見翌年の

1125年

`大

14)に は.生
=●
の ′ル・ヽ

シナイ●区を麟鍮区に拍定しました.

その■.1,3;年 (昭 10)1● ′
`り
、タ

ンチ●
'1=贅
燿02'00｀

`と
ともに大盤

“

全働に指定され0し た。この年に日

薔口丹讚●●姜会が
=i咸
され.t屁 ヘ

の保●凰燎の0こ やぬ
"活
0な どを崎

初日の0口 港●をして
`=.生
息■で

ある■凛にドン●ウを績凛したり.t
りをし薔した,.′ ′くを●tし たりし

た〔,で すが.あ
`り

,曝 がなか ,た

ようて.冬■には
'不
足によう1曖メ

ロ次いたといわれています。これは0
●などのはの■がタンチ,ウ の口をn
へて t`う からだという意見に■‐て .
1940年 (昭 16)12,jに

`1. 

・■■8鍮・

に,"はが●腱された0し ,し た.し
かし.冬●は●

“

■,|の 不凛●所の

“た ,,が●ゥとヽヽうtt鬱で.日の不
=か

ら生

`欧
の綸●●dと んどなか oた よ

彙見当

".生 =触
の■21=大t● し

いものでした。そ

“
`=当
時0タ ンチ ,

ウが
`■

とんど人口に近づがマ.■冬を

うして●凛め日に

'ん
でいたからです

が.お ら■かな■定では20崚 覇ぐらい

と,● されてい,し た。ただ191:年 (

嘔16)に 丼●●●工
`ヨ

″口姜口薇手

)が
`0羽 “

どの生3を 嗜●したとの薇

僣 もありま十 .

:"の 腱

“

―
極

…

鮨 燿

饉1● ●による空自の崚 .19``年 (日

21)1=曖 投初の暉●会長員●蟄会が日

かれ.敏■ようも●饉的

“

青にのり出

ナヘoだ さい0こ と
`=な
りました。ま

た.u時中:=中 1‐ されていた●の麟
“や′く́ ,レ ,卜 .イ スター0■ らなど

を決■しまし′..

19`8年 (昭23)]2月 には1■■
"願
ロ

像晏会|`門●されて.口薇の

“

饉

`●が●

"さ

れました。なお.こ の年のタ

シナ,ウ

“

晨のためめ口彙綸いが 1万

円であったといい■,.1:19`,年 (昭

2011月 に14崚会の手により生慮崚
の一斉●査がおこ′●われ.173が●

“されました。給

“

嬌■も薔日されて .

ナう●賓 (ト ングリ).ン バ. ドジ .
ウなどが出市・ ■■されました.

このょうなお●
``あ
まり嵐姜的な●

嗅を上
`ア

ませんでしたが.1,=3年 (田

10)の ●●会

“

曖0.ら の晨い,1:`●
によ‐て.口辺

't■

に儡静鳳燎0(■邊

したこともあって.タ ンチ ,ウ は強々

に人りに〔づくよ,に なり.キ用.燿

●トウキビを●み ['′ たニオをついば

ん′・り
'う
のが見られるようになりt

:●

"1夕

に

`詢
】10S2年 (m21)の 2

月.■
"●
方はE嗽■に■われ、六r

“

大●となり

'し
た。このため、多く

のタンチ,ウ ″口を求めて人螢に出て

きました。このとさ

“

えたタンチ●ウ

のために.0日口じ嗜嬌にトウtOコ

ンをt(と ヽ`う方はで,め て日付 :,に

チ_C(、.

「

‐ t
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Lll壁
ル
1ビF劇

ンリ ズ その (1)

瞼●,― ナー

タンチ,ウ の四手の生活の晏を15

分にょとめたオリジナルの腱●です.

210イ ンチの大■●にたんちょうの

年が生 o生 さを曖し出されます。また

'ン
チ,ウ を受する人と口:0爆 aで■

たて、、さすが.し のびよる●崎のB化

四手を通す中でFえています。

Φ 層蒻0色
オグ●ゾルの中国各

`=贔
躙ntで .麟か

らけにか1,て■いことを示しています .
・尾・ とまらがたられら3い

“

分
`:日の三列BOで ■晨の日 I=“れています.

そして.タ シチ●ウの暉は白ぃ0で十
がオグoブルはその名の尋 ,屋 も凰色

| ' nr. a '4 7. \ - 6$rt 
'

oタ ン チ ョ ウ

員べるようになったとナは幼3と呼ばれます.

Itじめ曽から,中にか,,て晨o●●びていますが.

午に■●●に集ろ嗜には.■中の口″i`台 くなo

ています.そして. 1-2■ 1=た 0と .え

“

と区

別
`菫
レくなりますガ ロの口0た■が熱いので

東んでいると0には区別で0ます.■ 3■以上に
去る員
'|み

の二
`1.豪
館した小学 6

年生 (")」 `200イ ンチ
ビデオにJtし

■された子
'1れ

のンーンを見て薇した

というのです。●・ 温厳
へ｀どる●颯

`■
0.■ 圧され治

“

疇に残される幼

らのaし ,′ な饉子は.ぁ ょうltも
かわ

ぃそぅです.生 ■れてから、そのBま

で濾いい

“

嘔の■●をた。ようと受
1,

て,,て きた勒■にとヽではどんな鳳

、、でしょっ。あまりにも切
′●い●●を

見
`に
つけ.男の子の晨をぁ _た しめ

と,ヽ まヽす.

活のあれこれを

"椰

め ,ヽ(ま で11口を

られて日べて｀`たのでした.

・ただた′、

`0し
ました・

レ
瑕
曜

繊
滅
露

',L,‐

11=ι讐3('~““
)・ 壺

平成8年度 事1計I

■としてねぐらめ,全■●のため.これ,で

o●■La● .■ め長籠3■として実薔する.
●こ員～山

“

口● (■
"■

)

ツルの手●●

"
ッルの口察年口に,立つ,■■■を発行
t●■■日社o●●●菫として奥■し.黎ヨ

●■として目
"全
小,生 に口輌田市する.―

口●クルセン
'―
と,ルの■●層]●■のた

0●覺とE■■●●
",.

贄曖こ
`月

タン
','ω
●

“

.■●活●及びロロツル●

局口●,日のロニ

旱
`0年
虔0口壼予
=・●10  1,月  `日 (木 )

|))●  人

ギ

，

虐

色

光

子

『

α

饉

子

■

子

は

治

２

江

　

　

●

館

　

０

子

疇

“

史

●

　

　

夫

〓

男

　

　

拍

“

■

礎

●

Ｅ

●

蜻

菫

二

日

薔

●

定

●

”

嗜

滲

　

．

電

に

　

■

胸

こ

僣

区

ｔ

　

ロ

ロ

取

〓
一
　

口

久

蘊

(有 )オ ー ドウイ′
=凛

― お口ヽヽ 一 ―

■ 8.ッ ルに関●を持うてセンタ

ーをおとづれる人でEわ ‐て1｀ it

にうヽ`で理
'0し

てもらうとともにn
足して もらうため,■が必要です.

■で【.セ ンターの●員が
"■
に当

た0て いますが.■薔会からも饉カ

してぃきたぃと思、ヽ■す。また.日

外の●示板の作製も望されていまt

よろしくぉ曝いヽ たヽします.

棗会報  ・

“

 暑・ は .
・た´

'む
ら・ と読みます。■のむ

れ´ヨう意味です.■■会趣立の万

軍歌●に

"ま
れた ― 天乃

“

ロ ーー

した.多 くの●
``こ
れからも.諄を

なして猥ぷというそんな■1ヽ をヽもっ

0会 ,11号 をお81夕 し■す.こ れ

からは.よ りみしかな綺報をおiベ

0会
"掲
餞の会員の七螢んからの

"率

ヽ
. ヽ

幻ヽヽ
`

ヽ
、

r

117●――



場群 より

会 彙 ,コ,,1麟 f[0]

口 23¨●
(1霞口,■セ″―D
■■01“―

““

0,1

Fな0ロー

“

-4崚

19筵 326新

●

鶴
群
１０
号
よ
り

脇 が
世界のツル

“

介

~ 
■

」
●||`=饉 のソルnょ っ●●●を好み .

餞.早螢験.カ エル. 卜ヵ′/.′く,タ

'`ど
の■虫輌などを多く彙べているよ

OB“口
`=:‐
10月 .分お ′く,ス タン

およびインドt■ア′サムからベトナ
ム1で .li年 オーストラリアニ

`で
も

=●
していること01厠員されてヽヽ菫す.

力秦色の羽と,1.●には0セ 0いベレ‐もとい。●1声 もピービー。しかし.
体の大きさは一人

“

.そんなわたしたちを多くの人にtナとか子どもと
'Fん
てい

ます。
"島
とRつ てくれる人:=め oたにいません。いただt,ないのI=、  1ち

`.
をかわ●たツルがいるよ.なんといっッん

',と
、ヽ,で,ら しがられます.

しかし.わたしたらに
'晨
′

`タ

ンチ,ク なのです.夢 ヽヽベレー.今 I=あ りませ

2月 末.颯たちに●の牟●が五づくとわたしたちは8晨なくoさ 放され
`す
.

これを.人き,``f子
"れ
」と,oて いま■.わ たした

`′

じ独vす るためのタン
チ,ウ 薇の餞しい●として

`●

らえています.こ れまで冑ててくれた● I〔 日

“

しな

がら一人立らします.

3月 も108を ●どうとわたしたち0■
`,自

分たらだ 1夕 で,,ぐ らべめ|,さ 景■

始めています.■婦:′のい。そう遺む0,,下 匈ともなると日に■ ,ま りにされた
わたした,幼鳥は、力強く

“

ユしま,.
秋に
`=な

いベレ・をかよって,・ てoま す。これ0・ らもわせめになりtt.

′ん重■・タンチョウロ

0全長16o‐ .葬8に大,の ツルです.

体:=決反色で.灰椰色で耳0以外
`=■

部を上願は全部饉出し.国上と日,メ

赤Aて十.啜 から贅■にか
`,て `:■

●

■に慶い11毛 が生、.ま たコ出3のサ

ぐ下には白い■●があり
=す

.

次角・ 二列田りは灰色で
'メ
ニ月ロ

切の力嗜

“
`=ほ
とんど白い.嘴●オリ

ーブll色、菫移は■●

“

いし●■ま

■は内こないし赤C.
0広いこ,0や綸沼にすみ.●8は‐,が

ヽヽか子供遭れの■まで●姜され亡す.

さ〕は●3で .干ばつのとさに,=水 を

よめて
`始
します.イ ントで,絡軟」:

の冒由で手暉く保●されていますので

人宰め近くでも寸んでいます.

巣は、こおの中に作られ.中はよご

れた自色で.薇■2の重点が
`ば
らに

0会長120‐ .オ オブルによ(aて い

さすが.比饉的小
"で
蠣60み■出し

■に
`=羽
毛が生えてい■す.■ た.4

の下に黒い霧eに■われた崚贄0`あ り

ま

'.1:I=オ
リープ饉6.“彰:=口L

ないし■臼色.■は瞑日色

0生燿はオオブルと口しですが.員は

非常に国井で.■■ヽ た■口の口みにな

手の

“

を彙くだ1,です.い |=イ オブル

のものに0て ｀`■す.B燿口1=1● (月 .
分布 |ォ ‐ストラリアあ北

“

と菫

“

.

二,― ギニアに■3と してすんでいる.

一 人 立 ち  Ⅲ 3月

? 
^or.. 

os*xio.r*,.rzi,^.

―
コ

４
１１
■

ゝ 纂
」ll。 ,,″. ._l′

学綺0,を 目的とした場合
`■

.●↓
●.0人国双方の■可力̀

あ
ると●出入

できます.

■た、取1崚颯

“

しなけtt``■

“

の

おそれが生じる種の●出入も

“

服され.

●

“

日のFつが必要です。
―‐1爛1,'υ ,‐ /麟111:―

…漫地(ウエットランド)一
:t出 1;〈
`場
■雛1,|=.=It,|=0田t,.

1``ill↓
=::i`.

,“‐
`:,(1,“

ょうヽ 定二してヽ:t.

は 熱のものこあるか人工のものであ

るか.水積的なものであるか ‐
=,崎
′
`

ものであるかを円わず.さ らには水が

澤っているか決れているか.晨水であ

るかへ六であるか,日わず沼沢咆.こ

環.に崚地また
`妹
嬌をいい.僕●時

におI夕 る水屎が 6′ ―下
'を
層ズないる嬌

を合,,.サ

●1■t,(磯,,1ltlヽ.1,1,`:titl,`nヽ
`.

:〕

===,`lrill.:;、
,olを,ス
`,,,,,,11,.(

“

.“
=,11卜
t.1●

"=颯
■10R。1,。た|=`

〔t`,,=‐

“
`,it,1て

(■

`.‐1.:颯人

““

:1(1,“ 1(,,1と ,t`“ .=

111“ |“ .1::`,11“ tと ,■ :へ :`,ヽ
「 “)さt.311littillを

`“
11",ヽ 1“ 1,11,1

::(● 10・τtl,.1,"1lμ .11●11,1`:=1''`.

,峙 饉
".11饉
・(.1嗜Xt・て■

`1●

‐
1.
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今.“■■暉の

“

′,メ大き
'・

ロロに

なぅてい■
'.タ
ンチ,つ |=遅嗜なく

つの曇崚は

`"0保
全と薇い田わりに

あり,す。    (11・
“

0=1)

タ ン チ コ ウ を す る

タンチ●ウ|=工的にどう0菫 されて

日ヽ●■

t」晨り■等保●条釣

タンチ,ウ l=■口や0シ アにも,ん

でヽヽるので、夫Hで0■をすすめる●

更を■日と皓んでヽヽます.

ロラムサール条的

この員的|=「

"に
水30生●●とし

て:」目的に口要なこ地に

“

する条的」

とヽヽうのが正式な名●です。

1971年 .イ ランのラムサ ルで
自かれた口南会●で採択されたので,

こ颯
`=.水
の●電を■菫したり、螢

“

●.0に *らの生鬱鮨として●●
'`

ので多くの日0`“力して保コするため

に0(ら れました.
日本は1980年 に加入し.t由遺
CI=“ 躊●員やウト

'イ
■、夕,チ ,

。欄.1にユ牛
"雌
嬌.●0布●瞑を

■●しています.

Dワ シントン魚的
嗜 饉のおそれのあ

`"生
●●●め

この口嗜菫;1に関1る●
"jが
正式G

■で.8ホでlt19 0 0年 ■●入し,
した。●■サろおそれがある薇0取 ;1

を01限 し.主に口菫目的の

“

|は,■

されてヽヽます.

ミテ 崚 長

9年度,1足  oO.1.26)

蜘 埓
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電

饉

ロ

手饉0年こタンチ,,生拿状況一斉11奎

“

晨

0支庁
"■
息晨

9年■ (9.12.5)

生
=欧

・遺自麻■1●●:=

ここ●k年 600羽
籠■で綸移してお

り、■●欧に大し

な壼化は
'`い
とみ

,れ ると分析して

い
`,.・周口では平成10
年凛タンチ,つ 儡

凛■菫事Ⅲとして

鯰摯の饉

"・

薔■

―斉
=1壺
にわえ生

息らの分緻を国る

■を,I■ してい■

②

“

時丈け市町‖別生息数

,eむ ―
。3月 80日
IIT Bテ レビ

PM7154
■:スコいは綸 C

日氣ロロッル

センター

'1ロ介されます。
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月■月jの里・総饉場への

タンチョ,■人照来欧
十.地 中
=ム
80=(TV)で ツルを

見に,,(嘔 面があり.そ れを
`●
● して

オ.こんなに0■●ものとI=思 わなが、

た。      '′ 22 ,燿
=t,

t心■の人〔]“ に大
`は
です。日近

に見た01`=と ても

“

●でした.是丼ま
たツルに会いに来たいです.,は

`:I■
2′ 23  :``

9年 層は飛来歌が多いようです。
また.幼鳥のitが多いのも,1象です.

″  ′
あ4た″ン″′′|′ク

7仁度 8年度 9年 は

0ヽ 1
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釦
∞
％
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釘
Ю
鵬
∞
●
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％
“

初めての北●d"f'に 央
=し
た.真

Ⅲ臼な■の上に出,`1な口がすoご ―

く
=オ
ヽヽ でヽした.=∫ :=鮨 :=た tt,■ 1.

2′, 1l r`"通

工名腑の|`と ,よ り8`て 来ました

●い散●
`の
中の疇の飛び立つ褒には

,嘔崎で
`●
し,し ,..

2/12 '`.11.`1.0,

はるばる,1姦‖|か ら彙て今日は最終

8.丹 つたいような婦りたく
'=い
よう

な・・ ‐
=tと
共にどこかに飛んでい

こうかな.は じめてえたけどメチャ奇

■だね.富があまつにも白くて目が目
が
'●

いよ―.●ははしくないのかい,

，
”
“
”
”
，
田
”̈
“
“
■
舒
■
６
■
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Ⅲ
＝
＝
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駐
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郎
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“
７１
％ |`0

九州■口よう冬のえ0■ に初めて■
1,り ました.丹 :1●の饉

「

な,を 日の

籠に見て,,に
`■
t_=し た.

ロタはじめてみて●●し■した.

とても案しい姜に薔″した.=●離
=:臥

,11,t,.    2′ 1` 1=:

薇豪では見たことがなか,たのでタ

ンチ,ク に
`=σ
,く り.こ んなに近く

まで来るなんて,こいと
'い
ました。

2/27 1111

1よ るばる‐G瞑より,ぅ できました_

初めてみる丹口

“

にとても感動した.

“

●白な白鰊の世

"に
自と鳳の丹頂田

とうても晏■で

“

し|つ た.

2/20 y●11・ t● 1,"li

東京からなに■に;|・ 薔 してきて最

初
`=ま
しか・ た

`,ど
こういうすばらし

い自,tや 晨色を見るとよか‐たとはっ

今日この輌で■.2/27 11=:

初めてlι魯■へゃぅてきました.見

るもの全てび_く りです.“の■■さ
に美しきに0さ

`='10`与
えた最高のニ

のようです_ 2′21 ●11=1■

“

1=のた人と拿ました.ッ ル_て ス

マートです0.た くさんのッルを生で
見たのははじめてです.0と ■とのコ

ントラストがすrら しい。
2/2= =1 1=

′【11彙
'〉

●●な歩き方が
'と
もヨえさせん.

■たうもあのような夕を方をして人生

を■ごしたい気持ちです.母 .罐と
`子を国人一

“

の薇です。お天颯も属哺

らしくよtヽ Bで した.

2/20 11 ,1

浜

“

嗅お

“`千
rt川村

“

薇,― +フ

トがある所です)=:を 見に来た.

とても0■だoた .

3′
′5 1●

伸豪
'峰
豪野市がぅ見学に余

=し
た.

●.■ 0コ ントラストとぅて●■哺ら

しいです.東 京羽日は大●でした.

^,,■
■,●●●●||● |● ●●.

●′●.●
=`|●
●●●
`●
●●●●

●●●. ●●ⅢⅢ●
“

■,●■
■| ,■

“

Bの工がこんなに沢山ヽヽて
`艤
し

ました。また来たいと菫い
=す
.

3/2   ,・ ,

丹●を見に来ました.し ばらく見て

いると鶴たちが共■したり、なに■■

したのがあうこうの11に 自が ,て 7ビ

ーんt=い か
`′
る餃がヽヽたり(Ⅲ

't,.
〔:`」ヽ

=て

,t)8の

"で
籠り広げらる0●t

の生Eに■くifが つてす。すこ(表し

0ヽ 0たです.  3/12 111` ==
fACE ,TB」 よう籠象山0・ ら
史ました。このような田晏

`1'レ
ビニ

て0■哺らしく感0し ました。

3/2 11.:|.鳩

想師.犬I ■発生の欧●に会えて

l鳩  ="Oit ==;` 1''111 101=

3′ 12 =彙 万■
"の
会

●田 率
今年 3朦しに楽

=し
た.…

■■■生_ 3/8 11戦
“

●

ち●んと

“

かなさ●ためたよね.

奎′れて初めて′ルを■■した.す

ごくされいで薔●し,した.で し.近

くて見た|,遷ろしいことに氣づをまし

た.今度おばあら●んを■れて0たい.

3/4 "

日のとんに■.球,の 晏.“をつい

tfむ姜、軟十羽の

“

を見ることができ

ました。大感豪.そ してカメラマンさ

ん■の多さにびぅくり.

0′ 12 1“ l

″
=|″
′
`″
′

′ン′´′

“

′″
`″
で

′ソこ″′i´″
`″
フメノ‐′′

■■0う ちに0了
ご餡力ありがこうございました

―
タンチ●●ユ0■ t一

0月 瑯,23■ .山
`定
次

“

さんの襄

の燿はタンチ ,ウ の名所 として見,客

でにざわ ぃている0て 、この日春′くス●

口所に.ズ ′0,・ タンチ ,'0里 ‐0
名

"が
つ
`,っ
れた.(:11口 )

0同
=∫
it R寒 日 ,々Iと ,ヽoた り

=所
0`

多く.■ ざらゎし、ヽため.見謗客にい

つも

'ど

こで■りた●′ツルを見れるの

1と F`い 0`ら ,そ こでこれまでの
‐
日■ 20●・ をと●することに0み
切 _た。
Or,■ 所:=fOマ ンを

=し
させ0す

でき
'`名

“

ね」と■f`=好
「

で.鶴先

客を綺致する―助にtな りそう′′.

=|`,11110111,〔
11:〕 よ,

このほど行わヽました,日 ,エア
‐

,0に I=写買〕:員各社の

“

腱と多くの薇

遺饉

“

緻び.丹碩撮影

“

係の方々011
カを椰
`し
て強大に業●することがで

2日間にわた‐てのB饉でしたが彙
館入■■欧に●年の用し時期に比べて

r'1.;億劇 .`52名 01"れていたださ

カメラ摯嗜.そ ミナ にも沢山の人々
が訪れ

"a晨
わ。たところです.

今日0郷 1日をもとに今後に自
`,て

反省t加え多くの方々に0ばれる饉し
にしていなたヽヽと,えており■す.
晨崚になり

'」

が会員の七様には多

大なご●ヵセいただoま し′.こ とに厚

く●礼中しあげaサ .

●

“

0■●
ン|● ウ■

=会
  |

ご
:::多

會で
1生_」81'」 あ●0`,

・■

"の
●林

"`.も

■の気配
"｀

引rヽ のヽ今日この嘲です.タ ンチ

,つ たらは,殖
"め
ざしてお口嬌

を■にしています.

・ 9年屋の■κ菫壽 C櫻 子■
崎口事果)も 3月 をもぅて終了で

す.タ ンチ■,保●増饉に向
`,て

■このある大さな■3で したがお

か
`′

きまで鋼事に
=1わ
ることがで

きました。ご●力ありがとうござ

・11=.,11"t」 ●と,●11●
=と
iι :

,.口 ●ヽ.l■:=r,ヽ  (【o“ ,',→

この餞ど,員会主饉で.● 2ロ タン

チ,ク ロロ会を文嗜しよした.

お子01か ら年●●まで 23名 の方々

が■加され全した。この日
`=靡
年と日

`1に

なぜか0,の
`り
合わせとなりま

した.しかし膊,あ■.そ して冷たい

日の中のほしい自お界の中に生
`る
,

ンチ●りを口事で,たのしiCあ るも
。)と とらえていただ0ま した.

予定した,く の行動は■菫できませ

んでした0(0お した0さ ん|=員
"に
餞

黎しておりました。●加された苦こに

`=0か
らお礼申し上げます。
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一

′ルさん .ヽ3は と‐ても0■だ。
0日をいのにご舌

"さ
ん.S:`0た ●ヽ

です.これからta螢れンルさん.
グ,ド ′

`イ
.ζ :=茨

“

へ●り■1.
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鶴群 より

ヒご´
'卜
‐―‐7‐とは ●

鶴
群
２０
号
よ
り

ビ オ ト ー プ 競 中

会報 (1口 )ヽ20;

脇 群
阿
=町
タンチ■ウ●■藪合

椰:-1中η3“

"|

“

中
`t′

,1)
10".11.2,綺

“

1350245

001“く0■O11 ぼ6‐
`022

姜 も離 疇 ツルセンター■で「

中 然■崚日印ロロ のエ

輌 められました。

この0彙でいろんな0中の

“

0●
生0●同を作り.口熱を学●したり,
生生物を●,ビタる0と して゛おうとし

てtヽます。工●は平成 15年に,蔵の
予定です。

この_[●で●Uトツーン.車亀ゾーン
エコアゥブゾーン.水辺

“

遺ゾーン

パ崚けられます。

・ 水コ●■ゾーン～～ここにはたや小
川t● リヨンやスゲなど0コ饉●●t
●え.小さ●■●■再生します。
冬にな

"ピ
タンチ●ウ

“

水0みやネ
お1夕するのを■ることrできるかもし
れません。

●

`l奎

ゾーン～センターから丘崚方向

に,曖 6●1●は旧
"り

||●●で■在ヤナ

ギ●0澤
"■
が生えてい●す。

ここはあまり手を11けずに彙存しま
すが夕の■0■子が■●

`よ
うに違歩

■が●●されます。ただし.をはタン
テ●ウ保●oた0立入りか颯止です。
・ 1“●:′―ン～以鰤臓■い0だらたとこ

ろをそのまま菫■して

“

の口

“

ιモ自

然にまか●ます。

ここで■.●.4ヽ●力
`2,っ
てきてこ
"子1「をしていま●.

`に
はoで■ゎれダンスしたり歩

`●rら

"じ
するタンアョウを見るこ

と0でできます。
●エコ7,アプーン～

"■

引■0中には

もともと量鮨だったところ暉 して

しまつた椰分もありました.そ こで、

通鷲したたからな0輸;でる水を囀用し

て●麒に■たに晨●ように工夫し拿し
たヽ  (,`tン,→嬌・

“

田

“

サ) く2>

いろtヽろな生きはポお二lヽに,いを
もって事らしていけ●菫ユ ●えば率
t,1.“.■●どきから生‐ がい
っぱいιヽるところ

“

ろいうなタイブ
が●ります。
」〔|の砂や′』囁菫笙t望西〔イカルチ
ドリやコアジ,ンといつた▲たらメ

"ttみにネ
`.】。小

":〔

メダカやrジ●ウ. トンポの

ヤゴやホタ
…
などがいる。]

●ス型崚‐菫ュ はOt■0オミナエ
ンや■キ●ウ●ども生え.′(,夕など
もネらしてい0.1
拿ヨンロ

"1コ

でよく
'ら
れるヨク●

には.オオヨンキリなどの1■ドやつて
くる。1
3■喜

`菫

」

“

〔プナやミズナ,0“
に、シカやサル、キツネ、タヌキ.ク
7●どがいる.

こ彗さ」 〔ヨナラやクヌギ■に.カプ
トムンやキツツキ0中●0,グラなど
が●らす.]
●千■ :ンギ,チ メリなどのなりら,ヽ
■‐ 中に,つて工

',貪
べたり.休

んだりす0.

■を
=菫
【カエル.グンゴ0ウ .タニ

シ、フ,傘どがくらし.それらをカイ
ツプリやサ■などポ貪べる.1

■■笙
=奎
壺E奎o堕 [ンィやカシ0

大ネに、フク0ウα
"■

口
"Dア

オ′(ズク
がくらして

=ヽ

●.
●日本は■たにitヽ0で●とをで

'気●
`す
いぶん●う。薔■■には ■い

ところが,さ 0マングロー1月ゆビオ
トープがあるし、一 に1`.8いと
ころが好●●lrマ ツ■0ピオ|―ブ

`あ
る.
■2にあ●ビォ |― プもられば、■

子メートルの山●てつベメ

"0ピ
オトー

ブもある0です.

o 初冬.やわらかい口ぎしの丹頂の里に. ′o数羽 (1:勿 1)の タンチョウ0(
のんびりとえさをついばみ羽づくる

`ヽ

をする●子が見られました.

これから.毎 日仲1“ (′0しずつ●えだし大きなにぎわいを見せてくれることで

しょう。

◇ 給封場で一時を過ごしたタンチ●ウは
"折
.ビオト~プの池をし来する0子

罐 できます。日害層ロツルセンターからも1・1ぢかに見ることができるよう

になりました。

◇ ビォトープの池はタンチョウにとって格好の
`所

.時には水浴びする●も壼

彙できました。足を強げて体を決めて0●子|■―ユ |`て自らかな?(11/22)

o 阿寒言藤ツルセンターと口員センターを0すんで籠が■1,られ (白●■)
そこからは立ち入り蒙止となりました。しかし.そこは力勝の姿をとらえるに

格

'子

の場所。カメラマンの書が見られます.

0 観光客をはじめ.近郷からの来鮨著で重わいを見せている今日このいです。

口゙,り ▼▼0,, 夕=´ チ̈‐ョ・1,(2)三ヨ
き―ょ ぅ■こ 0,こ

‐
ろ   'い ▼ヽψ●▼●●●

ビオトープに■うタンチョウ

て,>

●■コ騒コD

●EエエヨD

●ロエエロ●

●自
‐
幸屁_

― 眩 持
つ八代

平成 11年壼ツル保崚対策事奎
ホ■年壼0■羽,業を,介 します
八代の「 ツルを受する会」では

“

И

`する,ペツルを一羽でも多く呼び書せよ
うと1ヽろいる0事手を晨口しています。

●経 町.T松町.薔山市の山のネグ
ラ (2ヵ 所)ためたネグラ (lヵ 所 )

田ネグラ (3ヵ 所)と伐ほ 善二 菫

地.ネ ット強り等を行いツルが安0し
てネグラを利用できるよう■●:にあた

0昨年からツル1,引対策として,コ イ
(薔型)を利用しているが.今年壼薇
たに 7●を作成.昨年度の 10体と合
わせた 17体で螢置場所も増やして

"き戸餃送を決しながら,|を実菫する。
デコィ晨こは2級饉で行う.■栞当

初はツルに気づかせ障ろす曰的で行い

次の■■では■去に降りていた場所に

FEし.なわばり等で追われたツルを
定着さ''る 目的

で行う.

●●本年度も山口彙の長
"的
ツル保摯

対策螂 ‐寛

'■

に基づいて国.彙 .
●n.地元の方々やポランティアの人
々で特別天然2念物「八itの ツル」を
,り 1羽 でも多くのま来を見られるよ

うに努力しています.

(1,"9.31 14キ 書の■■ りより)
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何口田タンチヨ
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■■会

T03～
了o1 1989年 生

15V～
26V

タ ン チ ‐ ウ

ー

●

“

●11による1喘

Hll:1lИ雌

丹頂の里で●●されている

0■1●は次0うりです。
T55 T81 15V
17V 13V 32V

警 も総●燿において.■|●メ,
られます。19“年からタンチ■,こホ
ロ査グループによってつけられていま
す.
■01～
T02 1988年生   12才

34V 37V |

劉[!il:=:=ら
T94～了09
01V-14V 1996年 生 4オ

11オ 1997年生 3才

T09-
T,8 19,0年生

27V～
44V10オ 1998■ t 2才

T19～
T34 :99:年 生

T35～
T49 1992年 生

T75～

'98 1995年
壼

4bV 蘇●鳥 年

“

不明

9オ

40V～
64V

8オ

1999年 生  1オ
(●用と甲まれます)

T50～
T59 ,990年 生 7才

T00～
T74 1994年 生 6才

…
57

m●によって移1カのようす0がわかります。タンチョゥ
…
グループ

11薔月になっている円コ
"口“

ツルセンターでは■さんからのタンチョウにか

ov},●

"暉

1をお待ちしております。

■

…

D

間 澤

て3>

● 120 0

く4>

|… ・ 1躙 |1哺 |

|,・
‐■■1■1「 |

匝ヨ塾亜コ

■ヽ 暉
=…

された●

“

・・ T10.T15.T50
■52.T54. T55.T79
T91. T97. 04V. 14V
17V. 18V. :OV. 32V
34V. 37V. 38V
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c●0ついた菫tヽあご0代わ

りに●い●そもっている。

0人より少0い0をもつている.
・体■を取り●くら,■

そ,,手
=■
3く_

"

猟

“

鎖 ■

詢 骨

月
'日`,■

t,,‐

´″,コ とコニム 子 です
|

ど う で よ ろ し く
|

▼17■ ヤ,卜     」
飛ぶためにはえぶた●0条件が必■です。

人蜀の■■・仕組みと比べて

'る
とそ08い

“

分かります。

o飛ぶためには建い0が必要
・人間●■は■たい■を,え るた●I‐大く■文になっている.

0■●骨は空月に0っ ていて颯く.内●0と ころどころに支え

があり層丈になってtヽ 6.

0●●は人より大きい。
・大きな3■ を文え

`0に
完●

・■を●かすた0■強
`ヽ

●03"が あ●

4 4+E^ F!1 t 'rt't -<)
f,Et, < o.(EtLalr<!,!o,
t>Z^lnlEab.f, adlr€
, t 1 Z | /'1tD)rtt\btP. T t,
*itg21 tt) tt5tmrol

<r" 199alF I Er:tltotElll,
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<r. t$3+ 5 Er.llliitlt!<.)a
,tortExTol|t Ein*Lt"

:an aqwrnlrt -tDfr
L!\lla Lal:rl:ILrlt!<!ta
*r.

―スがあとを■ちません。

そうした気持ちを専
=し
つつも

`野生は,外に」の考ぇ方の普及が必晏と
思われます。

一方.秋の保護は.その年に生まれ

たおい口

“

が.親から独り立ちしたあ

と。うまくえさ力

"れ
なかったり.■

に流された
`′

など.原因の多くは経験

不足によるものと思われます.

こうして持ち
^ま
れる動物の多くは

螢曰中に死●してしまいますが,外に

戻せる場合は月青することになります.

これらの]は日士が彙殖するケースも

最近は増えており.増えた日本を再び

野タトに■す●みち始まっています。

■タンコも疫せ
=え
た姿で保薔され

大,に育てられたタンチ,ウなのです。

[ : I I !菫
::!::.:!:彗 :: : : 1 '

““

●における颯菫活■につ

いて  (:輌口20年■こ念|=よ り)

傷ついたり.弱っているなどの理由に
より毎年多くの,生

"ウ
カ
`促
●されま

す。収類 が多いのは 5～ 6月 .銹い

て 9～ 10月 です。

春の保腱は幼体が多く.ウ1,えばエゾ

シカやカモのヒナなどは.■●(11し て

いた0に .人間が●手に■にはぐれた
と思い込み.●なから

"ち
込まれるケ

|=||ウ
`,シ

,‐

ツルクイズ

」ワII、::i骨
:1:[::し

よう
|1 露
:|::』 11::事長ゥト)

“
`り
¨
円}おし

0■
'羽
と呼ばれる羽は.

は1=rたいたときに4=菫申
に浮0｀せ

"輸
する力をつける。

~~“

ユ ヽ

詢

手

饉

,薔

人慶骨

「
―
―
―

凛

足 指

あなたのツル日記 より
来館をの
=さ
んが丹頑を見てその思

いをつれづれなるままに■き●られた

ものです。テ菫会では―■料として保

管しています。
拿野生のツルを初めてみました.真っ

白でとてもされいでした。今産は飛ん

でいるところを見たいです。

ちなみになの名綸は‐ です。

Hll.:● 21 1lD●4

*夫婦
"■
0校に考えさせられました.
1111.11.l  S.I

0初めて,生のツルを見ました.外に
いたオグロツルも見れてよかったです。

菫遺腱で飛んでいるところも見れて

`しかったです。ゃっはり来てよかった

です。   1,1.,1.l  LT

*和欧山颯から来ました.近 くで見れ
たから.も っと■かつたけど望鮨菫の

おかけでををはっさり■●ことができ

ました。●コ :今日は20羽くらいかな

●1.11.14 1.口 ,子

■晦 初めて0■でした。とても
楽し:ヽ 4泊 5日●までした.■終日.
ここにlnt見に集ました.
H‖.:1.16  拿||II::

*今日.生まれて初めてツルを,た。

とてもうれしかつた。ハトもいたよ.

ッルカ(れいで感動しました
‖ll.H.1'  13``1崚

*ツ ルすてき.ゼツメツしないでね。

私は今日帰ります.
H■ .1121    11

ネツルクイズで ツル●■100点取
ったよ.ッルはでかい. 1

足ヵ■ くていいな～.

m,.11.22  ■
"u

<6>

タン角ウ書誼 (l,年産)

'疇
道が昭和 27年を第 !口 として

■査以来.毎年実施しているタンチョ

ウの一斉●査・ 11年E"48回 は平
成 11年 12月 0日 (月 )に実鮨され
ます。年前 9"が本錮壼です。 (麟∞

ヶ
"口
m・叶 911囃●饉,昨年|ヨ

596■を■●しました。|`たして.
今年の羽強は?

オリンナルステッカーを

同録しました。

ご崚月ください。

て5>

■口
"1■
Omフ ェア2000

第3日口
=丹
頂の里写■フェアを平成

12■ 2月 12日 C)～ 13日 (つ の2日
間にわたって癸●します。

(Fl月畑 (,`わン,“人

“
`,910●

16:∞

(`畑口

“

1:||〔

',,.1●
レツズ

“

の,μ

"田

綸

10(00‐ 15,00

o,′,ntミ ,― :,′ ,,,o,1,1は :,が ,,つ 101● ,ど

121.10:16100‐ 10,OO

のあまさけ.お しるこの無料サービス

も行います。

“
後日フェスタの■項をお届けい

たします.

☆

`姜
●聯 内′ヽ

あリカくとうございました☆●′頭 )

ヤマシタエ業株式会社様 0● )

宇山 壺薇 0い 立石 轟 ⑩

今●美智子崚輌Dオけ 豪な■●ゆ

=■
洋子檬 ("口)●村 薇 檜OD

女口 腱雄● (“綺 )木村

"摯
●●D

山下 和意檬 (口ゆ 山崚 沙書●10口)
平目 学 犠α

“

松永るみ子檬 ("D
小池 ●飼氣月日)薇嶼 呂●● 0疇)
編内 案司様

“

D山 口 E螢 0● )
荒木千枝子薔 (哺り

(輸t"嘔 0)
本会は会員0者爆によう会,によつて

'曽
しております。―●」臓t,■,1■ ―‐

会費未輛の方々へ

本年度も会員として趣擁していたださ

会壼の輸入を左項いいたします.

よ類 』 .2.0000

1人聾  , 2α ∞0,

拿今.いでユミちゃんが.羽ばたく●
を折っています。私は違中であさらめ

た。,するに不番用な0だ。
初めて

“

路に来たけど.“略は交五
便0(壼いよ～。●をコ嗽 できない人の

ために′(スを■●してはじ(ヽな。

●を初めてみましたがビ。―ティフ

ル 1嗚き
"に…

れちゃ1ヽました。

また来たいと思tヽます。

Hll.11.5 L“
`tX

<あとがき>
颯 (にtち )20癸工桝実は,,

■4晰コ■■う摯く,,夕 ″,,0,織

`1,:1,な工 121、 01[腱卜,●■,3囃要
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う外●.

=0腱
“
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"ツ
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`1槙
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常

`餃

1“せ

01`ιヽ

"t雄
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嘔0,ガ ,^=μ

:らして(螂ヽ優に攣新,ユ r"旺・

“

)

この口厳 しましA、

(1夕・2創 1で崚発■ )

会員■崚への

薔費嘔格|`i"1です。

Sat e cur Crane,
4

く7>

0121●―

く8>

チ百

え工屁二塁22ユ

拿6名で●をながむう。
北海■●円80地にて ●●口思い
浮かぶ。  

“

1.11.:6 !.V

塁塁二ヽ 2́22
′ん
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m白″漕′′●口″
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ン
'A,7001.0, 2]  や|

■0350245

口,"“ 4011口 1“
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2 1+け 議ユ1ユ 11景 |=σ)ヽ2紀 」
地諄退暉化の進イ,や 0生′1物の消入なと地球規崚ての1,"を含め.これまでの

1ムたちの生活や産幸動 が.環
'■

への2到な影輌をもたらしていることを認め

,曖という大きな機 みを常にユニしなけれはならない,lrtをつえていま
'.0こそ「人と|1然′,`共生する社会の実■,がもとめられています。自然■にの

保全{|ついて.あらためて考えてみまし.ょ う.

ビ オ ト ー プ

ビオトープと[■ . =イ ツ顧で生

"が
牛きていく

"li `,み
中■と(

(いらいろな野生の生きものたちがくらせる場所 )

,べて0■吻l」 エサをとったり.'どもを増やt.た りして生活して
その
～
0・ け育のための広さはな衡によってみなモれぞれnいます

その広がり
`い
て.,生の生きもの■り0お万いに田悸し合 ,て磐

これを |ビ然生

`共
,と iヽ つてます.

●

鶴
群
３０
号
よ
り

甫女負鮭 し 'cjウ=Ft'ス .力
ヽ

ビ
・
イ ト  ~ブ ■ _:ン,,`i員

貪

うコⅢです

まヽす.

=て
います

ざ期限 たくさんのタンチョウの節 場となるセンタ ■,の ビオ  ヽフ,_
,く の,■の,哺

""“
生0して行けるo■1"“と.タンチ,ウを口,|に豪夕する

ことができるように今年も手が加え,,れていま
`このビオトーノに―月拗500`め》を,|が ,け られツルセンタ~から敗■こ

■るようになりました.車地・人I池のほとりの部分はウントチツ
'ル
■.挙地

から精く1日河川の部分は木洒とな ,ていまマ.

■を●から|`.手働ことに変化する車花.木 .々,“や鳴さハが半しく捏,て
きます.

このビオトーブは北海道営震積 |ス●壇整II事事とt.(●われています.こ の

■■|ヨ tヽろいるな勒゛物の■息
=問
(ビオトーフ:)を■り. 自然を学習したり.

野や牛動をば,す る18と して利用されます_

A 生磨系について
斗  
°こ |

壇万髪
4秒誅―
才 冒 だ

y

1'メ

hfi,//wwlvr och nc ip

水のはたらき

大曝エキ ,し
`―
のはおらき

/~~

ｎ

ヽ

ヨ
０

′
」
０

―

〓●́【Ｍ略詢

‘ヽ一一”】］
邑●口
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´
二熟“一一̈一一
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0122

′十  ,「:= 斉ヽ

神・わ・森林′.ど .  )の まとまりを,1・たIЙ瞑瑣と.そこにイ||,すべての

生動を合わせて 1生
`糸
」といいます。

~の
中で生力たらの幅 は

'効
邊敏

`奮
うtわれる関係)でつながり互いに′〈ランスをとりあ ,て■さています.

生[ネをつくる要■となる.水・空ヽ ■光・■を無枷詢●●と呼ばれています
.‐ の

"機

的菫境の一つてもくすれると多くの生き

"は

生きてはいけません.

間ヽの存
`も
 牛物どうしの食う0われるの関係に強く依存じ.影雪を手けて

(ヽます.

′
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ヽ
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阿寒国際ツルセンター

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集

躊【区椰ツ′́センタ |`タ ンチ,ゥをほ |.め ′

するツル尋の僚摩め,めの蠣摯 教
^・

絆殖を目

的として設立された.阿
=町
敏0こ饉会菫偲のわ

設です.向六●′教●姜員会と阿零町タンチ■ウ■
理 会は.日事饒 ツルセンタ のツ爆 I居勒
をボランァィアて手ιっていただける方を蓼集しています.

"号
(●コ12'`'で も呼びかりしましたが.■コステ・つム3nに ついては

しナの■■がなかoたため.しチの

"`か
かわるボランテイアはありません

=勁
内容 0■自路P,|タ ンチ,つの鰊0・ ●■■盤,「のお手上い.

…
■ ― に

'ま

するセンタ

ー

の‥ ヽ
*なおボランティアにいかわる日数.疇冒等|■●中です.矛議会では昼食の,■
助をいたします_4申 し

^み
 u :ly―

“

―(011 ,■ ,,o15(―

“

4022_ヽ

′″ン′〃残額″″″
アィヌσ,人たらはタンチョ,のことをサ0ルン・カムィと,ヽ ま`り

サ0ルン‐カムィウ3   ・ アイヌt,‐ Ч寒晦方薔より
■出t力に生●りる丹F■のことを  二つした|=船なつタンの■をやるよう
アィヌ
"て
サ0ルンカムイ (β,にキ  |= あるR.■ 島方面かリクルンセと

=す
る神)と ,ぶ この丹頂国に1`_ [｀ う鎌い い 0タンを攻撃していた .

つの伝Ⅲ ぁヽ
`            

すら|●ハイや,岸のアイヌそよい.i
,その1 ■ ."嗜

"く

のある0タン サ″青い. ビリカメ′コ (笑しいど ,々

で 人のアイヌが一輌0手負いのス藤  を,■ し.西へ西へと
「

■してくるの

を,´てい0ラう.'がてヽは.や o(  ″ .た

狡の中lr Oそ .|してしまうた.ア イメ   密いたカネ+ラ クロ■薔■は.● ,́

|`|ぉかし1ヽな」ヽ そんなに早く|オ 1プ  をく邸T■●めてありしたが
“

はなか

うせるわ|'0(な いがなあ ,と .なおも  なか贅いので."路薔■や11嶼 . トル
●

“

に颯しているとき やぶの■から  のアイヌにも導Jをためて.憫 !ヽハF

`ホ
■,11′ .1.o t,ソ .といぅ喘σ,  内́岬 つ繊 を序開するうち.,1

哺きたそ11いた.           tヽ 1■やがで三年も,う した .

ヽ■●てt,,て みると.その人●か   あるロカネキラウ=0■ iが海岸綸に
Rれてお り`  ,Iの ●が|ヽの ,敷き|=  主力をオいこいるう1, チ‐ンのレ●
な.て ,しんでいるのく さっそくヽ   σ)f"を渕,キクルンセ軍の一

“

に.

0應をとめて

“
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して.,,ン lt残つてtl
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ためる●綸 (.
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"え
てくれたことを薇

`す
  ||さ れてしま‐た .

ると.コ タンの人たらは.薔も立沐な   そして Rひかう夫婦
"も
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カムイ ■||:だとt｀ ,てあがめたてま  軍の,サ矢のため
"技
され.鷲われて|.

つるよ 1,に な ,た           ま ,た テ●ンリヽ占領された0)ほにカ
ネtラ ウコロ年に.力きと‐
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え|

,そ22 ■銘アイヌの麟 カネキラ  ようやくクルンt,をチャ,′かし,●
ウコつエカン いヽをつけたカプトを■  した
たヽイ,は今の■1甲●薔欠σ)●くて   やかてクルンセノモシッ (ご ,7夫
人さな}● ン ●

=●

を■き.多 くのゥ  1旺 つヽあり.筐てた
`り
はル ●よう

タリ ■ m,と ■■に苺らしてぃた   に帰 ,て tヽ oたので■い|`,わ った
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サ
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内山|=“様 1●   ● ヽ内i)
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4011 田,154“ -4α2

タンチョウ観察センターに

く

“

.品の晨示
"間

> 平成 16年 11月 11口～平成 !7年 3月 25日

写真交流コーナーが出来ました

●

鶴
群
５０
号
よ
り

撃事撃 初冬・ タンチョウ続々集合

阿寒丹頂の里で越冬 撃撃

'く11月 23現在 ;約 100羽 >
・■■ 4人綸●●の一つとな,ている

「
=丹
●0里 1=今年もこの0でを選0するタン,,

ゥたちが彙
=oて
来ています。例年1=。 (■かく饉過してぃoll月 ですがこれかつB毎

に■さが加わリロが僻う

“

的なは■を■えますを.ゃメて300】近くまでその数‐

すものと思われ
`す
.

‐崚●.."=っ てい0タ ンチ,つ の螢の
"1"が
幼■たち・ 口に見守られながら

1`じ め

ての魚団
=舌
●体験しています.こ れから来をまで綸角場とねぐらを住●し薔冬■で冬

を

●,輌を身に付けるのです。そして. 層たくましく成長してtヽさます.

・●やかな円3の■で.タ ンチ,つ たちが,全に■oして■冬できるようにュたちみんな

メモれぞれにタンチ。つの■の生着を正しく」
「
してヨかく見守ってあげましよう.

タンチ ョウを撮影した,■ を展示していただくコーナーです.
皆さんの力作をお■らしています.(コ ンタールではありません。,

くその他>

ホ大きさⅢ自由です.

(■示の椰合■.頷またはパネルでお

“

いします)

*作 品はお一人 2■まで.
*作品の■面に.氏名.年

“

.住所.郵【■
'.■銹

==を
明記して下さし、

*作品の返コについては.■望により,議会で行い

ますので.お申し付けドさし` (き,は 自己晏,3と します)
。 不明′

`れ
は .下記におnい 合わせ ください。

〒0350245 日
=町
23● 40■● "寒日暉ツルセンター内

t“ (01“)“-401l Faて 、01“)6●Oη

"■
●
=タ
ンチョウ●壼鎮会事3月 まで

棟 識 鳥 の 年

タンチョウ鶴愛護2罵
からのお知らせ

皆様のご応募をお待ちしています

<2>

●■省の姜に
=受
けタンチ,,な本ョ■グループが毎年文らしてい0タ ンチ●

ウヘの,■螢it今年の腱にも行われました. :998年 に苺命などのここ的な
生●●輌■目的●して始●られ今年で ,7年 日になりました.
■月●のひ●0●に●まえ左足にカラ‐

`ン
ド.右足に金属バンドのこヨがつ

けられ.モ 0こ とによって■にいろいるoこ とがわかoてきています.
このうち上方■土からの燿桑もふくめて.0● 0■子やお■■0綱層.●年同
じ
=●
●所■

“

用す0こ と.実暉に,曇■11め 0年●など次●にわかってきてい

ます.■●口.●●■に,っ て0ますと多く0■:8"瑯■になります.
■在.円Bの

“

●●では. =55 [5V. 33V. 40'あ タンチョ
'が
彙

タンチ、ウら本●■グループ0●3月を●く日
=■
■ツセンターでは.=さん

から嘔■3の■■●お持ちしています。また.タ ンチ,,に つ1ヽて晏目.■目が

ありましたら●月い0せ ください. 口●町タンチョウ●■■会では.今年度も

六人 も子 どもも0加できるタンチ ,ウ イラス ト晨

をおこないます.あ なたの作3をきつて下さい.

ホ 学校・幼●口・■■など団体での●力も

お待 ちしてヽヽ ます.ま とめてお届けくださtヽ
お待ちしております.

1091生
1992生
19,3生
1994生
1995姜

1
サ1096生  0オ
1997生  8才
1998生  7才
(“■島年●不

=,)

―

■¨ ■
ntのコの総

“`で
は樹●生さてい

も12月 1つから●8年崚2時 に与え

0ワ シの晏が見られる、とでしよう.

オ

才

才

才

才

才

才

才

生

生

生

　

２

生

生

‐

２

２

「
１

２

２

2才

国晨生まれて。シアで付けられました.

2004タンチョウ・ イラスト展

作品募集のお知らせ

くく作品の応墓にあたって>>
′―‐  タンチョクを描いた絵 饉 口・切り槽も可)
作品の大きさ  ′ヽガキまたは′ヽガキ大の鋲
応募軟    ―人 1点とします
作品のコに仕所・氏名 年齢 (学校名率 年)を明記してください

`募 "間
 平‐ 6年 11月 '0日 ～12月 25日

応募先  日黎町タンチョク●愛議会

その也 ●作品は,t・ またはご
"参
くださ,ヽ。

拿作品の■■は しません .

拿午凸 1'晨 示

"了
後返

"い
た します .

0,■ 10,12● 300よ り2日
=曰 =で

日■ロロツルセンターにて0「●
=Iテ
レ
`,.

―

コ

く3>

。 126 0

く4>

ゞ

|・■
タッヽ

:1
ヽ

7004年 生 ま れ の 標 餞 島

タンチョウを愛護する

会員皆様からの写真をお待ちしており

ます。どしどしお寄せ下さい。

く作品について>

会員
`薇
から0

こ隧 もお

'ち

しています。

■つてご瑯喜下

`い
。

―

■

―
■■目ロロロEヨ■

早咸 16年 度弟1ロ タンチ ,,生息状況

議薔主体 lτ 崚省の姜託事菫として北

海道が実施.体年の饉豪数1=6501で した.

く現在 写真交流コーナーに展示中〉
毎年タンチ●ウ■■センターで日饉|さ れている写真交湾晨.■在

==睾
横田久先生のタンチ,ク

==ツ
アーに,"された管繰の作3を■示しています.

(全 19点 )ご来●の●にはぜひごらん下さい.



oth
Anniversary . mRoJ, y + a, **l|.}.

2oos + *8s)

脅域のコ 鶴タイズ0

タ ン チ ョ ウ 飛 来 地 立 入 禁 止

古い■,そ新しくして證目しまし,L

阿1:の頭 で多くのタンチ3クカ
`饉
冬します.タ ンチョウが安全で

かつ警0して燿冬

“

るように「立ち入り桑止区な」には.立ち入ら
ないことが暉

"で
す。タンチ,ウをあたたかく見守ツましょう。

―迎壁 盤 四 ツ喘 _―

くく目層>>
平成 17年 1月 1日、年後 1腱に日■丹頂の里
で確諄されるタンチョウの数は何羽てしょうか ?

くく応募方ま>>
各えの●に.住予・氏名・年子・

喘彙 (争年)・ ■轟
=号
を硼aし て

ハガキまたは Fま でお送り下さい.

くく貪昌 >>
飛翔■ :名

'1(2万
円僣当■8)

贄攣■ ,名輌 て,万円●■■8,

]コ
=■
 8名● (6千R囀

“

●8)

晏口■ 
“

名l,(:千R●当■3,

くく痣手先>>
〒086-02`も  呵tⅢ 23籠 0番地
円t口暉ッルセンター内

口

'町
タンチョウ●彙晨会

OF`ズ の方|`“ 154)● 6-4022ま で

くく当選発表>>
平成 ,7年 1月 6日 (本 )

当選者にはこ崚お知らせ致します.

またツルセンターと,霧センターに

当選者名を■示致します.

ilt 5FEl',tr ttrl

alrr\,vr9V<atel

く

…

o… >
タンチ●ウ■ロセンター |い●

01口■ロツルセンター

● 11月 ～,月 までにBm館 してぃます ●来年麟 体).

□沖■のは強町の薔さん,知念さんとき

ました."内～48口麟行で
'日
は

“

■

o菫議でお
"′

R●●に,ルを■に来
=

した。
=た
一つ思い出が々えたらいいなら

。.饉●●おうように
"っ
て
=ヽ

ます。

`ィ

:   ネ当にもも楽しぶつたです.
48●あり

“

とうござtヽました。

0月n●に●●しました.
H/:( 
“

11
□3●よく ,コ●よく 凛もよく

:'/1(11 =● ,=

□館本から来たよ.■お■は
=tヽ

:

ツルはじめてみた.もぅと近くて,た

かつた。  11′
`   ,嘔

,t●ち■

0余
"か
ら暴二した.ツルをはじめてみ

た。こんなに0れいなんだ0`と 思いま

した.  ,11/6  ==〔

□●●しました.すごくかoこ よかった

です.双■饉で0そ,たら子どもは来●

でした。口じめてみたのですごかつたで

す.     11′ 14 9'  1
□魚東から社員峡うできました。今晨は

螢女と―

“

に来たいです .

1〕 /8 手:t=I 1ヽ=|

U大ほからなました。丹頂の群れに向か

ヽヽつまでもこのままで。しかし大腋と違

って■を■0強●がなくて.さぶt‐ .

06増静行でtわ薔へ来ました.今 Bこ
こに来て本当によかったです。丹頂ウル

□函館より来

".ツ
ルをもoと 真近で見

たいです.来 年も来たい0.11/17

□●7,050分 の飛行日で
''■

川から来

ました。月嗜口は■
''と

って4選

“

.

自餞ってィィナー.人口も
`“
になる0

も必要だよね―.●がむれいになれる.

今魔またツル■,に黎

“

す.1:の
「

る時

月聟に好きな人ときたい0  11′ ,0

t]●に●■●った■男を■を3名て■ま

した.月頂●姜に.子供00が●されま
すように■いつつこれからのま行を●け

=,.  11/13 ,11 51,

□騒 から9人で■●した。つ
`0強
に

□書は子悛■■れて今は鼻たちモ■れて

380になります。いつも■
'0し
ます。

11′t iu疇 : 
“

o
口輌熱ですが凛たちも千二颯■■子市か

らやoてきました.タ ンチ,,ブ ルにさ
てヽに来ました.晏it晏とたくましい生

ロセカ菫

“

凛● 丹頂●公□ ●3.
11/2,1は ,I

くH凛 |ツ ″センターに入うてい0●■1をお,ユらせします>
山e豊墨菫埜ニ アベγリレ

波彙日 〕0月 27●  AM7 05  4■ 2■ ■■2羽
10月 28B pM3.43  4● 2う.珀BI羽
1:月  1口 AMO134  嬌●2■■嗜島]●
11月 19日

^“
0 46 建二 1羽     合計 11ヨ

室内・■8 '■稟彗●0ツルは,■に,な0が強いため取材 監■守には●●0臓
●
=“
つてください.

'日
鰤●層●■■所より●多になります。
●
=A●
0●
"に
ついては■いこ

`ヽ

0,よ り控侯します.

]靱盪 ↓,一
「

'I:l市

ぼ伊″5,地の3

墾雪常彎:97■■
:: 募ズ;ん 221翼 ク0ブル 2●

ナベク0ツル 1コ

合針9 00:羽
く内訳 1菫え3067羽   虫干拓224う >

旱嗜16年 11月 :3●

●彙らn,ルほ湮会旱●● (出 *●ツル暉け
"内
)

■ 饉 0996-63-8915

く6>

鋼 疇 彙 沿 ¨ 丹 頂 の 里

バ ス 利 用 の 皆 さ ん ヘ

平嘔 10年 11月 1日蠍正

阿寒湖.釧1路空港シャトルバス

回
=口
←→回墓目

日菫バス株式会社

`ヽ
口曖■内´、■コネし

あり
"と
うございました

la,28・ i!20 ,Hり

3田  ■ ● 1口 〈円t町)
■ホ千崚子 ● 1口 〈円

=町
)

'矢
田 菫古 ■ 1口 〈●浜市)
な田 和医 ● :6‐2向 口,

(稟■0
山饉 定書 ● 1口 (日●8)
(3子会員です。よろしくお■1ヽい

あ・と・が・き
・■かつた■.=口のス il月下旬も
例年より高めの気ユが崚いています。
今冬はどんな冬になるのか0?
崚冬
'暉
夕 大]?気がかり 初ヽ冬の今

日この崚です。

・ 佗府彙から0来
=」 `す

っかり冬文壼

です。午後 3峙半.も う日2です。早い
日没に,いています.4時を

`Fる
とタ

ンテョウたちはねぐらべと●ります.
・0増しになさが加わります。冬をより
●豪に1会員昔饉0ご自愛を

"り

ます。

たします。)

10未

"の

方々へ

|い
ますようよう

:年壼内に

"入
下さ |

しく‐
1生
き:」

30 30 30 30 30
311路 曖 薔

30
‐ 寒 ,畔

路嫁遇8

大癸毛歓
"

丹 頂 の 里

翻路 空港

● 公 ロ

口 寒 ロ

'頂
の里
餃
一”

鋼 路 ζ:彦

大楽・ 婢 筋

河 春 :'8,2
B公 ● 8“

,3■ 0阿 墨 瀾 熙 920 ■賠駅前

103 便   3 102

阿暮線
■■R硼●●

“

彗聖●●●●公●‐,|● 1,●●丹Iの里‐日■■暉

路組薔8

18_271

1 1 ,05

104 1

1300

110
!9,20

18,1

更   3 ,01 )7 109

● 1270-

く8>

_¨′

00日の■中から出発して■11からやつ
てきました。6哺口ほどかかりました.

ッル●兒れて本当によかつた.2月 にも
これたら楽たい.11′

= =ι
夕,ラ .:う 1せ

ヒ璧察̀″魯須後_|

30



葛群 より

会  員  名
(敬称略) 17年 8月 末現在

阿寒ライオンズクラブ

(阿 寒 町)

株式会社松屋

(阿 寒 町)

ヤマシタエ業株式会社

(阿 寒 町)

北泉開発株式会社

(阿 寒 町)

阿寒共立上建株式会社

(釧 路 市)

村井建設株式会社

(釧 路 市)

株式会社佐藤組

(阿 寒 町)

株式会社マルカツ

(阿 寒 町)

株式会社小野寺組

(阿 寒 町)

阿寒町校長会

(阿 寒 町)

阿寒町教頭会

(阿 寒 町)

町

町

町

町

町

町

町

市

町

町

町

町

町

町

町

寒

寒

寒

寒

幌

寒

寒

路

寒

寒

寒

寒

寒

寒

路

阿

阿

阿

阿

浦

阿

阿

釧

阿

阿

阿

阿

阿

阿

釧

彦

明

憲

雄

郎

和

人

司

郎

彦

学

夫

二

也

通

進

久

幸

一
征

和

邦

一
尊

守

英

二

時

　

教

勇

拓

博

　

俊

和

崎

永

下

村

西

橋

田

内

野

村

間

次

水

浦

藤

田

吉

藤

山

松

山

木

田

岩

吉

堀

粟

中

平

藤

清

福

伊

藤

本

斉 田

田

馬

島

大

人

練

福

斉藤 聡子
上原 花子
河野スイ子

大阪池田市)

阿 寒 町)

区 )

区 )

区 )

県 )

関根

藤次

伊藤

新川

小池

大島

中山

宮本

鈴木

西村

北村

佐藤

松実

大西美和子

若狭  靖
桜井 幸次
松井 修務
青山 良一
若狭 純子
橋本 雅子
高橋 弘子
小松 千恵
矢田

名児耶

菅波

内山七

道辻丈太郎

島田

山内

堀川

久保

河野

向井

佐々

工藤

辛島

辛島 貞子
永野 正樹
間庭あゆみ

武田

奥山

渡辺

大石

八幡

安藤

陽 r(白 糠 町)
(阿 寒 町)

(阿 寒 町)

(阿 寒 町)

(阿 寒 町)

(釧 路 市)

(阿 寒 町)

(阿 寒 町)

(阿 寒 町)

(釧 路 市)

(釧 路 市)

(恵 庭 市)

(釧 路 市)

(厚 真 町)

(厚 岸 町)

(釧 路 市)

(紋 別 市)

秋場

濱谷

福田

中地

猪原

速水

大野

山田

万字

生田

久治

恭子

金子紀美子

須賀嘉和作

塩田 和夫
原島寿恵治

佐藤 匡志
桑岡

石幡

安岡

羽倉

片野

井部

宇都

横 |‖

梅原

11藤

一本

宇山

立石

片山嘉壽子

斉藤 トシエ

大宮美千子

村松 竜子
清水 徳江
内沖 茂樹
畠山

佐藤

金子

平野

佐藤

上見

山瀬

二村

松本

金

大 田 区)

取 手 市)

柏 原 市)

高 槻 市)

川 崎 市)

羽 島 市)

京 都 市)

大 宮 市)

大 山 市)

神 戸 市)

大 阪 市)

上 尾 市)

品 川 区)

府 中 市)

桑 名 市)

稲 沢 市)

江戸川区)

小金井市)

出 雲 市)

足 立 区)

板 橋 区)

岩 槻 市)

横 浜 市)

渋 谷 区)

山 形 県)

松 本 市)

平 塚 市)

船 橋 市)

名古屋市)

札 幌 市)

仙 台 市)

甲 府 市)

日 野 市)

瀬 戸 市)

朝 霞 市)

松 阪 市)

横 浜 市)

京 都 市)

千 葉 市)

奈良県広陵町)

釧 路 市)

中 野 区)

東大和市)

韓  国)

治

茂

彦

博

行

司

弘

朗

晋

　

昌

　

義

兼

嘉

員

広

智

篤

如

子

雄

稔

裕

毅

春

彦

寛

禎

　

　

智

桂

．．
　

和

　

康

清

雄

彰

雄

代

宏

子

孝

久

子

喜

さ

春

道

茂

　

健

佳

明

祐

光

　

ヨ

正

ず

豊

浩

ミ

　

あ

子

公

治

敦

理

司

史

き

実

沫

宜

　

賢

　

員

政

一
う

　

性

ゆ

町

市

市

町

県

市

区

区

市

市

市

区

区

町

村

町

区

町

寒

幌

幌

岸

岡

木

並

東

戸

戸

江

橋

野

寒

爺

寒

馬

寒

阿

札

札

厚

静

志

杉

台

瀬

瀬

狛

板

中

阿

洞

阿

練

阿

吉

宏

光

雄

重

　

博

三

釧 路 市)

厚 岸 町)

旭 川 市)

由 仁 町)

旭 川 市)

横 浜 市)

北 見 市)

高 萩 市)

歌志内市)

阿 寒 町)

覚

夫

一
尋

平

志

和

美

恵

敏

栄

千

　

克

彰

広

智

木

永

男

子

久

美

子

好

勝

紀

哲

由

弘

橋本 貴 r
山崎 定作
金子 信治
今村美智 r
佐藤 照雄
荒木千枝子

村井

小林

稲場

北村

山下

藤村

鶴田

小林

大西

大山

藤嶋

加地

佐々

水野

小北

石岡

山崎

松永

福澤

彦

之

江

剛

彦

力

子

昭

恵

昇

雄

富

男

晃

雄

義

義

子

明

廣

靖

志

　

昭

　

知

正

由

　

憲

政

三

　

瀧

国

定

み

慶

真

　

　

　

　

木

　

　

　

る

′
1ヽ島  Fl良「

小島 和子
平戸  登
瀧   昭
吉岡 晶子
金山 泰明
宮澤  香
佐久間あかね

上原  朗
柴田 雅男
中村 有来
山口  降
中条 裕子
林

曽根

竹本

海田

占山

本ト

司

穂

彦

孝

誠

千

欣

瑞

和

昌

　

喜

阿 寒 町

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

日 黒 区)

名古屋市)

名古屋市)

福 山 市)

北茨城市)

日 黒 区)

阿 寒 町)

川 崎 市)

苫小牧市)

阿 寒 町)

阿 寒 町)

中標津町)

釧 路 市)

市

市

市

町

市

区

国

岡

橋

島

寒

木

馬

福

豊

三

阿

三

練

韓

_ . l2g .
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平成17年 5月 10日  釧路新聞

1003

--..-. -.-..-,- -,-,,-,- -,,740 77,

第

'三

二相i重斑更キ勿
=ざ

固,〉(15)

厳 寒 期 、餞 居 村
雪 裡 川 を埋 め る
タ ンチ ョウ

繁
殖
地
湿
地
の
保
全
必
須

こ
れ
ま
で
で

最
多
の
１
２

３
羽
だ
っ
た

こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
し

ば
ら
く
は
羽

数
の
増
加
が

続
く
と
見
込

ん
で
い
る
。

１

０
Ｘ
Ｏ
”′

年
か
ら
”
年

間
鶴
居
村
鶴

見
台
落

婚

壼
燿
りる
渡

沼

メ
完

（８５
）は

「最

初
は
こ
こ
に

一ど
か

２́

〈め
た
情
率

■

一
わ
三
，
羽
し
か
来
な
か
っ
た
の

一せ
て
総
数
を
１
０
０
３
羽
と
一が
今
じ
ゃ
多
い
時
で
３
０
０

一算
出
。
同
遠
本
一
で
は
、
今
年

一も
来
る
。
千
羽
っ
た
ら
縁
起

一１
月
に
確
認
し
た
幼
鳥
数
が

一が
良
く
て
、
給
餌
し
て
き
た

タ
ン
チ
ョ
ウ
泊変
調
査
一乗
員
正
富
室
簿
【表
）
は
９
日
、
今
年
１
月
に
阿
寒
町
や
饉
畳
へ
音
別

町
な
ど
で
行
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
一告
鈴
調
査
で
１
０
０
３
羽
を
確
認
、
「千
羽
鶴
」
の
大
台
に
達
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
１９
世
紀
末
に
道
央
か
ら
消
息
が
絶
え
、
１
９
２
０
年
代
に
釧
路
湿

原
で
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
絶
滅
視
さ
れ
て
い
た
。　
一
方
で
生
息
数
拡
大
と
相
反
し
、
繁
殖
地
で
あ
る
湿

地
の
縮
な

向
「習
現
の
亜花
が
園
日と
な
っ
て
お
り
、
［塁
答
で
は
「保
筆
Ｆ
には
環
集

社
会
科

学
も
合
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
」
と
訴
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
竹
直
子
）

１
９
５
２
年
一さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
田
羽
だ

に
全
道
で
確
認
一
っ
た
が
、
５０
年
代
後
半
か
ら

始
ま
っ
た
冬
場
の
給
餌
活
動

に
よ
り
徐
々
に
増
加
。
国
で

は
生
息
数
拡
大
の
当
面
の
目

標
と
し
て

「１
０
０
０
羽
」

を
掲
け
て
い
た
。

今
年
の
調
査
は
１
月
２１
日

か
ら
２４
日
ま
で
、
阿
寒
町
や

饉
居
村
、
音
別
町
の
主
な
給

餌
場
を
中
心
に
行
い
、
３
月

の
終
わ
り
ま
で
小
給
餌
場
な

数
¨
羽
２‐

1000

800

600

400

200

0
1940 50 60 70 80 90  12000 01 02 03 04

年代     |― ―最近の5年 (年度)―一

か
い
も
あ
っ
た
、
う
れ
し
い

ね
」
と
千
羽
鶴
実
現
の
朗
報

ケ
喜
ぶ
。

一
方
、
生
息
数
拡
大
と
相

反
し
近
年
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

主

織

本殖
地
で
あ
る
釧
蕗
温

原
や
周
辺
の
環
境
悪
化
進
ん

で
い
る
た
め
に
、
人
の
生
活

困
椰
夕

まヽ
桜^
未殖
地
が
拡

大
崚

壼
綴
や
一最
廂な
ど
で

の
衝
突
事
婆
〓
案
に
よ
る

死
亡
事
故
が
発
生
す
る
な
ど

の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

口
｝景

口の
古
賀
公
』営

一務

局
長
は

「今
後
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
饉
事
業
に
は
生
息
数
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
周
辺

の
自
然
、
人
間
社
会
と
の
か

か
わ
り
を
、
地
域
ぐ
る
み
で

考
え
る
新
た
な
展
開
が
必

要
」
と
話
し
て
い
る
。

タンチョウの生息数

タンチョウ保護調査連合調べ

北海道の野生タンチョウ個体

年度 総数 幼鳥

1985 42

1986
Ｏ

υ 44

1987 421 45

1988
ｎ
）
Ｏ

υ 38

1989 416 44

1990 38

1991 453 58

1992 0 74

1993
つ

‘ 54

1994 52

1995

1996 600 55

1997 619 59

1998 74
Ｏ

υ 706 1()3

2()00 771 92

2001 887 119

2()02
Ｑ

υ 122

950 104

2004 1003 123

130 0-

*1985年度より調査開始

2002-2003年度の調査データについては論文印刷中

2004年度の調査データは未発表 (2005年 5月現在 )

339

463

615

2003



●阿寒町タンチョウ特愛装会

〈北海道釧路支庁発表〉

回 11  度 平 均 気 温 作リ 察 数
調 査 日11 月  : 12月 (「 ) 成 鳥 1幼 鳥 1不 明 1合

`|FIg和 27 : 嘔 33羽 S27 12.29
28 1 12羽 S28.12.・ 1
29 52,11 S29.12.3
3() 61,日 S30.12.3
31 7(,,1,1 S31 12.(〕
32 92)01 S32.12.5
33 125,1'1 S33 12.5
34 1    139,1)| S34.12.8
35 172,1,1 S35 12.13
3(, 175,1)| S36.12.5

11 137 〈 164"〕 2(),1,I 184,1)| S37.12.5
12 38 l 48・C 1.6C 128ヨヨ 19,ル | 14711 S38.12.12
13 39 3.4・C i -0.2℃ 137,pl 17ル l 154,1)! S39.12.5
14 4() 3_6°C i -1.1・C 148ヨヨ 24,‖ 172月 1 S40.12.′ 1

15 11 l 4_8°C  I  -1.8°C 144羽 26,1,| 170ル l S41.12.5
16 12 1.5°C 1  0.8( 176,1), 21,H 200羽 S42.12.5
17 4:, 5.3・C 1  0.3C 1471ヨ 24,1月 171,1,1 S43.12.5
18 44 ( 3.6°C I -0.5°C 188」」 24月月 212月 ,1 S44.12.5

45 4.5・C I -15C 146ココ 33,日 179司 ,| S45.12 5
16 ( 3.7・C I -1.3・C 129」ヨ 18月 )〕 147」 ,1 S46.12.4

21 47 〈 3.2・C I -2.9・C ]95ココ 27,,I 222月月 S47.12.5
・18 3.9・C -0.3℃ 204"l 29,日 233羽 S48.12.5

23 49 1 2.7・C I -4.0・C 221羽 :32,,1 253,11 S49.12.5
24 50 5.0℃  1 -0.8・ C 180"l 11,H 194'レ | S50.12.6
25 51 2.7・Ci :  0.2・C 1801ヨ 10"l 220羽 S51.12.6
26 52 4.7・C -0.9℃ 2291)l 28,ル 1 257羽 S52.12.5
27 5(3 3.0・C 1  0.6・C 195ル l 1()"l 214"| S53.12.5
28 54 3.9°(, .  1.8°C 23511 3(',pl 271羽 S54.12.5
29 ( 4.5・C 1.0( 229,1)1 3卜 ,11 267」」 S55 12 5
(30 5(, 1.9・C I -2.5。C 267可;l 28,‖ 2()5」」 S56 12.5
31 57 4.6・C 1  2.0°C 285羽 35,|,I :320'1,1 S57.12.4
32 58 3.7・C I -1.0( 312■ 1 33羽 345,ル 1 S58 12.5
33 59 ( 2.7・CI 1  0.9°C 2947] 33羽 327,日 S59.12.5
34 60 1 3_8・C I -0.6℃ 352'1,I 32羽 384,ル l S60 12.5
35 61 3.1・C i -0.7・C 344ヨヨ 39,,1 383,● S61.12.5
36 62 3_1・C i -1.0・C 3811,I .13羽 424,ルl S62 12.5
37 63 2.8°C i   2.5° (〕 432ヨヨ 53,1)1 485,ル 1 S63 12.5
38 平 ,,文冗 5.5°C 330,1

4011コ

26,1
401,

35611
441,コ

Hl.12.5
112.1 .26

D
ハ

3091]
43811

_」粒羽_ュ
61"1 1

3451´ |

499,ル 1

Ｈ
一Ｈ

2 12.5
3  1 .25

(3 35711
480ヨメ

64羽
77羽

421メ)1

557羽
4 45311

544用コ

54"オ

67ココ
507"l
611羽

H4 12.5
H5.1.25

42 4.7・C 1  0.2・C 375ココ
566]ヨ

_____4111_:
62,コ   :

6311 47911
628110,1

I15_12.6
116.1.25

43 (, 1.5C 2.3・C __翌鰹 _ェ__41羽
547羽  1    60羽

2511
0可]

45811
60711

I16
117
12.5
1 .25

44 ′ 41411
53311

1     42羽
・~~~65,1

211
011

4581,
59812

12.5
1 .25

45 8 D
)~
3.8C 0.rc 437オ」

53811
39羽
48羽

(,ココ
('11

I18 12.5
H9. 1.24

__製鋼 _■ __β 5羽_1
503,pl  1     55羽   |

__9ヨ __:
581コ   :

579羽
616羽

I19.12.5
H10. 1 .26

47 10 l 3.6・C 51911
6091)]

77羽
100羽

011
011

羽
一羽

I110.12.4
H ll. 1 .25

48 5.6C 420羽  1    51羽~~石
7羽
…
|…
~蒻
,

0羽  |~0羽~~: 471羽
519羽

I111.12.6
H12. 1 .25

,9 12 3.0・C 
・
-2.3・C 54211

708コヨ

1   71羽
1    79羽

1     011

:     1111

613羽
798」」

I112.12.5
H13. 1 25

50 571羽
725」」

77」」
82)1」

1____9ユ

'

1   1羽
648コ」
808月ヨ

H13.12 5
1114. 1  25

51 14    1 (~……
1~ζ

3.4・C I -1.4・C 577,』  |
7831コ   |

79
115
■|
,「
l

5羽
10,ヨ

1    661羽
1    908翔ヨ

I■ 14.12.6
H15. 1.27

52 574羽   |
角莉
~~~ 67,1)1

901)|

1     9'Fl  1   650,コ
1      02ヨ  .   822,コ

I115.12. 5
H16. 1 .23

53 6_1°C i   l.2・C 786,コ  1     70,コ

5812コ  1    68,コ
4,"〕

1911
上__“岬
1   668"翔

H16.12.13
H17 1 .25

131o――――

タンチョウ生息状況一斉調査結果の推移表

l

)

堕_

1
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阿

寒

町

長

大

野

直

栄

郷
土

の
民

芸

と

し

て
育

て

よ

う

こ

の

た

び

「
タ

ン

チ

ョ
ウ
鶴

音

頭

」

が

両

先

生

の

お
陰

で
完

成

し

ま

し

た

。

こ

の
音

頭

が

ぜ

ひ
、

町

民

皆

さ

ん

の
郷

上

の
御

協

力

で
広

め

て

い
た

ゞ
き

、

当

町

は
も

と

よ

り

北

海

道

の
代
表

的

民

芸

と

し

て
育

て

ヽ
い
た

ゞ
き

た

い
。

阿
寒

タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛
　
護
　
会
　
長

吉

田

勝

美

ツ

ル
音

頭

で
幸

福

わ

せ

を

招

き

ま

し

―
ぅ

し
‐
シ
頂
率
は
印
Ｏ
ｒ
ｔ
いち
い
の
勲
柳匡、

た
く
さ
ん

幸
ぅ
わ
せ
呼
ん
で
く
る
”
こ
の
音
頭
に
よ
り
我
が
日

本

が

そ

し

て
郷

土

が

よ

り

豊

か

に

、

よ

り

和

や

か

な

ま

と

ま

り

の

あ

る

町

に

な

る

こ

と

を

念

願

い

た

し

ま

す

。

阿

寒

町

教

育

長

佐

　

藤

　

八

　

夫

物

心

両

面

の
貴

重

な
教

材

と

し

て

タ

ン

チ

ョ
ウ
鶴

の
よ

う

に
気

品

を
備

え

た
美

し

さ

マ
リ

そ

の
よ

う

に
ま

ろ

や

か

な

永

遠

の
若

さ

を

、

さ

ら

に
、

タ

ン

テ

ョ
ウ
鶴

音

頭

の
完

成

と

と

も

に

こ

の

音

頭

を
教

育

の

こ

ゝ
ろ

に
生

か

し
物

心

両

面

の
貴

重

な
教

材

と

し

た

い
。

作
　
詞
　
者

藤

　
　

田

方
ンヽ

人

間

と

鳥

と

の
交

歓

、
無

言

の
愛
情

、
自

然

と

の
調

和

、

た

ん

ち

ょ
う

の

こ

の
美

し

き

、

こ

の

や
さ

し

さ

を
伺

と

か
芸
術

作

品

に
ま

と

め

そ

の
よ

ろ

こ
び
を
世

に
分

ち

た

い
と

念

願

し

て
、

私

は
想

を
練

り

上

げ

ま

し

た

。

で
き

る

こ
と

な

ら

、
全

国
各

地

の
種

々

の
行

事

に
採

用

さ

れ

る
ま

で
成

長

す

る

こ
と

を
祈

っ
て

作

曲
　
者
飯

　

田

　

〓
一
　

郎

こ

の

「
丹

頂

鶴

音

頭

」

は
新

民

謡

と

し

て
全

国

的

に
愛

唱

さ

れ

る
も

の
を

と

の
意

気

込

み

で
の
快

心

作

で
あ

り

、
現

代

の
若

い
人

た

ち

に
も

理
解

出

来

る

リ
ズ

ム
感

と

同
時

に
北

海

道

先

住

ア
イ

ヌ
民

族

の
調

べ
も

取

り
容

れ

る
よ

う

考

慮

し

ま

し

た

。

特
別
天
然
記
念
物
愛
護
運
動

強
化
の
民
族
芸
能
誕
生

／

「
丹
頂
鶴
音
頭
」
の

普
及
に

一
役
を

北
海
道
社
会
教
育
委
員

丹

葉

節

郎

た

ん

ち

ょ
う
自

体

が

拘

束

さ

れ

ず

自

由

意

志

で
安

住

の
適

地

と

信

頼

し
永

久

に

棲

み

つ
い
た

の
が

阿

寒

国

立

公

園

ま

り

も

国

道

沿

い

の

阿

寒

町

で
あ

る

。
農

家

山

崎

定

次

郎

さ

ん

の
畑

に
次

々
と

天

女

の

こ

と

く

舞

い
下

り

で
最

高

九

十

羽

の

一
大

群

舞

、

一
方

釧

路

市

の
丹

頂

鶴

自

然

公

園

で
は
管

理

人

、
高

橋

良

治

さ

ん

の
合

図

で
気

高

い
丹

頂

の
舞

。

鶴

居

村

の
分

教

場

で
は

オ

ル
ガ

ン

の
立
日
に

つ
れ

て
名

バ

レ
リ

ー

ナ

ー

に
も

似

た
鶴

の
踊

り

、

釧

路

地

方

は

ま

さ

に

た

ん

ち

ょ
う

の

パ

ラ
ダ

イ

ス
で
あ

り

仙

境

の
感

あ

り

、
時

、

関

係

者

に

そ

の
人

を

得

久

し

く
待

望

の
丹

頂

鶴

音

頭

こ

こ

に
芽

出

度

く

誕

生

ノ
特

別

天

然

記

念

物

と

し

て
世

界

的

に
貴

重

価

値

の

丹

頂

鶴

の
愛

護

運

動

強

化

の
民

族

芸

能

丹

頂

鶴

音

頭

な

ら

、

そ

の

普

及

に
わ

れ

も

一
役

の
り
出

そ

う

で
き

る

こ
と

な

ら

二
役

を

さ

ら

に

三
役

を，

九

六

七

〓

千

五
）

振
　
付
　
者
花

柳

徳

保

踊

り

の
振

付

け

に
入

る
前

と
大

体
出

来

た
頃

と

に
関

係

者

の

意

見

を

十
分

に
述

べ
合

い
多

少

の
変

更

を

認

め

て
と

い
う

お
約

束

通

り
振

付

作

業

が
進

め
ら

れ

ま

し

た

。

私
自

身

の
勉

強

と

し

て
は

阿
寒

町

の
山

崎

さ
ん

の
お

二
階

で

特

別

に
鶴

の
群

れ

の
観

察

の
便

を
与

え

ら

れ

ま

し

た

。
又

丹
頂

鶴

自

然

公

園

の
高

橋

さ

ん

に
鶴

の
舞

う

口

伝

の
伝

授

を

願

っ
た

り
鶴

の
特

別

演

技

を

鑑

賞

の
機

を

お
恵

み

い
た

だ

き

、
決

定

版

を
構

成

し

ま

し

た
。

昭和42年 3月  制定
昭和60年 3月  踊り方 (その 2)に改める

{132.
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浅
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丹
頂

鶴

音
頭

踊

り

方

？

の
２
）
―

昭
和
六
十
年
二
月

振

花 付

初「

徳

保

（
）
足
を
そ
ろ
え
て
立
ち
、
手
は

チ
ョ
チ

ョ
ン
が
チ
ョ
ン
と
二

回
う

つ

（
”）
右
足
前
に
出
し
、
両
手
平
上

向
に
し
て
を
を
め
上
に
上
げ

る

（鶴
が
さ
っ
と
羽
根
を
ひ

ろ
げ
た
感
じ
で
）

（̈
》
左
足
出
し
、
両
手
ふ
せ
．
手

先
を
重
ね
前
に
の
ぼ
す

（
鶴
の
口
ば
し
の
感
じ
で
）
ト

（̈
）
両
足
そ
ろ
え
①
の
様
に
チ
ョ

ン
チ
ョ
ン
と
手
を
打
つ

も
う

一
度

②

）^
④
を
く
り
返
す

（
〉̈

右
足
出
し
、
右
手
伏
せ
右
横

に
伸
ば
し
．
左
手
伏
せ
ひ
し

よ
り
折
ら

て
胸
前
に

〔
∵
、
一（
昌
”
‐

‘
マ

イ

　

ー

一　

　

．

】
∝
∝
　
０
１
　
　
　
‐―

―
　
　
　
　
　
―

‐
　
　
　
―

‐
　
　
―

‐　
　
　
―
―
‐

（
）̈

右
足
出
し
、
左
手
上
向
に
左

上
に
あ
げ
．
右
手
は
伏
せ
て

右
下

へ
伸
ば
す

（
）̈
左
足
出
し
、
右
手
上
向
に
右

上
に
あ
げ
、
左
手
は
伏
せ
て

左
下
へ
伸
ば
す

⑦
③
を
く
り
返
す

（̈
）
右
足
出
し
．
両
手
伏
せ
前
ヘ

伸
ば
す

身
体
の
向
き
は
な
を
め
左
向

⑩
（山）
⑨
の
よ
う
に
右
足
出
し
両
手

前

に
お
く
る

人
は
、
左
足

か
ら
身
体
右
向

き
で
⑨
ω
ｘＯ
と
く
り
返
す

（】）
両
手
ふ
せ
、
ひ
し
か
ら
折
っ

て
腋
横

に
上
げ
、
右
足
を
出

す

○

左
足
出
し
．
手
は
伏
せ
た
ま

ま
左
下

へ
な
が
す

左
足
出
し
、
両
手
続
に
伏
せ

て
伸
ば
す

（
）̈
右
足
を
左
足
に
揃
え
チ
ョ
チ

ョ
ン
が
チ
ョ
ン
と
打
つ

ヽ
″
ロ
ロ
【
く
ｏ
『
∽
”
「
Ч

（
）̈

左
足
出
し
、
左
手
左
横
に
伸

ば
し
、
右
手

ひ
し
よ
り
折
ら

て
胸
前
に

⑤
⑥
を
く
り
返
す
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清
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制
定
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頭

キ

ン

グ

合

唱

キ

ン
グ
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ

ん

お
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棲 丹っ
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る
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ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ハ
ア
ー
ア
ー

丹
頂
鶴
は
日
の
本

た
く
さ
ん
幸
福
わ
せ

ソ
レ

た
く
さ
ん
幸
福
わ
せ

ホ

ロ
ロ
ン

ホ
ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン

四
、　
ハ
ア
ー
ア
ー

静
か
に
集
う

雪
よ
り
自
く

ソ

レ

雪
よ
り
自
く

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー
コ

イ
ヤ
コ
ー
コ

呼
ん
で
く
る

イ
ヤ
コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー
コ

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ハ
ア
ー
ア
ー

愛
に
こ
た
え
て

こ
こ
に
阿
寒
に

ソ

レ
こ
こ
に
阿
寒
に

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー
コ

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン

イ
ヤ

コ
ー

コ
　
　
ソ
ラ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

里
ち
か
く

鶴
の
舞

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
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コ

鶴
の
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ホ

ロ
ロ
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ホ

ロ
ロ
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イ
ヤ

コ
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コ
　
　
ソ
ラ

ホ
ロ
ロ
ン

ホ
ロ
ロ
ン

ホ
ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン

ニ
、　
ハ
ア
ー
ア
ー

朝
日
照
る
照
る

目
出
た
い
羽
衣

ソ

レ

目
出
た
い
羽
衣

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

イ
ヤ

コ
ー

コ
　
　
ソ
ラ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

イ
ヤ

コ
ー

コ

雪
の
原

舞
い
お
り
る

舞

い
お
り
る

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

ホ

ロ
ロ
ン
　
ホ

ロ
ロ
ン

五
．　
ハ
ア
ー
ア
ー

湖
　
近
く

す
が
た
美
く
し

ソ

レ

す
が
た
美
く
し

清
ら
か
に
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一

ヨ

一

´
′
一

●
ノ

一

ｐ

「

一

ａ
三

―

」

町
内
の
み
な
ら
ず
全
国
に
広
げ
．

な
保
護
活
動
を
押
し
進
め
る
こ
ル

開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
．

も
あ
る
な
ど
予
想
以
上
の
反
審
′

1982.12.10  第 1号

‥
・ヽ

，
‐

,

れ ,1賞 し

,て あ

,  `

う

、

ゴ

ｒ

ヽ
ｙ

４

，
゛
，，

ll

守!
、
―
´
．

■

　

　

・

ヽ
１
」

　

．Ｉ
が

膠
楡

ヽ
４
‥

）
ム

Ｖ

Ｉ
ル彎

卜
刊
ｒ
ｔ

1

一ヵ

″

デ

イ

発
刊
に
あ
た
つ
て

ム
　

長

当
愛
議
会
は
昭
和
四
卜
年
に
設
立
以
来
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

唯

一
の
甕
議
団
体
と
し
て
給
軒
活
動
に
保
護
思
想
の
啓
発
活

動
に
地
道
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
わ
が
町

に
飛
来
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
設
立
当
時
か
ら
み
る
と
飛
躍
的

に
伸
び
．
多
い
時
で
生
息
級
の
半
数
に
も
な
っ
た
こ
と
は
、

愛
譲
活
動
の
あ
ら
わ
れ
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

ま
た
．
私
と
も
の
運
動
の

一
環
と
し
て
実
を
結

チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
は
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
た
め

る
人
た
ち
の
た
め
に
も
保
護
の
拠
点
と
し
て
期
待

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

今
年
は
ま
た
．
愛
議
会
に
と
っ
て
喜
び
の
年
´

た
．
そ
れ
は
北
海
道
文
化
財
保
護
功
労
団
体
し

の
工
ｘ

団
体
受
■
で
あ
り
ま
す
．
長
い
置
の
保
護
活
動
が
評
価
さ

た
こ
と
に
喜
σ
を
感
じ
る
と
共
に
．
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

い
保
護
活
動
か
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
．
よ
り

一
層
の
努
力

を
党
悟
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

曖
議
会
で
は
．
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

心
を
寄
せ
て
い
る
人
の
多
い
こ
と
に

の
賛
同
者
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

こ
れ
ら
の
協
力
者
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
保

届
け
す
る
た
め
会
報
を
発
行
す
る
運

の
会
報
は
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
情
報
提

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
奎
す
る
人
た
ち
の
交

る
編
集
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

保
護
に
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に

て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸

■
く
と
と
も
に
．
多
く

げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、

護
に
関
す
る
情
報
を
お

び
に
な
り
ま
し
た
。

こ

供
紙
と
し
て
．
ま
た
．

流
の
場
と
し
て
意
事
あ

今
後
と
も
タ

ン
チ

ョ
ウ

．
こ
の
会
報
を
と
お
し

い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

吉

田

勝

美

贅

助
会

に
―
）
、

連

く

は

タ

ン

チ

応 も だ
た 訪 タ
る れ ン

保 り ら つ

綺 の 募 て
に 入 集 大
関 会 を き

0135。

機集発行

阿寒町 タンチ ョウ鶴愛護会

北,陣五日寒町中央町

L

オ
～

ら

Ｊ

1
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ス ケ ル ト ン ン ヽ

<もんだい>

世界には15種類のツルがいます。
日本で、タンチョウといえば北海道の

東部 (鋼路・根室。十勝・網走管内)

は有名です。

さて、ツル15種類のスケルトンクイズ
です。完成後、A～ Jの文字を順につなぐ

と道東の2つのマチの名前ができます。 オグロヅル
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幕
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・オオヅル

・ォグロヅル

・カナダヅル

・タンチョウ
。アネハヅル

・ソデグロヅル

・ハゴロモヅル

・カンムリヅル

。ホオカザリヅル

・ゴゥシュウヅル

・アメリカシロヅル

・ホォジロカンムリヅル
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<やくそく>
ツル15種類全部を使います。
2度は使えません。
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タ
テ
と
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
解
き
、
へ
～
Ｅ
の
５
文
字

を
順
に
つ
な
ぐ
と
答
え
が
で
ま
す
。

―
―
―
　
」
」
′̈
に
，　
―

今
、
世
界
中
の
国
々
が
そ
の
取
り
組
み
に
し
ん
け

ん
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。

１
　
「
歌
口
由
」
ｏ
白
か
ば
　
青
空
、

２
　
歌
の
こ
と
ば
。

１
　
毎
月
の
三
日
に
出
る
月
。
細
い
月
。

４

　

「童
目
」
お
用
の
　
？
は
仲
よ
し
こ
よ
じ
‥
・

６
　
だ
じ
ゃ
れ
．
山
が
あ
っ
て
も
　
山
？
県
。

７
　
竹
で
編
ん
だ
物
を
入
れ
る
生
活
用
品
の

一
つ
。

い
ま
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

８
　
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
に
す
む
巨
大
な
車
食
獣
。

鼻
の
上
に
角
が
あ
る
。

１０
　
ヒ
ラ
メ
科
の
海
魚
。
体
は
偏
平
で
日
は
二
つ
と

も
右
側
に
あ
る
。

「
　
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
発
祥
の
国
．
首
都
は
ア
テ
ネ
。

‐３
　
う
れ
し
い
―
ほ
そ
く
な
っ
て
。
胴
ま
わ
り
の
こ

と
。

１６
　
特
別
天
然
配
念
物
。
北
海
道
の
東
部
で
見
ら
れ

る
大
型
の
鳥
で
Ц
項
が
赤
い
。

１９
　
す
も
う
の
階
級
で
十
面
と
二
段
目
の
あ
い
だ
。

２１
　
名
高
い
層
。
す
ぐ
れ
た
鳥
を
言
う
。

２２
　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
食
材
の

一
つ
。
皮
を
む
く
と

き
涙
が
出
る
ん
で
す
っ
て
。

阿
菫
由
里
朦
ツ
ル
セ

ン
タ

ー

阿
寒

町
タ

ン
チ

ョ
ウ
●
〓
＾
饉
会

製
作

「

~~‐

11

21

３
　
空
気
の
よ
う
に
形
も
体
積
も
な
い
自
由
に
流
動

す
る
物
体
．
。
　

？
―
口
体
―
液
体
。

４
　
神
や
仏
の
前
の
か
ざ
り
つ
け
。

５
　
と
ん
ぼ
の
幼
虫
。

８
　
側
面
。
？
カ
ー
、
？
ス
ロ
ー
、
？
ブ
レ
ー
キ

９
　
蚊
を
防
ぐ
た
め
に
つ
り
さ
げ
る
お
お
い
。

＝
　
国
会
　
二
院
制
。
　
衆
？
　
と
　
，
？

１２
　
会
社
、
官
庁
な
ど
の
出
張
所
。

‐４
　
床
に
は
い
ら
ず
に
う
と
う
と
と
す
る
こ
と
。

？
　
一
電

１５
　
赤
道
か
ら
北
楓
に
い
た
０
彗
皮
。

１７
　
近
い
と
こ
ろ
。
近
所
。

１８
　
い
ち
ば
ん
外
が
わ
に
着
る
衣
服
。
？
０
下
着

‐９
　
そ
ら
？
　
　
黒
？
　
　
？
つ
ぶ
　
　
？
ま
き
。

２０
　
昔
話
。
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
　
？
か
り
に
‥
・

お
ば
あ
さ
ん
は
川
へ
せ
ん
た
く
に
‥
‥
・
。

?

ョ
コ
の
カ
ギ

10 12A11

ll

16D C 17

21

16

″
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↓
う
ら
面
に
あ
り
ま
す
。

タンチョウ
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タ

テ
の
カ
ギ
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タン手ョウ Q8A 0.北海遺に,生の
'ン
チヨウは何

"い
るの ?

A タンチヨウ保饉湯雀[答による働奎では

2001年 2月 の野生タンチヨウの総数は.

77,羽を

“

録しました。

イ
コ
●

ツ′じセン,一によせられたご■日の中から

そのいくつかにあ書えします

****

0.'シ手ヨウは,シベ〔
'ア

から漱つてくるの?

A.北海道にいるタンチヨウは、渡りをしません。

一年中を北 海道東部 (根菫 ・n亀・ ギ機・ 網霊)

で過ごします.

0.タ ンチヨウは今どこにいるの?

A.音から夏のおわりまでは、道東 (おもに根宝・

釧路―十勝)の湿康で、つがいに分かれて子青て

をしています.秋からしていに人里へ集まり、阿

磐1・ 蒟きのごi麟1鶴などで冬を越します。タンチヨ

ウ観察センターで野生のタンチョウが観察てきる

のは、 1ヽ月から翌年の 3月末までです。

o オス・メスはどうやつて見分けるの ?

A.外 見てはわかりません。

一番確実なのは「轟き各い」

で見分ける0法てす。

つがいになつたタンチョウは.

ォス・メスが声を合わせて11く

「嗚き合い」をします。

「

“

き合い」では、オスが一声

「コー」と咤くと、それにつづ

いて、メスがかん高い声で

二声「カッ、カッ」と鴫きます。

またこのとき.J畠オスは、

メスよりも翼 を少し高く持うあげます 。

0.頭の春い部分はどのように′3つ ているの 7

A タンチヨウの頭の赤い部分は、

皮膚です。赤い0は、血が

すけてみえるためです。

慧ったり興差したりすると、

0. i;l?fa c^,a at aSlla t\to ?

ハ.阿 tの働覇i饉Iでは、毎椰タンチョウが現われる前に
デントコーン (飼料用のトウモロコシ)を平均∞ko

ほどまいています.

またそれだ|,では栄曽が′つたよるので、自然の餌が

少なくなる12月中旬～3月中旬まで、午後12時に

10kOのうくいをまいています.

‘
”ぅ
ぃ
。

要ヾ,
'N t:d7tEtil.*'14' -r-

/d'l: t.t- 4"4'

0.哺
`合
い1●はどんな儡

`が
あるの

'A ツルは、哺き合いによって、つがいのきすなを
確かめ3うといわれています。また自分のなわ

ばりに入ってくるツルや、綸鶴場で近くにいる

ツルを追いはらうときも、嗜き合いをします。

0.タ ン手ョウの●はどのくらいの大0さ
'

いつき0の ?

A.長さは 1∝m、 幅は 6c iく らいて、

重さはaЮ～2“o(■ワトリの
"の
約48)

ほどあります.タ ンチョウは彗通書先 (3`月 )

に2日の卵を産みます。

くヽ

ヽヽ
十
１
ル

,
（ア

力)tよくヽん
有こ

“

P
/,■・栞,ヽ 31・ ヽ

ヽ
^`ヽ

卜 1ユ 点ヽ/

|`〈 tょく,,v
自色リ

(ヨ ,● )

_× たまこ
.,こ
は211類 ぁ,aヴ

)
t=菫
"=●"婁

町
"●
40●4

TEL O,50)“●11, FAX(0,“)""

発行 :層
=■
籠ツ′じセン

'一::lall:  aiCC@pOo:aF.OCn.ne.ip

`お
こヰヒさ》

１

■

真っ赤になり、大きく広がります.《 、ぅ,|=し≫
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タン手ヨウ Q8A
2

ツルセンターによせられたご質問の中から

そのいくつかにお答えします

*****

Q.ツんのダンスはプロポーズ (求 愛)なの
'

0.どのくらいであとなになるのワ

成功するように 4-5歳 を、おとなとみなしています.

A.タ ンチョウの年齢は.人間と同じように生まれてから

1年 で ,歳と教えます。だいたtヽ 3歳ておとなと同じ姿に

なり卵を産むことができますが、ふつうは野外で子書てに

(街クa→
′
ヮ|工 i゙t

Sぃ点.

=ミ、

(卜2ォ ) Qa'-)
0.つがいになつたら死めまで

相手な変えないというのは本当
'

イ′r

゛
= /

A. 8. L gt*t< U L U n4 LLa E *, A".t ttt* - ta Lti

″

になるまで若いツル同士で集まって過ごします ,

その間につがい相手を見つけますが.神良くなってもやがて

別れてしまうことがあります.しかし.一度産卵や子育てに

成功したつがいは.ど ちらかが死ぬまで.相手を変えないと

いわれています.

Qどうして一本足で曖るの
'

ta?wg

`,こ

さはいてわ

Qタ ン手ヨウの星ばねは何色
'

｀
)

`ワ

||●
`つ

下にヽ ネヨ,

0
A. タンチョウの尾ばねは■つ自です.

しか し翼 を広げた ときに しか見えません .

翼をたた0と .■の黒い羽 〈三列風切と tヽいます )

０

・

＼、ヽ にかく

,●●よ
うρ`らな ,ヽ

- 

r."t,19

0タ ン手ヨウは何な食べるの
'

A. タンチヨウは雑0です.

季節によ つてとることができるエサは

様々ですが .植物の根・芽・花・実

昆虫 (ト ンボ● ′` ッタ・アメンボウ

など).魚 .カ エル.タ ニ ン.ザ リ

ξ珀タ
ラィ0なガヽま

〒035-0245 北海道阿寒郡阿寒町 23線 40番地

Tこ こ (OI,4)o6-401; ●AX(0154)66-40″

発行 :阿寒国際ツルセンター

e― m ail : aiCCO poplar ocn ne」 p

ホームページ :htt,:″ www3 oc● .ne」 0/~aicc

ガニなどを食べます.

ど

●
~
あと甘(1や
な■.よ

'

のたす .′まフ

3.白〔,t・たう

と
`こ
よ

マィナ」―角́ ロヤ 気,ユ

●́ ぅ水の,の方″0ら,たがtヽので,

Ξルなしの ^
たべてるよ′

オズヾ
ヘ

ソコばレ

2001920発 行

贅 丹 錦

,1が し上が

ちャ 、ヽろ

A.タ ンチヨウがなぜダンスをする

のか.よ くわかつていません.

春になると.タ ンチョウはさかんに

ダンスをします.そ のため求霙行動

の一つと考えられています。 しかし

タンチョウは.季節に関係なく一年

中ダンスをします_ま た 1羽 で踊る

こともありますし.集団のときもあ

ります.ダンスには求彙のほかにも

何か役割があるようです。

ア

A 実はツルだけでなく、多くの■の

絆間は片足て立って限ります.

(あまり楽そうには見えませんが・ →

この姿勢て眠ると.外気のあたる体の

部分を最小限にできるのて.冬の厳しtヽ

寒さの中でも凍えることがないのです.

′

´

『

ヽ

うとモ三―

'

‖
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'40■
″Anniversary ●再寒町タンチョウ特愛議会

会 :員を 広 く ヨ要』健

☆ 阿寒町タンチョウ鶴愛議会0歴史

「阿寒町タンチョウ鶴愛議会」は,昭和40年に発足して以来長年にわたり保
護活動の歩みを続けてきました。これまでに,タンチョウの給餌活動をはじめ飛

来地やねぐらの監視活動.丹頂鶴音頭の普及,愛護発祥の碑の建立 ツルに関す
る資料の発行などタンチョウの保護や保護思想の啓発活動を幅広く行づてきまし

た。おかげで今日,タンチョウの営巣地である湿地の環境が年 悪々化する中で,
この日寒町には毎年,およそ300羽の群れが越冬する一大鶴の楽日となり,全
国から訪れる多くの人々に優雅な舞を見せてくれています。

このように,タンチョウカl甥:び交う平和な郷土をこのまま次の世代に引継ぎ,
人と鶴が共存できる環境を保全していく努力が今,私たちに求められています。

☆ 日塞町タンチョウ鶴愛議会は

従来から行つてきたタンチョウの保護活島を発展させながら,更にツルの調査
研究と教育活動を主な目的に設置された阿寒国際ツルセンターが行う事業活動に

協力して、ツルと共存する地域の発展に寄与することとしています。

①lタンチョウ保護のために給餌や監視活動を行います。
② ツルに関する学習会,観察会,展覧会などを開催します。
③ 会報や解説書等の出版物を刊行し銀布します。

④ 国際ツルセンターの鰤 に協力します。

⑤ 国際ツルセンター0活動を支援するボランティアを養成し窓口になります。
③ ツルの保護思想を普及するために,グッズを開発し販売します。
⑦'その他,丹頂鶴音頭やタンチョウ愛護発祥の記念碑を保存する活動を行い
ます。

釜ぎ1になると

★タンチョウ鶴愛議会が発行する会報やツルに関する資料のほか,国際
ツルセンターの事業案内など新しい情報を逐次お送りします。

★国際ツルセンターの売店で5%引き (テレカなど二部商品を除く)の
サービスが受けられます。

■感動が羽ばたく鶴の里■

あなたもタンチョウ鶴愛護会0活動に加しま昴れ 勢
ヽ

‐う
亀
＼

. l{1 .



藤嶋 憲雄

小林 靖之

奥山 勝男

安藤 弘子

編集要面葱驀一言

鏑
集
委
員
感
想

一
言

自
然
破
壊
が
大
き
く
懸
念
さ
れ
て
い

る
昨
今
、
阿
寒
の
地
を
始
め
鶴
の
棲
息

地
が
す
ば
ら
し
い
将
来
環
境
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
優
雅
な
舞
い
が
い
つ
ま
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
深
い

愛
情
に
富
ん
だ
未
来
社
会
が
創
造
さ
れ

ま
す
よ
う
。

記
念
誌
編
集
に
関
わ

っ
て
は
じ
め
て
、

長
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
尽
く
し
て

き
た
人
々
の
苦
労
を
垣
問
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
、
地
道
な
保
護
の
成

果
が
現
れ
、
よ
う
や
く
千
羽
鶴
に
な
り

ま
し
た
。
永
遠
に
、
こ
の
阿
寒
の
地
に

飛
来
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

四
十
年
と
い
う
長
き
に
亘
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
愛
護
会
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
振

り
返
る
ほ
ど
、
阿
寒
の
人
々
の
丹
頂
に

寄
せ
る
熱
い
想
い
が
伝
わ

つ
て
き
ま
す
。

丹
頂
が
い
つ
ま
で
も
阿
寒
の
誇
り
で
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
財
産
で
あ
る
こ
と
を

後
世
に
し
つ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
環
境
を
介
し
て
将
来
の

世
代
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の

子
孫
が
生
き
て
い
く
上
で
、
豊
か
な
自

然
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
よ
り

よ
い
環
境
を
未
来
に
引
き
継
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
び

交
う
平
和
な
郷
上
で
あ
り
ま
す
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

丹
頂
の
保
護
に
携
わ
り
早

一
〇
年
。

保
護
の

一
方
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ツ
ル
の
み

な
ら
ず
人
の
世
の
流
れ
も
大
き
く
変
わ

り
始
め
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
丹
頂

の
里
に
舞
う
鶴
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
。

■

■

■
口
●
■
■

u
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橋本 貴子

大
二
十
二
年
に
釧
路
湿
原
で
丹
頂
が

発
見
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
千
羽
を
超

え
た
。
丹
頂
の
保
護
思
想
の
普
及
な
ど
、

愛
護
会
の

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

昨
今
で
あ
る
。
自
然
環
境
を
保
全
し
、

丹
頂
の
優
美
な
姿
が
各
地
域
で
見
ら
れ

る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

厳
寒
時
も
、
早
朝
丹
頂
の
飛
来
前
に

膳
立
て
完
了
。
や
が
て
寒
気
を

つ
い
て

続
々
飛
来
。
午
後
は
活
魚

（ウ
グ
イ
）

の
給
餌
の
毎
日
。
今
日
も
元
気
な
姿
を

見
て
ホ
ッ
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
可
愛

い
丹
頂
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

せ

山崎 定作

伊藤 博通

水野  晃

大山  昇

こ
れ
ま
で
の
丹
頂
の
保
護
活
動
が
現

在
も
続
き
、
三
十
五
羽
が

一
〇
〇
〇
羽

に
ま
で
増
え
た
と
い
う
事
実
は
、
驚
き

と
感
動
で
す
。
こ
の
感
動
を
多
く
の
人
々

に
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
愛
護
活
動
の

心
が
永
遠
に
広
が

つ
て
い
く
よ
う
に
今

後
と
も
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

愛
護
会
設
立
当
時
に
係
わ
り
、
四
十

年
目
に
し
て
記
念
誌
の
編
集
を
お
手
伝

い
で
き
感
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

表
紙
の
写
真
を
林
田
恒
夫
氏
よ
り
ご
寄

贈
賜
り
、
岩
松
健
夫
氏
の
写
真
を
北
海

道
新
聞
社
の
提
供
を
受
け
て
随
所
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
よ
″資
す
る
人

々
ど

分
餌
Ｐ
琥
け
る
人

々
が
い
る
限
り

永
之

に
分
項

の
ェ
に

鵜
ｔ

の
芝
各
地
た
ら
ん

曇

-0 1430

ア

、

日

″

餞

“
■
Ｊ
■
ロ

Ｌ

■
ｒ
ｉ

口

「

¬
「

1

「

[

「

q,

雪
原
に
仕
立
す
る
丹
頂
は
自
然
の
猛

威
か
ら
身
を
守
る
す
さ
ま
じ
い
も
の
が

あ
る
は
ず
な
の
に
、
ク
ワ
ツ
と
鳴
き
、

は
ば
た
き
空
を
舞
う
姿
は
華
麗
で
す
。

丹
頂
を
保
護
さ
れ
守
り
続
け
た
多
く
の

方
々
の
心
に
ふ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

膠′・
´~｀
コ

F



０

●

◆

◆

鳳

雪

に

財

え

、

阿

寒

の

地

を

走

冬

の

地

と

し

て

■

き

抜

い

て

き

た

タ

ン

チ

ョ
ウ

、

調

査

機

関

の

発

表

に

よ

る

と

そ

の
数

は

今

年

千

羽

を

越

し

た

。

め

で

た

く

千

羽

鶴

が

確

認

さ

れ

た

今

年

、

良

長

く

活

動

を

続

け

て

き

た

夏

護

合

が

い

み

じ

く

ｔ

設

立

四

十

周

年

の

記

倉

す

べ

き

節

目

を

迎

え

た

。

記

倉

誠

の

編

集

を

担

省

す

る

に

あ

た

っ

て
、

こ

の

歴

史

あ

る

合

の

活

動

と

と

ｔ

に

そ

れ

を

支

援

し

て

き

た

皆

さ

ん

の

活

動

ｔ

視

野

に

、

そ

の

ご

努

力

の

跡

を

残

し

、

こ

の

記

２

読

が

皆

様

に

ご

ゆ

っ
く

り

ご

覧

い

た

だ

け

る

ｔ

の

に

な

る

よ

う

不

慣

れ

乍

ら

努

め

さ

せ

て

い
た

だ

い
た

。

現

時

、

自

然

環

境

破

授

が

４

配

さ

れ

る

が

、

人

間

の

知

見

と

努

力

で

タ

ン

チ

ョ
ウ

に

最

適

な

環

境

が

残

さ

れ

る

よ

う

祈

り

た

い
。

こ

の

編

集

に

あ

た

っ

て

は

、

多

く

の

個

人

、

関

係

機

関

の

ご

理

解

ご

協

力

を

い
た

だ

さ

４

か

ら

盛

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

編

隼

委

員

長

　

鼻

山

記

編

集

後

記

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

設
立
四
十
周
年
記
念
誌

発
行
者

発
行
日

印
　
刷

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

平

成

十

七

年

十

月

一
日

釧
路
綜
合

印
刷
株
式
会
社
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